上 9 


Mew-//7 己 PG 〇 P/G 
ング アッ ーー バジ 


どう ワー ジョ ン ソ マッ マ ド 
説明 書 


「 たり ピ / ルス パク ルッ グ 
パー ソナ ルコ ンピュータ 
形 名 


CZ-880C 
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| 製造 番号 は 、 品 質 管 理 上 重要 な も の で すか ら 商 品 本 体 表 示さ 
れ て いる 製造 番号 と 、 保 証書 に 記載 され て いる 製造 番号 こ が ー | 
致し て いる ガ 、 お 確 サ すめ くだ さい 。 
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は じ め に 


未 書 は 、 デ ィ ズ ワウ ヨー ディ リティ 、 ガ ルル タユ コー チイ | デフ チャ ヤー ツー ルル 、 シス テム ・ ユ 
ー ザ ー 辞 書 、FM 音 源 ミ ユー ジッ クツ ー ル お よび ブラ フィ ッ ク ツ ー ル の 使用 万 法 を 説明 し て いま 


す 。 

それ ぞ れ の 用 途 に 応じ て お 読み くだ さい 。 
BAS | ご C の ほか 
ネス ブフ コ ー す 52 
プリ ンタ コー チャ リリ チャ 。 
デフ チャ ー ツ ー ゝ 。 
の 辞書 、 辞 書 ユ コー ティ リ テ 
イ 、 拡 張 パ レッ ト 設 定 コ ー 
ティ リティ な ど ご が 登録 きも ね ブラフ イッ ク ツー ル 
て いま す 。 


FM 音源 
スー ジッ の ツー ルル 


@ 原本 の ディ ス フ は コピ ー を 取 つ て お き 、 コ ピー し た も の を 使用 する こと を お 勧め し ます 。 不慮 の 
事故 に よ つ て 、 原 本 の ディ スク が 使用 不可 能 と な ら な いよ つう 安 全 な 場所 に 保管 し て くだ さい 。 

な お 、 コ ピー する と き は 市 販 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ を フォ ー マ ッ ト し て か ら コ ピー レ て ぐだ さい 。 
・ フ ォ ー マ ッ ト の し か た だ …… 「FORMAT &COPY .UtyJ の フォ ー マ ッ トコ ユー ティ イリ テ ィ の 

項目 を 参天 
・ デ ィ ス ク 内 容 を すべ て コピ ー す る …… 「FORMAT & COPY .Uty」 の コピ ー コ ユー ティ リ テ 
イ の 項目 を 参 眼 

・BAS | C だ け を コピ ー す る 方法 …… 「DISK SYSGEN.Uty」 を 参 天 

⑯ 2 D の ディ ス フ の フォ ー マ ツ ト や コピ ー を 行う 場合 、2 D の シス テム ディ スク を 作成 する 秘 要 が 
あり ます 。 作成 方 法 は よ 「 2 D の シス テム ディ スク 作成 」 を 参照 し て ださい 。 

@ 本 機 に は X 1 turbo BAS 1CCCZー 8F0 2) 以 外 に 、X 1 シリー ズ の BAS | CCCZー 
8FB0⑳ 1 V1. 9 お よび CZー-8 ピ CB0 1 V 1. 9) が 登載 され て いま す 。 
X 1 シリ ー ズ BAS | 〇 は 2 D の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー す る 政 要 が あり ます 。 シ ステ ムコ 
ピー の 方 法 は 「DISK SYSGEN.Uty」 の 項 を 参照 し て ください 。 


X1 シ リー ズ の BAS | C を 起動 する に は 次 の よう に し ます 。 
④X 1 turDO の シス テム ディ スク (CZー8FB 0 2 ) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 に 入れ 


て 起動 し ます 。 
②@ 本 機 の 前 面 ト に ビラ 内 操作 部 の 標準 / 高 解像度 切り 換え スイ ツチ (RESOLUTION) を 標準 


(STANDARD 一 ) に し ます 。 


③ 
FILES"9: "回 


と 入力 し ます 。 


Bin* "9: BRSIC CZ8FB92.Sus" 
Bin* "9: BRSIC CZ8FB91 .Sus" 


Bin* "9: BRSIC CZ8CB91 .Sus" 


と 表示 され ます の で 、X 1 シリ ー ズ の ディ スク BAS 1C (CZー8FB9 1 V1. 9) を 
起動 する こき は 次 の よう に 入力 し ます 。 


| RUN"9: BRSIC CZ8FB91.Sys” [| 


X 1 シリ ー ズ の カセ ッ ト BAS 1C (CZー8 CB 1 V1. 90) を 起動 する と き は 、 次 の 
よう に 入力 し ます 。 


RUN"9: BRSIC CZ8CB91.Sys" [| 


な お 、X 1 シリー ズ の BAS 1C V2. 9 は オプ ショ ン で す 。 


ャ ーーーー 


Ta 1 | O デ アー1 2 48 所 て 5 イヴ) 
ジー 1 すき 生還 や 8 イン ンチ) 


9 だ JM わ 便 放 6 1 6 | ひ デ メー イ 1 2 加 F 


く 参 考 ッ ディ スク 内 の BAS | C プ ロブ ラム を 実行 する に は 。 
シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブ 0 に 入れ て BAS | C を 起動 きせ だ の ち 、 


| Fesre ・ 回 | 


と 入力 し ます 。 
だ と えば 、“” プリ ンタ CONFIG.Uty “ を 実行 し を いと き は 、 次 の よう に すれ ば 簡単 に で きま 
すず 。 


カー ソル を B8S の “日 " の 位置 に も つて いき ます 。 


[Blas "9: フ ブリ ンタ CONFIG .Uto" 


ここ で RUN ( 症 と 入力 すれ ば 、* プリ ンタ CONFIG. Uty * が 実行 で きま す 。 
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第 5 章 FM 音源 ミュ ー シ ジック ツー ル 上 2ieci2R 2 AEGISi5XSSSetr の な 1183 

1 概要 ーー に 放 衝 喝 
1 .1 特長 …… 上 ドド CC CS FC らい CK に スチ イーCYOF TL まれ で 2OCRCCR ス OCYOOCY ス KYO つつ て 7 て 7 いつ 和信 
1.2 ご 使用 に な る 前 に …… の io イイ イ 1 用 
1.3 VPOC の 起動 と 終 す …… で oo 4 44 
1 .4 各 セ フシ ョ ン の 構成 PCPPCDCOPPOCPPPCCPPPOPLCCCLCCCOPCCOCOOLLCCCCCCOOLCLCCLELKLLCCOCOLOCCCODCDOCUODUUDLUUULD 和光 6 
1.5 デモ 曲 を 演奏 し レ て み ま し ょ うに 代 逢 あ 

2 サウ ンド エディ タ : NEWTONE oe 4 用 グ 
2.1 FM 音源 と は PPPPPPYCPPPPPPPYPPPPPPCLPPLPPCPLPPCLLCPCCUCCCPCOCCCOCDOCCOCCCOLCCCDCCCCCPDCCCCLCCCDCLDCOLOLPLLLCLLCLP 八 Z 
2.2 プロ グラ ム て 起動 … 本 item 609 
2.3 音色 デー の 作成 PPP に CC に に に に に CPPCCCCCLLCCCCOCCCOOCCCCOCCCOCDCCOLOCOCUDOULOLOUULOULULOOLCDLLUOLL 導 人 
2.4 音色 パラ メー タ の 説明 …… ド ーー 1430 
2.5 オリ ジ ナ ル サ ウ ンド 作り に 失 戦 で 上 …… の ee 1435 

3 ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タ : EDISONOG oo 1 3 ア 
3.1 プロ グラ ハ の 起動 OOCCCCOOCOOOOCGOCCCOOCLLCLLDCCCCOCCLPDCOLOOCCKOLKOLLOLKOLL 1 3③8 
3.2 演奏 デー タ の 作成 … ーー に に 邊 Em 1 39 


3.3 演奏 デー タ を 作 つ て ぁみ さ う ーー ドド 155 


4 プレ イヤ ー: PLAYTONE …… ド ドー ドー ドド 159 
4.1 プロ グラ ム の 起動 …… の ii 16O 
4.2 シン グル シイ ドー ドド ドド 1 6O 
4.3 ジュ ー ク ボッ ゥ スー ドド ドド 人 @ 

 - 衝 N5IC 多聞 一 NERN ーー で enaorsikcxepo 二 werefeeneesdives cro 16 ぢ 
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1.2 邊 要 な ハー ドウ ェ ア 構 成 …(…( ド rt 168 
1.3 基本 近作 で toe 168 

1.4 画面 構成 と 名 衝 … ドド ドド 1 フ O 

1.5 起動 万 法 と 終了 方 法 に OCG2OCCO GOOCCOLLICRLKLLI に KICKLI LILIT TO ZD 

2 ビギナー- ュ コガ イド 1 フ 3 
2.1 簡単 な 図形 を 描く 人 … ei 1 フ 83 
2.2 ペン を 変え る …… ド に 2/ ジィ 
2.3 色 を 変え る rimiriririii 9 
2.4 消し ゴム ii 1 フ 9 
2.5 エア - フ ラシー ドド 14 80 
2.6 水性 ペー ドド 1 8O 
2.7 ペイ ント ーー ドド 1 81 
2.8 閉 曲線 ペイ ント に 1 品 2 
2.9 文字 を 表示 する …… ド ドド つつ 183 
2.10 コピ ビー ドド ドド 1 86 
2.11 拡大 ・ 縮 小 POPCCCCLLCPOCCCCOCCCPCCCCCCCCCOCCCCCOCCODOOCOCCCCDOCOCCCCOCCCOLLCOCCOCLCCCOCCCCOCLULOLLICDOCCCCCLLCLL 條 弓 グ 
2.12 回 転 ee 190 
2.13 左右 反転 …… ぐ tee 193 
2.14 上 下 居 転 の ro 194 
2.15 ルー ペ ……… ド ドド ドド ドド oe HO 194 
6 ii 195 
2.17 画像 デー タ の 保存 ……… で に ドド に 196 
2.18 画像 デー マタ の 計 の み 込 ああ … の ドド 199 
2.19 削除 Giroreroereririrhiii 2O1 
2.20 ビデ テオ ォ 取 りり 込み あみ i(i 字 に に と 7@) ウ ) 
2.21 イメー ジス キャ ナド だ 2O3 


3 0 アア レジ カイ ト ここ に て いと に に に と に し CCC て の O4 
3.1 メニ ュー バド ー ら う (2 
3.2 ファ イル ウイ ンド ウド ti ググ O4 
3 還 想 三 層 の 5 も aaatsdegremiee2ingrorecot ttpeipieiesa5233629G な Sad 2O6 
ACE に SD の SecESP5YigagieASa2 と SiSRadeeBiesdRSiesSKpegdiSsyasiatseaeceeedbeoe 2 の O フ 
5 細 集 宅 三 ドウ イシン に ackarasesheeeinede9aisedeereetrgtOs oniee3hS9SESAZs SAS 2O9 
3J6 文字 ウイ ンド ウ 本 … で eee ダイ 4 
7 Eee yeayznyia smIHKRIGCR8 和 GS は SGSS37g が Ra 2 の 138 
3.8 シス テム ウイン ドゥ ウ … の ti ドド 2 イ 1 誠 

4 原 用 編 …… の eo の 1 フ 
4.1 お 絵描き テク ニッ ッ ti ドド 2 イグ 
4.2 スー パー イン ポー ズ モ ー ド …… の ドド ドド の 中 Z 
4.3 葉書 サイ ズ に 印 馴 する 2 の 4 グ 

付録 HPODDUYY TTYYTRXKYXYTRAUYOPYIAPRYTYPYTETUUCYYDTUPN KT て OPT に ググ 18 
本 1 イス メージ スキ や の 使 も Useonee2eesoosesvssssearoaoisassiie22S35sess 21 
付録 と Z's STAFF-Z の 画像 デー タ 構 造 … (ir ビ ヒ ー ド ドド eeemm ググ 18 
付録 3 BASIC プロ プラム で の 利用 GDPICOOLOCY KTLLYOTKYYIDLPAOOCXOOCOCOOOLC ま と 2 に LA フス て て て の 必 必 


付録 一 4 拡張 / パレ ツ ト 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ eieeaeeeeaees sae 2 グ 8 


コー ディ ブロ ダ ら 
シス テム ディ スク に は 、 名 種 の ユー ティ リティ プロ プラ ム ガ 登 録 さ れ て いま す 。 フ ァイル 名 を 確認 
する に は 、 災 の よう に し ます 。 


シス テム ディ スク ぞ を ヲ ロッ ピー ディ スワ ビラ イブ の に じ 天 和志 


FILES"9:" 部 | 


ど 入 力 し て ぐだ さい 。 
" 引 
" 取 
" 色 
" 錠 
計 6 
時 s "229 1 iLW 
Bas* " 芝 Print out-1 HL 
Bin* "MEPrinl out- 9 .Dbi" 
Hsc* " 防 Print out-2 UL" 
Bas* " 同 DEFCHR TOOL 2.ULu" 
Bas* 2 SR 人 PLE .Fnt" 
Bas* "DEVICE DUMP .Bas" 
Bas* " 色 FDRMRT & COPY.ULo" 
Bas* " 明 DISK SYSGEN .ULu" 
Bas* " 褒 有 D FORMT .Utuy 
Bas* " 褒 HD MP .ULu" 
は 害 Mm 理 
8S* k り " 
Bas の LORD2 .Utu" 
Bin* "店 /"s LORD2 .0bj" 
Bas "Z"s LORD4 IT 
Bin* " 明 Z"s LOHD4 .0bj" 9 
es 1 Bin… 機 械 語 プ ロブ ラム (バイ ナリ ー 形 式 ) 
as に -ltu に 
Bas* 9 0 I 1 ASC…BAS 1 C プ ログ ラム (アス キー 形式 ) 
oe っ コピ ビー. 山 
sc "中 システ 


ム 変換 'DIC” 前 1TO 


ユー ティ リティ プロ グラ ム の 内 容 


ファ イル 名 プロ グラ ム 名 内 容 
1 .FORMAT & COPY.Uty ディ スク フォ ー マ ツ トド ト ・ 回 ツウ ピー デ ィ ス ダ の ラオ ー マ ゆ ツテ 
コ ほ 学 ィング お よび コピ ー を 行ない ます 。 
ど .DISK SYSGEN. Uty ディ スク ・ タ イプ の 設定 ・ 5 ント イー チト (の 8 ラペ バク ター 
2 の 4 ンコ プ を 設定 し 、 シ ステ ム (SHARP HH 
uBAS | 〇 C) の コピ ビー を 行ない ます 。 
3.HD FORMAT.Uty ハー 民 議 ペグ クア オー マ ee に デイ ベジ の ウゴ ヨン マツ テイン 


ツ ド グ を 行ない ます 。 


4.HD MAP.Uty 
5S.DEVICE DUMP.Bas 


6. プ リン タ 
CONFIG. Uty 
/.Print out-1.Uty 


8.Print out-2.Uty 


9.DEFCHR TOOL2.Uty 


10. 條 ぎ SAMPLE.Fnt 
1 拡張 PALET.Uty 


12ZS LOAD2Uty 
ZS LOAD4.Uty 

13. ユ ー ザ 療 書 傘 全 .Uty 
妖 書 変更 JUty 
群 書 ペ ー ジ 追加 Uty 
栗 書 コピ ー  .Uty 


ハー ド デ ィ スク 領域 の 確 
保 お よび 解除 
デバ イス 内 容 の 表示 


プロ ンダ コラ トロ ピロール ・ 
コー ド の 設定 
プリ ンタ 出力 の 書式 設定 


プリ ンタ 出力 設定 サブ プ 
ログ ラム 群 
PCG., 外 字 の 設定 


外 寺 の サン プル 

拡張 パレ ッ ト 設 定 コ ユー テ 
ギ 電 イマ 

と きら お TAF ビ ピー デー タ 
ロー は プロ グラ 6 

辞 書 コ ユー ティ リティ 


ユー ティ リティ で 使用 する サブ ププ ログ ラム 


ファ イル 名 
1.DSK UTILITY.Obj 


の .Start Up data.SuDb 


3.Start UO .B8S 


4.Print out-1.0Dj 


5.ZS LOAD2Obj 
ZSLOAD4.ObJ 


用 可能 で す 。 


内 


ハー ド デ ィ スク の 信 域 の 分 割 お よび 
分 割 の 解除 を 行ない ます 。 

デバ イス (ディ スク 、 外 部 メモ リ 等 ) 
の 内 容 を レコ ー ド 単位 で 表示 し ます 。 
百 種 プリ ンタ の コン トロ ー ル コー ド 
を 設定 し ます 。 

プリ ント アウ ト の 縦 書き 、 横 書き 、 
文 サ イズ 、 改行 幅 の 設定 を 行ない 
ます 。 

プリ ンタ アウ ト の 設定 を 行なう だめ 
の サブ プロ ブラム 群 で す 。 

PCG へ の 設定 お よび 外字 の 設定 を 
行ない ます 。 

PCG に 外字 の 例 を 設定 し ます 。 

第 6 章 付 録 - 4 を ご 覧 くだ さい 。 


第 6 章 付 録 - 3 を ご 覧 こ だ さ い 。 


第 4 章 を ご 覧 くだ さい 。 


容 


コー ティ リティ ・ プ ロブ ラム 1 3 を 実行 する 時 に 使用 する 機械 


語 サ ブル ー チ ン で す 。 


? プ リン タ CONF 1G. Bas で 設定 し た プリ ンタ コン トロ ー 
ル ・ コ ー ド の デー タ が 登録 きれ て いま す 。 

沖 種 初期 設定 の 他 、 Stgart up Qata.Sub ” に 登録 きれ て い 
る コン トロ ー ル ・ コ ー ド の 設定 を 行ない ます 。 

^ Print Out- 1 .Uty “ を 実行 する 際 に 使用 する 機械 話 サ ブル ー 


ナウ で すき 。 


それ ぞ れ "Z'S LOAD2.Uty^、“ ン 'S LOAD4.Uty "を 実行 する 
際 に 使用 する 機械 語 サブ ルー チン で す 。 
な お 、 各 ODJ( オ ブ ジ ェクト ) プ ロブ ラム は 、BAS 1 C プ ロ プ ラム の サブ ルー チン や 、 デー 々 登 
録 用 の プロ プラ ム で す の で 、 単体 で は 使用 で きま せん 。 
まだ 、 ア スキ ー 形 式 の プロ プラ ム は 、 ME RGE 命 令 を 使用 し て 他 の プロ プラム の 一 部 と し て 使 


に と つ 


"ジル 『 し 


\ 回 H 「 ー 
Me 9 ECD: 員 隊 


sk 


rs 


6 『 3 H 還 
y す 9 ェ J 和 さ = 電 刀 


4 3 EE le は は 


】 全 』 1 
JE 性 WWW 


mr - (いひ 


に ゴーHNAAHTL 上 


 ] 音 


第 1 章 | ティ スク ユー ティ リティ 


概要 
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ディ スク ユー ティ イィ リティ は 次 の よう に 構成 され て いま す 。 


FORMAT & COPY. Uty (BAS 1C プ ログ ラム) 

デイ スク の フォ ー マ ツ ト 、 ディ スク の コピ ー を 行い ます 。 

DISK SYSGEN. Uty (BAS 1C プ ロ プ ラム) 

ディ スク タイ プ の 設定 と シス テム (SHARP HuBAS | C) の コピ ー を 行い ます 。 
HD_ FORMAT. Uty (BAS | C プ ロブ ラム ) 

5 イン チ ハ ー ド ディ スク (容量 1 9MB) の フォ ー マ ッ ト を 行い ます 。 

HD MAP. Uty (BAS 1C プ ロブ ラム ) 

5 インチ ハー ド デ ィ スク (容量 1 9 MB) の 領域 の 確保 お よび 解除 を 行い ます 。 
同和 MTTELITY. OBJ (機械 語 プ ロブ ラム ) 

1 一 3 の 韻 BAS | C プ ログ プラム が 和 め 要 と する 機械 語 プ ロブ ラム が 格納 され て いま す 。 


使用 法 


デイ スク ユー ティ リティ を 使用 する に は 、 実行 し た い 内 容 の BAS | C プ ロブ ラム を 実行 し ます 。 


だ と えば ディ スク の フォ ー マ ッ ツ ト を 実行 し た いな ら 、 


RUN"9: FORMRT & COPY.Uto" 同 | 


と 入力 し ます 。 音 プロ ブラ ム を 実行 し だ 直後 の 画面 は 次 の よう に な り ま す 。 


ぐ FORMAT & COPY. Uty の 場合 > 


才 琶 上 仁氏 栖 を 】 1 3【 ル WV 準 


1 ww we . 也 加 意 衝 【 
の *** Cg all 
き *** 半 了 


メニ ュー 番号 を 入力 し て くだ さい 。 


< く DISK SYSGEN. Uty の 場合 > 
※。 D 1 る Ka 敵 た た 1 に ャ 生生 


ト *<・* 傘 sk も 徐 才 3 誠 定 


ュ JI に HIーBNXANL 


の っ の eo 生 二 も き 二 By 
kw wi 二 評 


ー ュ ー 番 号 を 入力 も そ く だ さい 。 


<HDFORMAT. Uty の 場合 > 
氷 光 日 ard Disk Format※※ 
717 疹 か 軸 て ( 府 い 。 (0-3).9 


<HD MAP. Uty の 場合 > 


米 来 買 a rd 5 Ss WW PD ネネ 
こげ 4220 ド 21 竣 編 LC( 誠 (0-3) 7 四 


ソバ イス ディ イズ タマ イプ 
両面 倍 密度 (2D) . 


3 まだ は 
5 イン チ 和 M 両面 倍 密 度 倍 ト ラッ ク (2DD) 
フロ ッ ピ ー|  。. | 両 融 厩 2HD) 

デイ ス フ " | 両面 高密 度 (2HD/ 標 準 フ ォ ー マ ッ ツ ト ) 
8 イン チ F9: | 両面 位 密 度 (2D-256) 


フロ ッ ピ ー ( 両面 倍 密度 (2D-256/ 標 準 フ ォ ー マ ッ ト ) 
の 。 【 に 中: 片面 単 密度 (1S-128/ 標 準 フ ォ ー マ ツ ト ) 


は 2 た HD 0 : 


ーー ) 1 9M バ イト 

の で ペク HD3 : 
EMM 9 : 

外部 メモ リ ) 増設 RAM 3 2 9K バ イト 
EMM 9 : 


ト の 


ァ 
ス 
ク 
き 選 
山 
テ 
リ 
テ 


1 FORMAT & COPY. Uty の 使用 法 


1。 ます フォ ボー マッ ト プ ロ グラ ん 

尻 台 1 で で きす イ ンチ 、5 イラ チ お あお よび 8 イン チラ ロッ ピー ディ スク 、5 イ ンチ ハー に ビデ ィ ス クタ 
を 使用 し て デー タ の 読み 出し ・ 書 き 込 み 動作 を 行う 場合 は 、 ディスク 上 の アド レス 情報 (ヘッ ド 番 
号 、 シリンダ 番 号 、 セ クタ 番号 ) を も と に し て デー タイ の 格納 場所 を 検索 し 、 実 行 し ます 。 そ の だ め 
に は 、 ディスク 上 に この アド レス を 割り 付け る 作業 (ディ スク の 1 災 初 期 化 ) を し な こく て は な り の ま 
せん 。 ご の 作業 を する プロ プラ ム が FORMAT Utility で す 。 

プロ グ ブラム を 実行 後 、 各 ディ スク は 初期 化 さ れ て 次 の よう な 状態 に な つて いま す 。 


ヘッ ト 赤 中 | フン ダー| セク ター | ティ ス フ タ イプ 備考 | 
。 ッ | 9 一 1 | 0939 | 1 一 16 | 両面 人 密度 (2D) 

*e は | 9 一 1 | 0 一 79| 1 一 16 | 両面 度 舘 ト ラッ ク (2DD) 
フロ ッ ピ ー| 9 …1 | 9 一 76 | 126 | 両面 高密 度 2HD) 
7 の 2 | 0 一 1 | 9 一 76 | 126 | 両面 高密 度 (2HD/ 標 準 フォ ー マ ッ ト ) 132 計っ ) 細 ge ター 
。、。| 9 1 | 976 | 1 一 26 | 両 代 度 (2D-256) 
フロ ッ ピ ー| 9 1 | 976 | 1 一 26 | 両面 倍 密 度 (2D-256/ 標 準 フ ォ ー マ ッ ト ) 12229. | 給 記 2 ター 
"| @ |9-76| 1-26 | 片面 単 也 度 (1S-128/ 標 準 フォ ー マ ッ ト ) 


= E ィ 
2| 9 て 3 | 9 一 395| 1 一 33 | 1 9 M バ イト CMAITMME 


ディ スク の 初期 介 に は 、 デ ィ ス ク 上 に アド レス を 割り 付け る 一 炊 初期 化 と 、 本 機 の BAS | C で 
の ディ スク 管理 用 の シス テム フォ オー マッ ト (一次 初期 化 ) が あり 、 上 ORMAT Utility で は 
その 2 つ を 同時 に 行 つ て いま す 。 


人 @ 5 イン チ 2 HD (標準 フォ ー マ ツ ト ) お よび 8 イン チ 2Dー2 5 6 (標準 フォ ー マ ッ ト ) は 、 


へい 上 

hh 1 2 8 バイ トン セク タ 単 密度 、 こ れ 以 外 の 領域 は 2 5 6 バイ トン セク マタ 
昔 密 度 和志 0 

セク タ 1 2 6 倍 密 度 で フォ ー マ ツ ト し ます 


登 6 イ ンチ 1 一 1 2 8 (標準 フォ オー マット) は 、 全 シリ ンダ 1 2 8 バイ トン セク タ 単 密度 で フォ 
王 ツ ツ め に ド し ます 。 


人 @ そ れ 以 外 の ディ スク は 、 全 シリ ンダ 2 5 6 バイ トン セク タ 倍 密度 で フォ ー マ ツ ト し ます 。 
だ だ し 、 5 イン チ 両 面 高密 度 お よび 8 イン チ の 両面 倍 密度 ディ スク は 、 標準 フォ ー マ ッ ト 化 し 市 


販 さ れ て いま す の で 、BAS 1C の IN IT 命令 で シス テム フォ ー マ ツ ト の み を 実行 し て 使用 する 
と 簡単 で す 。 


3 


シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 9 に セッ ト し て 、 
②⑦ 


| RUN"9: FORIAT & COPY.Uty" 回 還 


と 入力 し て こく ださい 。 メ ニコ ユー 画面 お ら [1] を 押し ます と 、 


テ 
ス 
ク 
= 
1 
避 
リ 
テ 


7 旅人 て 府 い .(0-3) 7 


と フォ ー マ ッ ト を 行う ドラ イブ 番号 て 5 て 3 ) イン チ 、8 イン チ ) を 聞い て きま す の で 、0 一 3 
を 入力 し 、 [ 同 | を 押し ます 。 
ここ で は 、 1 [ 問 | と 入力 し て み ま し よう 。 

②@ す る と フォ ー マ ッ ト ガ 可能 な ディ スク フタ イプ が 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


水 氷 ボ Format Utility 氷 氷 
21710 ず 29277 を AL( 於 6 7 


5(6r3)17# ) い 。 
5 イナ byAW/| いい 人 
5 ソナ ' ます いい の 
5 ソナ )/ 要 74- ィ ッ ト | 。 …・ 3 
81 25 ) いい 4 
617 6 )/ 醒 7- wd い ・ 5 
01 け 2 )/ 要 7 ォ ー ャ ッ ト …・ 5 


と 聞い て きま す の で 、 入力 し だ ドラ イブ 番号 に 対応 し を ディ ス フ タ イプ の 番号 を 入力 し 、 r 選 | を 


押し ます 。 
ここ で は 、2 是 | と 入力 し て み ま し よう 。 


③ 


17197(27 を 瑞 離 度 誕 ) 7 ォ -Y ッ ト し ます ー 


入力 し を ディ スク タイ プ の 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


に IN が ES 


@ 指 定 さ れ ね だ ドラ イプ の ディ スク フタ イプ の 設定 と 、 入力 し を ディ スク タイ プ ガ ーー 致し て いれ ば 、 


% 563)1770 ド 171K7ー ャ ッ ト す 7 27 て ( 府 


と 表示 され ます の で 、 指定 し た ディ スク タイ プ に あつ た ディ スク を セツ ト し て ご だ さい 、。 違 つ だ 
ディ スク を 入れ ます と 、 エ ラー 発生 の 原因 と な り ま す の で 注意 し て こく だ さい (て だ と えば 、 両面 倍 
密度 倍 ト に ラッ フ の ディ スク タイ プ を 指定 し て いる の に 、 両面 倍 密度 の ディ スク を セッ ツ ト し だ 場 


合 )。 


⑤ 正 し く デ ィ ス フク ガセ ツ ト さ れる と 、 


7-? ッ ト を 能 【 ま 7 (Yes or No) 


と 聞い て きま す の で 、 ド ライ ブ プ 番 号 、 デ ィ ス フタ イプ に 間違い が な いこ と を 確認 レ し た 上 で 、 フ ォ オ 
ー マ ッ ト を 開始 し て も よい の な ら [| を 押し て くださ い 。 も し 、 フ ォ ー マ ッ ツ ト を 止め だ い 場 合 は 
を 押し て こ だ さ い 。 

フォ ー マ ッ ツ ト ガ 開始 され ます と 、 画 面 に 棒グラフ と トラ ッ ク 番 号 が 表示 され て 、 現在 の フォ ー マ 
ッ ツ ト 状 況 を 知る こと が で きま す 。 


ly 
|  】 角 前 7 
|  . EMHmmmumittrrmiiimm 23. 


(5 イン チ 両 面 高 密度 の ディ ス フ タ イブ の 場合 ) 


プ オ ー マ ッ ト は 、 一 次 初期 作っ デー タ の 検査 っ 二 炊 初期 化 (シス テム ハム フォー マット) の 順 で 行わ 
れ ま す 。 
※8 イ ンチ 片面 単 密度 の 場合 、 二 次 初期 化 (シス テム フォ オー マット) は 行わ れ ま せん 。 


②⑦② フ ォ オー マツ ト ガ が 終了 し ます と 、 


7 マッ ト 娘 人 ル 乱れ 
5 硬 カー ャ ッ ト 久 対 (Yes or NO) 


と 聞い て きま す の で 、[Y] を 押す と ④ の 表示 に 戻り 、 次 の ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 行う こと が 
で きま す 。 ま だ 、 IN| を 押す と メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 


No 


を 内 1 ココ 問 hm ティ リティ 

ディ スク に 記録 きま れ て いる ファ イル は 、 ユ ー ザ の 誤操作 ( 尿 要 な ファ イル を K 1LL し て し まつ 
だ な ど )、 も し こぐ は ハー ド デ ィ スク の トラ ブル (ディ スク に デー タ 書 き 込 み 中 に 停電 し て し まつ だ な 
ど ) に より 、 い つつ 壊れ て 使え な く な つて し まう ガ が わが り の ませ ん 。 

そこ で 、 重要 な 情報 が 記録 きれ て いる ディ スク は 、 定期 的 に コピ ー (〈 バ パッ ツク アップ ) を 作 つ て お 
ご 琴 要 が あり ます 。 ご の よう な 、 ディ スク の コピ ー (〈 バ パッ クア ッ プ ) を 作る ユー ティ リティ が 、 コ 
回 ーー デイ ウイ 6 

コピ ー ユ ー テ ィ リ ティ は 原本 の ディ スク と まつ だ ぐ 同 じ コ ピー を 作り ます の で 、 容 量 の 違う デイ 
スク どう し の コピ ー (8 イン チ 両 面 倍 密度 の ディ スク の コピ ー を 5 イン チ 両 面 位 密 度 の ディ スク に 
作成 する よう な こと ) は で きま せん 。 

コピ ー コ ユー ティ リティ が 使え る ディ スク タイ プ の 組み 合せ は 、 次 の よう に な り ま す 。 


時 WW | 


原本 の ディ スク コピ ー 作 成 の ディ スク 
5(3) イ ンチ 両面 倍 密 展 5(3 ) イ ンチ 両面 倍 密 度 
3 2 9 K バ イト 外部 メモ リ 
5 イン チ 両 面 倍 密度 倍 ト ラッ ク 5 イン チ 両 面 億 密度 和合 トラ ッ ク 


5 り イ ンチ 両面 高密 度 
8 イン チ 両 面 倍 密度 


5 イン チ 両 面 高 密度 (標準 フォ ー マ ツ ト ) 5 イン チ 両 面 高密 度 標 準 フ ォ ー マ ツ ト ) 


8 イン チ 両 面 倍 密度 (標準 フォ ー マ ツ ト ) 


8 イン チ 両 面 倍 密 度 5 イン チ 両 面 高密 度 
6 イン チ 両 面 億 密 度 


5 イン チ 両 面 高 密度 (標準 フォ ー マ ツ ト ) 
6 イン チ 両 面 倍 密度 (標準 フォ ー マ ツ ト ) 


5 イン チ 両 面 億 密度 
3 2 9 K バ イト 外部 メモ リ 


ら イ ンチ 両面 高密 度 


8 イン チ 両 面 倍 密度 (標準 フォ ー マ ツ ト ) 


3 2 9 K バ イト 外部 メモ リ 


使用 法 
④① フ ォ ー マ ッ ト プ ロ プ ラム で フォ ー マ ッ ツ ト さ れ だ ディ スク フ を 用 意 し ます 。 
シス ヂ デム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ネ ク フ ド ライ ザビ ピッド に レ て 、 


| RUN"9:FORMRT & COPY.Ute" 


」 


と 入力 し て ぐだ さい 。 メ ニコ ユー 画面 で [2] を 押し ます と 、 次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


に 2 
ス 
ク 
FE 
由 
テ 
リ 
本 


水浴 氷 じゅ る タ fjility ボボ 水 玉 


7 が 7f2 多 【C( 人 te お 7 名 


BEPI テ 2059 
の F 中 -FS: EMH: -EMM9: 


7- が 2 を AL て ( 訟 ! いい 72 る 半 


原本 (コピ ー さ れる 側 ) の ディ スク を 入れ る デバ イス 名 を 聞い て きま す の で 、 原本 の ディ スク フ ( 書 
き 込 の 禁止 状 態 こ し て お こと よい ) を ドラ イブ に セツ ト し 、 そ の デバ イス 名 を 入力 レ [ 過 | を 押し ま 
す (だ と えば 、 5 イン チ ド ラ イブ 1 に 原本 の ディ スク を 入れ だ な ら [] [] E 乙 | と 入力 し ます )。 
な お 画面 に 表示 され て いる デバ イス 名 で よい な ら 、 ( 周 の み 押 し て ぐだ さい 。 

② デ バイ ス 名 を 入力 し ます と 、 


ぇ 人 220717、 5(3)1 孔 貢 境 凍 で す 


⑨ で 入力 し だ デバ イス タイ プ の 設定 状況 が 表示 され ます の で 、 原 本 の ディ ス フ タ イプ と 同じ で あ 
る こと を 確認 し て くだ さい 。 
③ 次 に 、 


?E- 隊 76772 税 巡 L(( 誠 い ・ が 7 


コピ ー を 作成 する ディ スク を 入れ る デバ イス 名 を 聞い て きま す の で 、 コ ピー を 作成 する ディ スク 
(フォ ー マ ッ ト が 完了 し だ 新しい ディ スク 、 も し こぐ は 、 デー タ を 書き 換え て も よい ディ スク ) を 
ドラ イブ に 入れ 、 て ドラ イブ 1 基 で の コピ ー の 場合 は 、 ま だ 入れ な いで こ だ さ い ) そ の デバ イス 名 
を 入力 し 市 | を 押し ます 。 な お 画面 表示 され て いる デバ イス 名 で よい な ら 、[ 過 | の み 入力 し て 
く 大 ざい > 
2 つの デバ イス 名 の 入力 び で き 、 ガ つつ 指定 され だ 2 つの デバ イス の ディ スク タイ プ の 設定 ガー 致 
し た と き 、 


ーッ 騰 し Ge or No) 紳 


と 聞い て きま す の で 、 デ ィ ス フク お よび デバ イス を よ ぐ 確認 し た 上 で 、 コ ピー を 開始 し て よい な ら 

[Y| を 押し て こく だ さい 。 も し 、 コ ピー ユー ティ リティ を 終了 し たい なら IN] を 押し て くべ だ さい 。 

さて 、 コ ピー ガ 開 始 さ れ ま し た 。 ご こ が ら 、 デ バイ ス 名 の 指定 方 法 (ドラ イブ 2 基 で の コピ ー と 
ドラ イブ 1 基 で の コピ ー) に より 操作 が 違 つ て きま す 。 


(1 ) 違う デバ イス 名 どう し の コピ ー (ドラ イブ 2 基 で の コピ ー) の 場合 


ス 
ク 
6 
則 
テ 
リ 
ヌ 


メッ セー ジ が 点滅 表示 され 、 原 本 の ディ スク ガ ら の デー タ の 読み 込み 、 コ ピー 作成 デイ スク へ の 
デー タダ タ 書き込み 、 デ ー タ 検査 が 自動 的 に 行わ れ ま す 。 コ ピー が 終 ず する と 、 


コピ ー 深 し まし 


と メッツ セー ジ が 表示 され ます 。 


() 同じ デバ イス 名 どう し の コピ ー (ドラ イブ 1 基 で の コピ ー) 
( サ ) う で 1 


と いう メ ツ セージ が 点滅 し ます 。 
(は 2 で 
で GS 


了 77422 を ド 21 小 AS が 0- 二 LC だ 


と 表示 され ます の で 、 原 本 の ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し [| を 押し ます 。 する と 、 本 体 へ の ディ 
スク の デー タ 読 み 込み が 開始 され ます 。 

(サー3 

デー タ の 読み 込み が 終了 する と 今度 は 、 


JE- 雑 対 722 を ド 277 に 人 枕 が 5 1 9 に 旭 し て (だ ぃ 


と 表示 され ます の で 、 コ ピー を 作成 する た め の デ ィ ス ク を 指定 し た ドラ イブ に 入れ て 、 を 押し 
ます 。 す る と 本 体 に 記憶 きれ だ 元 の ディ スク の デー タ が 、 コ ピー を 作成 する ディ スク に 書き 込ま れ 、 
続け て デー タ の 検査 が 開始 され ます 。 

| 

デー タ の 書き 込み 検査 が 終了 し ます と 、 ま だ 、( 中 |) 一 2 の 表示 に 戻り ます の で 先ほど と 同様 の 操 
作 を 行い ます 。 

以後 、CIl) 一 2 と (|) 一 3 の 操作 を 、 


ス 
ク 
す 
テ 
リ 
テ 


コピ ー が 終了 し まし た 。 


の 表示 が され る まで 繰り 返し 行 つ て くだ さい 。 
な お 、(〈|) 一 2 と |) 一 3 の 操作 の 繰り 返し は ディ スク フタ イプ に より の 異なり 、 次 の よう に な り 


ます 。 
ディ スク フタ イプ CII)- 2 と CII)- 3 の 操作 の 回 数 

5(3) イ ンチ 両面 倍 密 度 8 回 

5 イン チ 両 面 倍 密 度 倍 ト ラッ フ 1 6 回 

5 イン チ 両 面 高 密度 

5 イン チ 面 面 高密 度 (標準 フォ ー マ ッ ト ) 回 

8 イン チ 両 面 倍 密度 

8 イン チ 両 面 倍 密度 (標準 フォ ー マ ッ ト ) 


⑥ 以 上 の よう な 操作 で コピ ー を 1 枚 作 成す る こと が で きま し た 。 コ ピー が ガ が 終了 し ます と 、 画面 に は 
終了 の 表示 と 共に 、 


も 5- 民 GE- ル か (Yes 0r NO) 多 


と 表示 され ます 。 ご の と き [Y| を 押す と 、 ① の 表示 に 戻り 、 続 け て コピ ー を と る こと が で きま す 。 
まだ IN| を 押す と 、 メ ニュ ユー 画面 に 戻り ます 。 


2 DISK SYSGEN. Uty の 使用 法 


2. 1 ディ スク フタ イプ 設定 ユー ティ リティ 

本 ユー ティ リティ は 、5 (3 ) イン チ ド ラ イブ 9 3 、8 イン チ ド ラ イブ 9 ~ 3 の 名 ドラ イブ の 
ディ スク フタ イプ の 設定 、 お よび 確認 を 行う を め の プ ロ プ ラム で す 。 ディ スク フタ イプ の 設定 は BAS 
1 C の DEV | CE 命令 に お いて も 設定 可能 と な つて いま す が 、( て だ と えば 、5 イン チ ド ラ イブ 1 を 
両面 倍 密度 倍 ト ラッ フク の ディ スク フタ イプ に 設定 する に は 、DEV 1 CE " 1 : 1 " 是 と 入力 し ま 
す ) 本 ユー ティ リティ で は 、 ディ スク フタ イプ の 設定 を 簡単 な キー 操作 で 行う こと が で き て 、 ま だ 、 
現在 の ディ スク タイ プ の 設定 状況 を 容易 に 知る こと が で きま す 。 


使用 法 
の ④ シ ステ ム デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イプ 0 に 入れ て 


RUN"9:DISK SYSGEN .Utu" 加 | 


と 入力 し て て だ さい 。 メ ニュ ユー 画面 で [1| を 押し ます こと 、 


涼 i sk Type 設 定 U も ti 1 1 も ty※* 


衝 27700 あ 2271 介 
7 J| + 


さ 』 
ぎ ! 
りう 。。 古 語 度 | 


717 遇 ( 1 ) 
72 oe 了 諾 委 ( 98 ) 
7 いい ・ 本 語 交 ) ' 
SG = 釘 , 旧 = 91270 親 , 1/= 0p/D0wi 
上 の よう な 画面 と な り ま す 。 


の ) 


5(3)1770?17007(2221 介 作 


と 聞い て きま す の で 、 ド ライ ブ 0 の ディ スク フタ イプ を 設定 変更 する な ら 、 


AMJA= ニ vui ニ Luv ui 障 較 


隊 胡 (2 ) ん 
. 琴 陸 | 公 y2( いい 時 重 / 皇 な 


テ 
ス 
3 
る の メニ ュー より 、 ド ライ ブ 6 に 設定 し たい ディ スク フタ イプ の 番号 を 選ん で 入力 し ます 。 
ッ 変更 な し の 場合 は 、|esc| を 押 は ば メニ コー 画面 に 戻れ ます 。 

だ と えば 、 | と 入力 し て み ま し よう 。 

③ す る と 、 

sa 


ドラ イブ 0 の 反転 が ドラ イブ 1 に 移動 し 、 ド ライ ブ 6 の 設定 状況 ガ 先ほど 入力 し を ディ スク タイ 
プ の 表示 ( 例 で は 、 両面 倍 密 度 倍 ト ラッ ク ) に 変わ り ま す 。 そ し て この 時 点 で は 、 ド ライ ブ 1 の 
ディ スク タイ プ の 設定 が 可能 な 状態 た な かつ てい ます 。 ご の よう に 、 現在 の 設定 状況 の 表示 で 反転 
表示 され て いる ドラ イブ 番号 の ディ スク フタ イプ 番号 を 入力 する こと に より 、 ディ スク タイ プ の 設 
定 を 変更 する こと が で きま す 。 ま た だ 、 反 転 し て いる ドラ イブ 番号 は 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー 
向 慌 を 使 つ て 移動 する こと が で きま す 。 他 の ドラ イブ 番号 の ディ ス フ タ イプ の 設定 を 変更 し 
だ い 場 合 は 、 そ の ドラ イブ 番号 に 反転 表示 を 移動 さき せ 、②@ の 負 理 を 行 つ て こ だ さ い 。 
②③ |Q を 押し ます と 、8 イン チ ド ラ イブ の 設定 画面 に 移り ます 。 設定 方 法 は 5 (3 ) イン チ の 場合 
まつ だ ぐ 同 じ で す 。 再 び 5 (3) イン チ の 設定 画面 に 戻す に は 、[C| を 押し て こ < ださい 。 


Disk Type 設 定 Utility※ ポ 

0 本 8 2170 2227 関 二 

と / 6 3 HE 栖 団 Ne 6/ ガー 中 
26 介 


@⑥ |sse| を 押し ます と 本 ユー ティ リティ を 終了 レ し 、 メ ニコ ュー 画面 に 戻る こと が で きま す 。 デ ィ ス クタ 
イブ の 設定 変更 後 は 、 設定 状況 を よ ご 確 認 し た 上 で 終了 レ し て ご だ さい 。 設定 変更 を 間違え ます と 、 
正常 に ディ スク の 読み 書き が で きなこ な る ば か り で な こく 、 ド ライ ブ の 改 障 の 原因 と な り ま す 。 
2、 プー の ビーゴ コー ティ 9 0 ま ギ 
この コー ティ リティ は SHARP HUBAS 1 C※ を デイ スク に 登録 し 、BAS | C の 起動 を 
その ディ スク フ で 行え る よう に する も の で す 。 た だ し ご この 場合 、 最 後に 登録 され だ 選 AS | C が 起動 
され ます 。 な お この ユー ティ リティ で サポ ー ト し て いる ディ スク タイ プ は 、 以下 の よう に な り ま す 。 
・5 イン チ 両 面 倍 密度 
・5 イン チ 両 面 倍 密 度 何 ト ラッ フ 
・5 イン チ 両 面 高密 度 
・5 イン チ 両 面 高密 度 (標準 フォ ー マ ッ ト ) 
・ 8 イン チ 両 面 倍 密 度 
・ 8 インチ 両 面 倍 密 度 (標準 フォ ー マ ッ ト ) 
・5 イン チ ハ ー ド デイスク (容量 1 0M バ イト ) 
※SHARP HUBAS | C と は 、 次 の も の を 指し ます 。 
CZ-8FB0 2…… X 1 turbo ディ スク BASIO 
CZ--8FB9 1…… X 1 ディ スク BASIO 
フー8QG 馬 人 キ ……… X1 カセ ッ ト BASIOC 


使用 法 
シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブ 0 に セッ ト し て 


| Rernisk SYSGEN .Ute" 国 


と 入力 し て ぐだ さい 。 メ ニコ ユー 画面 で [2] を 押す と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


SYS る 【@ 可 を 避 本 1 も ty* 
y27A 大 7772 銘 L(( 誠 (7 独 


期 叶 477 負 証 90306 
明 -3:  「『 明 -F3: HU 時 -HD3: 


ュ っ Hi ニュ コー ロト | | 


ァ 
ス 
ダ 
ee 
昌 
生 
リ 
ァ 


科 が が 72 人 AL て (6 いり 2 


シス テム (SHARP HUuBAS | C) を ご の デバ イス ガ ら 読み 込み ます か や と 聞い て きま す 
の で 、 シス テム の 入 つ て いる ディ スク を ドラ イブ に セッ トレ し 、 そ の デバ イス 名 を 入力 し て ガ ら 
[ 羽 | を 押し ます 。 な お 画面 に 表示 され て いる デバ イス 名 で よけれ ば 、[ 記 | の み 押 し ます 。 

②@ デ バイ ス 名 を 入力 し ます と 


% 272717 は , 7 肖 ( 州 ) 人 す 
AA YY( 


ッ 27A6 和 2 い 7(22 好 2 KATY( 誠 り 。 


と 入力 し だ デバ イス の ディ スク タイ プ の 設定 状況 と 、 シ ステ ム の 入 つ て いる ディ スク を ドラ イブ 
に 入れ な さい 、 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 ディ スク お よび ドラ イブ を よ ぐ 確認 し て 
ぐだ さい 。 

③ 次 に 


>27A 胡 が 24 能 し 対 4 ( 9{ No) 引 


と 聞い て きま す 。 よ けれ ば [Y| を 押し て こく だ さい 。 中 止 し だい 場合 に は IN] を 押し て こ だ さ い 。 
メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 
③ 


水 System Copy Uti ] ity ネ ※* 
\2 僕 唯 227A は MT と SD で す 
1 BRSIC CZ8FB92.Sus 


2 ・・・ BRSIC CZ8FB91'SOs 
3 ・・・ BRSIC CZ8CBB1'SOs 
4 トコ ト 】 【 】 父 


こ 


C0>77 ム 締 が 話 時 AL て 基 い ( 


③ で [| を 押す と 、 ど の シス テム を 読み 込む を 聞い て きま す の で 、 読み 込み を な い シ ステ ハム を 選 
ん で その 番号 の キー を 押し ます 。 ま だ 終了 の キー を 押し ます と 、 メ ニュ ユー 画面 に 戻り ます 。 


IS 


(な お 、X 1 BAS1C CZ-8FB09 1 は 、 両面 倍 密 度 (2 D) し か ガサ ポート し て いま せん 
の で 、 コ ピー は 2 D の ディ スク に 行 つ で < だ さい 〉。) 
ご ご 谷 人 は 、 を 押し て み ま し よう 。 

シス テム の 読み 込み が 開始 され ます 。 


JJ ニュ コーHNNANL 目 


と し ば ら ぐ の 間 メ ツ セ ー ジ が 点滅 し だ 後 、 画 面 が 次 の よう に 変わ り ま す 。 


水 ら YS ミ † で 5 呈 な py ゼネ キザ キキ ルッ y* 
2274 放 代 6 が 72 作 AMLC(・ お 72 名和 


開 712 人 89T92696* 
時 :- 明 -FS: HUDE-HD3: 


2 雑 計 4 26 を ML て CO 計 の ・ お 2 衝 


シス テム (SHARP HuBAS | C) を 、 ご の デバ イス に 作成 する を 聞い て きま す の で 、 
シス テム を 作成 する ディ スク を ドラ イブ に セツ ト し 、 そ の デバ イス 名 を 入力 し [ 遇 | を 押し ます 。 
画面 に 表示 され て いる デバ イス 名 で よい の な ら 、[ 司 | の み 押し ます 。 


222 503)1 ツ 病 訪 計 ( 
y27A 胡 22 好 池 2 1: KA0C 0 (8 


入力 し を だ デバ イス の ディ スク タイ プ の 設定 状況 と 、「 シス テム を 作成 する ディ スク を ドラ イブ に 入 
れ な さい 」 こ と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 ディ スク お よび ドラ イブ を よ ぐ 確認 し て ぐだ 
さい 。 
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ッ 7 ム 96 能 【 対 4 (Ys or No) 旨 


欠 に 、 シ ステ ム (SHARP HuBAS |OC) を ディ スク に 作成 し て よい で すか と 聞い て き 
ます の で 、 書 き 込 み を 開始 し て よい な ら [Y| を 、 中 止 し て メニ ュー 画面 に 戻り を い の な ら [N| を 
押し て ぐだ さい 。 

に お いて [Y| を 押し た 場合 、 


と 表示 され 、 シ ステ ム の ディ スク へ の 書き 込み が 開始 され ます 。 
も し 、 す で に 何ら が の シス テム が ディ スク に 存在 し て いま すこ と 、 


す で K に 流入 ( BRSIC CZ8FB91 ) 灯 L で 圭 。 
新 K227 は 大 L 対 放 (Yes or NO)?7 


と 表示 され ます 。 シ ステ ム を 新た に 作成 し た いな ら 、[Y| を 押す こと に より シス テム の 書き 込み 
が 開始 され ます 。 ま だ 中 止 し て メニ ユー 画面 に 戻り だ いな ら [N| を 押し ます 。 
シス テム の 書き 込み が 終了 し ます と 、 


シス テム の 書き 込み が 終了 し まし た 。 


と 表示 され ます 。 


※ 新 シス テム と 旧 シ ステ ム の ファ イル 名 が 違う と き は 、 旧 シス テム の デー タ は 残 つ を まま に な り 
ます 。 ご の 場合 は 、 再度 本 ユー ティ リティ に よ つ て 旧 シ ステ ム を 登録 する こと が で きま す 。 


⑩ 以 上 の 操作 で 、 シス テム (SHARP HuBAS |1C) を ディ スク に 登録 する こと が で きま し 
だ 。 画 面 に は 、 


$9- 上 77A3E- を し 89 か (Yes or No) 旨 


と 表示 され ます の で 、 を 押す と ⑥ の 状態 に 戻り 、 再度 シス テム (SHARP HuBAS | 
C) を 次 の ディ スク に 登録 する こと が で きま す 。 ま だ [IN| を 押す と 、 終 了 し て メニ ユー 画面 に 戻 
る こと が で きま す 。 


注意 > 

・BASIC CZ--8FB 0 2 の シス テム コピ ビー を 行う 場合 
作成 後 、 羽 ず び COPY 令 に より ” Stgart up. Bas " 、 お よび “Start up data. Sub ” 
の 当 ピ ー を 条 @ で くき 祥 き ゆい 。 


Cee ttp 


・BASIC CZ--8FB 0 1 の シス テム コピ ー を 行う 場合 

ディ スク タイ プ 2 D の フォ オー マッ ト 済 み の デ ィ ス ク に 作成 する よう に し て ぐだ さい 。 

ご の と き あ ら ガ が じ め デ イィ スク タイ プ 設 定 で 、 ド ライ ブ 0 を 両面 高密 度 て 2 HD) と レ ド ラ イブ 1 
を 両面 倍 密 度 (2D) と 設定 し て お き 、 ド ライ ブ 9 に シス テム ディ スク を セツ トレ し 、 ド ライ ブ 1 
に 2 D の フォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク を 入れ て 、 シス テム コピ ー を 行っ てこ だ さい 。 

BASGIC CZー8FB0 1 は ミニ フロ ッ ピ ー と し て 両面 倍 密 度 (2 D) の み 使 用 可能 な だ め 、 
両面 高密 度 (2 HD) で 作成 され る と BAS | ご び で その フロ ッ ピ ー の 内 容 が 読み 書き で きなこ な 
つて し まい ます 。 

作成 後 、 コ ピー 症 令 に より 、“ Start up. Bas ” 、 お よび Start up data. Sub " を コ 
mm し で く 富 さき 8 


・BAS1IC CZー8CB 9 1 の シス テム コピ ー を 行う 場合 
BAS1IC CZー8CB 0 1 は カセ ッ ト 用 で あり 、 フ ロッ ピー の アク セス は で きま せん 。 作ら 
れ だ ディ スク は 起動 専用 とこ なり ます 。 


生か ディ イン デ 拉 マッ ドコ ヨー ティ リティ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に フォ オー マット が 和 め 要 な よう に 、 ハー ド デ ィ スク も フォ ー マ ツ ト し な いと 使 
用 する こと が で きま せん 。 本 ユー ティ リティ は 、 5 イン チ ハ ー ド ディ スク (容量 1 9 M バ イト ) を 
ブ プ オー マッ ト (一 次 初期 化 ) する ユー ティ リティ で す が 、BAS 1C 用 に シス テム フォ ー マ ッ ト は 
し ませ ん 。 よ つ て 本 ユー ティ リティ 実行 後 、HD_ MAP. Uty と いう ファ イル 名 の ユー ティ リ テ 
イ を 実行 し 、 己 AS | ご C 用 に ハー ド デ ィ スク の 領域 を 確保 し な いと 、BAS | つ 〇 で ハー ド デ ィ スク 
を 利用 する こと は で きま せん 。 
⑦ シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 9 に セッ ト し て 、 


RUN"9:HD FORMAT  .Uto" 


と 入力 し て ぐだ さい 。 


17 着 A 思 で バ 府 6 (0-3) 9 自 


デ 。 
ス 
4 と 、 フ ォ ー マ ッ ト を 行う ドラ イブ 番号 を 聞い て きま す の で 、 ド ライ ブ 番 号 9 - 3 を 入力 し 、[ 過 | を 
5 押し ます 。 
有り だ と えば 、[ 時 | と 入力 し て み ま し よう 。 
@ 


ハー げ 220『?7 0 7 本? ッ 仙 詩 


と メッツ セージ が 表示 され 、 炊 に 、 


7-? ッ ト * 革 (Yes or NO) 


と 聞い て きま す の で 、 ド ライ ブ 番 号 に 誤り の な いこ と を 確認 し た 上 で 、 [Y| を 押し ます 。 
も し 中 止 し た い の な ら ば 、 を 押し て ご だ さい 。 

③ フ オー マッ ト が 開始 され ます と 、 画面 に 棒 ブ ラフ と トラ ッ フ ク 番号 が 表示 され 、 現在 の フォ ー マ ツ ッ 
ト 状 況 を 知る こと が で きま す 。 


yy 
53553 


フォ オー マッ ツ ト が 終了 し ます と 終了 の 表示 と 共に 、 


ルー- げ (220 ッ 7 を 2( 訟 


と メッ セー ジ が 表示 され ます (ご この まま だ と 、BAS | で で ハー ド デ ィ スク を 使用 する こと は で 
ませ ん )。 そ し て 、 


09- 7 ォ ャ ッ ト 紀 (es or No) 


と 聞い て きま す の で 、 も う 一 度 フ ォ ー マ ツ ト を 行い た い の な ら [| を 押し 、 本 ユー ティ リティ を 
終了 し だ いな ら 人 | を 押し て < ご だ さい 。 


4 ディ スク マッ プ 設 


本 ユー ティ リティ は 、 容 量 1 9 M バ イト の 5 イン チ ハ ー ド ディ スク を 1 M バ イト の 領域 1 9 個 * に 
分 割 し 、 ご の ハー ド デ ィ スク 上 で 領域 の 未 使用 領域 ご と に 、 フ ァイル 管理 に 使用 する OS (BAS 
| ご と BAS | C 以 外 の シス テム ) を 指定 (領域 確保 ) し た り 、 〇 8S で 使用 する た め に 確保 まれ て 
いる 人 窟 域 を 、 未 使用 領域 に 指定 (使用 領域 解除 ) し た りす る だ め の コ ユーティ リティ で す 。 ま た だ 、 各 
領域 が び の よう に 使用 まれ て いる ガ を 確認 する こと も で きま す 。 こ ご の よう に 、 ハ ー ド ディ スク の 記 
模 領 域 を 分 割礼 理 す る こと に より 、 1 台 の ハー ド デ ィ スク に BAS | C で 管理 する ファ イル と 、 
AS 1 CO 以外 の シス テム (だ と えば CPM) で 管理 する ファ イル を 共存 させ る こと が で き て 、 ハ 
ー ド ディ スク の 使用 効率 を 上 上 げ る こと が で きま す 。 


※ 1 0 の 全 域 の 正確 な 容量 は 次 の と お り で す 。 

信 域 1 一 9 250 ク ラス タ 256X16X2509= テ 109024090 0 バイ ト 
領域 19 254 フ クラ スタ 256X16xX254=10940384 バ イト 
使用 領域 を 解除 する 場合 は 、 そ の 領域 上 に ファ イル が 存在 し て いな いと き に 限り ます 。 


⑦⑳ シ ステ ム デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ 0 に セッ ト し て 、 


RUN"9:HD MP .Uty" 部 


と 入力 し て ぐだ さい 。 


ハ - げ (220 ド 217 交 時 AL( 於 い , (0-3) 7 


どの ドラ イブ 番号 の 、 ハー ド デ ィ スク の 領域 の 設定 も し ご は 確 認 を し ます か や と 聞い て きま す の 
で ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 番号 を 入力 し 、 是 | を 押し ます 。 な お 、 画面 表示 の ドラ イブ 番号 で 
よい な ら [ 同 | の み を 押し ます 。 


ここ で は 敵 | の み 押し て み ま し よう 。 
@ 次 の よう な 画面 ( 例 は フォ ー マ ツ ト し だ 直後 の ハー ド デ ィ スク ) と な り ま す 。 


caui ニ yuuui 上 議 半 結 紅 


っ JI に ュ ゴ コー 


水玉 Hard Disk Map ※*※※ 
融 1& 克 ! は か 9 


2 …' 郵 前 般 
6 9 M 


ES = 釘 , 剛 =7223 ッ 7 衣 , ト /-| = Mowe 


毅 18 信人 角 ! ま 3 か | 


と 聞い て きま す の で 、 人 准 域 設定 を 行い た い の な ら 、 


2 …・ | 半 毅 午 


0 


の メニ ュ ユー に 対応 する 番号 キー を 押し ます 。 す な わ ち 、 領域 を BAS | 〇 と し て 使用 し た いな ら 
[@| を 、 未 合用 と し だ いな ら [2] を 押し ます 。 


③ 


作 1 3 4 5 6 ? 》 9 上 M 


先ほど 指定 し だ 領域 が ぜ 、 ご の よう に 使用 まれ る ガ 表 示し ます (だ を と えば BAS | 〇 で 使用 する と 
指定 し だ 場合 は 、 領域 を 示し て いる 四角 が 黄色 で 塗ら れ ま す )。 

そし て 、 現 在 ど の 領域 を 領域 指定 する ガ を 示す 領域 番号 の 点滅 表示 が 、 右 に 秘 動 し ( 例 で は 領域 
2 に 秘 動 し て いま す )、 次 の 領域 の 指定 を 待ち ます 。 す な わ ち 、 画 面 の 上 の メッ セー ジ は 、 


杉 72 は 食 開 し か 9 


と 表示 され て いま す 。 


ぐ 注 意 > 
すでに BAS | C で 領 域 確保 され て いる 領域 を 、 他 の 〇 ら S で 領域 確保 し だ い 場 合 や 、 あ る い は そ 


の 逆 を 行い た い 場 合 に は 、 一 度 使用 領域 の 確保 解除 を 行 つ て か ら 領 域 の 確保 を 行 つ て くだ さい 。 
(し か し ある ファ イル が その 領域 を 使用 中 で ある と 、 使 用 領域 解除 で きま せん )。 


④ な お 、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー 回 回 を 使用 し 、 自 分 が 領域 指定 を 行い だ い 領 域 番 号 に 吉 滅 
表示 を 秘 動 させ 、 領域 指定 を 行う こと も で きま す 。 


@ 領 域 指 定 が 完了 し ます と IM を 押し て ぐだ さい 。 す る と 、 


と メッ セージ が 表示 され ます の で 、 ハ ー ド ディ スク に 設定 情報 を 書き だ たい なら [Y| を 押し て こ < だ 
さい 。 な お [N| を 押し ます と 、 本 ユー ティ リティ を 終了 し ます 。 


ディ スク マッ プ 設 定 が 開始 され ます と 、 


と メッ セー ジ が 点 滅 表示 され 、 ハ ー ド ディ スク に デー タ の 書き 込み が 開始 され ます 。 


② ハ ー ド ディ スク に デー タ の 書き 込み が 開始 され ます と 、 終 了 の メッ セー ジ と 共に 、 


も 5- 了 証 絡 委 対 か (Yes or NO) 


と 再度 ディ スク マッ プ を 設定 し ます ガ と 聞い て きま す の で 、 を 押す と ④ に 戻り 、 再度 ディ ス 
クマ ッ プ の 設定 を 行う こと が で きま す 。 き まだ IN| を 押す と 、 本 ユー ティ リティ を 終了 し ます 。 
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| 5 クエ ー テ ィ リ ティ ザ ロ グラ ム 中 の エラ ー に つい て 


1. ディ スク フタ イプ ブ が 違い ます 。 


JI に ニュ ゴ リー ドロ NAS 由 


原 内 対 策 


・ デ イス ク コー ティ リティ ー で 避 了 し よう と し | ゃ ディ スワ タイ プ が 合う よう に 、 アバ イズ を 
だ ディ スク タイ プ と 、 す で に 設定 され だ ドラ | 選択 する 。 

イブ の ディ ス フ タ イプ の 設定 が 違う と き 。 (だ | ディス フタ イプ の 設定 を や り 直 す 。 
と えば ドラ イブ 0 が 両面 倍 密度 に 設定 され 、 
ドラ イブ 1 が 面 高密 度 に 設定 され て いる こと 
本 年 1 : で コピ ー ユ ー ケ ャ し ティ 赤 突 
行 し よう と し た と き ) 


2. | 選 の ディ ス フ タ イプ で は 、 コピ ー が で きま せん 。 
ご の ディ スク フタ イプ で は 、 シ ステ ムコ ピー が で きま せん 。 


原 内 対 策 


@ ドラ イブ の ディ スク タイ プ の 設定 ガザ ディ スク | w 他 の デバ イス 名 を 指定 する 。 
ユー ティ イリ ティ で サポ ー ト され て いな い 。 


ディ スク タイ プ の 設定 を や り 直 す 。 


3. エラ ー が 発生 し まし だ ! |! 入 出力 装置 を 確認 し て くだ さい 。 


折 」 内 
が イズ ベク が ドラ イブ に 入 つ て な い ゆい 、 まだ は 、 @ ディ スク を 正しく ドラ イブ に 入れ る 
US ジッ だ し じ WN し も 

] 
e 入出 力 装 置 の 電源 が 入っ て いな い 。 | 。 シ ステ ム の 電源 を 切り 、 再 度 シス テ /、 の 忠重 
を 行なう 。 
e 入出 力 装置 の ナー ブル が 接続 され て いな い 。 | * シス テム の 電源 を 切り 、 ケ ー ブ ル を 接続 し 、 
再度 シス テム の 起動 を 行なう 。 
トー ュー 

e 接続 され て いな い 入 出力 装置 で コピ ー を 実行 | 接続 され て いる 入出 力 装置 で コピ ー を 実行 す 
9 し 法 。 る 。 


ーー 


4. エラ ー が 発生 し まし ただ! |! 書き 込み 禁止 状態 に な つて いま す 。 


| 原 央 対 モ 


@ ぁ ディ スク コー ティ リティ を 実行 する デイ スン | @ 書き 込み 禁止 状態 を 解除 する 。 
が 、 書 き 込 み 禁 止 に な つて いる 。 


5. エラ ー が 発生 し まし だ! ! コピ ー で きま せん 。 
エラ ー が 発生 し まし だ! ! フォ ー マ ツ ッ ト で きま せん 。 
エラ ー が 発生 し まし た ! | マッ ビング で きま せん 。 


原 因 対 策 
@ フ オー マツ ト し て いな い デ ィ ス ク を 使用 し だ 。 | * ディス ク を フォ ー マ ツ ト す る 


@ ドラ イブ の ディ スク フタ イプ の 設定 が 、 使 用 し | * デ ィ ス フタ イプ ガ が 合う デバ イス 名 を 選択 する 。 


て いる ディ スク の ディ スク マタ イプ と 違う 。( 例 


えば 5 イン チ 両 面 高 密度 に 設定 され だ ドラ イ | w デ ィ ス クタ イプ の 設定 を や り 直 す 。 


ブ に 、5 イ ンチ 両面 倍 密 度 の ディ スク を 入れ 
だ ) 


@ 使 用 し て いる ディ スク に キズ 、 活 れ が あり 、 | @ 他 の ディ スク を 使用 する 。 


正常 に 読み 書き で き な い 。 


ボ E 
3 
フ 
フ 
ク 
コ 
1 
と 
7 
届 
フ 
7 


旬 シ ステ ムコ ピー ユー ティ リティ の み の エ ラー 


シス テム が 見 つか り ま せん 。 


原 因 対 策 


HuBASIC) を 読み 込 も うと し だ が 、 ディ スク | る 。 
に シス テム が 登録 され て いな い 。 


e デ ィ ス ク フ ガ が ら シ ステ ム (SHARP | シス テム が 登録 きれ て いる ディ スク を 用 意 す 


シス テム を 書き 込む せ ス ペー ス が あり ませ ん 。 


原 内 対 策 


@ デ ィ ス ク に ファ イル が ガ 多 べく 存在 し て お り 、 シシ | @ 他 の ディ スク を 用 意 す る 。 
ステ ム を 書き 込む せ ス ペー ス が な い 。 


ディ スク フ ガ シス テム フォ ー マ ツ ト さ れ て いま せん 。 


欄 原 n 首 計 系 

デー * ディス フ が BASIC 用 に シス テム フォ ー マ ッ ト | * シ ステ ム フ ォ ー マ ッ ト す る 。 (フロ ッ ピ ー デ ィ 
ク ざれ て いな い 。 ス フ で あれ ば INIT 命 令 を 実行 し 、 ハ ハー ド デ ィ 
+ スク で あれ ば 、HD FORMAT. Uty の コー 
リ ティ リティ を 実行 する ) 

の 


@ デ ィ ス クマ ッ プ 設 定 ユ コーティ リティ の み の エ ラー 


領域 * は 、 す で に 確保 され て いま す 。 


原 内 対 策 


$ 9 で に BASIC で 欠 域 確保 され て いる 領域 を | w 確 介さ れ て いる 領域 を 一 度 使用 領域 解除 し 、 
他 の 〇 で 欠 域 確保 を 行 な お お うと し だ 、 ある い | その 後 領域 確保 を 行なう 。 
は 、 そ の 逆 を 行 な お うと し た 。 


エラ ー が 発生 し まし だ ! ! 領域 * は 、 使 用 領域 解除 で きま せん 。 


9 で に 人 保 され て いる 領域 を 使用 領域 解除 し | その 領域 こ あ る ファ イル を 消去 する 。 
よう と し た が 、 そ の 領域 に フラ イル が 存在 す 
る だ め 、 使 用 領域 解除 で き な い 。 


注 ) * は 1 一 10 の 数 字 を 表現 し て いま す 。 


ぐ 注 意 > 

・ シス テム を 登録 し だ 後 、 1 N | 命令 で 初期 化し た を ディ スク や シス テム ファ イル を K | し し し た 
ディ スク を 、 シ ステ ム 読 み 込 み デ ィ ス ク と し て 使用 し な いで こ だ さ い 。 

・ シス テム ファ イル は 重要 な フラ アイル で す の で 、K | し し し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


6 2D の シス テム ディ スク 作成 


5 イン チ 両 面 倍 密 度 (2 D) の ディ スク を フォ ー マ ツ ト や コピ ー を する 場合 、2 D の シス テム ハデ 
ィ イス ク を 作成 し 、 各 操作 を 行 つ て こ だ さ い 。 
ご 方 法 > 
④①BAS | C シ ステ ム デ ィ ス ク (2 HD) を ドラ イブ 0 に セッ ト し 、BAS | 〇 を 起動 し ます 。 
@ “DISK SYSGEN. Uty " の 「 デ ィ ス フタ イプ 設定 コー ティ リティ 」 で 、 ド ライ ブ 1 を 2 D に 
設定 し ます (て まだ は DEV 1CE "1 : 0" 軸 と し ます )。 
プラ ンク ディス フク (2 D) を ドラ イブ 1 に セッ ト し 、" FORMAT 8 COPY. Uty "で フォ ー マ 
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ツ ト し ます 。 
@ 炊 に “DISK SYSGEN. Uty” で ドラ イブ 1 の ディ スク に シス テム の コピ ー を 行い ます 。 
@⑥ 政 要 な ファ イル を 〇 〇 PY 命 令 で ご コピー し ます 。 た と えば フォ オー マッ ツ ト や コピ ー を 行う 場合 な ら 
e" ら tart up. Bas" 
e "Stgrt up data. SuD" 
e "FORMAT 8 COPY. Uty " 
e'DISK SYSGEN. Uty " 
e "DISK UTILITY. Obj" 
な ど を ドラ イブ 0 一 ドラ イブ 1 へ コピ ー し て ぐだ さい 。 
な お 、 ド ライ ブ 0 、 1 を 2 D で 起動 する よう "Stgart up. Bas" を 書き 換え て お こと 便利 で す 。 


289 PRINTCHR を 3, 28) : : DEVICE" 2 の":DEMUICE"1:2":DEUICE2:2"-DEUICE"3:2" 
! ! 
289 PRINTCHR$(39,28) : : DEVICE": "DEUICE"1: 7 :DEVICE"2:2 の "EMICE"3:2" 


ご の よう に 280 行 を 書き 換え 、GAVE し て ぐだ さい 。 
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HI に ヘー ロニ 


第 2 章 | ブリ ンタ ユー ティ リティ 


概要 
プリ ンタ ユー ティ リティ は 、 次 の よう に 構成 され て いま す 。 


1 まま リ ンタ CONF 1. UEy (BAS 1 の CO プロ プラ ム ) 
BAS | C 起 動 時 に プリ ンタ 用 に 設定 され ね て いる メイ ン メ モリ の 設定 値 を 、 使用 する プリ ンタ 
に 合わ せ て 書き 換え る だ を め の プ ロブ ラム で す 。 

2 Print Out- 1. Uty (BAS 1C プ ログ ラム) 
プリ ンタ の 書式 な ど を 設定 し ます 。 

9 中 FInE Outー 2.Uty (BAS| C ど プロ プラ ム ) 
ご の プロ グラ ム を 使用 すれ ば 文章 の 編集 を 一 連 の プロ ブラ ム 中 に 読み 込み 、 一 回 の 実行 で 実現 
すず る こと が で きま す 。 


1 プリ ンタ CONFIG. Uty の 使用 法 


1 1 実行 する に あ だ つ て 


現在 、 プ リン タ は 各社 が ら 多 こ の 機種 が 発売 され ね てい ます 。 と ころ が プリ ンタ ご と に コン トロ ー 
ルコ ー ド が 異な る だ め 、 結 局 、 コ ン ピ ユ ー タ の 機種 に よ つ て 使用 で きる プリ ンタ が 限ら れ て し まい 、 
純正 機種 し ガ 使用 で き な い の が 現状 で す 。 

本 機 は プリ ンタ イン ター フエ イス と し て 、 セ ント ロニ クス 社 準拠 の も の を 採用 し て いま す 。 し だ 
が つて 、 セ ント ロニ クス 社 準 拠 の ド ツ ト プ リ ンタ は ほとん ど ご 接続 で きま す が 、 純 正 プリ ンタ 以外 を 
使用 する 場合 に は 、 そ の プリ ンタ に 合 つ を コン トロ ー ル コー ド を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 

ご の プロ グラム は 使用 し て いる プリ ンタ に 、 コ ンピュータ の プリ ンタ ・ コ ント ロー ル を 適合 させ 
る だ め に 作成 され だ た も の で す 。 プロ ブラ ん 実行 後 、 プ リン タ に 関す る BAS | ど コ マン ド は 、 特 別 
な 操作 を し な ぐ て も 使用 で きる よう に な り ま す 。 

だ だ し 、 純 正 以 外 の プリ ンタ に は 、 次 の よう な お 条件 が 秒 要 で す 。 


く 純 正 以 外 の プリ ンタ を 使用 する 場合 > 

念 使用 し て いる プリ ンタ イン ター フエ イス が 、 セ ント ロニ クス 社 準 拠 の も の で な けれ ば 使用 で きま 
せれ 。 ( 注 1) 

@ 日 COPY 命令 で 画面 コビー を 取る だ め に は 、 次 の 3 つの 条件 が 和 め 要 で す 。 


・ 8 ビッ に の ビッ ツ ト イ メー ジ 印 字 コ ー ド が ある こと 
・ ご の モー ド で 、 プ リン タタ の 1 行 の ドッ ト 数 が 6 4 9 ド ツ トノ 行 以上 ある こと 
・ 8 ドッ ツ ト 単 位 の 改行 が 可能 で ある こと 


@ し し 1ST, し LL1ST*, LPR 1NT, し F1LES で 江 字 混じり の リス ト や メッ セー ジ 
を 出力 する に は 、 次 の 2 つの 条件 の うち ー つ は 満 だ され る 秘 要 が あり ます 。 


・ 漢 字 プリ ンタ で ある こと 
・8 ビ ピット の イメ ー ジ 印 守 コー ドガ あり 、 ガ つ 1/2 ある い は 1 3 ドッ ツ ト 単 位 の 改行 が 可能 で 
ある ご こと 


以上 の 機能 が 政 要 な 理由 は 、 

画面 コピ ー の 場合 、 プ リン タ は コン ピュ ユー タダ ガ ら 送ら れ て きだ デー ツタ を 、 ピッ トイ メー ジ と し て 
受け 取り 印字 し ます 。 し だ が つて 、 ビ ツ ト イ メー ジ 印 字 コ ー ド の な い プ リン タ で は 、 画面 コビー が 
で きま せん 。 また を 、 コン ピュ ユー タ ガ ら 送ら れ て ご ぐる デー タ は 8 ピッ に ド で す ガ ら 、8 ピッド トド の ピッ ト 
イメ ー ジ 印字 コー ド に 限ら むれ ます 。 

まだ 正しい 画面 コピ ー を 取る だ め に は 、 コ ン ピ ュ ユー タタ 画面 の 横 方 向 ド ッ ト 数 6 4 9 ドッ ト に 合 
せ て 、 プ リン タ も 6 4 0 ドッ トン グ 行 以上 が 邊 要 で す 。 さ ら に 図 1 に 示す よう に 、 行 間 に す きま が で 
き な い よう に 、8 ドッ ト 単 位 の 改行 の 可能 な プリ ンタ ガ が ガ 要求 さき れ ま す 。 


較 1 キャ ヤラ クタ 印字 の 改行 幅 HCOPY の 改行 幅 
I 行 ら ご ド ツ ト 
1/6 イ ンチ 本 性 
改行 幅 
措 本 傘 符 
條 略 療 代 g 


注 1 : 画面 コピ ー を 行う 命令 に は 、 次 の 2 つが あり ます 。 
・HCOPY (< 例 ) HCOPY 岬 | で テキ スト 画面 の 画面 コピ ー が と れ ま す 
・[ coPY | キー ( 例 ) [SnT ] 十 [coPy | で テキ スト 画面 の 画面 コピ ビー が と れ ま す 


注 2 : プリ ンタ に よっ つて は 、 ド ッ ト 対 プ ラフ ィ ッ フク コード 、 プラ フィ ッ フ コード 、 イ メー ジジ 印字 
コー ド 、8 ビッ トド ッ ト 列 な ど と 表現 し て いる 場合 が あり ます 。 


注 3 : ここ で いう 漢字 と は 、 漢字 り | SG コー ド の 文字 の こと で 、 全 角 文 字 の ひら が な 、 カ タカ ナ 、 
アル ファ ベッツ ト 、 記号 を 飼 み ます 。 


ュ J ト ニュ コー ロロ YY\ ハ ニ い | 叔 


っ ご ゴー ト さ こい 


4。 必 コー ド 印 字 と ピッ トイ メー ジ 印 導 
本 機 の プリ ンタ に 関す る BAS | 〇 の 命令 に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


HCOPY, HCOPYn C0 ミ n 公 4) 
に し 4 半 し 1 し 1 呈 系 。 提 ビ 民 1 
し だ た 1 し 5. LPOUT。 GONSOL# 


LLIST, LLIST*, LPRINT, LF1LES 命 令 を 使 つて 、 漢 字 混 じ の の キャ ラ 
フタ を 印字 させ る 場合 、 本 機 で は 2 種類 の 万 法 を と つて いま す 。 


@ コ ー ド 印字 

プリ ンタ に ASC 1 1 コー ド 、J 1S コ ー ド を 送 つ て 印字 させ る 方 法 で す 。 

だ と えば 、* A おら C&H 4 1 )、“ 亜 * な ら ば (&J 3 9 2 1) の コー ド を プリ ンタ に 送り 、 
プリ ンタ は この コー ド を 受け て 、 コー ド に 対応 し た を プリ ンタ 内 の 〇 C. G. (キヤ ラク タ ・ ジ エネ レー 
タ ) と 同じ パタ ー ン を 印字 し ます 。 コ ー ド 印字 で 漢字 を 印字 する に は 、 当 僚 漢字 プリ ンマ を 使用 レ 
ます 。 


人 @ ビ ント イメ ー ジ 印字 

HCOPY と 同じ 8 ビッ ト の ビ ツ トイ メー ジ 印 字 機 能 を 使 つ て 、 コ ン ピ コ ユー タ の C. G. に ある 
キャ ヤラ クタ の パタ ー ン ・ デ ー タ を プリ ンタ に 送る 方 法 で す 。 こ の 場合 プリ ンタ C. G. に 関係 な く 、 
コン ピュ ユー タ と 同じ パタ ー ン で 印字 する こと が で きま す 。 ご の 印字 方 法 で は プリ ンタ は 2 PASS 
印字 を 行い ます 。 こ ご れ は 図 2 に 示す よう に 、 1 回 EU 字 し た 後 、 半 ドッ ト 改 行 し て まだ 印字 し て 1 行 
の 文字 が で き 上 が る も の で す 。 結局 、 1 文字 の ドッ ツ ト 数 は 、 最高 で 縦 1 6 ビット に な る だ た め 、 漢 字 
の H 字 が 可能 に な り ま す 。 そ の だ め イ メー ジ 印 字 に よる キヤ ラク 印字 で は 、 1 2 ドッ ト (ある 
い は 13 ドッ ト ) 単位 の 改行 可能 な プリ ンタ ガ が 必要 に な つて きま す 。 


図 の 2PASS 印 字 の 例 "AP" " A "を イメ ー ジ Eh 字 で 出力 する 。 
o O トッ ト 改 生 
ー Tex ーー 了 イ 1/2 ド ッ ト 改 和 
oO oO O Oo 
oO oO 
Oo O O O 
O O 
o O ooooooo 
ooooo 了 に 
Oo O O O 
O O 
o Oo O Oo 
1PASS 2PASS 


ご の コー ド 印 字 、 ビッ トイ メー ジ 印 字 の メリ ッ ト と デメ リッ ト は 、 次 の と お り で す 。 


2/ 


@ コ ー ド 印字 
[メリ ッ ト ] 
・ 印 字 す る 文字 パタ ー ン は 、 プリ ンタ 内 の C. G. を 使用 する だ め 、C. G. の 文字 パタ ー ン が 
2 4 ドッ ト X 2 4 ドッ ト の 場合 、 よ り の 正確 な 印字 が 可能 で ある 
・ 印 字 速 度 が 速い (1 PASS で 行う ) 
[デメ リッ ト ] 
・ プ リン タ の 漢字 コー ド が J 1S コ ー ド と 一 致し て いな けれ ば な ら な い 
・ 純 正 プ リン タタ 以外 で は 、C. G. の パタ ー ン が コン ピュ ユー タ と 異な り 、 正 確 な 印字 が で き な い 
場合 が ある 


@ ビ ント イメ ー ジ 印字 
[メリ ッ ト ] 
・ 漢 字 プ リン タ で な ご ぐ て も 漢字 が EI 字 で きる 
コシ ジ ピ ョ ー タ と まつ だ くさ 同じ 文字 /KN タ キッ で 印 雇 で きる 
[デメ リッ ト ] 
・ コ ン ピ ュ ユー タ が 漢字 モー ド (KMODE 1 ) の と き 、2 PASS 印 字 を 行う の で 、 印字 速度 が 
遅く な る 
・2 PASS 印 字 を 行う の で 、 高 い 改 行 精度 を 持つ プリ ンタ が 要求 され る 
・ 印 字 で きる の は コン ピュ ユー タ の 漢字 パタ ー ン 〈1 6 x 1 6 ドット) のみ 


1。 3 プリ ンタ CONF「G 部 V ど は 


ご の プロ ブラム は 、 シス テム ディ スク の 中 に ” プリ ンタ CONF 1G. Uty” と いう ファ イル 名 
で 登録 きれ て いま す 。 
ディ スク BAS | C で は 、 通常 、BAS | 〇 を 読み 込む と プリ ンタ の コン トロ ー ル ・ コ ー ド が ガ が コ 
ン E 局 三 ダ の 更 思 上 眉 選 設 定 さ ざれ ます 。 
ご の コー ド を 変更 する だ めこ に 、 こ こ で は 次 の よう お 方 法 を と つて いま す 。 
④ シ ステ ム デ ィ ス ク の 読み 込み が 終る と 、 自 動 的 に ” Start up. Bas " と いう プロ ブラム が 実行 
され ます 。 
この プロ グ ブラム で 、“ Start up data. SuD " と いう ファ イル 名 で 登録 きれ ね て いる プリ ンタ 
の 掃 ド 回 一 コー ば ・ デ ー ダ を ヨッ 回 避 王 タダ の モ りり 農 居 股 密 し ます 。 


” Stgrt upD data. SuUb ” の 内 容 は "プリ ンダ CONF 1G. Uty " ユー ティ リティ を 実行 
する ここ と で 、 自 由 に 変え る ご と が で きま す 。 

コー ティ リティ に は 、 す で に 登録 きれ ね て いる プリ ンダ も あり の ます 。 希望 する 機種 が びそ の 中 に ある 

合 は 、 そ れ を 指定 する だ け で コン ピュ ユー タ の メモ リ に その 機種 に 適合 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド 
が セツ に ト さ れ ま す 。 つ まり 、“ Stgart up data. SuD “ の 内 容 を 書き 換え る こと に より 、 そ の 
機種 に 合 つ だ 新しい BAS | C を 作成 する こと が で きま す 。 希望 する 機種 が な い 場 合 は 、 メ ニュ ユー 
に 従 つ て コン トロ ー ル ・ コ ー ド を 入力 し て いく こと に な り ま す 。 コ ント ロー ル ・ コ ー ド を 入力 し 終 
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る と 、 プロ ブラム 中 に DATA 文 と し て 取り 込ま われ 、 再 び 機 種 を 指定 する メニ ユー に 戻り ます 。 そ 
の と き は 、 入 力 し た 機種 名 が 加え られ て 表示 され ます 。 


1. 4 プロ グラ ム の 構成 


ご の プロ プラム は 、 大 きぐ 分 け て 2 種類 の メニ ユー で 構成 され て いま す 。 1 つ は 、 プリ ンタ の 各 
コン トロ ー ル ・ コ ー ド を 登録 する メニ ユー、 も う 1 づつ は 、 登録 し た プリ ンタ の 機種 名 を 指定 する こ 
と に よっ つて 、 そ の プリ ンタ に 適合 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド を コン ピュ ー タ に 設定 し 、 シス テム ハデ 
イィ スク に コー ド を 登録 する メニ ユー で す 。 


前 者 の メニ ユー は さら に 4 つ に 分 割 さ れ ま す 。 

⑦④ プ リン タ の 基本 的 な 機能 ( ビ ツ トイ メー ジ 印 字 が で きる ガ な ど ) を 答え る 
② ビ ツ ト イ メー ジ EU 字 に 関す る コー ド を 入力 する 

③ ビ ピッツ ト イメ ー ジ 印字 で 使用 する 改行 コー ド に 関す る コー ド を 入力 する 

⑨ コ ー ド 印字 (漢字 モー ド ) に 関す る コー ド を 入力 する 


4 つの メニ ュ ユー の うち 、④ は 秘 ず 表示 され ます が 、 ぢ ーー④ は ④ で 答え だ 内 容 に よ つ て 、 表 示さ れ 
る 場合 と され な い 場 合 と が あり ます 。 


それ で は 、 以 下 に メニ ユー の 解説 を し て いき ます 。 現在 合用 し て いる プリ ンタ の 取扱 説明 書か ら 


コン トロ ー ル (制御 ) コー ド 表 、 お よび コー ド の 解説 の 頂 を 参考 に し て 、 各 コ ント ロー ル ・ コ ー ド 
を 入力 し て ぐだ さい 。 


1. 5 プロ プラム の 実行 


シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ イィ スク ドラ イブ 0 に セツ ト し て 起動 する と 、 次 の よう に 表示 さ 
れ ま す 。 


-8FBMZ Version1.9 [2HD] 


SHRRP HuBRHSI じ Cg-8FBME Vers 
じ ) 1984 bu SHHRP:Hudson 


Lopuright (し 》 1984 
Frinter : LZ-8MMF 


NELMUN 還 


初期 設定 と し て 、 す で に 純正 プリ ンタ 〇 フー 8 9 0 P に 適合 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド ガ が 設定 さ 
れ て いま す 。 
の 作ら 


| RUN"9: フ "リッ タ CONFIG .Uty" 


スウ 


と 入力 し ます 。 最初 に メニ ュー を 選択 する 画面 が 表示 され 、 入 力 待ち に な り ま す 。 
表示 内 容 は 、 
[A] 一 [W] : すでに 登録 し て ある プリ ンタ の 機種 名 
EZ] …… OTHER : ご 使用 の プリ ンタ が 登録 し て ある 機種 の い げ われ で も な い 場 合 、 世 を 
押し ます 。 登 録 す る だ め の コ ント ロー ル ・ コ ー ド 入力 の メニ ュー が 始 
まり ます 。 
[ESC] …… END  : |ssc| を 押す と プロ ブラ ム が 終了 し ます 。 


※※ 玉 ※ PRINTER CONF I GURR ロ RT TON 素 ※※ 


[ R [ H ].… 陀 -1P 相 
[E [ N 1.…『 陀 -1FiR 

[r [ 0 ].・.ESC/P-ext 

[5 [PF ].…E-89 II 

[E [ 9 ].FF-59 

【F RMP-130R 
癌 [ S FCFRZBIZFR49 
[ H [ 1 ]……N1H9SX 

[【 [ U .… 時 ig 遇 

[ 】 [ V ].…LFR-241 

[k [ 1.MP-389M 

[L 

[z 


1 
SC 
】 0 [EL].. .END 
SELEET[R]-[M]or[Z]or【ESC] 邊 
1. 6 プリ ンタ の デー タ 設 定 : 機種 名 が 登録 され て いる 場合 


④ [A] 一 [W] の 該当 する 機種 名 の キー を 押し ます 。 
⑤ 指 定 し た プリ ンタ の コン トロ ー ル コー ドガ が 設定 され 、 設定 が 終了 する と 次 の よう に 表示 され ます 。 


=== Configuration Completled === 


Master Disk - ト 9H2 刀 カ 7? (Y/N) 


③ メ ッ ツ セ ー ジ に 席 じ て [Y| ガ IN| を 押し て こく ださい 。 

・ を 押す と 、④ で 選択 し た プリ ンタ の デー タ を シス テム ディ スク の Start up data. Sub 
? に 登録 し ます 。 
ご れ で 後日 、BAS | 〇 を 読み 込ん だ 場合 で も 、 登 録 し た を プリ ンタ に 適合 し た コン トロ ー ル ・ コ 
ー ド が ガ が 自動 的 に 設定 され ます 。 
だ と えば を 押す と 、 純 正 プ リン タダ CZー8PK2 に 適合 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド ガ が 設定 さ 
れ ま す の で 、 設定 後 BAS | 〇 を 起動 する と 炊 の よう に なり ます 。 

SHHRP HuBRSIC CZ-8FB Varsion1. [2HD] 


CopurighL (C) 1984 bu SHRRPzHudson 
Printer : CZ-8PK2 


NEMON 四 
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・ 回 を 押す と プロ ブラ ム は 終了 し ます 。 
※ ご の と き 、 メ ッ ツ セ ー ジ が 表示 され る こと が あり ます 。 そ れ は 、 選択 し た プリ ンタ ガ 画 面 コ ピー 


に し ガ が 使用 で き な い 場合 か 、 画面 コピ ビー が で き な い 場合 に 表示 され ます 。 メ ツ セ ー ジ 中 の 『* 日 
COPY “ば HCOPY 〈m) (9 合 全 4) の こと で 、“ HCOPY 以 外 " と いう の は し LPR 
MT。 EL 1 LL IST き を 。 し ビ | に 序 る の こと で す 。 


すでに 登録 し て ある プリ ンダ に つい て は 、 4 5 ペー ジ の 付録 参照 。 


1. 7 プリ ンタ の デー タタ 設定 : 機種 名 が 登録 きれ て いな い 場 合 

デー タ を 入力 し て ださい 。 

[ 選 を 押し て みて こく だ さい 。 画面 が 変わ り 対話 形式 で デー タ を 入力 で きる よう に な り ま す 。 ご 
用 の プリ ンタ の 取扱 説明 書 を 参考 に 、 次 の ハーD の デー タ を 登録 し て くだ さい 。 

入力 し て すぐ に 誤り に 気付 いた と き は 、|ssc| を 押し て ご ださい 。 直前 の 質問 の 入力 待ち 状態 に 戻 
り ま す 。 

この 解説 で は 、 例 と し て 純正 プリ ンタ CZー 8 6 6 P (漢字 プリ ンタ と し て 〇 Zー 8 9 P に K) の 
コン トロ ー ル ・ コ ー ド を 載せ ます 。 

※ プ ログ ブラ ム 中 に 登録 で きる の は 、2 5 種類 まで で す 。 


これ ガ ら 、 種 々 の コー ド を 入力 し て いき ます の で 、 ご ここ で 入力 上 の 注意 を 記し ます 。 
コー ド 入 力 の 際 の 注意 
e & 日 XX… 何 も 入力 され て いな い 状態 
e & 日 9 9 … コ ー ド と し て 受け 付け る 
e 入 力 後 は [ 滞 | (キヤ リッ ジリ ターン ) キー を 押す 


入力 例 1 ) &HXX に & 日 の を 入力 さる 
正しい 入力 &H62 回 
まち が っ た 入力 。 &HX2 回 &H2x 一 
入力 例 2) &HXX, & 昌 HXX,&HXX,&HXX に & 昌 1B,& 昌 5 2 を 入力 する 
正しい 入力 &H1B,&H5 2.&HXX,&HXX 回 
まち が つた 入力 。 &HXX,&H1B,.&H52.&HXX 回 
な お 、 各 メッ セー ジ で 入力 で きる コン トロ ー ル コー ド の 最大 バイ ト 数 を 入力 する 
と 、( 症 | キー を 押さ な こぐ て も 次 へ 進み ます 。 最大 バイ ト 数 に 満 だ な い コ ー ド を 入力 
し だ 場合 は 、[ 滞 | キー を 押し て 次 に 進ん で くだ さい 。 


A プリ ンタ の 基本 的 な 機能 の 入力 


④ 


A-1) Printer Name : ? 


登録 する プリ ンタ の 機種 名 を 入力 し ます 。 だ だ し 、 機 種 名 の 文字 数 は 最大 1 6 文字 まで で す 。 
例 ) CZー8 0 0P 


) 


A-2) 8 bi し! ノ Bit Imaoe Node が 芦 29 (Y7N) :Y 


8 ビット の ビ ツ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド が ある 場合 は 、 [YI を 押し ます 。 
ここ で 、 [| を 押す と HCOPY、 ビッ トイ メー ジ 印 字 に よる キャ ヤラ クタ の 印字 が で き な い こと 


に な り ま す 。 
CZー8 9 9 に は ブラ フィ ッ ク 印 字 開 始 を 指示 する コー ド " が あり ます の で 、 を 押す が 、 


その まま [ 避 を 押し ます 。 
例 ) Y 


③ 


A-3) カッ ゲ . 財 ode ) すり 3 用 (Y/NM : 間 


ご 使用 の プリ ンタ が 、 漢字 プリ ンタ で ある どう か を 聞い て いま す 。 
ここ で [| を 押す と 、 漢字 を 含む キャラクタ を 印字 する 方 法 は コー ド 印 字 に な り ま す 。 ま た ある 
い は 、 そ の まま IN| を 押す と ビッツ トイ メー ジ 印 字 に な り ま す 。 漢字 プリ ンタ で も ビ ツ トイ メー ジ 
印字 に する 場合 は 、IN ある い は その まま [を 押し ます 。 
CZー 8 9 9 P は 漢字 プリ ンタ で は な い の で 、 そ の まま 〔 癌 | を 押し ます 。 

例 ) N 


ご ご で 、 ム Aー2)、Aー 3 ) が 共に [N| の 場合 は 、 使 用 不可 能 で すか ら 、 最 初 の メニ ユー 画面 に 戻 
つて し レ ま いま す 。 


@ 


A-4) Form Feed (FF)〉) Code :&HMC 


改 ペー ジ ( 炊 ペ ー ジ の 頭 位置 まで 紙 送 りす る ) コー ド を 入力 し ます 。 
ほとん ご の 場合 &H 0 C * で す 。 そ の 場合 は 、 そ の まま [ 避 | を 押し ます 。 
CZー 8 9 9 P の FF コ ー ド は &H 0 C * で す ガ ら 、[ 問 | を 押し ます 。 
例 ) &H0O 


⑤ 


A-5) )j 生 9 Code .… (①=CR ⑫=LF ③=CRHLF :② 


印字 を 開始 し て 、 1 行 EU 守 後 改 行 す る コー ド 名 を 〈 1 ) 一 (3 ) ガ ら 選び ます 。 


32 


フ 
リ 
ン 
タ 
コロ 
1 
テ 
リ 
テ 


C1) CR…… キ ヤリ ッ ツジ リタ ー ン の 略 で 、 印字 開始 を 意味 し ます 。 ひ CR が 改行 命令 を 兼ね る 機種 
の 場合 は [1] を 押し ます 。 
2) し F…… ラ イン ・ フ ィ ー ル ド の 昭 で 、 改行 の 意味 で す 。 通常 LF 上 コー ド は 印字 開始 命令 を 兼 
ね ます が 、 ご の 場合 は [2] を 押す か 、 そ の まま [ 同 | 押し て こ だ さ い 。 
C3) CR+L し F…CR, し F 各 々 が 本 来 の 意味 する 機能 の 場合 は 、 [3] を 押し ます 。 
な お ご この 改行 コー ド は 、 プリ ンタ の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 に よ つ て 同じ コー 
ド で も 動作 が 異な る も の が あり ます の で 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 の ディップ ス 
イッ ツチ の 項 も 参照 し て こ だ さ い 。 


ュ JI に ュー 交 い こい 靖 


〇 Zー 8 0 9 P は し F で 印字 開始 、 改 行 を 行い ます の で その まま [ 同 | を 押し ます 。 
例 ) (2) 


この メニ ュー は 、 ム ー 2 ) (ビッ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド が ガ あ る が ガ ) で [YI と 答え だ 場合 に だ け 表 示 
され ます 。 


A- 6) Printer head pin ト Bit image data / タダ 9 』J 
リゼ " ョ 97 Pinj Data ノ .. (15=I6B  ②⑫⑰=LSB :(⑬) 


プリ ンタ の 機種 に よ つ て 、 プ リン タ ヘ ツ ド の 最上 位 ビ ピン ガザ ビ ツ トイ メー ジ デ ー タ の MSB (最上 
位 ピ ッ ト ) ガ L SB (〈 最 下位 ビッ ト ) ガ が 異な り ま す 。 


(8) (D) 


MSB 多 LSB 旬 
〇 〇 
〇 〇 
〇 〇 
〇 〇 
( ) 〇 

較 臣 、@ MSB 〇 

最上 位 ビ ピン が 最上 位 ビ ピン が 


最上 位 ド ッ ト (MSB) 最 下位 ドッ ト (L SB) 
MSB の 場合 は 、 そ の まま 同 | を 押し 、LS の 場合 は 「2] を 押し ます 。 
この 項 は 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 の ビ ツ トイ メー ジ 印 字 の 項 で 説明 され て いま す の で 参照 し て こ 
だ さい 。 


OZー 8 9 0 P は 上 位 ピ ン ガ MSB で すか ら 、 そ の まま [ 同 | を 押し ます 。 
例 ) 1 
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⑦ 以 上 の デー タ を 入力 し 終 つ だ 時 点 で 、 


| 弧 220I プ 提 が さす | 


と 表示 され 入力 待ち に な り ま す 。 


・IN| を 押す と Aー 1) ガ ら 始ま り ま す 。 
・[Y| を 押す と 画面 が 変わ り 、 炊 の メニ ュー へ 進み ます 。 


A 一 2) で [| (ビッ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド が ある ) と し だ 場合 は ビ ツ トイ メー ジ 印 字 に 関す る 
メニ ュー が 表示 され ます 。 

A-2) で 向 、A-ー3) で (コー ド 印 字 だ け 可 能 ) と し だ 場合 は 、 コ ー ド 印字 (漢字 モー 
ド ) に 関す る メニ ュー が 表示 され ます 。 


B ビッ トイ メー ジ 印 字 に 関す る コー ド の 設定 
以下 の メニ ユー は 、Aー 2 ) で [Y| を 入力 し な 場合 ( ビ ツ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド が ある 場合 ) に 


表示 され ます 。 
ゆ 


B-1 う ビット ・ イ メー ゲ ザ ・ イ ッ ゲ ザ トッ 3 イ Code :8RX.8HX.SHRX 


コン ピュ ユー タ ガ ら 送ら われ て きだ デー タ を 、 ビッ トイ メー ジ デ ー タ と し て 受け 取る だ め の コ ー ド を 
入力 し ます 。 ご ご こ で 注意 する の は 、 機 種 に よ つ て この コー ド を 設定 する と 、 自動 的 に プリ ンタ の 
ドッ ト 密 度 (1 行 あ を り の ドッ ト 数 ) が 決ま つて し まう も の が ある こと で す 。 ご の 場合 は ド ツ ト 
密度 が 6 4 9 ドッ トノ 行 以上 に な る よう な コー ド を 入力 し て くだ さい 。 

な お ご の コー ド は 、 [コー ド ] 十 [デー タ 数 」 の 組合 せ に な つて いま す が 、 こ ご こ で は [コー ド ] だ 
け を 入力 し て ぐだ さい 。 


だ と えば 、 〇 CZー6 9 9P は [ESC+ 守 十 2] 十 [nn。]= モ (&H1B, &H2 5,&H3 2,& 
HTj, & 昌 nz2) が "プラ フィ ッ ク 印 字 開 始 を 指示 する コー ド ” と あり ます 。 


例 ) &H1B,&H2 5,.&H3 2 


EC は 1 6 進数 で &H 1B, は &H 2 5, 2 は &H 3 2 と 表せ ます 。 まだ 、 n」, n。 は 1 行 の 
デー タ 数 で す 。 ご の 値 は コン ピュ ユー タ 側 で 設定 し ます の で 入力 する 必要 は あり ませ ん が 、 デ ー マ 
数 の 表現 の 仕方 ガ プ リン タ に よ つ て 異な り の ま す の で 、 次 の メニ ュー で デー タ 数 の 指定 方 法 を 入力 
し ます 。 


。 二 (| 


人 
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※ デフ 裁 "ロフ 編 イ 的 的 (12」3) :①) 


ロー 1 ) で 入力 し だ コー ド の 変数 hn,, nz。 (ご の 変数 は デー タ 数 を 表す ) の 指定 万 法 を 入力 し ま 
す 。 
指定 万 法 は 、 3 通り 用 意 さ れ て いま す 。 


(1 ) デ ー タ 数 を 2 5 6 で 割り 、 〈n」= 商 、n。 三 祭り ) の 順に 指定 する 。 
別 の 表現 と し て 、 デ ー タ 数 を 2 バイ ト で 表し 、 ( ロ 」= ニ 上 位 バ イト 、n ロ = 下位 バイ ト ) の 順に 指 
定 する 。 
(2 ) デ ー タ 数 を 2 5 6 で 割り 、 (hi 三奈 り 、n。 三 商 ) の 順に 指定 する 。 
まだ は 、 デ ー タ 数 を 2 バイ ト で 表し (ロニ 下位 バイ ト 、n。 三 上 位 バ イト ) の 順に 指定 する 。 
(3) デ ー タ 数 を ASC 1 1 4 バイ ト で 指定 する 。( 例 "9640/) 


現在 使用 し て いる プリ ンタ の 指定 方 法 を 入力 し て こ だ さ い 。 な ら そ の まま 同 | を 押し ます 。 
CZー8 9 9 P の 場合 、" n」 は 上 位 8 ビット 、 n。 は 下位 8 ビッ ント” に な つて いま す の で 、 あ 
る い は [ 過 | 押し ます 。 

例 ) て 〈1) 


B-2)Printer ノ ト 中 謀 目 " も 5 イイ Code 正 … せ [HEOPY] :8HKX.8HXX.8HX8HXX 


HCOPY を 実行 し た と き の プ リン タ の ドッ ト 密 度 (ある い は 1 行 あたり の ドッ ト 数 ) を 設定 す 
る コー ド を 入力 し ます 。 こ の コー ド は 機種 に よ つ て 、 

・Bー 1 ) ビッ トイ メー ジ 印 字 に 設定 する コー ド で 、 ド ッ ト 密 度 が 決ま つて し まう も の 。 

この 場合 は 、 そ の まま [名 | を 押し ます 。 

・1 行 あ た り の 文字 数 を 指定 する と 、 ド ッ ト 密 度 が 決ま る も の 。 

・ 文字 サイ ズ (パイ 文字 、 エ リー ト 文 字 、 な ど ) を 指定 する こと で ドッ ト 密 度 を 設定 する も の 。 
・ ビ ツ ト イ メー ジ 専 用 に ドッ ト 密 度 を 設定 する も の 。 

が あり ます 。 取扱 説明 書 を 参照 し て こ だ さ い 。 


CZー 8 9 9 ピ は 、 パイ カナ 文字 の 指定 ESC+RC&H 1 B, &H5 2) で 6 4 0 ドッ トン 行 に な 
り ま す 。 (CZ 一 8 0 9P の パイ カナ 文 字 指 定 で 、8 0 文字 / 行 に な り ま す の で 、1 文字 の ドッ ト 数 8 
ドッ ト を 掛け る と 8 9X8 テ 6 4 9 ドッ トン 行 に な り ま す 。) 

例 ) &H1B,&H5 2 


注 : 入力 する コー ドガ が 、 設定 で きる コー ド 数 より 少な いと き は 、 コ ー ド 入力 後に 、[ 遇 | を 押し て ぐ 


だ さい 。 
例 ) で は &H 1 B, &H 5 2 を 入力 後 、 [ 当 | を 押し て くださ い 。 
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BB- 3) Printer フト 汗 中 "PT Code .……[fr229-] :8HKJEHKX、RHKX8HRX 


ご の メニ ユー は 、Aー 3 ) の 漢字 モー ドガ が あり ます が "で IN を 入力 し だ 場合 に 表示 され ま 
す 。 
内 容 は 、 ピ ー 2 ) と まつ だ ぐ 同 じ で す が 、 こ ちら は LLIST, LLIST*, LPRINT, 
LF 1LES を 実行 し た と き の 、 ビッ トイ メー ジ 印 字 の ドッ ト 密 度 を 指定 し ます 。B ビ ー 2 ) 同様 、 
Bー 1 ) の ビ ツ トイ メー ジ 印 字 に 設定 する コー ド で ドッ ト 密 度 ガ が 決ま つて くる も の は 何 も 入力 せ 
ざ 訓 | を 押し て くだ さい 。CZー 8 9 9 P は エリ ー ト 文字 の 指定 、 ら C+ ビー (&H 1 B, &H 
4 5) で 9 6 文字 / 行 X 8 ドッ トノ 文字 7 6 8 ド ツ トノ 行 に な り ま す 。 

例 ) &H1B,&H4 5 


venLawee7zms 1i 


参考 : C フ ー8 9PK, CZー8PD 2 は 、 エリ ー ト 文字 を 指定 する と 9 6 0 ド ツ トン 行 に な り 
ます 。 


⑨ 


回 生ま ギョ 9 / ト ee まえ 9| 。、。. 392560 :98 


ご の メニ ユー は 、 ム Aー 3 ) の "漢字 モー ドガ が あり ます が で IN| を 入力 し た 場合 に 表示 され ます 。 


ご れ は 、 キ ヤラ クタ を ビ ツ トイ メー ジ で 印字 する 場合 の 一 行 の ドッ ト 数 がい ぐら に な る ガ を 入力 

し ます 。 ご の 値 お すら プリ ンタ に 出力 で きる 1 行 の EH 守 数 が 決ま り ま す 。 ご この 値 は Bー 3) ある い 

は ビー 1 ) ガ お ら わ が り ま す 。 

CZー8 9 9P は 、 ビー3) で 7 6 8 ドッ トノ / 行 に 指定 し だ の で 、“ / 6 8 “を 入力 し ます 。 
例 ) 766 


C 改行 コー ド に 関す る 設定 


以下 の メニ ュー は 、Aー 2 ) で [YY| を 入力 し な 場合 ( ビ ツ トイ メー ジ 印 字 コ ー ド が ある 場合 ) に 
表示 され ます 。 


④ 


C-1 う 1 ノ れ り - 9 Code 3 わり 922 .. [HECOPY] ①/N) :Y 


この メニ ュー は 、HCOPY の と き 有 有効 に な り ま す 。HCOPY は 5 0 行 ノ 画面 の ビッ トイ メー 
ジ 印 字 を 行い ます が 、 画面 の 各行 の 終わ り で 改行 コー ド を 送る ひど う ガ を 答え ます 。 プリ ンタ の 
1 行 の ドッ ト 数 6 4 9 ドッ トノ 行 よ り 大 きい 場合 は 、 改行 コー ド を 送 つて 改行 し は けれ ば な り ま 
せん の で 、[Y| ある い は [ 過 | と 押し て くだ さい 。 6 4 0 ドッ トノ 行 の 場合 は 、 プリ ンタ に 自動 改 
行 の 機能 が ある ひど うか に よ つ て 異な り ます 。 
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自動 改行 と は 、 最 大 印字 数 以上 の デー タ が プリンタ に 送ら れ て きだ と き 、 印字 、 改行 指定 コー ド 
(CR, し F, etc.) を 送ら な ぐ て も 、 自動 的 に 印字 を 行い 、 改行 する こと を いい ます 。 
自動 改行 プリ ンタ の 場合 は 、 を 入力 し て くださ い 。 
CZー8 9 9 P は 四 動 改行 を 行い ます の で [N| を 入力 し ます 。 

例 ) N 


つら 
C-2) 176 イッ チイ ギョ 9 セッ ゥ 5 イ Code :8H,8HX,8HO,sHXX | 


NH に ヘーHNV こ | 較 


改行 幅 を 1 プ 6 イン チ に 設定 する コー ド を 入力 し ます 。 
CZー8 9 9P は ESC+6= (&H 1 日, &H 3 6 ) が 、1 6 イン チ 改 行 設定 コー ド で す 。 


例 ) &H1B,&H3 6 
③ 


| C-3) _N イッ チ ルイ ギョ 9 トゥ 5 イ Code :sHX.8HOO8HX | 


この 改行 幅 の 設定 コー ド を 使 つ て 、HCOPY の 8 ドッ ト 改 行 、 ビ ツ ト イ メー ジ 印 字 に よる キヤ 
ラク タ 印 守 の 2 PASS の 改行 幅 を 設定 し ます 。 こ ご の メニ ユー に 和 め 要 な お コード の 条件 は 、 


・ [コー ド ] 十 [変数 」 の 形 に な つて お り 、 変 数 の 値 (1 バイ ト ) を 変え る こと に よ の 改行 幅 ガ 変 
えら れる こと 
・ 最小 改行 幅 ガ 1 2 ドッ ツ ト (ある い は 1 3 ドッ ト ) で ある こと 


の 2 点 で す 。 
な お 、 ご の メニ ユー で は [コー ド ] の み 入 力 し ます 。 


CZー8 99P は 、“ N グ 1 4 4 イン チ 改 行 幅 設 定 コ ー ド 〉 と し て [ESC+ 定 9 ] 二 [n]= 
[&H1B, &H2 5,&H3 9,&Hn] が 用 意 さ れ て いま す 。 1 1 4 4 インチ は 1 2 ドッ ト 
に 相当 し ます 。 

例 ) &H1B,&H25,.&H3 9 


まお か が 7 下 ョ 用 界 。。。EHEPW 明 :&HXX 
* ロイ ギョウ II .[379-] (1Pass,2Pass):8HM1,8HX 


ご この 2 つの メニ ュー は 、Cー 3 ) で 設定 し た コー ド の 変数 (改行 幅 ) を 入力 し ます 。 
上 に は 、HCOPY で 用 いる 8 ドッ ト 改 行 幅 の 値 を 、 
下 に は 、2 PASS 印 字 で 用 いる 改行 幅 の 値 を 入力 し ます 。 


[計算 訪 法 ] 


HCOPY の 改行 幅 
8 ドッ ツ ト の 改行 幅 で すか ら 、 最 小 改行 幅 ガ 1 プ 2 ドッ ト な ら ば ロリ 2 で 1 ドッ ト 分 の 改行 幅 に な 
り ま す 。 め ゆえに 8 ドッ ト 分 の 改行 幅 は その 8 倍 に な り ま す 。 


計算 。 ロニ 8X2=16=&H10 


最小 改行 幅 が 1 3 ドッ ト な ら ば 、 ロ = テ 3 ドッ ト 分 の 改行 幅 に な り ま す 。 ゆえに 8 ドッ ト 分 の 改 
行 幅 は その 8 倍 に な り ま す 。 


計算 ロニ 8X<3= テ 24=&H186 


CZー 8 6 9 は 最小 改行 幅 が 1 プ 2 ドッ ト な の で ロー&H 1 9 で す が 、 縦 横 比 を ディ スプ レイ 
画面 に 近 げ ける だ め に 、 ロ テー&H 0 F 上 と し て いま す 。 
例 ) &H0F 


2PASS 印 字 の 改行 幅 
2PASS 印 字 の 1 回 目 の 改行 幅 は 1 2 ドッ ト (1 3 ドッ ト ) で 、 ロ = テ &H 0 1 に な のり ます 。 
だ た だ し 、 最 小 改 行 幅 ガ 1 プ 4 ドッ ツ ト の 機種 は モ &H 0 2 1 に な り ま す 。 
2 回 目 の 改行 は 、 1 プ 6 イン チ 改 行か ら 1 プ 2 ドッ ト 改 行 の 値 を らい だ 値 に な り ま す 。 
CZー8 9 9P の 場合 は 、(1 6 イン チ )ー (1/1 4 4 イン チ )= (23/1 4 4) で ロニ 2 
3 テ &H 1 7 と な り ま す 。 
例 ) &H91,&H17 


※ 漢 字 混 じ り の キヤ ラク タ を ビッツ トイ メー ジ で 印字 する 場合 、2 PASS 印 字 を 行い ます 。 ご れ 
は 1 文字 分 を 出力 する の に 、1 回 1 行 分 印字 し た 後 、 半 ド ッ ト 改 行 し て その すき ま に 印 守 し て 1 
行 分 の 文字 が で き あ が る 印字 訪 法 で す 。 


注 : カイ ギョ ヨウ ハバ [キャ ヤラ クタ ] の 設定 で は 、 第 2 パラ メー タ の と ころ に カー ソル を 秘 動 し て 
表示 し ます 。&H 9 1 を 変更 する 場合 は 、 ト で 秘 動 し て て だ さい 。 


D コー ド 印 字 (漢字 モー ド ) に 関す る 設定 
以下 の メニ ュー は 、 コ ー ド 印字 に 関す る 設定 で す ガ ら 、A 一 3) で (漢字 モー ド が ある ) と 


答え だ 場合 に 表示 され ます 。 
④ 


D-1) カッ ゲ Mode 5 イィ イ Code :8HXX.8HW.sHX | 
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紀 
り 
Se 
レッ 4 
に 
1 
テ 
リ 
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漢字 モー ド に 設定 する コー ド を 入力 し ます 。 純正 藻 字 プリ ンタ CZー 8 9PK を 例 に する と 、 三 
SC+† 4B= (&H 1 B, &H 4 BB) が 漢字 モー ド 設 定 コ ー ド で す 。 
例 ) &H1B,&H4B 


D-2) ) ッ ザ Mode/ ルカ イザ ョ Eode :8HXX.8HX.8HXX 」 


漢字 モー ド を 解除 する コー ド を 入力 し ます 。 プリ ンタ に よ つ て は 、 特 に 漢字 解除 コー ドガ な ぐ 、 
他 の Eh 字 モー ド (パイ 文字 、 エリ ー ト 文字 、etc. ) を 設定 する と 、 自 動 的 に 漢字 モー ドガ が 解除 
され る 機種 が あり ます の で 、 そ の 場合 は 他 の 印字 モー ド の コー ド を 入力 し ます 。 

CZー 8 9PK に は 、 特 に 解除 コー ド は な い の で 、 パ イカ 文字 を 指定 する コー ド 、ESC+RC & 
H 1 B, &H 4 8 ) を 入力 し ます 。 

例 ) &H1B,.&H48 


pd 
リ 
の 
必 
き 
1 
テ 
リ 
テ 


※ 他 の 印字 モー ド を 指定 する と 、ASC | | キヤ ラフ クタ は それ 以後 指定 し だ 印字 モー ド で 印字 さ 
れ ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


③ 


D-3) ゼ 玉 スリ 39 3 Pf Code  :8HXXK.8HX、8HX 
※ が = Wa 衣 ( 人 上 , 肝 和 :8HXX。8HXX 


ご ご こ で 入力 する コー ド は 、 漢 字 文字 間 の スペ ー ス 量 を 設定 する コー ド で す 。 ご この コー ド は 、 全 角 
文字 漢字 の 場合 に コン ピュ ユー タ ガ ら プリ ンタ へ 送ら れる コー ド で 、 1 文字 ご と に 設定 され ます 。 
すなわち 、 図 4 の よう な お 流れ に な つて いま す 。 

Dー3) で は 、 設定 コー ド を 

※ で は 、 そ の 設定 コー ド の 変数 を 


入力 し ます 。 こ の コー ド を 設定 し な か つ だ 場合 、 あ る い は スペ ー ス 量 が 左右 共に 9 の 場合 は この 
コー ド は 送ら れ ま せん 。 
LPR INT, LL 1ST な ど を 実行 し だ 場合 に 見 や すい よう に 設定 し て こ だ さ い 。 
スペ ー ス 量 を 設定 し な こく て も 構わ おい な ら ば その まま 敵 | を 押し て こ だ さ い 。 な お お この コー ド 
は 単に 1 バイ ト の スペ ー ス 量 を 指定 する を め の も の で 、 そ れ を ユー ティ リティ で 2 種類 用 部 し 、 
漢字 コー ド の 前 後に スペ ー ス が 入る よう に する も の で す 。 し た が つて 、 プリ ンタ に よっ て 前 後 1 
バイ ト ざ ずつ 一 緒 に し て 2 バイ ト で 指定 する も の が あり ます の で 、 こ の よう お プリ ンタ の と き に は 
指定 し な いで こく ださい 。 
CZー8 9PK は 、 ESC+n ロ = 〈&H 1 B, &Hn) が 文字 間 ス ペー ス を 指定 する コー ド で す 。 
ご こ で は 、ESC 十 9 = テ (& 昌 1B,& 日 9 9 ) を 左 の スペ ー ス 量 、 ESC+6 = (&H 1B, &H 
9 6) を 右 の スペ ー ス 量 と し ます 。 
例 ) D-3) は 、&H 1 日 
※ は 、&H0 6,&H0 6 


図 2 漢字 1 文字 を 印字 する 時 の コー ド の 流れ 


漢字 モー ド 設 定 コ ー ド | 
! 
〇 | を スペ ー ス 量 設定 コー ド | &H1B,&HO の の 
」 (スペ ー ス 量 の ) 


漢字 モー ド ( 上 位 1 バイ ト ) 
! 


漢字 モー ド ( 下 位 1 パ イト ) 
! 
@ | 右 スペ ー ス 重 設定 コー ド | &H1B,&HO の G 
」 (6 ドッ ト の スペ ー ス 量 ) 
漢字 モー ド 解 除 コ ー ド | 


D-4) 史 I ナド フラゲ ョ 9 イ 1 証人 1 


漢字 プリ ンタ に は 、 半角 文 字 の 設定 コー ド を 送 つ だ 後 、 半 角 文 字 の コー ド (て 2 バイ ト ) を 送る と 

半角 で EU 字 する 機種 と 、 半 角 文 字 の コー ド を 送る と 自動 的 に 半角 の 大 き さ で 印字 する 機種 が あり 
ます 。 

この メニ ュー は 後者 の 機能 を 有する プリ ンタ で 、 し か も 半角 文字 の デー タ 2 バイ に の うち 、 上位 

バイ ト ガ ーー 定 値 で 表 さ れる プリ ンタ の 場合 の み 有 有効 な スニ ュー で すき 。 

それ 以外 は 、 そ の まま [名 | を 押し て こく だ さい 。 

この 半角 文字 が 使え る だ なめ 、ASC | | キヤ ャ ラク フタ ガ が 画面 と 同様 に 漢字 の 半分 の 大 き さ で 印字 さ 

れ ま す 。 〇 Zー 8 9 P に の 場合 は 半角 文字 の 印字 が で き な い た だめ 、 そ の まま [ 敵 を 押し ます 。 
例 ) 


E デー タ の 登録 
以上 で 、 コ ント ロー ル ・ コ ー ド の 入力 が 終了 し ます 。 炊 に 入力 が 終わ る と 、 


と 表示 し て 入力 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド の 編集 が 始ま り 、 そ れ が 終る と プロ ブラ ム 中 に DATA 
文 と し て 取り 込ま れ ね ます 。 ご の 作業 が 終了 する と 、 最初 の メニ ュー 画面 (ヘー 1 ) に 戻り の ます 。 メ 
ー コ ユー 画面 に は 、 い ま 登 録 し だ プリ ンタ の 機種 名 が 最後 に 表示 され ます 。 後 は 「1. 7 プリ ンタ 
の デー タダ 設定 」 で 述べ だ 手順 に 従 つ て 、、 コ ンピュータ に コン トロ ー ル ・ コ ー ド を 設定 し 、 和 め 要 な 場 
合 は 、 シ ステ ム デ ィ ス フク で は 、" Stgrt up data. SUD ”? に コン トロ ー ル ・ コ ー ド を 登録 し ま 
すず 。 

な お 、 この 状態 で プロ ブラ ム を 消し ます と 、 次 に ディ スク フ ガ ら * プリ ンタ CONF 1G. Uty 
を ロー ド し て も 、 登録 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド の DATA 文 は あり ませ ん 。 も し プロ プラム 中 に 
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SM ニュ コロ ー ロ WAN 


フ 
リ 
ンス 
タ 
軍 和 
1 
リ 
テ 


残し て お きだ い 場 合 は 、 プ ロブ ラム を セー プ し て ぐだ さい 。 
入力 し た コン トロ ー ル ・ コ ー ド を プロ ブラ ム 中 に 残し た い 場合 に は 、 シ ステ ム デ ィ ス クツ を フロ ツ ッ 
ビ ゴ デイ スズ 2 ライ ナ 0 に セッ ト し て 


SAME"2 リ 29 CONFIG .UL の 回 四 


入力 し て 、 シス テム ディ ズ フ に セー プ し て ぐだ きい 。 
(セー プ す る と き は 、 シス テム ディ スク の ライ ト プ ロ テク トン ッ ツチ の 保護 用 紙 を 取り は ず し て ぐだ 
さい 。) 


※DATA 文 と し て 取り 込む 作業 の 途中 で 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され る 場合 が ありま す 。 
も し レプ リン タ の コン トロ ー ル ・ コ ー ド に 、 不適 当 な 入力 の 仕 詞 を し て いる 場合 は ” (プリ ンタ 
名 ) 一 シヨ ウデ キマ セン ! ! ” と 表示 し て 、 何 も せ ず に 最初 の メニ ユー 画面 に 戻 つ て し まい ま 
。 まだ コー ド の 内 容 に よ つ て は 、“ (プリ ンタ リーHCOPY ダ ケシ ヨウ シテ クダ サイ 1 1 “ 
と 表示 し ます が ガ 、 コ ント ロー ル ・ コ ー ド は DAT A 文 と し て 残り ます 。 


コン トロ ー ル コー ド 入 力 メ ニュ ユー の ゴ プロー チャー トド 


④ A-2)、A-3) が 共に Y| の 場合 


8 

Z を 入力 ッ 

タ 

= 

W 

に D-1) 漢字 モー ド : 

A-1) プリ ンタ 名 B-1) ピッ トイ メー ジ 1 行 の 終わ り に 改行 コ ie 3 
印字 設定 コー ド ー ド を 送る か (HOOPY) 


D-2) 漢字 モー ド 
解 際 コード 


プリ ンタ の ドッ ト 密 度 
設定 コー ド (HCOPY) 


D-4) 半角 文字 コー ド 
の 上 位 1 バイ ト 


A-5) 改行 コー ド 


A-6) プリ ンタ ヘッ ド 
ピン と デー タ の 対応 は 


最初 の メニ ユー へ 
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⑨ A-2) が Y」、A-3) が [IN| の 場合 


( を 入力 ) 


の 
1 行 の 終わ り に 改行 コー 
ド を 送る が (HCOPY) 


HI に ュー ロニ M | し 衣 | 


B-1) ビッ トイ メー ジ 


A-1) プリ ンタ 
4 の 印字 設定 コー ド 


ピッ トイ メー ジ モ ー ド ガ 


日 -2) 

プリ ンタ の ドッ ト 密 度 
設定 コー ド (HCOPY) 
漢字 モー ドガ ある が 
日 -3 

プリ ンタ の ドッ ト 密 度 
設定 コー ド ( キ ヤラ クタ 〕 


※ 改 行 幅 
(HCOPY〕 


NO 
A-4) F ビ コー ド 


A-5) 改行 コー ド 


日 -4) 1 行 の ドッ ツ ト 数 
(キヤ ラク )〕 


※ 改 行 幅 
〔 キ ヤラ クタ 〕 


A-6) プリ ンタ ヘッ ド 


デー タ の 編集 及び 
登録 


最初 の メニ コ ュー へ 


③ A-) が IN」、A-3) が [YI| の 場合 


(、 居 2 が 29 |) 


A-1) プリ ンタ 名 


D-1) 漢字 モー ド 
設定 コー ド 


D-2) 漢字 モー ド 
解 際 コー ド 


D-3) 文字 間 ス ペー ス 量 
設定 コー ド 


D-4) 半角 文字 コー ド 
の 上 位 1 バイト 


A-5) 改行 コー ド 


( 最初 の メニ ユー へ ) 
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ブ 
リ 
ン 
タ 
に 
E 
テ 
リ 
テ 


付 銀 

プリ ンタ CONF 1G. Ut y ” プロ ブラ ム に は 、 [A] お ら [W] まで の プリ ンダ 用 の 設定 値 
が すでに 登録 きれ て いま す 。 

[A] お ら [ り ] まで は 純正 プリ ンタ で す 。 ([C] の SPー8 9, [F] の MZー1P1 7 は 純正 
プリ ンタ で は あり ませ ん 。) 


AH の デー ジ W9P ドッ ドア レグ 

[B] CZー89PK 漢 守 プ リン タ 

[G] CZー8PD2 ドッ ドア リウ ンタ 

EN Cm も PP2Z プロ MR ブリ ンタ 

[EE] CZー8PK2 漢字 プリ ンタ 

E 有 H』 むー8 過 人 1 熱転写 漢字 プリ ンタ 

[ OZー8 選 に 3 2 4 ピン 漢字 プリ ンタ (136 桁 ) 
CZー6PK6 

時 C〆ー8PK4 2 4 ピン 漢字 プリ ンタ 
は る 一 は ビ 攻 5 9 

本 紀 の あ ピ は ば 1 カラ ラー 漢字 プ リン タ 

bi りー8PUD3 Rh プリ シタ 


純正 プリ ンタ で も 若 干 機能 が 違 つ て いま す の で 、 こ の プロ グラ ム を 使 つ て 設定 し だ 後 、 使 用 し て 
ぐだ さい 。 
BAS | CO 起動 時 の まま で 使用 する と き は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


[A] CZー 8 0 6 P (純正 ) 
漢字 出力 …… ビ ツ ト イ メー ジ (最大 印字 桁 数 9 6 ) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キャ ラフ タ と 一 至 
HCOPY…… 可 能 
纏 半 oo CONSOLE#., X。 X。 一 [CX。+X:) ミ 9 6 ] を 実行 し て か ら 使用 
し で ご だ さい ゝ 。 


[B] CZー89PK (純正 ) 
※ 注 1 
漢字 出力 ……… コー ド (最大 印字 桁 数 三 7 9 ) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラク タ と 一 致 
HOCOPY…… 可 能 


[C] CZ 8 PD 2 (純正 ) 
漢字 出力 …… ド ビッツ トイ メー ジ (最大 印字 桁 数 1 2 6) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラフ タ と 一致 
HCOPY…… 可 能 


[D] CZ8 PP 2 ( 細 正 ) 
漢字 出力 …… コ ー ド (最大 印字 桁 数 7 9 ) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キャ ラフ タ と 一致 。 (だ だ し セミ ブ ラフ ィ ッ ク は 白 抜き ) 


HCOPY…… 不 可 
備考 ………… その まま で は 使用 で きま せん 。 秒 ず 設 定 を 行 つ て か ら 使 用 し て こ だ さ い 。 


KMODE 1 で 使用 する と き は 、CZー 8 PP 2 専用 漢字 ROM (CEー5 1 
5 M) が 和 め 要 で す 。 
EE1 C デ ー6FPK2"( 重 正 ) 


漢字 出力 ……… ビ ツ ト イ メー ジ (最大 印字 桁 数 1 2 6) 
出力 可能 文字 … 本 価 の キャ ラフ タ と 一 致 


HCOPY……- 可 能 
備考 ………… KMODE 1 の と き 、 z ^ の 印字 が で きま せん 。 
? ァ ヶ ” を KMODE 1 で 出力 し だ い 場 合 は 、[C]CZー 8 PD 2 を 指定 し て < 
だ さい 。 


[F] CZ 一 8 PN1 ( 和 正 ) 
漢字 出力 ……… コ ー ド (最大 印字 桁 数 = 1 2 6 ) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キャ ラフ タ と 一 致 。 
HCOPY……- 可 能 


[G] CZ-ー8PK3 プ CZ-8PK6 (純正 ) 


漢字 出力 ……… コ ー ド (最大 印字 桁 数 三 1 7 4 ) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラフ タ と 一 致 。 
HOCOPY…… 可 能 


[H] CZ-ー8PK4 プ CZ-8PK5 (純正 ) 


漢字 出力 ……… コ ー ド (最大 印字 桁 数 三 1 9 2) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラフ タ と 一 致 
HOOPY…… 可 能 


[ 1] CZー8 PC 1 (純正 ) 
漢 守 出 力 ……… コー ド (最大 EH 字 桁 数 三 1 9 2) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラフ タ と 一 致 。 
HCOPY…… 可 能 


[J] CZー8PD3 (純正 ) 


漢字 出力 …… ビ ピッ ツ ト イ メー ジ (最大 印字 桁 数 王 1 2 0 ) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キャ ラフ タ と 一 致 。 
HCOPY…… 可 能 


8 
リ 
か: 
あ 
ユ 
1 
テ 
リ 
ァ 


純正 以外 の プリ ンタ を 指定 する と 、 純 正 プ リン 使用 時 と は 若干 違 つ だ 印字 が な され ます 。 次 に 
記述 する 相違 点 は 、 プリ ンタ 側 の 能力 の 差 こ に より ます ガ ら 、 コ ンピュータ 側 ガ ら は 対処 で きま せん 。 


[C] SP8 9 (エプソン ) 
漢字 出力 …… ビ ツ ト イ メー ジ 最大 印字 桁 数 1 2 9) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラフ タ と 一 致 
HCOPY…… 可 能 
備考 ………… X 1 シリ ー ズ 対 訪 の ROM カ ー ト リッ ジ を 使用 し て こ だ さ い 。 


[F] MZー1P1 7 (MZ シ リー ズ ) 
漢字 出力 …… コ ー ド (最大 印字 桁 数 = 1 9 2) 
出力 可能 文字 … 本 体 の キヤ ラク タ と 一 致 。 
HCOPY…… 可 能 
備考 ………… X 1 シリー ズ モー ド で 使用 し て こ だ さ い 。 
外字 登録 は 6 4 文字 まで で きま す 。 


[K] MZー1P0 6 (MZ シ リー ズ ) 2 
漢 守 出力 ……… ビッツ トイ メー ジ (最大 印字 桁 数 三 1 2 0) の 
出力 可能 文字 ・ "ファ アイル デイ スズ フリ プ タ LLP : を 使用 し た 印字 で は 本 体 の キヤ ラク タ と 一 
致 。LL1ST な ど を 実行 し な 場合 は セミ ブラ フィ ッ ク と 一 部 の 記号 を 除く 英 
数 文字 、 記号 、 カ ナガ ー 致 。 


上 
プ 
リ 
ン 
タ 
bo 
2 
リ 
攻 


漢字 出力 ……… ビ ツ ト イ メー ジ (最大 印字 格 数 ニ 1 2 6) 

出力 可能 文字 … フ ァイル ディ スク リプ タ * し : * を 使用 し だ 印字 で は 本 体 の キヤ ラフ タ と 一 
致 。 し し 1ST な ど を 実行 し だ 場合 は 、MZー 1 P 9 7 は セミ ブラ フィ ッ ク お 
よび 一 部 の 記号 を 除 ご 英 数 文字 、 カ ナ が 一 致 。MZー 1 P 9 8 は 大 文字 の 英字 、 
数 字 お よび 一 部 の 記号 の み 一 致 

HCOPY…… 可 能 

粒 … ト ュー KMODE 0 、KMODE 1 どちら も ビッ トイ メー ジ 印 字 を 採用 し て いま す 。 


画面 コピ ビー は 、 純 正 プ リン 使用 時 より 横 ガ 2 / 3 の 大 き さ に 縮小 され だ よう に 出力 され ます 。 

KMODE 9, KMODE 1 の と き は 、 次 の 番地 を 書き 換え て ガ ら 使用 し て こく ださい 。 
KMODE9:F897 番 地 : 1 日 (POKE&HF 8 9 7,&H1 9) 
KMODE1:F89 7 番地 : 2CH (POKE&HF 8 9 7,&H2O) 


漢 字 出力 ……… 3 (最大 印字 桁 数 ニ 8 0) 

出力 可能 文字 …“ LP : を 使用 し だ 印字 で は ” ァ “ を 除く 英 数 文字 、 記号 、 カ ナガ ー 致 。 ま 
だ 漢字 は 第 一 水準 が 出力 可能 。 机 | ST な どの 場合 k、 下 呈 ザ ラフ ラフィ 2。 
ヶ を 除 ぐ 英 数 文字 、 記 号 、 カ ナガ ー 致 。 
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HCOPY-…- 不 可 
備考 ………… KMODE 1 : 漢字 は 漢字 り | S 第 一 水準 の も の が 出力 で きま す 。 
KMODE 9 : 英 数 字 、 カ タカ ナ 文字 デ け が ガ コ ンピュータ こと 一 致し て いま す 。 


[O] …… ESC プ ロー@ xt. (エプソン ) 

ES ビグ P は 、Epson Standard Code for Printer の 頭 文字 を と つた も の で 、 エ プ ソ ン 
社 の 標準 規格 で す 。 ご この 規格 に 合う プリ ンタ を 使用 し て くだ さい 。 だ だ し ESG ひ プン ピロ の レベ ル は ら @ 
2 BIG 加 j 

漢 守 出 力 …… ビッツ ト イメージ (最大 印字 桁 数 三 1 2 6) 

出力 可能 文字 …” し LP : ? を 使用 し だ 印字 で は 本 体 の キヤ ラク タ と 一 致 。 
LL1IST な どの 場合 は 、 セ ミ ブ ラフ ィ ッ ク お よび 一 部 の 記号 を 除 こ 英 数 文字 、 
記号 、 カ ナガ ー 致 。 

HCOPY……: 可 能 


漢字 出力 ……… ビ ピッツ ト イ メー ジ (最大 印字 桁 数 1 2 0 ) 
出力 可能 文字 …* し : * を 使用 し だ 印字 で は 本 体 の キヤ ラク タ と 一 致 
LL 1ST な どの 場合 は 、 セ ミ ブ ラフ ィ ッ フ お よび 部 の 記号 を 除 ご 英 数 文字 、 
記号 、 カ ナガ ー 致 。 
HCOPY…… 可 能 


漢字 出力 ……… ビ ツ トイ メー ジ (最大 印字 桁 数 三 1 2 9) 
出力 可能 文字 …” LP : ? を 使用 し だ 印字 で は 本 体 の キヤ ラク タ と 一 致 。 
6 LLTIST な どの 場合 は 、 セ ミ ブ プラ フィ ッ ク お よび 一 部 の 記号 を 除 ご 英 数 文字 、 


記号 、 カ ナガ ー 致 。 
HOCOPY…… 可 能 
備考 …………| HOCOPY Cn) を 実行 する と き は 、 ビ 8 9 2 番地 を て 9 4 日 ) に し て こ だ さ 


い 。 そ れ 以 外 で は 、F 8 9 2 番地 を (@ 1H) に 戻し て て だ さい 。 


eee は 時 1 きす 0K (エプソン ) 

漢字 出力 …… コー ド (最大 EU 字 桁 数 三 1 3 6) 

出力 可能 文字 … い ずれ の 場合 も 、 セ ミ ブ プラ フィック お よび 一 部 の 記号 を 除 べ 英 数 文字 、 記 号 カ 
ナガ ー 致 。 
・LP : "に よる 漢字 出力 で は 、J 1 5 第 一 水準 (オプ ショ ン で J | 6 第 二 水 
準 ) の 漢字 出力 が 可能 。 
ディ ッ プ スイ ッ チ 2 一 7 を ON (レタ ー ク オリ ティ ) に する と 漢字 と 普通 文字 
の バラ ンス が と れ ま す 。 


HCOPY…… 可 能 
備考 ………… KMODE 0 の と き は 、 英 数 字 と カマ カナ 文字 以外 は コン ピュ ユー タ 側 と 違 つて 


いま す 。 


フ 
リ 
2 
に 4 
キ 
1 
和 
リ 
示 


漢 守 出 力 ……… コー ド (最大 印字 桁 数 三 1 9 6) 

出力 可能 文字 …” し P : ? を 使用 し だ 印字 で は 、 一 部 の 記号 を 除い て 本 体 の キヤ ャ ヤラ クマ と 一 致 。 
漢字 は J | 6 第 一 水準 出力 可能 。LL 1 ST な どの 場合 は 、 セ ミ プ ブラ フィ ッ フ 
お よび 一 部 の 記号 を 除 ご 英 数 文字 、 記号 、 カ ナガ ー 致 。 

HCOPY……: 可 能 

備考 …………… PCーPR2 9 1 は 、KMODE 9 の と き は 英 数 字 と カタカナ 文字 だ け コ ン ピ 
ヨー タダ ご こさ 一 区 で 0 ます 。 
PCーPR 4 9 6 は 、KMODE 1 で は ” z ” の 印字 が で きま せん 。 
KMODE で は ヶ ” お よび セミ ブラ フィ ッ フ パタ ー ン が 本体 と 一 致し ませ 
ん 。 
PCーPR2 9 1 は 、 デ ィ ッ プス イッ ツチ の 設定 を SW 1 一 7 (CR, し F の い 
ずれ で も 印字 ) を ON、SW2 一 7 (8 6 桁 行 ) を ON と し て いま す 。 他 の 
ディ イツ プ スイ ッ ツチ は 標準 状態 で す 。 

[LT』 je… Mー 1 9 9 9 X (プラ ザー) 

漢字 出力 …… ビ ツ トイ メー ジ (最大 印字 桁 数 9 6) 

出力 可能 文字 …” し 品 : ? を 使用 し だ 印字 で は 本 体 の キヤ ラフ ター 一 致 。 
LL1ST「 な どの 場合 は 、 セ ミ ブ プラ フィ ッ ク お よび 一 部 の 記号 を 除 ご 英 数 文字 、 


記号 、 カ ナガ ー 致 。 
HCOPY…… 可 能 
備考 ………… KMODE 1 の と き 、 文字 が 縦 2 倍 の 大 き さ で 出力 され ます 。 


UI M 1 9 9 9 (ブラ ザー) 
漢 守 出 力 ……… ビ ツ トイ メー ジ (最大 印字 桁 数 三 1 2 9 ) 
出力 可能 文字 …” し P : ” を 使用 し だ E 守 で は 本 体 の キヤ ラク タ こ と 一 致 。 
LL1ST な どの 場合 は 、 セ ミ ブ ラフ ィ ッ ク お よび 一 部 の 記号 を 除 ぐ 英 数 文字 、 


記号 、 カ ナガ ー< 致 。 

HCOPY…… 可 能 

し MAKE HCOPY CT) を 実行 する と き は F 8 9 2 番地 を 0 4 HH に 変更 し て ガ ら 行 つ 
て ぐだ さい 。 


HCOPY Cn) 以外 は F 8 9 2 番地 を 0 1H に 戻し て ガ ら 実行 し て ぐだ さい 。 


漢 守 出 力 ……… コー ド (最大 EH 字 桁 数 三 1 9 6) 

出力 可能 文字 …” し P : を 使用 し だ 印字 で は 、 一 部 の 記号 を 除い だ 英 数 文字 、 記号 、 カ ナ が 
一 致 。 
漢字 は J | 第 一 水準 が 出力 可能 。 
LL1IST な どの 場合 は セミ ブラ フィ ッ ク お よび 一 部 の 記号 を 除 べ 英 数 文字 、 
記号 、 カ ナガ ー 致 。 

HCOPY…… 可 能 
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1 OO KMODE 1 で は z の 印字 が で きま せん 。 KMODE 90 では“ z “お よび 
セミ プラ フィ ッ ク パ ター ン ガ が 本 体 と 一 致し ませ ん 。 
ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 は SW 1 一 8 を ON (CR, LF, VP, FF を 印字 
指令 と する ) に し て ぐだ さい 。 
上 ゃ ee KPー3 9 0 9 (ロジ テッ ) 
漢 守 出 力 ……… ビッ トイ メー ジ (最大 印字 桁 数 三 1 1 9 ) 
出力 可能 文字 … ” し P : ” を 使用 し だ 印字 で は 本 体 の キヤ ラク タ と 一 致 。 


し し 18 な どの 場合 は 、 セ ミ プ ラフ ィ ッ ク お よび 一 部 の 記号 を 除 ぐ 英 数 文字 、 


記号 、 カ ナガ が ー 致 。 
HOCOPY…… 可 能 
凡 者 ………… 標準 モー ド で 使用 し て こく だ さい 。 


以上 が 登録 され て いる プリ ンタ の 種類 で す 。 
これ ら の 機種 名 は 代表 的 お も の で あり 、 ご これら と 互換 性 の ある (コン トロ ー ル コー ド な ど ガ が ー 致 
し て いる ) プリ ンタ に も 対応 で きま す 。 
な お 、 本 機 と [K] ~[W] の プリ ンタ を 接続 する と き は 、 次 の プリ ンタ ケー ブル が 必要 で す の 
で 、 最 寄 ひ の シャ ー プ お 客 様 相談 窓口 、 あ るい は お 買い 求め の 販売 店 に ご 相談 の 上 お 買い 求め 
ぐだ さい 。 
(シャ ー プ 部 品番 号 : OCNW 一 0 5 1 5C ヒ EZ グ ) 


※ 注 1 : 最大 印字 桁 数 は ファ イル ディ スク リプ タ ” し P : “を 使用 し て 、 印 字 し だ 場合 、 英 数 文字 、 
カナ な どの キャ ヤラ クタ を 1 文字 と し だ 印字 桁 数 を 表し て いま す 。 
漢字 の 字 桁 数 は その 半分 と な り ま す 。 


※ 注 2 : ここ で は 、 プ リン タ に 関す る 新しい フラ イル ディ スク リプ マタ” LP : "お よび “"LP9 
? を 使用 し だ 印字 を 示し て いま す 。 だ だ し LP 1 : ” ( 英 数 文字 カナ 、 セ ミ プ ラフ イ 
ッ ク の 印字 ) は 、 漢 字 出 力 ガ が ビ ツ トイ メー ジ の 場合 の み 使用 で きま す 。 
ご の と き 、 本 体 と 一 致し を キヤ ラク を 印字 で きま す 。 


※ 注 3 : し し 1ST な ど と は 、LPR INT, LLIST, LF1LES、 お よび 従来 の ファ イル 
ディ スク リプ タ ” し PT : ? を 使用 し だ 印字 を 示し て いま す 。 


S0 


っ HI ニュ ゴー ト 立 ご ニ | | 層 | 


2 
リ 
ン 
ダ 
3 
吊 
テ 
リ 
委 


2 Print out-1. Uty の 使用 法 


概要 
ご の プロ プラム は 、 プリ ンタ の 書式 な ど を 設定 する だ の め の ユ ー テ ィ リ ティ で 、 次 の 3 点 に つい て 、 


指定 する こと が で きま す 。 
久 終 書き 、 横 書き の 指定 
久 又 守 の 大 き さ の 指定 
候 改行 幅 の 指定 


本 プロ プラ ム “Print Out 1. Uty / を 正 し ご 動作 させ る に は 、 炊 の 条件 が 秘 要 で す 。 
・ 純 正 プ リン タ を 使用 する こと 
・KMODE 1 [ 過 | が 実行 され て いる こと 


使用 法 
@ の デデデ イ ブリ ディ イ 計 、 
人 RTIOE GuME 一 1 り M “ BAS1C 
TTAPYIAGLIK KS 生ま マシ ン 語 


の 2 つの プロ ブラ ム で 構成 され て いま す 。 そ し て Print out 一 1. Uty “の 実行 途中 で 、? 
PFInt Out 一 1 . OD」 ” を ロー ド 、 実行 する よう に な つて いま す 。 

プロ ブラ ム の 使用 手順 を 説明 し ます 。 
の ステ ハデ ャ スク を フロ ッ ピ ー デ ダディ スク フ ド ライ プ 9 に セッ ト し て 、 


| Ru "Prin ロ も outー1  .Uto" 回 」 


と 入力 し て ぐだ さい 。 
②@ プ ロブ ラム を 実行 する と 純正 プリ ンタ を 使用 する メ ツ セー ジ が 表示 され 、 純 正 プ リン タ の 種類 を 


設定 し た の ち 、 次 の 画面 が 出力 され ます 。 
F 二 


*#* 絡 書 きま た は 横書き の 選択 *** 
紙 書 き 一 1 
慣 書 き 一 2 


1 か 2 の KEY を 押し て くだ さい 中 


ここ で 、 画面 コピ ー 以 外 の プリ ンタ 印字 を 終 書 き に する が 横書き に する か を 指定 し ます 。[1] を 押 
す と 縦 書き に な り 、[2] を 押す と 横書き に 設定 され ます 。 終 書き の 指定 は 、 次 の 文 を 実行 する ま 
で 有効 と な り 、 

CLEAR &HXxXX [ 症 CxxxX は アド レス 、 例 : 7 6 0) 
解除 後 は 、 横 書き と な り ま す 。 

注 : 縦 書き で 印字 され る の は 、 全角 の 文字 ( 1 文字 1 6 X 1 6 ドッ ツ ト 構 成 の 文字 、 漢 字 な ど ) だ け 
で 、 画面 上 に 半角 で 表示 され て いる 文字 (1 文字 1 6 X 8 ドッ ツ ト 、 ま だ は 8 X 8 ドッ ト 構 成 の 
文字 ) は 横書き と な り ま す 。 ま だ 漢字 は 字体 を 9 0 ' 回 転 きせ て 印字 され て いま す が 、9 0 回 
転 さ せる と 不適 当 で ある 記号 に つい て は 、 横書き の まま で 印字 され ます 。 横書き の まま 印字 さ 
れる 文字 は 、 次 の と お り で す 。 


ド 。 
リ 
4 
タ 
8 
骨 
テ 
リ 
E2 


SM 叶い S に に 横 縦 
2126 * < 
212? 5 こ 
2128 5 5 
213C =ー ーー 
213D 一 ーー 
213E = ー 
2141 ^ ン スン 
2142 | 
2143 | | 
2144 2 計 
2145 を 
214R ( ( 
214B ) ) 
214C 〔 〔 
214D J } 
214E [ [ 
214F ] ] 
2159 ( ( 
2151 ) } 
2152 ( 【( 
2153 ) ) 
2154 《 《 
2155 か 》 
215R 【 【 
215B ] ] 
215D ー 一 
2161 ー 
2162 テテ テテ 
2163 4 < 
2164 と コ に コ 
2165 る 
2165 ドコ 放 
222R 人 各 ー テ 
222B ィ ー キー 
222C † 代 
222D 1 1 


682 


-] ご ュ コ ゴー ト さ こい 論 計 


まだ 、9 9 "回 転 し た と き の 位 置 が 不適 当 で ある 文字 、 記 号 に つい て は 縦 書き 用 の 文字 パタ ー ン を 


内 蔵 し て いま す 。 内蔵 し て いる 文字 パタ ー ン は 、 次 の と お り で す 。 


J 人 王 当 一 罰 
2122 
2123 
2156 
2157 
21S8 
2159 
2421 
2423 
242S 


横 


すさ MD す マロ HN ふ へ さす る すり を my 


人 当 カ ワリ り ョ ュ ャ ヤツ オ エ クイ ア わ よ ゆ や うつ まぁ も え う いあ も sm し っ“ 


③@ の 項目 で 横書き を 指定 する 画面 が 出力 され ます 。 


トト 大 き さ 六 表 
弓 2 情 人 
上 55 征 の 
模 ど 司 本 ie 9 
生生 人 
引 < 倍 & 2 人 一 5 
回 ご 情 & 編 2 oNW 半 時 b 
間 通 文字 。 一 ? 
1 と 7 の KEY を 押し て くだ さい 。 


ここ で は 、 画面 コピ ー 以 外 の プリ ンタ 印字 の 大 き さ を 指定 し ます 。 文字 ( 渓 字 ) の 大 き さ の 指定 
は 7 種類 用 意 さ これ て いま す の で 、 ー [7 を 押す こと に よっ つて 指定 し て くだ さい 。 (文字 の 大 き 
さ は BAS | C 起 動 時 、 上 記 普通 文字 一 7 ” の 大 き さ を 基準 に し だ 場合 の 値 で す ) 


④③ の 項目 を 終る が @ の 項目 で 縦 書 き を 指定 し た 場合 に は 、 次 の よう な 画面 が 出力 され ます 。 

ご ご こ で は 画面 コピ ー 以 外 に 印字 され る (漢字 ) の 行間 隔 を 指定 し ます 。 右端 に 出 て いる 番号 の 付 
い だ 目 盛 の 幅 が 、 接 続き され て いる プリ ンタ の ヘッ ツ ド ピン 間隔 の 2 倍 に 相当 し ます 。 ご の 間隔 は 普通 
文字 の 約 1 プ 4 の 長 さ で す 。BAS | C 起 動 時 の 行間 隔 の 設定 は 2 で 、 普 通 文 字 の 1 2 の 間隔 と 
な つて いま す ( 上 國 参 照 )。 こ の と き の 行 間隔 を 量 準 に 自由 に 設定 し て くだ さい 。 だ と えば 、 普通 文 
字 の 大 き さ 分 の 間隔 (4 目盛 り 分 ) は ” 4 ” を 押す こと で 設定 で きま す 。 ま た [9| を 押し て 行間 を 
な ぐす こと も で きま す 。 ご これ は 、 終 の 和 線 を つない で EU 字 する と き な ど に 指定 し ます 。 改 行間 隔 を 
指定 する と 目盛 に 指定 分 の 色 が 浴 ら れ 、 プ ロブ ラム は 終了 し ます 。 再び この プロ プラ ム を 使用 し て 
設置 し は な お す ガ が BAS | CO を BOO 〇 T す る まで 、 ご これ ら の 設定 は 有効 で す 。 


EL 39 
本 時 9 の を 


1 目 局 は 、 
す コ し て ん い 


* 
の 
ここ ニア アバ 


まま 記 
HH 0 
説 


に ギコ 
TTY 
に ーー 


nk ご 
SFPS 
AT ー.! 
し 5 | 
kW 
IDC つ 1 
培 : 電 な 
3" 関 
| に 0 
で っ に 3 つこ 
党 
が 選 寺 
天下 品 
Si Ta さ 
KO 0 
還 ′ 直 
) 一] Chr ロー と F つ エー 
生生 


SH に -N-HAvcu 


テテ 
リ 
ピン 
" 攻 
ey 
1 
テ 
リ 


注 : プロ プラ ム を 実行 する と 、CONSOLE# に よる 設定 は 解除 され ます 。 


下 表 は 文字 の 大 き さ 別 の 最大 EH 字 桁 数 と 、 プ リン 用 紙 1 ペー ジ (1 1 イン チ ) に 印字 可能 な 


行 数 を 、 将 純正 プリ ンダ 別に 示し て いま す 。 (だ だ し 、 文 字 は 半角 文字 ) 


(最大 印字 桁 数 )X (プリ ンタ 用 紙 1 ペー ジ (1 1 イン チ ) に 印字 可能 な 行 数 ) 


の きき ーー | CZ-8 の の P CZ-8 の PK CZ-8PD2 
|  2 箇 96 桁 4 1 行 | ToT | 11@fex41 | 
仁 1.5 合 | フ 9mx6G Z9 桁 x55 行 Z9 杵 x66 行 
横 2 倍 48ffx66 生 | 5ogx5sg | sewxeeg | 
横 3 倍 | sexeea 39fx55 行 | sgxe6 」 
人 48 桁 X4 1 行 59 桁 x34 行 59 桁 4 1 行 
計 ] 39 桁 4 1 行 39fx84 行 | gfsx41 行 | 
泊 通 文字 g6ffx66 行 | 1 19X55 行 | 119 枯 x66 行 | 


だ だ し 、 上 記 行 数 は 改行 間隔 が BAS | CO 起動 時 の 値 を 使 つ て いま す の で 、 改行 間隔 を 変更 すれ 


ば 行 数 は 変わ り ま す 。 


まだ 、C ン ー6 0 0 F 使 用 時 に 文字 の 大 き さ の 指定 、 ま だ は 縦 書き の 指定 を 行 つ を こき は 、 次 の 
CONSOL E# 語 令 を 実行 し だ 後に 行 つて ださい 。 


@「 横 2 倍 」 まだ は 「 横 2 倍 か つ 縦 2 倍 」 の 大 き さ に 指定 し だ 場合 


CONSOLE#, 
@「 縦 2 倍 」 まだ は 「 普 通 文字 」 ま だ は 縦 書き に 指定 し だ 場合 
CONSOLE# も , X 9, x 1 症 を だ し Cx 9 二 xX 1) ミ 9 6) 


x9, x1 回 


(だ だ し 〈X 0 十 X1) 和 ミ 4 8) 


まだ 、 CZー8 9PK と CZ ンー 8 PD 2 使用 時 に CONSOLE#V 6, y 1, X9, X 1 病 令 を 
使用 する 場合 は 、 上 表 の 値 を 参考 に し て 、 次 の 範囲 内 で 行 つ て こ だ さ い 。 


(Y 9 十 Y 1 ) 生 ミ 1 ペー ジ に 印字 可能 な 行 数 


CX 0 十 X 1 ) 全 最大 印字 桁 数 


プロ プラ マブ ル ・ キ ヤラ クタ ・ ジ エネ レー タ (PCG) の パタ ー ン 表示 モー ド に は 、 次 の 3 種類 
が あり ます 。 

の ⑦②PCG キ ャ ヤラ クタ (1 文字 : 8X8 ド ッ ト ) 条件 : CGEN 1 

⑨⑤ 外 宇 全 角 文 字 (1 文字 : 16X1 6 ドッ ト ) 条件 : KMODE 1 

③ 外 守 半 角 文 字 (1 文字 :16X8 ド ッ ト ) 条件 : CGEN 2 


⑦④ と ③ の 場合 の 表示 パタ ー ン は 、 画面 コ ピー を 取る こと は で きま す が 、LPR 1NT, LL1IS 
「, LLIST*, LF1LE ら 命令 を 使 つ て の 印字 は で きま せん 。 

まだ ② の 場合 の 表示 パタ ー ン は 、 画面 コピ ー お よび LPR 1NT, LL1ST, LL1ST*, 
LF ILES 命 令 に よる 印字 が 可能 で す 。 


3 Print out-2. Uty の 使用 法 


概要 

Print Out 一 2 . Uty " は 、 文 章 の 印字 を 行う 際 に 文字 の 大 き さ を 変え て 印字 し た り 行 間 を つ 
め て 縦 の 革 線 を つない で 印字 し だ りす る の を 、 一 連 の プロ ブラ ム 中 に 組み 込み 、 一 回 の 実行 で 実現 
する ご と を 目的 と し て いま す 。 

/ PFint Out 一 1 .Uty ” で も 、 文章 の 編集 ( 終 2 倍 、 横 2 何 な ご ど ) は で きま す が 、 文字 の 大 き 
さ を 変 える だ び 、 ま だ は 改行 間隔 を 変え る だ びに Print Out 一 1 .Uty “ を 実行 し な けれ ば な り の 
ませ ん 。 まだ 、 行 単位 に ” Print Out 一 1 .Uty " を 実行 する 場合 に は 、 ひな り の ま 間 が が が り ま 
す 。 し が し Print Out 一 2 . Uty “ を 使用 すれ ば 、 以上 の こと が 簡単 に 行え ます 。 設定 が 可能 な 
文字 の 大 き さ は 、 横 1. 5 倍 、 横 2 倍 、 横 3 倍 、 縦 2 何で す 。 

文字 の 大 き さ の 指定 の 他 に 、 改行 幅 の 設定 も で きま す 。 


使用 法 

文字 の 大 き さ と 改行 幅 の 設定 は 、 1 9 9 6 0 行 以降 に アス キー セー プ さ れ て いま す の で 、 使 用 
する 際 に は 、MERGE 命 令 で プロ ブラ ム と 組み 合わ せる よう に し て こ だ さ い 。 

それ ぞ れ の 設定 は し LABEL 名 で 示さ れ て いま す の で 、 こ の LABEL 名 に GOSUB す る こと 
で 設定 で きま す 。 

ご の サブ ルーチン で 設定 し 印字 を 行 つ た 後 は 、 和 ぬぎ ざ 設 定 を 解除 し て こ だ さ い 。 


例 ) 横 2 倍 を 設定 する に は 
GOSUB * ヨ コ 2 バ イィ SET * 回 
横 2 何 を 解除 する に は 
GOSUB * ヨ コ 2 バ イィ RESET * 証 


本 プロ ブ プラム“ Print out 一 2 . Uty * を 正 し ご 動作 させ る に は 次 の 条件 が 和 め 要 で す 。 
・ 純正 プ リン タ を 使用 する こと 。 
・KMODE 1 [ 同 ガ 実行 され て いる こと 。 


di 一 いい JJ に 上 L」NYWZ、ー い | 


( 倒 ) 
火 の プ ロブ ラム を "Print out-2. Uty " を 使用 し て 文字 の 大 き さ を 横 の 倍 、 終ら 倍 に レプ リ 


ント アウ ト し ます 。 
2 ④ 次 の プロ グラ ハム を 入力 し ます 。 
9 19 "パソ コン テレ ビ XX1 タ ー ボ クタ 
タ 2 " 1 . 日 本 語 処 理 機能 を 充実 し た 、 漠 字 BAS {て C を 新開 発 
3 " 2. 4096 色 隔 H 時 発色 
4 " 3. ビデ オォ オデ デジ タイ ズ 機 能 挫 載 
ァ 59 GOSUB "2 ザイ SET" 

69 LLIST* 19 


79 GOSUB "ヨコ 2 イイ RESET" 
89 GOSUB "9 2 イ SET" 
99 LLIST* 29-49 

199 GOSUB "9 2 ロイ RESET" 
119 END 


②@ シ ステ ム デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イプ 9 に 入れ て 
FILES"@:" | 


と 入力 し 、 フ ァイル ズ (ファ イル 名 一 覧 ) を 表示 させ ます 。 


| Rscs "9:Print out-2 .Uty" | 


ASOC* の と ころ に カー ソル を 持つ て いき 、 MERGE [回 | と 入力 し ます 。 


| MERGE "9:Print out-2 .Ute | 


③ 次 に し 1ST 回 | と 入力 し て 、 リ スト を と り ま す 。 


] 和 M "7 パウ コジ シテ レビ 基 1 ター ポン 

29 " 1 . 日 本 語 処 理 機能 を 充実 し た 、 漢 字 BAS 1 C を 新開 発 
39 " 2. 4096 色 阿 時 発色 

4 『 3. ビデ オデ ジ タ イ ズ 機 能 搭載 
59 GOSUB "ヨコ 2 に イ SET" 

69 LLIST* 19 

79 GOSUB "ヨコ 2 リー イ RESET" 

89 GOSUB "9 2 に イ SETP 

99 LLIST* 28-49 

199 GOSUB “97 2 コイ RESET" 

119 END 

1gg89 REM ヨコ 2 ロイ SET 

19919 LRBEL "2 イ SETP 

19929 POKEsHF88F , PEEK(&HF88F)0R&HS9 
19939 POKE&HF89F, &H3B 

1g949 RETURN 


19959 REM ヨコ 2 リー イ RESET 
19969 LRBEL "ヨコ 2" イ RESET" 
19979 POKE &HF88F,PEEK(&HF88F)RND&H7F 


1499 RETURN 


@ プ ログ プラ ム が ガマ ー ジ (MERGE) され て いる こと を 確認 し だ のち 、RUN 是 | と 入力 する と 
プリ ンタ に 次 の よう に プリ ント アウ ト さ れ ま す 。 


ァ ィ ラコ ニン テ ュ ー ビ や ュー 字 0 | …… 横 の 倍 で EU 字 
1 . 日 本 5 間 肖 を 外 実 し た 、 沸 了 BAS TIC を 捕 
2. 69 関本 6  /--- 科 5 縦 の 倍 で 印字 
3. F デ 4 ザジ タ 1 7 機 角 載 


<〈 注 > だ だ し 、 横 倍 縦 倍 の 同時 設定 は 行なわ な いで こ だ さ い 。 め ぎ 設 定 を 解除 し た 後に 設定 し て ご 
だ さい 。 


指定 方法 

コン ピ ユ ー タ に 純正 プリ ンタ ガ が 設定 され ね て いる 場合 、KMODE 1 で 使用 時 の み 、 標 準 印字 を 基 
準 に し て 横 1. 5 倍 、 横 2 倍 、 横 3 倍 、 縦 2 倍 を それ ぞ れ 指定 で きま す 。 ま た 、 改 行間 隔 の 変更 も 
可能 で す 。 ご これ ら の 指定 方 法 を 説明 し ます 。 


1. 横 1. 5 倍 印字 

F 8 9 日 番地 に は 、 プ リン ト ア ウト する と き に ドッ ツ ト 密 度 を 設定 する コー ド が あり ます 。BAS 
| C 起 動 時 で は 、9 6 9 ド ツ トン 8 イン チ (CZ 一 8 9 9P は 7 6 8 ドッ トン 8 イン チ ) を 指定 す 
る 4 5H が 入 つ て いま す 。 ご の 値 を 6 4 9 ドッ トン 8 イン チ を 指定 する 5 2 H に 書き 換え れ ば よい 
わけ で す 。 ご の と き 印 字 可 能 最大 桁 数 も 同時 に 変更 し な けれ ば な り ま せん 。 ご の 設定 値 は F 8 9F 
番地 に 書き 込ま れ ね て いま す 。BA お | 〇 起動 時 で は 7 7H に な つて いま す の で 、 4 FH に 書き 換え 
ます 。 

プロ グラ ム 中 で は 、 次 の 行 と 組み 合わ むせ て ください 。 


OOSHBH 1.5 イイ SET" 
GOSUB" コ ヨコ 1.5 リ イ RESET" 


2. 横 2 倍 

横 2 何 び そう で な い ガ は 、F 8 8 番地 の 内 容 の 最上 位 ビ ピット が ガ 、 セ ツ ト さ れ て いる が どう ガ で 
決ま り ま す 。 セ ッ ツ ト さ れ て いる 場合 は 、 横 2 何 に な のり ます 。BAS | C 起 動 時 で は 、 こ この 番地 の 
内 容 は 9 3H に な つて いま す の で 、8 9 日 と OR を 取り 8 3 H に し ます 。 ご この と き 、 印字 可能 最大 
桁 数 も 同時 に 書き 換え / 7 日 を 3H に し ます 。(〈CZー 8 9 9P の 場合 は F 8 9 F 番 地 の 内容 を 3 
HH に し ます 。) 
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っ ご ゴー ト さ こい 


プロ グラ ム 中 で は 、 炊 の 行 と 組み 合わ むせ て ぐだ さい 。 


UP 2 リ イ SETP 
GOSUB" ヨ ココ 2 ロイ RESET" 


3. 横 3 倍 

横 3 何と いう の は 、 1 . で 横 1 . 5 何 に し た も の を 横 2 何 に する こと で す 。 き まず ざ F 8 9 日 番地 を 
5 2 H に 書き 換え 、F 8 8F 番 地 を 8 3H に 書き 換え 、F 8 9 上 を 2 8 昌 に 書き 換え ます 。 (CZー 
8 0 0P の 場合 は 、F 8 9 番地 を 2 0 日 に し ます 。) 

プロ グラ ム の 中 で は 、 次 の 行 と 組み 合わ せ て ぐだ さい 。 


GOSUB" ヨ 3 アイ SET" 
GOSUB" ヨ ココ 3 リー イ RESET" 


4. 縦 2 倍 

縦 2 倍 は F 8 A 2 番地 の 内 容 の 最上 位 ビ ピッ ト ガ が 、 セ ツ ト さ れ て いる ガ ご どう ガ が で 決ま り ま す 。 セ ッ ツ 
ト さ れ て いれ ば 縦 2 倍 EH 字 に な の り ま す が 、 同 時 に BAS | C 起 動 時 で は 、 プ リン タ ヘ ツ ド ピン 間隔 
の 1 2 に 設定 され て いる 改行 幅 も 変更 し な けれ ば な り ま せん 。 ご の 改行 幅 は F 8 A 7 番地 に 設定 
され て いま す 。BAS 1 C 起 動 時 で は 9 1H で す が ガ ら 、 ご この 値 を 1 5 倍 し だ 値 9 上 HH に 書き 換え ま 
すず 。 

F 8 A 2 番地 の 内 容 の 最上 位 ビ ッ ト を セツ ト す る に は 、 ご ここ の 内 容 と 8 9 日 の OR を 取 つ だ 値 を 
書き 込む こと で 行え ます 。 

プロ ブラ ム 中 で は 、 次 の 行 と 組み 合わ せ て ぐだ さい 。 


GOSUB"3 ほ 2 コイ SET" 


GOSUB"9 ほ 2 リー イ RESET" 


5 . 改行 幅 の 変更 

行間 孔 を 示す 改行 幅 の 値 は 8 A 8 番地 に あり ます 、AS | 〇 起動 時 で は 1 7 日 ガ 設定 され て 
いま す 。 ご の 値 は 、 日 AS | 〇 起動 時 に 印字 し だ キヤ ラフ タ の 約 1 ノ 2 の 行間 隔 で す 、 た と えば 、 
1 7 日 を 1 6H に すれ ば 、 キ ヤラ フタ の 約 1 ノ 6 の 長 さ だ け 行 間隔 が 縮まり ます 。 逆 に 1 7 日 を 1 
8 H に すれ ば 、 キ ヤラ フタ の 約 1 ノ 1 6 の 長 さ だ け 行 間 ガ 広がり ます 。 

終 の 衝 線 が つなが る よう に 印字 し だ いこ とき は 、 1 7 日 を 0FH に し ます 。 

プロ グラ ム 中 で は 、 次 の 行 と 組み 合わ せ て こ だ さ い 。 


GOSUB"〕 伯 "9 jn)、 SET" 
GOSUB"D イ 人 "の RESET" 


へ に ペー こい | 還 炎 了 還 
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葛 3 草 | デフ チャ ヤー ツー ル 


概要 

ご の ソフ ト は 「Definable Character TOool」、 略し て 「 デ フチ ャ ヤー・ ツ ー ル 」 と いい 、 ユー 
ザ ガ 自 分 で キヤ ラフ クタ を 作 つ て 、 そ の デー タ を BAS 1C プ ロ プ ラム の が だ ち で ファ イル こと し て 保 
存 し て お こく こと が で きる 、 と いう 大 変 便利 な ツー ル (道具 ) で す 。 本 ツー ル は 、 本 機 の 持つ ユー ザ 
定義 キヤ ラフ タ ジ エ ェ エネ レ ー タ (Programable Character Generator と いい 、 以下 PCG 
と 省略 し て 表現 し ます ) を 、 よ り 便 利 に より 簡単 に 利用 する ため に 作ら れ だ プロ ブラ ム で す 。 ご の 
プロ ブラム を 使用 する こと に より 、 ユ ー ザ は 任意 の キヤ ラク タ パ タ ー ン を 簡単 に PCG に 定義 する 
ご と が で きま す 。 だ と えば 、 ゲ ー ム な ど に 使用 する オリ ジ ナ ルキ ヤラ クタ 、 シ ステ ム に 登録 きれ て 
いな いよ うな 漢字 、 数 学 、 物 理 、 化 学 記号 の 定義 な ど 、 そ の 利用 例 は 広範 囲 に お よび ます 。 


特長 

④6 4 倍 に 拡大 し を パタ ー ン 作成 エリ ア 内 で 、 ユー ザ み ず が ら カ ー ソ ル を 動 み し て 、 実際 に 描い て 
みる こと が で きま す 。 ユ ー ザ が パ ダ ター ン 作 成 エ リア 内 で パタ ー ン を 描く の と 同時 に 、 画 面 右 下 隅 
に 実物 大 の パタ ー ン が ガ が 表示 され ます の で 、 実物 を 目 で 確 び すめ な が ら 作 成す る こと が で きま す 。 パ 
ター ン の 作成 に は 、 キ ャ ヤラ クタ パタ ー ン 用 と 外字 全角 パタ ー ン 用 、 外 字 半 角 パ ター ン 用 の 3 つの 
モー ド が あり 、 そ れ ぞ れ 8X 8 ドッツ ト 、1 6X メ 1 6 ドット 、1 6X8 ド ッ ツ ト の 基礎 パタ ー ン と な 
づつ づ て いま す 。 
だ だ し 、 ご の 3 つの パ ダ ター ン を 混在 させ て 使う こと は で きま せん 。 


@ 定 義 し た だ た オリジナ ル パ タ ー ン を BAS 1C プ ログ ブラム と し て 保存 し て お ぐことができます 。 す な 
わ ち 、 従 来 ま で は 、 ユ ー ザ みず が ガ ら が ガキ ヤラ クタ パタ ー ン を 数 値 に お お し て プロ ブラ ム 上 で 定義 
し て い だ の に 対し 、 本 ツー ル を 使え ば 作成 し を キヤ ラク タ パ タ ー ン を 邊 動 的 に プロ ブラ ム に な お 
し て 、 フ ロッ ピー ディ スク ある い は カセ ッ ツ ト テ ー プ 上 に セー ブ で きま す 。 次 びら は その プロ グラ 
ム ム を 実行 きせ る だ け で 、PGG に オリ ジ ナ ル パ タ ー ン が 定義 で きる わけ で す 。 し が も 、 ア スキ ー 
形式 の フラ イル の だ め 、MERGE コ マン ド に よ つ て 別 の プロ ブラ ム と リン フク す る こと が で きま 
す 〇 パターン 定 義 プ ロブ ラム は 、 文 番号 6 0 9 9 0 以降 に プロ ブラ ミン ブ さ れ て いま す )。 


誠に モード に つい て 


定義 の 仕 記 は 、 ま ざ ず 、 元 に な る パタ ー ン を 読み 込む こと ガ ら 始め ます 。 元 に な る パタ ー ン と し て 
は 、ROMCG (8)、ROMCG (1 6 )、RAMCG、 江 宇 ROM の 4 種類 の メモ リ に 登録 きれ 
て いる 英 数 字 、 セ ミ プ ブラ フィ ッ ク 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 、 特 殊 文 字 な ど が 利用 で きま す 。 も 
ちろ ん 、 既 存 の パタ ー ン を 元 に せ ず 、 最 初 か ら オ リ ジ ナ ル な も の を 作 つ て いくこ と も で きま す 。 パ 
ター ン を 定義 する モー ド に は 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド 、 外 字 全 角 定 義 モ ー ド 、 外 字 半 角 定 義 モ ー ド 
の 3 種類 が あり ます 。 


実際 に オリ ジ ナ ル パ タ ー ン を 定義 し て ゆく だ め に は 、 ま ず ど の よう な パタ ー ン を 作る の が ガ が を 決め 

な けれ ば な り ま せん 。 そ の 種類 に よ つ て 、 前 述 の 3 種類 の 定義 モー ド の うち 、 ど の モー ド て 作業 を 
進め て いく が が 決ま り ま す 。 新しい 漢字 類 (1 文字 1 6 メ 1 6 ドッ ト 構 成 ) の 場合 は 外字 全角 定義 
モー ド 。 特殊 文 字 、 特 殊 記号 類 (1 文字 1 6 メ 8 ド ッ ト 構 成 ) の 場合 は 外字 半角 定義 モー ド 、 そ の 
他 の オリ ジ ナ ルキ ャ ヤラ ク 類 (1 文字 8 X 8 ドット 構成 ) の 場合 は キヤ ラク 定義 モー ド に 、 そ れ 
ぞ れ 適し て いま す 。 以 下 に 苔 モ ー ド の 詳細 を 説明 し ます 。 


注意 

ROMCG に は 英 数 字 、 カ タカ ナ 、 セ ミ ブ ラフ ィ ッ フク の キャ ヤラ フタ パタ ー ン が ガ 格納 され て いま す 。 
本 機 で は 、 2 種類 の ROMCG を 用 意 し て いま す 。 そ の 違い は キヤ ラク タ パ マ ター ン を 構成 する フォ 
ント の 違い で 、1 キヤ ラフ クタ : 8 メ 8 ド ツ ト の フォ ント を 持つ ROMCG を ROMCGC8 )、1 キ 
ヤラ クタ : 16 メ 8 ドッツ ト の フォ ント を 持つ ROMCG を ROMCG (1 6 ) と 呼ん で 、 区 別して 
いま す 。 


1 。 1 キャ ラフ ダ Q ダ 定義 モー ド 


この 定義 モー ド で は 、 1 文字 を 8 X 8 ドット と し て PCG を 2 5 6 個 に 分 割 し ます 。 そ の 指定 方 
法 と し て 、 名 キヤ ラク タ を &H 9 9 ご &HFF ま で の 1 6 進 コ ー ド (ASC 1 1 コー ド ) に 対応 さ 


せま す 。 
[ 國 1 ] が ザ 、 こ の モー ド の ベー ス と な る エディ ッ ト 画 面 で す 。 
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( 較 1 ) キヤ セラ フタ モー ド に お ける エディ ッ ト 画 面 例 


(1) キヤ ラク 作成 エリ ア (画面 左 半 分 の キヤ ラク タバ パター ン を 実際 に 作画 する 枠 の 部 分 ) 

ご の 棒 は 縦 1 6 ド ツ トメ ※ 横 1 6 ド ツ ト の サイ ズ を 持ち 、 1 ドッ ト を 1 キヤ ラフ クタ の 大 き さ に 表示 
し て いま す 。 し だ が つて 、 ご この 枠 内 で 2 X 2 キヤ ラク タ や 図形 を 描く ここ と が で きま す 。 ま だ モー ド 
設定 キー IM を 指定 する こと に よ つ て 、8 X 8 ドッ ト (1 キヤ ラク タ )、8X 1 6 ドッ ト (1X2 キ 
ヤラ ブダ )、 和 1 0 欠 6 ド ビット (2 メイ キャ ラジ クタ )、1 6 メル 6 ドッツ ト (2 2 キヤ ラグ タダ) 単位 で 
作画 する こと が で きま す 。 色 は 8 色 フ ルカ ラー を 指定 で きま す 。 
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(2) ユー ザ ・ キ ヤラ ク 表 (画面 右 半分 の 1 6 進数 で 囲ま れ だ 枠 の 部 分 ) 

PCG の 定義 で きる キャ ヤラ クタ コー ド は 、 1 6 進 &H 9 9 &HFF ま で の 2 5 6 個 あ り 、 こ の 
表 で は 縦 の 数 字 が 1 6 進数 の 上 位 桁 、 横 の 数 字 が 下位 桁 示 し て いま す 。 ご の 表 を 見 われ ば PC 〇 G の 
何 番 の コー ド に 、 ど の よう な キヤ ラク タ パ タ ー ン が 定義 8 され て いる ガ を 知る こと が で きま す 。 


(3) キー オペ レー ショ ン メ ニコ ユー (画面 下部 の 説明 部 分 ) 
キヤ ラク タタ の 作成 ・ 編 集 に 入 要 な キー 操作 を 助け る だ め に 、 各 キ ー の 働き を コン パフ クト に まとめ 
て 説明 し て いま す 。 


キヤ ラク 作成 エリ ア で 作成 し た キヤ ラク の 実物 大 が 、 キ ー オ ペレ ーション メニ ユー の 右 下 に 
家 示 され ます 。( 図 1 の 場合 ” ゃ ?) 

キヤ ラク タ 定 義 モ ー ド は 、 3 種類 の 定義 モー ド の うち 最も 一 般 的 な モー ド で 、 ゲ ー ム 等 の オリ ジ 
ナル キヤ ラク タ を は じ め 、 い ろ い ろ な キヤ ラク の 作成 に 用 いら れ ま す 。 こ の モー ド で 作成 され だ 
キヤ ラク タダ は すべ て の 画面 モー ド で 使用 で きま す 。 


1. 2 外字 全角 定義 モー ド 


外字 全角 定義 モー ド は 、PCG に 漢字 を 定義 9 せる た め に 設け られ だ モー ド で す 。 そ の だ め 1 文字 

を 16X1 6 ドッ ト 構 成 こ し て 、PCG を 6 4 個 に 分 割 し ます 。 ま だ その 指定 万 法 と し て 、 首 文字 

を &J 7 6 2 1 て &J7 6 6 0 まで の 4 桁 の 1 6 進 コ ー ド (J 1 8 漢字 コー ド ) に 対応 させ ます 。 
[ 較 2 ] が ザ 、 こ ご の モー ド の ベー ス と な る エディ イット 画面 で す 。 


(キャ ラフ ター 作成 エリ ア ) (ユー ザー・ キ ヤラ クター 表 ) 
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〔 図 の 〕) 外字 全角 モー ドド に お ける エディ ッ ト 画 面倒 


(1) キヤ ラク 作成 エリ ア 

枠 の 大 き さ は 1 6 X 1 6 ドッ ツ ト で 同じ で す が 、 作 画 単位 も 1 6 X 1 6 ドッ ト に 固定 され て し まい 
ます 。 ご の と き モ ー ド 設定 キー IM| で 、 新 と に サイ ズ モ ー ド を 指定 する と 、 自動 的 に キヤ ラク タ 定 
義 モ ー ド に な つて し まい ます 。 
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2 イザ 本や ラグ タダ 表 

外字 全角 定義 モー ド で は 、 名 文字 を 4 桁 の J | 8 漢字 コー ド (&J 7 6 2 1 て &J7 6 6 9) で 
指定 し ます 。 ご の 表 で は 縦 の 数 字 で 2 1 一 2 8 や 3 1 一 3 8 な ど 、 1 桁 目 が 1 ガ ら 8 の 場合 に 横 の 
数 字 は 上 段 の 数 字 に 対 訪 し 、 終 の 数 字 で 2 9 一 3 9 や 3 9 一 4 9 な ど 、1 桁 目 が 9 ~~ 0 の 場合 に は 
横 の 数 字 は 下段 の 数 字 に 対応 し ます 。 だ と えば &J 7 6 3 5 は 、 コ ユーザ キャ ヤラ クタ 表 の 縦 の 数 字 の 
うち 3 1 一 3 8 に 対 庫 し た 行 と 、 横 の 数 字 (上 段 ) の 5 に 対 記 し た 列 と の 交差 点 の 場所 を 示し て い 
ます 。 ま だ 外字 全角 定義 モー ド で は 、 1 文字 が 1 6 X 1 6 ドッ ツ ト で 構成 され て いる だ め 、 キ ヤラ ク 
定義 モー ド に お ける 4 キヤ ラク タ 分 の 容量 を 占め ます 。 そ の だ め 定 義 で きる 文字 数 は 6 4 種類 に 
限ら れ ま す 。 


(0 テン メニ ュー 
キャ ヤラ クタ 定義 モー ド と 同じ で す 。 
キャ ヤラ クタ 作成 エリ ア で 作成 し た 外字 全角 文字 の 実物 大 が 、 キ ー オ ペレ ーション メニ ユー の 右 下 
に 表示 し ます 。( 図 2 の 場合 " 費 ”) 
外字 全角 定義 モー ド は 、 漢 字 の よう な 全 有 角 文 字 を 定義 する 場合 に 用 いら れ ま す 。 し だ が つて 定義 
し だ た 文字 は 、 以 下 の デ ィ ス プレ イモ ー ド で は 正常 に 表示 する こと が で きま せん 。 


40X25 行 4 0X20 行 
8 0X25 行 8 90X2 0 行 の テキ スト 画面 
1. 3 外字 半角 定義 モー ド 
外字 半角 定義 モー ド は 、8 X 8 ド ツ ト の フォ ント で は 表現 で き な い よう な 細 が い 半 角 文 字 を PC 
G で 表現 する を だめ に 設け られ だ モー ド で す 。 そ の だ め 1 文字 を 1 6 X 8 ドッ ツ ト ( 終 X 横 ) で 構成 し 、 
PCG を 1 2 8 個 に 分 割 し ます 。 ま だ その 指定 方 法 と し て 、 当 文 字 を &H 1 9 9 て &H 1 上 まで 
の 3 桁 の 1 6 進 コ ー ド (拡張 人 AGC 1 | コード) の 中 の 、 偶 数 コー ド に 対 席 させ ます (&H 1 0 9,& 


H1 0 2,&H1 0 4…… &H1FC,&H 1 上 ヒ ま で の 1 2 6 個 )。 
[ 図 3 ] が ザ 、 こ の モー ド の ベー ス と な る エディ ッ ト 画 面 で す 。 
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〔 較 3〕 外字 半角 定義 モー ド に お ける エディ ッ ト 画 面 例 


( 1) キャ ヤラ クダ 作成 エリ ア 

枠 の 大 き さ は 、 1 6 X 1 6 ドッ ト で 同じ で す が 、 作 業 単位 は 1 6 メ 8 ド ツ ト に 固定 され て し まい 
ます 。 ご の と き モ ー ド 設定 キー IM| で 新た を に サイ ズ モ ー ド (0 3 ) を 指定 する と 、 自 動 的 に キヤ 
ラク タダ 定 義 モ ー ド に な つて し まい ます 。 


(2 ナコ ロー ザキ タラ ウタ 表 

外字 半角 定義 モー ド で は 、 名 文字 を 3 桁 の 拡 和 人 SC 1 1 コー ド 〈&H1 9 9 一 &H1FE) で 
指定 し ます 。 ご の 表 で は 、 縦 の 数 字 の 範囲 が 拡 枯 人 SC | | コー ド の 下 2 桁 を 示し 、 横 の 数 字 が 最 
下位 杵 志 し て いま す 。 ま だ 外字 半角 定義 モー ド で は 、 1 文字 が 1 6 メ 8 ド ッ ト で 構成 され て いる 
だ め 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド に お ける 2 キヤ ラフ クタ 分 の 容量 を 占め ます 。 そ の だ め 定 義 で きる 文字 
数 は 1 2 8 種類 に 限ら れ ま す 。 


で デー ジコ ニュ ユー 
キャ ヤラ クタ 定義 モー ド と 同じ で す 。 
キヤ ラク 作成 エリ ア で 作成 し だ 外 宇 半角 文字 の 実物 大 が 、 キ ー オ ペレ ーション メニ ユー の 右 下 
に 表示 され ます 。( 図 3 の 場合 ”\“) 
外字 半角 定義 モー ド は 、8 X 8 ド ツ ト の フォ ント で は 表現 で き な い よう な 細 が い 半 角 文 字 、 だ と 
えば 、 数 学 記号 、 化 学 記号 な どの 特殊 記号 や 特殊 文字 を 定義 する 場合 に 用 いら れ ま す 。 し ただ が つて 、 
定義 し た 文字 は 、 以 下 の デ ィ ス プレ イモ ー ド で は 正常 に 表示 され ませ ん 。 
40X25 行 4 0X2 0 行 
80X25 行 8 0X2 09 行 の テキ スト 画面 


2 使用 手順 


2. 1 概略 


( 1 ) 定義 モー ド の 設定 

本 ツー ル で は 3 種類 の 定義 モー ド が あり 、 最 初 に ご の モー ド に する ガ が 設定 する 和 め 要 が あり ます 。 
本 ツー ル 起 動 時 に は 、 自 動 的 に キヤ ラク 定義 モー ド に 設定 され ます 。 も し 外字 全角 定義 モー ド や 
外字 半角 定義 モー ド に 設定 し だ い 場 合 は IM を 押し 、 (全角 ) まだ は [9] (半角) を 押し ます 。 


(2 ) サイ ズ モ ー ド の 設定 

キャ ヤラ クタ 定義 モー ド の 場合 、 キ ヤラ フタ の 定義 は 8 X 8 ドッ ト 単 位 で し が 行え ませ ん が 、 作 男 
は 8X 8 ドッ ト 〈1 キヤ ラク タ )、1 6 X 8 ドット ( 終 に 2 キヤ ラク タ )、8X 1 6 ドッ ト ( 横 に 2 
キャ ヤラ クタ)、1 6 X 1 6 ドット (4 キャ ヤ ラク) の 4 種類 で 行う こと が で きま す 。 

ご これら の 選択 に は IM を 押し 、 ー [3] で サイ ズ モ ー ド を 選び ます 。 初期 状態 で は [3](4 キ 
ヤラ クタ ) に 設定 され ね て いま す 。 


まだ 外字 全角 定義 モー ド [3] 、 外 字 半 角 定 義 モ ー ド で は 、 に それ ぞ れ 固定 され て いま す の で 、 
ご この 2 つの 定義 モー ド に お いて は 、 サ イズ モー ド を 設定 し な お さ な い で ぐだ さい 。 


( 3 ) 既存 の キヤ ャ ラフ タバ マー ン の 利用 

新しい キャ ヤラ クタ パタ ー ン や 漢字 な ど を 作成 する 場合 に 、 ROMCOG な どか ら 既 存 の 英 数 字 や セ 
ミ ブ プラ フィック 、 漢 字 / パ ツ ー ン な ど を 読み 込み 、 画 面 に 表 示さ せ て 利用 する こと が で きま す 。 

肥 存 の パタ ー ン を 記録 し て いる メモ リ に は 、ROMCG (8 )、ROMCG 〈1 6 )、RAMCG 
(=PCOG)、 漢字 ROM の 4 種類 の メモ リガ あり ます 。 だ だ し P 〇 G に つい て は 、 読み 込む だ け で 
な ぐ 定 義 す る こと も 可能 で す 。ROMCG (8 )、 お よび ROMCG 1 6 ) 内 の キャ ヤラ フタ パ マ ー 
ン は ASOC | | コー ド を 用 いて 、 ま だ 漢字 ROM の 漢字 / パ ツー ン は J 1 8 漢字 コー ド を 用 いて キャ 
ラク タ 作 成 エ リア に 表示 させ ます 。P 〇 G の 場合 は 、 ユー ザキ ヤラ クタ 表 の コー ド を 指定 する こと 
に よ つ て 、 キ ヤラ クタ パタ ー ン を キャ ラク タ 作 成 エ リア へ 表示 させ ます 。 各 メモ リ の 指定 は 、 IM か 
を 押す こと に よっ つて 選択 で きま す 。 


(4 ) キヤ ラフ クタ の 作成 ・ 定 義 
メモ リガ ら 読 み 込ん だ キヤ ラク タ パ タ ー ン に 修正 を 加え だ の り 、 ま つ だ ぐ く オリジナ ル な キヤ ラク マタ 
パタ ー ン を 作成 し て PCG に 定義 する た め に は 、 以 下 の キ ー を 使用 し ます 。 


の Edit CHR. (キャ ヤラ クタ 作成 エリ ア 内 の キヤ ラフ クタ パ ター ン の エディ ッ ト ) 

Mem Set CHR. (コー ザキ ャ ヤラ クタ 表 へ の キヤ ラク タ パ タ ー ン の セッ ト ) 

人 C [SH + 陣 また だ は [crar  [L| )……CLS.( キ ヤラ クタ 作成 エリ ア 内 の キヤ ラク フタ 
パタ ー ン の クリ ア ) 

回 … 計 Rotation (キヤ ラク タ 作 成 エ リア 内 の キャ ラフ タ パ パ ター ン の 移動 ) 

IO …… COLOR CHANGE (キャ ラク タ 作 成 エ リア 内 の ド ツ トカ ラー の 変更 ) 

HE TRANSFER (コー ザキ ャ ラク タ 表 に お ける キヤ ラフ クタ パタ マー ン の ブロ ッ フ 転送 ) 

[em 十 IMI …… VARY (PCG 内 の キャ ラク タ パ タ ー ン の 配置 替え ) 


キヤ ラク 作成 エリ ア で 作成 し た キヤ ラク タ を PCG に 定義 し た い 場 合 は 、 に より 行い ます 。 


(5 ) パタ ー ン デー タフ ァイル の 作成 

定義 し だ キャ ヤラ クタ パタ ー ン を BAS | C ビ プロ プラ ム の が だ ち に 変換 し 、 フ ロッ ピー ディ スク や 
カセ ツ に に セー ブ し て 残し て お ぐことができます 。 ご の 場合 は 、 [円 を 押し 、 フ ァイル 名 入力 後に 
セー プ し だ を い キ ヤラ クタ パタ ー ン の コー ド を 入力 し ます 。 


(6 ) プロ グラ ム の 終了 
「DEFCHR _TOOL 2 」 プロ プラ ム ガ ら 、BAS | ご の コマ ンド 待ち の 状態 に 戻す ため に 
は [| を 押し ます 。 
ご れ ら 一 連 の 操作 手順 を プロ ッ ツク 図 で 示し ます 。 
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ル 


8g) 


既存 キヤ ラク ター・ 
パタ ー ン の 利用 
IM), E 一 


サイ ズ モ ー ド の 指定 
IM キー([@ に 3) 


定義 モー ド の 設定 
IM キー( [4 に 加 ) 


「DEFCHER TOOL2」 
動 

D) 
プロ グ ブラム の 終了 FV ーー ツィ ME 
円 キー の 作成 困 キー 


(⑧ 起 動 時 は 、 キ ヤラ ンタ 定義 モー ド と な つて いま す の で 、 そ の まま で よけれ ば 定義 モー ド の 設定 を 
除き ます 。 

(D 定 義 モ ー ド の 設定 で 、 まだ は [9] と し た と き (外字 全角 定義 モー ド 、 外 字 半 角 定 義 モ ー ド の 
場合 )、 サイ ズ モ ー ド の 指定 を し て は いけ ませ ん 。 指定 する と キヤ ラク 定義 モー ド と な つて し ま 
いま す 。 


2. 2 初期 設定 


で は 、 次 に デフ チ ヤ ー・ ツ ー ル の 操作 方 法 に つい て 詳し ご 説明 し ます 。 ま ざ は 具体 的 な パタ ー ン 
作成 に 入る 前 の 、 初 期 設 定 の 仕方 に つい て 述べ ます 。 


キャ ヤラ クタ ヤー の 作成 ・ 定 義 
大 IS、 同 、 [回 、T、 同 
+ IM に キー 


マー で JJ 


さこ 
テー 


④⑳ プ ログ ラム の 実行 
シス テム ディ スク を ドラ イブ 0 に セッ ト し 、 本 機 の 電源 を ON に し て BAS | 〇 を 起動 し ます 。 


RUN"9:DEFCHR TOOL 2.Uty" [ 同 | 


と 入力 し て ぐだ さい 。 シ ステ ム デ ィ ス ク よ り プ ログ プラム ガ 読 み 込ま れ 、 自 動 的 に プロ ブラ ム が ス 
ター トレ ます 。 


ぢ 画面 サ イズ の 設定 
プロ ブラム が ガス ター に ト する と 、 ま ざ ず 、 次 の よう な メ ツ セー ジ が 表示 され ます 。 


1HTHPP で て 吐 回 ご 過 ロ ュー 田 


画面 サイ ズ を いこ つ に し て 、 キ ャ ヤラ クタ パタ ー ン の 作成 を 行う の か 聞い て きま す の で 、 
[4] [ 男 まだ は [8] [ 画 


と 入力 し て 画面 サイ ズ を 4 9 ガ 8 0 に 設定 し て こ だ さ い 。 ご ご こ で [時 | の み を 押す と 画面 サイ ズ は 
4 9 に 設定 され ます 。 


6/ 


画面 サイ ズ を 指定 する と 画面 は クリ アカ され 、 図 1 の 画面 (だ だ し キヤ ラク タ 作 成 エ リア や ユー ザ 
キャ ヤラ クタ 表 は 空白 ) が 表 示さ れ ま す 。 ご の と き 定 義 モ ー ド は 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド に 初期 設 


定 さ れ て いま す 。 
③ モ ー ド の 設定 
IM を 押す と 、 次 の よう な メニ ユー ガ が 画面 下 に 表示 され ます 。 


デ 
フ 
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ャ 
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9 一 3 : キヤ ラク 作成 エリ ア 内 の 使用 領域 の 指示 を 行う モー ド (サイ ズ モ ー ド ) 
4 一 7 : 腕 存 の キヤ ラク タバ パ ター ン を 読み 込む だ な め の 、 メ モリ の 指示 を 行う モー ド 
6 ・9 : 外 守 定 義 を 行う を め の モ ー ド 


それ ぞ れ の モー ド に つい て 以下 で 説明 し ます 。 


用 Chr. ペ ツ ペ ツ る キヤ ラク 作成 エリ ア を 十字 に 切 つ だ 4 つの 部 
分 の うち ら メ 8 ドッ ツ ト テ 1 キヤ ラク タイ の 部 分 を 


PCG に 定義 する こと が ガ で きま す 。 


1 アー @$ キヤ ラク 作成 エリ ア 内 の カー ソル の ある 右 半 
分 が を 半分 の 1 OX お ドッツ ト テ XX 1 キヤ ラク 


タ の 部 分 を ピ PCG に 定義 せる こと が で きま す 。 


マー で RNN 


ーー 
ご ー 


ば 0 時 , @ キヤ ラク 作成 エリ ア 内 の カー ソル の ある 上 半 
分 か 下 半 分 の ら X 1 6 ド ツ ト テ 1 メキ ャ ラク 


タダ の 部 分 を ピ PCG に 定義 ける こと が で きま す 。 


同 G ア 一 由 ユ 寺 


14ChT. ス ペ テ キヤ ラク 作成 エリ ジア の すべ て の 部 分 の 16X 
1 6 ド ツ トミ の ぶら キャ ラフ クタ を PCG に 定義 
する こと が で きま す 。 


4 1|ROM CG EDIT @ 後述 の d」 上 CHR. に お いて 自動 的 に RO 
MCG (8) が 選ば れ て 、 キ ヤラ フタ ・ コ ー ド 
(ASC 1 1 コー ド ) 待ち に な り ま す 。 


ら |IRAM CG EDIT @ 後述 の Ed1t CHR. に お いて 自動 的 に RA 
MCG が 選ば れ て 、 キ ヤラ クタ ・ コ ー ド 待ち に 


な り ま す 。RAMCG と は PCG の こと で す 。 


6 |IKANJI EDIT @ 後述 の it CHR. に お いて 邊 動 的 に 漢字 


ROM が 選ば れ て 、 漢字 コー ド 待 ちと な り ま す 。 


骨 き ら S ぬ い 由 さ せら 9 装 避 


SG|@@ も 世 DI @ 後述 の di 上 CHR. に お いて ROMCG 
(8 お) ROMCG (1⑯), RAMCG, 漢字 R 
OM の いずれ が の メモ リガ ら キ ヤラ クタ の 読み 


込み を する の ガ 聞 いて きま す 。 ョ 


刀 AT「J( DIT @ 外字 全角 定義 モー ド に な り ま す 。 


9 121GAIJI EDIT @ 外字 半角 定義 モー ド に な お な り ま す 。 


ad に 


69 


仙 7ー 由 周 計 


2. 3 操作 キー の 説明 


[saeT ] |G 計 | 


まだ は 
LcTRL ] 十 四 


回 


= コン ルル ヨコ ジン 尺 固 司 
ルキ ー 


FCL NT 現下 


純 全 上 「 届 村 


ROMCG(8) 
ROMCGC16) 


RAMCG 


KANJI 


層 E1 〇 CHR 


CLS 


ROTATION 


キャ ヤラ クタ パタ ー ン を 作成 する 際 に 使用 する キー を 説明 し ます 。 


e 1 6<16 ド ツ ト キ ヤラ クタ 作成 工 リア 内 の 任意 
の 位置 に カー ソル を 秘 動 で きま す 。 
万 向 は 矢印 の 方向 に 一 致し 、 赤 い 矢 で 表示 し ま 
す 。 


e 現在 カー ソル の ある 位置 の 点 に 色 を つけ ます 。 色 
は BAS | ご C の カラ ー コ ー ド に 対応 し 、 赤 い 矢 印 
の 万 向 に 1 つ 秘 動 し ます 。 


@ キヤ ラク 作成 エリ ア 内 の キヤ ラク タダ タ パ タ ー ン の 
エディ イィ イッツ ト 。 
ROMCG(8)、ROMCG⑭6)、RAMCG、 
漢字 ROM の いずれ が ガ よ り キ ヤラ クタ パタ ダー ン を 
読み 込ん で 、 キ ヤラ フタ パタ ー ン 作成 エリ ア 内 に 
書き 込む だ め の キ ー。 


@ キヤ ラク タコ ー ド 表 で 示さ れる キヤ ラク ( 英 数 
地 、 カタ カナ 、 セミ グラ フィ ックス ) を 記憶 し て 
いる メモ リ よ り パ ター ン を 読み 込み ます 。 キ ヤラ 
クタ コー ド 入 力 。 


@ CCG で 既に 定義 し て いる パタ ー ン を 読み 込み ま 
すず 。 キヤ ラク 語 守 記 六 力 。 


@ 漢字 OM より パタ ー ン を 読み 込み ます 。J 1 
漢字 コー ド 表 を 参照 の 上 、 区 点 コ ー ド 入力 。 


@ キヤ ラク 作成 エリ ア 内 で 作成 し た パタ ー ン を ピ 
CG に 定義 し ます 。 


@ キヤ ラク 作成 エリ ア 内 の キャ ラク タ ・ パ ター ン 
の クリ ア 。 


@ キヤ ラク 作成 エリ クア 内 の キヤ ラク タ パ タ ー ン の 
移 動 。 
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キー の 種類 名 称 説 明 
の |Right 前 1 ドッ ト 右 へ 移動 、 最 右 列 は 最 左 列 に 移動 し ます 。 
作 1 人 きす も @ 1 ドッ ツ ト 左 へ 秘 動 、 最 圧 列 は 最 右 列 に 物 動 し ます 。 
テー 2 |Up @ 1 ドッツ ト 上 へ 移動 、 最 上 列 は 最 下 列 に 移動 し ます 。 
! 3 |Down @ | ド ツ ト 下 へ 物 動 、 最 下 列 は 最上 列 に 移動 し ます 。 
1 4 19 の e 9 の 反 時 計 回 り に 回 転 し ます 。 
和合 |1 号 の e 1 8 の 回 転 し ます 。 
結 。 」, @ 上 下 に 反転 し ます 。 
と 本 生 e 左右 に 反転 し ます 。 
6) COLOR CHA | @ キ ヤラ クタ 作成 エリ ア 内 の ドッ トカ ラー の 変更 を 
NGE 行ない ます 。 エ ディ ッ ト 領 域 す べ て の ドッ ト に 対 
し レ カラー 変 更 する 時 指定 し ます 。 
回 TRANSFER | we ユー ザー キャ ヤラ クタ 表 に お ける キヤ ラク フタ パ ター 
ン の ブロ ッ ク フク 転送 を 行い ます 。 


ご . 転送 する キヤ ラク タ の 先頭 コー ド 。 

E. 転送 する キヤ ラク タ の 最後 の コー ド 。 

T. 転送 先 の 先頭 コー ド 。 

(コー ド ビ ) の る 忌 ( コ ー ド ) ま で の 1 ター ジラ を 本選 
ー ド ) を 先頭 と する 場所 に 秘 動 し ます 。 


和牛 VARY @ ピ CG 内 の キヤ ラク タ ・ パ ター ン の 配置 換え を 行 
いま す 。 人 外字 定義 モー ド の パタ ー ン と キャ ラク マタ 
定義 モー ド の パタ ー ン を 相互 利用 し た い 場 合 に 使 
用 し ます 。 


2. 4 キヤ ラン クタ 定義 モー ド に お ける パタ ー ン の 作成 


初期 設定 を 終え 、( プ ロブ ラム 実行 直 後 は キヤ ラク 定義 モー ド 、" 4 Ohr. スペ テ * に 設定 され 
て いま す ) 実際 に キヤ ラク 定義 モー ド に お いて 、 パ マー ン を 作 つ て み ま し よう 。 
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④ (Edit Chr.) 
ま ざ は 、 既 存 の キヤ ラク タタ パター ン を 読み 込ん で パタ ー ン を 作り まし よう 。 [| を 押し て < こ だ さ 
い 。 炊 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


キキ キキ 二 ELHIIT に い ロビ. キキ 十 二 十 
生ま 3 ご . ド RFPFC ロ る - KRNIJ I 


) [名 を 押し だ 場合 …-ROMCG (8 ) モー ド 
4 が 表示 され ます の で 、 キ ヤラ クタ コー ド 表 を 参照 の 上 、「Edit Character Code テ &HJ」 
の 後ろ に 、9 9 ーFF 上 の キャ ラフ マコ ー ド を 上 位 桁 、 下 位 桁 の 順に 入力 し て 、[ 証 | を 押し ます 。 
D) を 押し だ 場合 …:ROMCG (1 6) モー ド 
図 4 表示 され ます の で 、8) と 同様 に 9 9 ーFF 上 の キヤ ラフ クタ コー ド ば を 入力 し て 、 | を 押 レ 
ます 。 
C) [| を 押し だ 場合 …・RAMCG モ ー ド 
4 が 表示 され ます の で 、 エディ ツ ト しだい キャ ヤラ クタ コー ド を 「Edit Oharaoter 
Code= ニ &H」 の 後ろ に 、9 9 ーFF 上 の キヤ ラク タコ ー ド を 上 位 桁 、 下位 桁 の 順に 入力 し て [ 滞 | を 
押し ます 。 
( 國 4) 


Ed ュ it こい ar こもら ここ d ら ーー.H 画 


d) [3] を 押し だ 場合 ……KANJ | モー ド 

図 5 が 表示 され ます の で 、 漢 字 コ ー ド 表 を 参照 の 上 「Edit KANJI(J1S) code=& り 」 
の 後ろ に 、1 6 進 で 2 1 2 1ー757 三 (5 92175 7 三 : 第 2 水準 R ト OM コー ド ) の 漢 
字 コ ー ド を 入力 し て 、 敵 | を 押し ます 。 だ と えば 3 F 3 7 を 入力 する と 「 新 」 と いつ 漢字 パタ 
ー ン が キャ ヤラ クタ 作成 エリ ア 内 に 表示 され ます 。 

(図ら 〕 


Edit RFPNJTIC で TI ご うこ っ ddーー ミ 本 画 


@ [RT 十 問 員 (フリ ア ) 

既存 の パパ ター ン を い ご つ お 読み 出し た と ころ で 、 い よい よ オ リ ジ ナ ル の パパ マー ン を 作成 し て み ま 
し よう 。 そ の 前 に キャ ヤラ クタ 作成 エリ ア を 消去 し ます 。 

STRc ] 十 [| [SniT 寺 | 放 を 押す と 次 の メッ セー ジ が 表示 され 、 フ リア し て よい か どう か を 確 
認 し て きま す の で 、 よ けれ ば ( 里 | を 、 フリ アレ し だ こく なけ れ ば それ 以外 の キー を 押し て ご だ さい 。 


に LS ロ K THEhHI に ロミ h 民 ETLUR ト RI に = と っ や 較 


デ 
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③ 國 回 個 較 , 剛 < 
キャ ラク タ 作成 エリ ア 内 の カー ソル は 動き ます が や カー ソル コン トロ ー ル キー 
( 國 回 倍 団 . [ 科 - [ 思 ) を 使 つ て 動 お し て こく だ さい 。 
図 6 の パタ ー ン を 作 つ て み ま し よう 。 


〔 較 6) 


デ 
1 
チ 
ヤ 
| 
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ーー 
ご ー 


@ 高 (1) を キー イン し て こく だ さい 
〉 赤 ( つ ) を キー イン し て くだ さい 


還 軒 男 開 : 症 硬 剛 国 園 履 園 財 財 


還 
日 
日 
回 
回 
回 
重 
剛 
る 
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回 
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思 同 還 
園山 属 
周 玉 蘭 
彫 同 
同 賠 琴 
半 間 
十 電 
| | 懲 
還 画 
| | 
q@@| 
属 園 @ 
剛 周 屋 
遇 画 隔 
鳳 劉 隊 


青 の 色 を 付け を と き は 、 カ ー ソ ル 点 を 付け だ い 位置 に まで 物 動 し 、 [1] を 押し ます 。 赤 の 色 を 付 
け だ いと き は [2] を 押し ます 。 色 は BAS | C の カラ ー コ ー ド に 対 記し て いま す 。 

パタ ー ン が 描け だ ら 画 面 の 右 下 隅 を 注目 し て て だ さい 。 小 さい 図 が 描け て いま す 。 ご これが 実際 の 
大 き さ に な り ま す 。 


CS) 
ご の パタ ー ン に は いろ いろ と ま を 加え て いき ます の で 、 ま ざ 、 右 の ユー ザキ ヤラ クタ 表 に 入れ ま 
し よう (ご れ が “PCG に 定義 きす る” と いう こと に な り ま す )。 

を 押す と 、 次 の メ ツ セージ が 画面 下 に 表示 され て 入力 待ち 5 に な り ま す 。 


| St ChCacCten code=&H 画 | 


ご ご で は 0 9 加 と 入力 し ます (ご の コー 入力 は 定義 し だ た い キ ヤラ フタ コー ド を 入力 し ます )。 
する と 、 ユ ー ザ キヤ ラク タタ 表 の 0 9 の 位置 に パタ ー ン が 、 


| oOK THEN push RETURN keg ? 存 ] 


と 表示 され ます の で 、 よ けれ ば 過 、 よ ぐ な けれ ば それ 以外 の キー を 押し ます 。 
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玉 容 欄 注 半 ご い & い ひも らい mak ト キキ キ 半 字 
RIN 、 
便 
eo< 5 る 
@ @ 3 に 
の  @ @ オ 4 4 
@  @ ラ 
し し ) 回 6 うっ 
「) 9 の 2 3 
の @ に 】 ヨ 
1  」 「 9 ヌ 府 
LILAIIIIIRIIIIY7) B B ラ 
TAIIIIII) (9 
[ 】 「 」 D D ツ 
F F ル 
「 ゴ 
ュ エ ネル PURSOR no 人 2456789nBCDEF 
ロ ES Ei GEー 還 : 計 うさ 0 3 ビ H ロ ロト! ロビ 
本 誠 Wo る 選 叶 1 も NE CPP の ウ > 。 Se ビビ HE - 
(9 商 遇 ご 32050 間 60 to 候 
っ 人 F' Fo F 選 rmrm 1 mc :T. - ..TRPhNI ご FE 
SE PEF に H 民 ENILI~ 5: に ビ T 民 し キリ MR や 


ICU COLOR CHANGE 

色 を 変え そい と き は 、 変 え だ い 色 の ポイ ント まで カー ソル を 動 ひ の し て 、 9 7 の 色 の セッ ツ ト を す 
れ ば 人 次 わ り ま すず が 、 青 の 帆 の 色 (青色 の すべ て ) を 水色 に し た いと いう 場合 おど は 、 ま ざ [と 
押し ます 。 

する と 


と メ ツ セージ が 表示 され ます 。 
9 一 / の コー ド は BAS | ご C の カラ ー コ ー ド と 同じ で 、 そ れ ぞ れ 次 の よう な お 色 に 対応 し て いま す 。 


9… 黒 ” 1… 青 2… 赤 3… マ ゼン タ 24… 縁 5… シ アァ ン 
6… 黄 還 


次 の よう に 、 CHANGE COLOR の 1 < 再 ) を 5 水色) に し 、〔 届 | を 押し ます 。 する と 
キャ ヤラ クタ 作 成 エ リア の 青色 が 水色 に 変わ り ま す 。 終了 す る と キー オペ レー ショ ン メ ニ ユ ー ガ 元 
に 戻り ます 。 
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で は この パタ ー ン も [| の 続き で 、 PCG 定 義 レ し て お きま し よう 。 

カラ ー コ ー ド を 変え な か つつ だ 場合 、 そ の まま を 押す と 何 も 変化 は せ ず に この モー ドガ ら 抜 け て 
キキ オペ レー ジョ ン メ ニュ ユ ュー に 戻り ます 。 
@ 同 Rotation 

次 に パタ ー ン の 向き を いろ いろ な 方 向 に 物 動き させ て み ま し よう 。 峡 | を 押す と 、 


マー 選 N! 
よ Q 
アリ 
〇 ー・ 
0 

呈 あ り 
で 0 
Oh 
ト F う 
00⑯ 
①+ 
mc を 
UL い 」 
Le 
で 
^ こ OO 
コ 


Se1e@ ど も t〈9-?) の? 画 


Rg 
で ー こ 


と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
だ と えば 9 0 ' 動 グ プ し だ いと 思 つ たら 、[4] を 押す と 図形 は 9 0 "回転 し ます 。 その 他 の 秘 動 も た め 
し て PCG に 定義 し て お きま し よう 。 
(詳し < は 「2. 3 操作 キー の 説明 」 を 参照 し て くだ さい )。 
9@ 一 7 以外 の 数 字 を 押す と 、 こ の モー ドガ ら 抜 け 出す こと が で きま す 。 
②⑦ TRANSFER 
ユー ザ 定 義 キ ヤラ フタ の コー ド を 別 の コー ド に 変換 する と き は 、[T| を 押し ます 。 


中 一 用 FT* 


ーー 中 SS ビ 
HH 入選 ュ ビ 。 


ER 民 一 ーーー 一 
T ュー 園 


ーーーーー ヒロ a Fa 


TRPNEFER HE 


する と 上 の よう な メッ セー ジ ガ が 表示 され 、 コ ー ド の 入力 待ち に な り ま す 。 (⑤, EE, 「) の は ユ 
ー ザ キャ ヤラ クタ 表 で の コー ド を 変換 する キヤ ラク フタ の 先頭 コー ド 、 ヒ は コー ド を 変換 する キヤ ラ ツ 
の 最後 の コー ド 、 は 変 拠 先 の 先頭 コー ド を 示し て お り 、 ら お ら ヒ E ま で の キヤ ラフ クタ パタ ー ン を 
を 先頭 と する 場所 に 移 転 す る と いう 意味 を 持つ て いま す 。 

だ と えば 、0 9 1 7 に 定義 きれ て いた だ キャ ラク フタ を A 9 日 7 に 変換 する 場合 、0 9, 1 /, 
A 0 [ 是 | と 入力 する と 、 9 9 一 1 7 の パタ ー ン ガ が A 0 一 B 7 に 移り 、 元 の パタ ー ン は その まま の が 
だ ち で 残り ます 。 する と 、 次 の よう な メ ツ セー ジ が 表示 され ます 。 


束 ホ 涼 ホ ボボ どい いふ 〇 も で と い mk で いい 洲 玉 玉 涼 束 ボ 
B1 2 コ 456 ァ 789ABCDEF' 


\ 候 念 鐘 3 

に 】 

8 5 

当 較 8 
ュー ェ エキ よ 。 に LHRSCIR mmoe っ ら 1 全う 結 eo 
Ro 1 
ビビ Fa エ ョ mrn i rmi :T TEPR ニ FE に 


1 LEFT HE EN 3 に T 良 ヒキ り 


よけれ ば 是 | を 押し て ぐだ さい 。 そ れ 以 外 の キー を 押す と パターン は 元 の 位置 に り ます 。 
ermL] 十 [V| VARY 
ご れ は 、 人 外字 全 角 モ ー ド まだ は 外字 半角 定義 モー ド で 定義 し た 文字 パタ ー ン を 、 そ つぐ くり その ま 
ま キ ヤラ クタ 定義 モー ド に お いて も 利用 し だい 場合 に 使用 し ます 。 逆 に 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド 
で 定義 し だ た キヤ ラフ クタ パ ター ン を 、 人 外字 半角 定義 モー ド に お いて 利用 する 場合 に も 使用 し ます 。 
この キー が 和 め 要 な 理由 は 、 ユ ー ザ キャ ヤラ クタ 表 の PCG キ ヤラ クタ の 配置 が ぜ 、 キ ヤラ クタ 定義 モ 
ー ド と 外字 全角 定義 モー ド (まだ は 外 宇 半角 定義 モー ド ) と で 異な つて いる だ め 、 定 義 モ ー ド を 
変え だ 場合 、 前 の 定義 モー ド で 定義 し だ パタ ー ン が ガ が 崩れ て し まう から で す 。 ご の よう な と きこ の 
キー を 入力 け すれ ば 、 ユ ー ザ キャ ヤラ クタ 表 の 配置 替え を 行 つ て 、 前 の 定義 モー ド で 定義 し た パター 
ン を 、 そ つぐ くり その まま 利用 する こと が で きる よう に な り ま す 。 
だ と えば 、 


RUN"9: 外字 SRMPLE  .Fnt" 


と 入力 じ 、 きら に 


| RUN*@:DEFCHR TOOL 2.Uto" [| | 


と 入力 し て 外字 全角 定義 モー ド に する と 、 図 8 の よう に 定義 きれ ます (デフ チャ ー ツ ー ル の プロ 
グラ / 実行 後に IM 、 と 入力 する と 、 この モー ド に な り の ます )。 


ご こ ご れ を キヤ ラク タ Q 定 義 モ ー ド に する と 、 図 9 の よう に な り パ ター ン ガ 崩れ て し まい ます 。 そ ご で 、 


[em] + [M| 


を 押す と 、 キ ー オ ペレ ーション メニ ユー の 「CTRL 二 V……VARY」 の 表示 が 反転 点滅 し 、 
コー ザキ ャ ヤラ クタ 表 の 配置 替え を 開始 し 、 図 1 9 の よう に な り ま す 。 だ だ し 定義 モー ド と の 相互 
変更 の 場合 は 、 ユ ー ザ キャ ヤラ クタ 表 の 配置 が 両 モ ー ド と も 同じ で す の で 、 こ の キー を 使用 する 和 め 
要 は あり ませ ん 。 


図 8 図 9 図 1 9 
ー] 一 デー る ロ ー 1 でる 4 所 で SE ビビ ド 

= ぇ = | 朝 天 I 略 le 条 HINo| 名 線 脱 交 前 測 Elp 条 笠 No『 
| 天 品 相 ctke| 鉛 格 2 さら ん ある THortrts 
-3g | msJsnspsmd0 0 KO SB 8 さ ms usnspsm0d0 0 k03 
-49 1 WMRYO rt fi 双 二 8 い 時 : う 痢 1 TTY mg kg 
内 LIMDYMM 
25g| 収 ルル 8 人 0 8 た の 愉 弧 2)( 9966 
井上 トル | 較 陸自 つ コ 上 LE 

egdll ヨー ロー ゼー ビー ロー ト 5| 1 の 3 っ 45ezegnBcbEE5 
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2. 5 外字 全角 モー ド に お ける パタ ー ン の 作成 

外字 全角 定義 モー ド に お ける 場合 も 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド に お ける パタ ー ン 作成 の 場合 と まつ 
だ ぐ 同 様 の 操作 で 、 文 字 / パ ツ ー ン の 定義 を 行う こと が で きま す 。 だ だ し コー 入力 時 の メッ セー ジ 
が 多少 異な お り の ます の で 、 そ の 相違 点 を 説明 し ます 。 


外字 全角 定義 モー ド に お いて [ 全 | を 押す と 、 次 の よう な メ ツ セー ジ が 表示 され J | 漢字 コー ド 
の 下 2 桁 2 1 一 6 6) の 入力 待ち と なり ま す 。 ら 5, 三 , の コー ド 入 力 後 [ 時 | で 、 文字 パタ ー ン 
の ブロ ッ ク 転 送 が 終了 し ます 。 


TRIPINEFER 


ES CODE て 、 E 。 うー 較 


④ IM と 押し 、 続 いて [8] と 押す と 、 この モー ド に な り ま す 。 


@ 外 字 6 4 個 分 は じ PCG の 青 の 部 分 に 定義 8 れ て いま す の で 、 定 義 す る 段階 で は 単色 ( 衝 だ け ) に 
表示 され ます 。 


③PCG 定 義 す る と き に は IS| と 押す と 、 


ご ーー も 5ITI TI ニー こっ ニー.T で に 画 


と メッ セージ ガ 表示 され ます 。 人 外字 全角 定義 文字 の 場合 、J 1 漢字 コー ド の &J 7 6 2 1 る & 
J 7 6 6 9 に 割り 当て られ て いま す の で 、 下 2 桁 を 入力 し ます 。 〇 に な ら ば [ 過 を 押し て くださ 
い 。 


1 Edit CHR. 呈 

( [GrmE] 二 [ 由 ま だ は [本 ] 十 mm ) "COLS 
cc3 Rotation 

em COLOR CHANGE 

[ermE] 二 IM……VARY 


|Q| 還 円 


に つい て は 、「 2. 4 キャ ヤラ クタ 定義 モー ド に お ける パタ ー ン の 作成 」 を 参照 し て こ だ さ い 。 
" 帆 ” と いう パタ ー ン を 作り 、J | 8 漢字 コー ド &J 7 6 2 1 に 設定 し まし た 。 


プア 


ホ 本 ホホ 本 こい ロ & に じき ロモ エ と らい make に 夫 素 ボボ 夫 ボ 
1 一 ビー ヨー オー ほ セー ら 6ー マ ツー8 


= ぉ a| 爆 


| 」 | 半 呈 」 @ | ご ラー 
の の の の の の ゆら ゆあ の ああ @| コロ 
0 。。 @ @ | コ キー 
る ゆ 参 【」 全 | ご 
「T ) @ @ | ココ ー 
の の の の らら の @@ @| コロ 
る つの  @ の @ | 41 ー ! 
@ @@  @! 4 コピ! 
ロ @@ 。 @| ュ コー| 
し 』 し 秀 | ご ロロ 
し ト 9 | ラ 1ー 
人 の | 5 ご 
由 ロ 5 ラ = 
に ー 5 L_ 9 一 BーCーDー ビ ーFー9 
ユー エキ よ 。 JELRSCIR rm っ = 同和 26 。 記 Giie 化 St 
(まあ も 得 け や RIOLIEー 較 こじ に 。。。。。 に BLORR_ CHPNIGE 
E- ーー Ed it に ビ HR- < タッ : ラ る Set CHR 
る EE SER SE YOm 了 身 
人 生ま な F F つ < コラ rnrm 1 rc ET. 所 内 王 FEF* 
た TIEF に HE E ト IL CTR に ヤツ 、。 寺下 ET 


2. 6 外字 半角 定義 モー ド に お ける パタ ダーン の 作成 


外字 全角 定義 モー ド 同 様 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド の 操作 と 異な る 点 の み 説明 レ し ます 。 
1 6X 8 ド ツ ト の フォ ント で す の で 、 マ タテ 2 Chr. の 定義 と な り ま す 。 
④ IM と 押し 、 続 いて [9] と 入力 する と 、 この モー ド に な り ま す 。 
@② 半 角 文 字 2 5 6 個 分 は 、 ピ PCG の 赤 と 緑 の 部 分 に 定義 され て いま す の で 、 定 義 する 段階 で は 単色 
( 白 だ け ) に 表示 され ます 。 
③PCG 定 義 す る に は [| と 押す と 、 


宮 ー も キー ユン ビジ 下 折 ITT ここ コニー シ FHI1 画 


と 表示 され ます 。 


ここ で 入力 する コー ド は 拡張 ASC 1 1 コー ド で す 。 外字 半角 文字 の 場合 、 拡 苦 ASC 1 1 コー 
ド の 下 2 桁 (9 9 ーFE の 偶数 ) を 入力 し ます 。 入力 後 [ 財 を 押し ます と 、” OK THEN 
push RETURN key * と 聞い て きま す の で 、 〇 に な ら ば [ 岬 を 押し て こく だ さい (キャ ヤラ 
クタ 作成 エリ ア の パパ ター ン が 、 コ ユーザ キヤ ラク タ 表 の 指定 し だ 箇所 に 定義 され ます )。 

乙 以 外 の キー を 押す と 、 定 義 は 行い ませ ん 。 

外字 全角 定義 モー ド に お いて [| を 押す と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され 拡張 ASO 1 | 
コー ド の 下 2 桁 の 入力 待ち と な り ま す 。 し だ が つて 、 09 9 ーF ビ の 偶数 コー ド を 入力 し 、 財 
を 押す こと に よ つ て 、 キ ャ ラク タ パ タ ー ン の ブロ ッ ク 転 送 を 行う こと が で きま す 。 


REPNNNIIE 中 


ーー 
ご ー 


尼 "… Edit CHR. 4 

[IL ( LGTRL ] 十 | し | まだ は LSHiFT す 証 1 棋 こ 1 
の Rotation 
Ql ……COLOR_ CHANGE 
[emc] MI …VARY 


に つい て は 、 「 2 . 4 キャ ヤラ クタ 定 義 モ ー ド に こ お け る パタ ー ン の 作成 」 を 参照 し て くだ さい 。 


※※※※※ ボ ※ ポ ※ ボ こい みろ じ ふ も て = い 員 東 放 だ 。 人 和 宮 ュー 


ーー す tuN | 語 幼 舞 


ーー 
エー 
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ドコ 商 
こ ae ヒ 
ロ すっ 人 * こ っ 5 1 三 
本 リー Edit MoEー 1 開 CEie 。 こら LR に FRR 区 
1 世 d 1 も 0 。 2 た に op 5 ee 
0 4 に し ら : 民 - Fitation 月 
5 る っ a F' Fo ビ rmrn 1 Fee | 選 S 「 ド : 培い 
ee HEF に HKR EhJLI : に T 民 し ヒキ - | 


2 . 7 パタ ー ン デー タフ ァイル の 作成 


定義 し だ パタ ー ン デー タ を ファ イル と し て 、 フ ロッ ピー ディ スク や カセ ツ ト テ ー プ に 保存 する 方 
法 に つい て 説明 し ます 。 デー タフ ァイル を 作成 する に は 一 通り の キャ ヤラ クタ パタ ー ン の 作成 が 終 つ 
だ 段階 で 、[P| を 押し ます 。 

ご れ は 、 ユ ー ザ 定義 キヤ ラク タ (PCG 内 に 記憶 され て いる ) の デー タ を BAS | 〇 や テキ スト 
の が だ ち に し て 、 フ ロッ ピー ディ スク や カセ ツ ト テ ー プ に 記録 する だ め の キ ー で す 。 

[| を 押す と 、 


電電 LEFCHR Pr っ Grammin ロ っ せ せ 
FIL E ト HIP1E 三 再 


と 、 ま ず F 1LENAME (ファ イル 名 ) を 聞い て きま す の で 、 こ れ ガ ら 作 ろう と する ファ イル 名 
を 入力 し ます 。 ディ スク BAS | C で プロ ブラ ム を 走ら せ て いる と き 、 カ セツ ト に 記録 する 場合 は 
ファ イル 名 の 前 に "CAS 9 : " を 、 フ ァイル 名 だ け の と き は 、DEV | CE 命令 で 指定 され だ デ 
バイ ス に 記録 きれ ます 。 ご ご で [ 岬 | の み を 押す と この モー ドガ ら 抜 け 出せ ます 。 

ファ イル 名 を 入力 する と 定義 モー ド の 違い で それ ぞ れ 次 の よう に 異な お り ま す 。 


ノウ 


(キヤ ラク 定義 モー ド の 場合 ) 


SCTT HEX CODE く S。 E う ニテ 
に ロロ リロ ヒー ミ SH 画 


(外字 全角 定義 モー ド の 場合 ) 


GRTJTT 本 CODE<S。E ッ > ニ = 
に HE ビー ミミ JJ マ 戸 画 


(外字 半 包 定義 モー ド の 場合 ) 


+ ン ジ GRITJTTI CODE <S。 EE ッ >= 
に ロロ ヒーS ミ HH1 画 


セー ブ す る キヤ ラク タコ ー ド の 、 ス ター トコ ー ド と エン ドコ ー ド を 聞い て きま す の で 、 順 に 1 6 
進数 で 入力 し ます 。 ら は コー ザキ ヤラ クタ 表 で ファ イル する キャ ヤラ クタ の 先頭 コー ド 、 三 は ファ イ 
ル す る キヤ ラク タ の 最後 の コー ド を 示し て いま す 。 

だ と えば キャ ヤラ クタ 定義 モー ド の 場合 、&H 2 9 &HFF ま で を ファ イル と し て セー プ し た い 
と き は 、「ASCI1 HEX CODE 〈S, 三 )=」 の 後ろ に 、2 9, FE と 入れ て 遇 | を 押 
し ます 。[ 沿 | の み を 押す と 、 こ の モー ドガ ら 抜 け 出せ ます 。 

スタ ー ト コー ド と エン ドコ ー ド を 指定 し て [ 同 | を 押す と 、BAS | C テ キス ト フ ァイル の 作成 (A 
SO 1 1 形式 の セー ブ ) が 始ま り ます 。 

行 番号 は 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド で は 6 9 9 9 9 一 6 2 5 5 0、 外 字 全 角 定 義 モ ー ド で は 6 9 9 
9 9 一 6 0 6 3 6 、 外字 半 且 定義 モー ド で は 6 0 9 9 9 一 6 1 2 7 9 と な つて いま す 。 プロ グラム 
の 形式 は 、 


キャ ヤラ クタ 定義 モー ド : 行 番号 DE ヒ FCHRSCn 1)= ニ HEXCHRS (て "16 進 48 桁 ") 
外字 全角 定義 モー ド  : 行 番号 DEFCHRSCn 2)=HEXCHRS て ("16 進 1 9 2 桁 ") 
外字 半角 定義 モー ド  : 行 番号 DEFCHRSCn 3 )= ニ HEXCHRS ("16 進 9 6 桁 ") 
だ だ し レ 、n 1 : ASC1 1 コー ド て (9 2 5 5)、n 2 : JI 8 漢字 コー ド (&J 7 6 2 1 て &J 
766 0)、n3 : 拡張 A 人 SO | | コー ド <2 5 6 一 5 1 9 の 偶 数 コー ド ) の か た だ ち に な り ま す 。 後 
で これら の ファ イル を 選 UN す る こと に より 、 作 つ だ パタ ー ン デー タ を PCG に 再 定義 する こと が 
で きま す 。 

な お 、 キ ヤラ クタ 定義 モー ド の 場合 、ASC 1 1 コー ド &H 9 9 ら &HFF ま で の デー タフ ァ 
イル を 作る の に 、 フ ロッ ピー ディ スク フ で 約 2 分 半 、 カ セッ ト テ ー プ で は 約 5 分 ひみ かり ます 。 


2 が プラ ムロ 冬 


則 (sm 還 ] 十 下記 ) 
[| を 押す と プロ プラ ム は 終り 、BAS | C の コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 


ミー<ー+tJJl 症 


3 定義 し た PCG の 利用 法 


本 ツー ル で 定義 し た PCG を 、 実際 に 表示 させ る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 ま ず 作 成 し た パタ ダー 
ン デ ー タ ファ イル を RUN さ せ て 、PCG の 再 定義 を 行い ます 。 


PCG の 表示 記法 は 、 使 用 し だ 定義 モー ド に よ つ て 異な つて きま す 。 だ を と えば 、 キ ヤラ クタ 定義 


モー ド で 作成 し た キヤ ラフ タ パ タ ー ン と 、 人 外字 全角 定義 モー ド で 作成 し だ 漢字 パタ ー ン と で は その 
表示 記法 が 違 つ て いま す 。 


5 
デ 
4 
了 チ 
ヤ 
I 
ツ 


以下 に 、 各 定義 モー ド で PC 〇 G パ ター ン の 表示 廊 法 に つい て 述べ ます 。 
9。 昨 


ーー 
ご ー 


キヤ ラク 定義 モー ド で 作成 し だ パターン の 表示 方 法 
表示 方法 も 作成 の と き 同 様 に 、ASC | | コー ド を 指定 する こと で 行い ます 。 
CGEN 1 
これ に よ つ て 、 以 後 表示 され る テキ スト 文字 は 、 1 文字 8 X 8 ドッ ト 構 成 の PC 〇 G キ ヤラ クタ に 
切り 換え られ ます 。 後 は 通常 の テキ スト 文字 を 表示 させ る 場合 と まつ だ ぐ 同 じ 亡 法 で 、 目 的 の PC 


G 〇 キャ ラフ クタ の ASC | | コー ド を 指定 し ます 。 だ と えば CHR$ 関 数 を 用 いて 、 次 の よう に 指定 
し ます 。 


CGEN1 :PRINT# の ⑦ .CHRS(&Hn ) 


は ASC 1 1 コー ド で 、9 9 一 上 上 まで の 値 を 入れ る こと が で きま す 。 
( 倒 ) AGC11 コ ー ド &H 4 1 の PC ご G キ ヤラ フタ を 表示 させ ます 。 


CGEN1:PRINT#0, CHRS(&H 4 1) 


まだ た 、CHR お S$ 関 数 の 代わ り に 、 そ の ASC | | コー ド を 持つ ROMCG の キャ ラク を 入力 し 
て も 、 画 面 に は ピ び ご キヤ ラク タ が 表示 され ます 。 


CGEN1 :PRINT# の .n$ 


は 文 字 列 で す 。 


( 倒 ) AGC11 コ ー ド &H 4 1 の ピ PCG キャ ヤラ クタ を 表示 させ ます (て ROMCG キ ャ ヤラ クタ で 
ASC 1 1 コー ド &H 4 1 に 対応 する 文 守 は ” A ” です)。 


CGEN1:PRINT#0, AA" 
画面 の 表示 モー ド を 元 に 戻す を ため に は 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 


CGEN 0 まだ は INIT 


ご れ に よ つ て 表示 され る テキ スト 文 ほ は 、ROMCG キ ャ ラク タ に 切り 換え られ ます 。 


と ころ で 、 以 上 の こと は ダイ レク ト 入 力 に よ つ て 操作 する こと も で きま す 。 ま ざ ヴ 表 示さ れる テキ 
スト 文字 を PCG キ ヤラ クタ に 切り 換え る だ め に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


er | 二 テン キー レレ | (= ニ CGEN 1) 


ご これ に よ つ て 、 以 後 キ ー ボ ー ド ガ ら 入力 され る 文字 は 、 そ の ASC | | コー ド に 対応 し を PCG 
キヤ ラク タ に 変換 され て 表示 され ます 。 ま だ 元 の 状態 に 戻す を め に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


eTRL |] 十 |D| ( 王 CGEN 9 まだ は INIT) 


注 : だ だ し 、 KMODE 1 が 実行 きれ ね てい ます と 、ASC 1 1 コー ド &H 8 9 て &H 9 、 お よび &. 
HE 9 一 &HF 上 上 まで の PCG は 使用 で きま せん 。 


3. 2 外字 全角 定義 モー ド で 作成 し た パタ ー ン の 表示 方 法 


表示 廊 法 も 作成 し た と きこ 同様 に 、J | 漢字 コー ド を 指定 する こと で 行い ます 。 こ れ に よ つ て 、 
漢字 ROM に 格納 され て いる 漢字 群 と 同じ レベ ル で 、 人 外字 全 骨 定 義 を 扱う こと が で きま す 。 

ま ざ ず 、 テ キス ト 画 面 の 表示 モー ド を 全角 文字 が 表示 で きる モー ド に 設定 し ます 。 次 に 、CHRS$ 関 
数 を 使 つ て | ら 漢 字 コ ー ド を 指定 し ます (J | 漢字 コー ド は * &J ” で 指定 し ます )。 


KMODE1 :PRINT の , ) CHRS(&J m ) 


mm は 7 6 2 1 一 7 6 6 0 まで の J | 漢字 コー ド で (0 内 の “#9, “は 省略 で きま す )。 
( 例 ) J | 8 漢字 コー ド &J 7 6 2F に 定義 し た 外字 全角 文字 を 表示 させ ます 。 


KMODE 1 : PR INTCHRS(&J 7 6 2F) 


まだ 日 本 語 入力 モー ド こ すれ ば 、 ダイ レク ト に 外字 全角 文字 を 表示 させ る こと が で きま す 。 そ の 
表示 万 法 は 、 漢 字 変 換 亡 式 に よ つ て 実 な つて きま す 。 


@ コ ー ド 人 入力 方 式 を 指定 し だ 場合 


日 本 語 入力 モー ド ([Smr ]+ xml ) に し て 、 次 の キー を 入力 する と 、 コ ー ド 入力 方 式 が 選択 さ 
れ ま す 。 


SHiFT | 十 | F1 ] 


ご の と き 、 画 面 最 下行 の 変換 フィ ー ル ド エ リ ア に “ [1 6 進 ] "と 表示 され ます 。 そ の 状態 で 4 
桁 の J | 漢字 コー ド を 入力 け すれ ば 、 テキ スト エリ ア に その コー ド に 対応 し た 全角 文字 が 表示 され 
ます 。 

( 例 ) 次 の よう に ” 7 6 2F” を 入力 する と 、J | 8 漢 字 コ ー ド &J 7 6 2F に 対応 し た PCG の 
外字 全角 定義 が 表示 され ます 。 
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| 
ル 


人 @ 音 訓 変 換 方 式 を 選択 し だ 場合 


日 本 語 入力 モー ド (smT + [em ) に し て 、 次 の よう に キー を 入力 する と 音 訓 変換 方 式 が 選択 
され ます 。 


SHiFT | 十 | F3 ] 


この と き 、 次 の カナ 文字 列 (ひら が な まだ は カタ カナ ) を 入力 し て xml を 押す と 、 変 換 フ ィ ー 
ルド エリ ア に 、 外 字 全 角 文 字 の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 


表示 は &J 7 6 2 1 お ら &J 7 6 6 0 まで 、9 文字 ずつ 順番 に 出力 され ます の で 目的 の 外字 主 包 
文字 が 見 つ す つた を と ころ で 、 数 字 キ ー な ど を 押し て 取り 出し て くだ さい 。 


デ 
2 
了 チ 
ヤ 
I 
に 。 
I 
ル 


( 倒 ) カナ 文 守 列 ? が いじ ? を 入力 し て lx を 押す と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


(平仮名 ) が いじ 


外字 全角 文字 の 一 覧 表 (9 文 字 分 ) 


注 : 日 本 語 入 力 モ ー ド に お ける 操作 に つい て は 、 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ユア ル 」 の 「 日 本 語 処理 」 の 項 
を 参照 し て くだ さい 、。 


第 一 水準 お よび 第 二 水 準 の 漢字 、 非 漢字 (J | 漢字 コー ド & り 2 0 2 1 一 &J757 ビ ) 
を 表示 させ る 場合 は 、CGEN 2 を 指定 し て は いけ ませ ん 。 


3. 3 外字 半角 定義 モー ド で 作成 し た パター ン の 表示 方法 


外字 半角 定義 モー ド で は 、 名 文字 を &H 1 9 9 &H 1F ビ まで の 3 桁 の 1 6 進 コ ー ド ( 貧 数 の 
み ) で 指定 し ます が 、 3 桁 目 の ” 1 /* は キヤ ラク フタ 定 義 モ ー ド と の 識別 に 用 いら れる だ け で す の で 、 
実際 の 指定 は 下位 2 桁 コ ー ド で 行い ます 。 そ の 代わ り 、 キ ャ ヤラ クタ 定義 モー ド と の 識別 の た め に 、 
テキ スト 画面 の 表示 モー ド を 次 の よう に 設定 し ます 。 


CGEN 2 


これ に よ つ て 、 以 後 表示 され る テキ スト 文字 は 、 1 文字 1 6 X 8 ドット 構 成 の 外字 半角 文字 に 切 
り 換 えら れ ま す 。 後 は 通常 の テキ スト 文字 を 表示 させ る 場合 こと まつ だ ぐ 同 じ 亡 法 で 、 目的 の 外字 半 
角 文 字 の AGC | | コー ド を 指定 し ます 。 だ と えば CHRS$ 関 数 を 用 いて 、 次 の よう に 指定 し ます 。 


| CGEN2:PRINT# の ⑦ . CHRS(&H m ) 


「 は AGC 1 1 コー ド で 、 9 9 お ら FF ま で の 偶数 コー ド の 値 を 取り ます 。 
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( 例 ) AGC1 1 コー ド &H 4 9 の 外字 半角 文字 を 表示 させ ます 。 
CGEN2:PRINT#9, CHRS(&H 4 6) 


注 : 奇数 の AGC | | コー ド を 指定 し て も お まい ませ ん が 、 そ の 場合 、 奇 数 コー ドガ ら 1 を 引い 
だ 偶数 コー ド に 対応 し だ 外字 半角 文字 が 表示 され ます 。 す な わ ち 連続 し た 2 つの ASC1Il 
コー ド (偶数 コー ドー 奇数 コー ドー 1 ) は 、 ま つ だ ぐ 同 じ 外 字 半 角 文 字 に 対 記し て いま す 。 
し た が つて 上 の 例 の 場合 、AGC 1 1 コード を &H 4 1 を 入力 し て も まつ だ ぐ 同 じ 結果 に な 
り ま す 。 


まだ 、CHRS 関 数 の 代わ り に 、 そ の ASC 1 | コー ド を 持つ ROMCG の キャ ヤラ クタ を 入力 レ 
て も 、 画面 に は 外 宇 半角 文字 が 表示 され ます 。 


| ceNa:PRINTio ms 


お は 文字 列 で す 。 


デ 
9 
=。 
和 
I 
ッ 


SE 
| 


( 例 ) ASGC1 1 コー ド &H 4 9 の 外字 半角 文字 を 表示 させ ます (ROMCG で ASC1 1 コー 
ド &H 4 9 に 対応 する 文字 は ” @” で きす )。 


CGEN2:PRINT#9, "@" 
画面 の 表示 モー ド を 元 に 戻す ば に は 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
CGEN0 まだ は 1 二 
ご れ に よ つ て 表示 され る テキ スト 文 守 ほ 、ROMCG に 切り 換え られ ます 。 


キヤ ラフ タコ ー ド 表 (ASC | | コー ド 表 ) 

ROMCG ガ がら キヤ ラク を 読み 込む 場合 の 参考 と し て 、 キ ヤラ クタ コー ド 表 を 示し ます 。 
キヤ ラク タコ ー ド は 1 6 進数 で &H 0 9 一 &H 上 上 まで あり 、 下 表 で は 外側 を 囲ん で いる 0 ~F 
まで の 数 字 ガ キヤ ラク タコ ー ド を 表し 、 縦 の 数 字 が 1 6 進数 の 上 位 桁 、 横 の 数 字 ガ 下位 桁 を 表し て 
いま す 。 

開 と えば は 、 キ ヤラ クタ” 昌 " の コー 


| "\\”" の コー ド は 5 ご と な り ま す 。 


ド は 1 6 進数 で 4 8 、 
r ロ 1 ジミ 4 互 で BBFTEICDEF ュ 
回 委 各 モ て や モモ F 計 HYS ド LRTN や 回 
1 下 も ミイ も Eh 
ご す 『 料 素 飼 Ep ie 
1 時 デー ドー 5 て ニラ デニ 
オキ SPECEEF HI TRLNG キ 
PRRGTUD ai 1 
世に 己 己 ド 1 mn ロ 所 
PF きも Mu ロモ て 1 リー ャ ビ ピ 
JULLLTTMS 
1] ョ 「』、* ラ ァ ィ ウエ オ や ュ ヨ 円 
選 ー こ アイ ウリ ウ 中 計 且 寂 り の T 江 り 表 9 所 
に が ま SEIO 還 還 生 選 S 事 
ませ ーーー 
回 ] も 
| 本間 放 生 を キビ 
に どる 首 選 7S 白 E に 己 た ] 


用 語 の 解説 
@ キ ヤセ ラク 作成 エリ ア …… キ ヤラ クタ 作成 画面 の を 半分 の 部 分 で 実際 に 作画 する だ め の 紙 の よう 


な も の で す 。 

ザキ ギン ラジ ンタ 家 …… キヤ ラク ツタ 作成 画面 の 右 半分 の 部 分 で PCG に 定義 きれ て いる キャ ヤラ 
フタ ガ が 表示 され ます 。 

KO つて ユー ザ 定 義 キ ヤラ クタ ジ エ ネ レー タ (Programmable Charao- 


ter Generator) を 暗 し だ も の で 、 ユー ザ の 作 つ だ キャ ヤラ クタ パタ 
ー ン を 記憶 し て お くだ め の メ モリ で す 。RAMCG に 同じ 。 
の キー オペ レー ショ ン メ ニュ ユー…… キ ャ ヤラ クタ 作成 画面 の 下 に 表示 され 、 キ ー の 操作 を 選択 する だ 
め の 三 ユー で き 。 

悪 氏 の OMCG の ro Read Only Memory Character Generator の 略 で 、 「 
AS 1C リ ファ レン スマ ニコ ユア ル 」 の キャ ヤラ クタ コー ド 〈ASO 1 | 
コー ド ) 表 で 示さ れる キヤ ラク (英字 、 数 守 、 カ ナ 、 セミ プラ フィ 
ッ ク な ど ) を 記憶 し て いる メモ リ で す 。ROMCG に は 、8X 8 ドッツ 
ト の フォ ント パタ ー ン を 格納 し て いる ROMCG (8) と 、16x8 
ドッツ ト の フォ ント パ マ ターン を 格納 し て いる ROMCG 〈1 6) の 2 種 
類 が あり ます 。 両者 は フ オ ント 構成 の 違い を 除け ば まつ だ く 同 じ で す 。 

人 @ じ AMCOG oo RanQdom Access Memory Character Generator の 略 
で 、 ユー ザ の 作 つ だ ギヤ ラク タビ PCG に 同じ 。 

久治 字 ROM (まだ は KANJ1 _ROM) …… 漢字 Read Only Memory の 賠 。 漢字 の / パ マタ 

ー ン (16 メ 1 6 ドット) を 記 簡 し て いる メモ リ 
で す 。 症 漢字 の 指定 に は J | 8 漢字 コー ド が 用 い 
られ ます 。 

借 払 張 A 人 GO 1 1 コー ド …… PCG の 外字 半角 文字 を 指定 する だ め に 設け られ だ コー ド で 、 1 6 進 
数 で &H 1 9 9 て &H 1 FF ま で の 値 を ことり ます 。 ご この うち 、 外字 半 
角 文 字 の 指定 に 使用 する の は 偶 数 コー ド だ け で す 。 

し っ 攻 OOCOCOCOIEDH ユー ザ が PCG に 定義 し な 文字 の こと を 指し ます 。 一 般 に 、 外 字 に は 
全角 文字 と 半角 文字 が あ り 、 そ れ ぞ れ 、1 6 xX 1 6 ド ツ ト フ ォ ン ト 、 
16X8 ド ツ ト フ オン ト で 構成 され ます 。 

人 際 ブ ボン トト infraeessescaaszcssszsusas 4 つの 文字 を 構成 する / パタ ー ン 。 


4 “外字 SAMPLE "の 使用 法 


"外字 SAMPLE ” は 、PCG に 外字 の 一 例 を 設定 する を め の コ ユー ティ リティ プロ ブラム で 、 
格納 し て いる 文字 は 日 常 使用 する 機会 の 多い 文字 で す 。 
シズ テム ディ スク を フロ ッッ ピー ディスク ドラ イプ に セツ トレ て 、 


RUN"9: 外 字 SaYPLE .Fnt" 


と 入力 し て ぐだ さい 。 
下 表 に 示す 文字 が 外字 り 1 S コ ー ド の &J 7 6 2 1&J り 7 6 6 9 に 設定 され ます 。 


&J7621-8J7669 


5 
に 
お 
ヤ 
ッ 
1 
ル 


( 合 
國 
愛 
呈 
0 
mg 
皿 
VM 
①) 
⑤ 


⑥⑩ 
S の の よら 8 お よ 


j 条 可 


4. 1 ? 外 守 SAMPLE 設定 デー タ の 表示 訪 法 


? 外字 SAMPLE ” に よ つ て 設定 され だ デー タ は 、KMODE 1 の 状態 で 次 に 示す 記法 に よ つ 
て 表示 する こと が で きま す 。 


1. CHR お 命令 を 使用 し て 、 デ ー タ に 対応 し だ 外 守 J 1 SG コー ド の 内 容 を 表示 させ る 。 
2. ガ な 灘 字 変 換 時 に 、 1 6 進 コ ー ド 入力 に 設定 し 直接 外字 り 1 ら コ ー ド を タイ プ す る 。 
3. ガ な 漢字 変換 時 に 、 音 副 変 換 に 設定 し ” ガ が いじ” と タイ プ し て lxem を 押す 。 


(株 〕 (〈&J 7 6 2 1 ) を 例 に し て 説明 し ます こと 、 


1 . の 場合 
PRINTCHRS(&J76241) 
の 命令 で 、( 株 〕 が 表示 され ます 。 


2. の 場合 オー 
④ 十 |xrm| で 日 本 語 入力 モー ド に 設定 し ます 。 
@ 1 6 進 コ ー ド 入力 に 設定 し ます 。 〈 [Ser] 十 LF1 ] ) 
③7 6 2 1 と タイ プ す れ ば (株 〕 が 表示 され ます 。 


3. の 場合 

④ [sir ] 十 wl で 日 本 語 入力 モー ド に 設定 し ます 。 
@ 音 副 変 換 の モー ド に 設定 し ます 。( [Sr] Fs 」 ) 
③* が いじ ” と タイ プ し 、 [mw| を 押し ます 。 


@⑳ 最 下段 に 外字 が 表示 され ます の で 、( 株 〕 の 位置 に カー ソル を 合わ せ て 、 同 | を 押し ます 。 


以上 の 方 法 に より 、 設 定 デ ー タ の 表示 が 行え ます 。 


注 1 : PCG が 未 設 定 の と き 、 前 記 の 方 法 で 外字 を 表示 させ ます と 正しい 文字 が 表示 され ませ ん 。 


デ 
フ 
了 チ 
ヤ 
| 
2 
| 
ル 


注 2 : これ ら の 表示 は KMODE 1 の と き に 可能 で あり 、KMODE 0 の と き は 正しい 文字 が 表示 
され ませ ん 。 


4. 2 ? 外 SAMPLE ? の 設定 デー タ 


"外字 SAMPLE * の 設定 する 外字 デー タ は 、 そ れ ぞ れ 次 の 行 番号 に 格納 され て いま す の で 、 
秘 要 な デー タ を 自由 に 取り 出し て ぐだ さい 。 


&JTEC1 TTPG 昌 


| 60010 23 [ 合 60020 2 名 ] 60030 
財 60050 27 橋 | 60060 2 60070 
60090 2E 宮 60100 2r 60110 
そ 60130 どら 60140 <: そ 60150 
us 60170 < 60180 60190 
Q 60210 Q 60220 :Q 60230 
60250 60260 cm 60270 
60290 60300 60310 
60330 60340 60350 
60370 41 60380 4 60390 
60410 〕 60420 2) 60430 
60450 ) 60460 ) 60470 
60490 : (③) 60500 ⑩) 60510 
60530 * 60540 58 一 6o550 
60570 1 60580 5 し コ 560590 
60610 * 60620 5 Hz 6oe30 


注 : 外字 SAMPLE "実行 後 は 、CONSOLE 0, 1 2 に 設定 され て いま す の で 、 日 本 語 
入力 モー ド に 入り だ い 場 合 な ご 、 次 の キー 入力 を 行 つて コン ソー ル を 初期 状態 戻し て くだ 
さい 。 

[em] 十 何 まだ は INIT 回 


守 
学 
セ 
ッ 
| 
ル 


唄 憶 キー ロ NA | 上 | 


第 4 章 | シス テム ・ ユ ー ザ 辞書 


1 シス テム ・ ユ ー ザ 辞書 概要 


本 機 は 、BAS 1C (CZー8FB 0 2 ) 上 で 、 ガ な … 漢 字 の 一 字 変 換 を 行う こと が で きま す が 、 
ご の シス テム ・ ユ ー ザ 辞書 を 併用 する と 符 語 単位 で の 変換 び で きる よう に な り 、 日 本 語 の 入力 が よ 
り 簡 単に 効率 的 に 行え る よう に な り ま す 。 ま た だ 、 辞書 コー ティ リティ を 使用 すれ ば 、 シ ステ / ム 辞書 
の 内 容 の 追加 ・ 削 除 や ユー ザ 辞 書 の 作成 、 マ スタ ー デ ィ ス ク の コピ ー な ど が 行え ます 。 


1. 1 シス テム 辞書 と ユー ザ 辞 書 


シス テム 辞書 に は 、 す で に 約 4 9, 0 9 9 語 の 熟語 ガ び ぎ つ し り の 登録 し て あり ます 。 シ ステ ム 辞 書 
と 辞書 コー ティ リティ は シス テム ディ スク に 収め られ て いま す 。 ま だ 、 コ ユー ザ 辞 書 は 、 ユ ー ザ ガ ユ 
ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム を 使 つて 自由 に 作成 する オリ ジ ナ ル の 辞書 で す 。 ユ ー ザ 辞書 を 作成 する 際 
に は 、 後 で 述べ る 辞書 ユー ティ リティ を 使用 し ます 。 

ご の 2 つの 辞書 は 、 そ れ ぞ れ 次 の よう お 特長 を 持つ て いま す 。 


@ シ ステ ム 辞 書 

・BAS1C (CZ-8FB6 2 ) の 理 訓 辞書 で は 不可 能 な 、 調 語 単位 の 変換 ザ で きま す 。 

・ 日常 よく 使用 され る 圭 語 ・ 地 名 ・ 人 名 な ど ご が 約 4 9 , 9 0 0 語 も 登録 され て いま す 。 
特に 日 本 の 都 道 府 県 名 、 お よび 市 ・ 区 名 が 登録 きれ て いる の で 住所 録 の 作成 に 便利 で す 。 

・ 音 訓 辞 書 と 同様 の 学習 機能 (前 回 使用 し だ 漢字 を 覚え て お いて 、 使 用 し た 順に 優先 順位 を 付け る 
機能 ) が びあ り ま す 。 

・ り 15 第 1 水準 漢字 は も ちろ ん 、J 1 第 2 水準 漢字 も サポ ー ト し て いま す 。 

・ シ ステ ム デ ィ ス ク に 入 つ て いる 音 訓 辞 書 の 内 容 を ほとん ご ど 人 ん で いま す 。 

・ ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト で 辞書 内 容 の 変更 ・ 拡 張 が で きま す 。 


@ コ ー ザ 辞書 

・ 使 用 する 亡 が 登録 し だ 読み で 熱 語 な ど を 変換 する こと が で きま す 。 

・ 容 時 は 約 3 , 9 9 9 語 (4 9 に K バ イト ) 一 2 4.909 語 (2 4 8K バ イト ) の 範囲 内 で ユー ザ が 
自由 に 選択 で きま す 。 

・ 学 習 機能 を も つて いま す 。 


※ コ ー ザ 辞書 は 、 シ ステ ム 辞 書 に 入り きら な こなつ だ 替 語 を 登録 する 以外 に 、 用 燃 に 応じ て いろ い 
ろ な お 使い 亡 が で きま す 。 
・ 名 前 を 索引 と し て 住所 や 電話 番号 を 登録 すれ ば 住所 録 や 電話 帳 に 。 
・ 英 単語 を 索引 こし て その 意味 を 登録 すれ ば 英和 辞典 に 。 
・ そ の 他 、 専 門 用 語 集 、 蜂 語 集 な ど 。 


89 


1。 2 辞書 コー ティ リティ 
辞書 コー ティ リティ の 内 容 は 次 の と お り で す 。 


名 称 ファ イル 名 
ユー ザ 辞書 用 スペ ー ス 確保 ユー ティ リティ ユー ザ 群 書 確保 . モッ 


シス テム ユー ザ 辞書 変更 コー ティ リリ ティ 辞書 変更 . Uty 
シス テム ノコ ユーザ 辞 書 拡張 ユー ティ リティ 辞書 ペー ジ 追 加 . Uty 


シス ぬ バ ユー ザ 群 書 コ ピー ヨー リティ 寿 書 コピ ー. Uty 


それ ぞ れ 、 次 の よう な 場合 に お 使い くだ さい 。 
具体 的 な 操作 万 法 に つい て は 、「 2 基本 操作 編 」 で 説明 し ます 。 


ム 
1 
ザ 


④ シ ステ ム 辞 書 の バッ フク アッ プ を 作成 し た い 。 
” 辞書 コピ ー・Uty “ を 実行 し て くだ さい 。 
大 切な 辞書 デイ スク を 壊し て し まつ だ ら 大 変 で す 。 選 ざ 予備 の コピ ー を 取 つ て 大 切 に 保管 し て こ 
だ さい 。 
ご の コー ティ リティ で コピ ー で きる 辞書 は 音 訓 辞 書 、 シス テム 辞書 、 ユー ザ 辞 書 で す 。 


く 注 意 > 


X 1 turDO の BAS | ご ど に は 、C 〇 OPY 命 令 が あり ます が 、 辞 書 の 場合 は CO 〇 PY 命 令 で は な 
ぐ 、 秒 ず こ の ユー ティ リティ 辞書 コピ ー. Uty " を 実行 し て コピ ー を 行う よう に し て こぐ だ さ 


し )。 


② コ ユー ザ 辞 書 を 作成 し た い 。 
コー ザ 辞 書 用 に 1 枚 デ ィ ス ク を ご 用 意 く だ さい 。 
まず 、” ユー ザ 辞 書 確保 . Uty ” で ユー ザ 辞 書 の 容器 (フォ ー マ ッ ト ) を 作り ます 。 
次 に “ 辞書 変更 . Uty “ で 、 まだ 白紙 の 状態 の ユー ザ 辞 書 に 封 語 な ど を 次 々 と 書き 込ん で 行き ま 
す 。 


③ 辞 書 の 内 容 を 変更 し だ い 。 
" 辞書 変更 . Uty “ を 実行 し て て くだ さい 。 この プロ プラム を 使 つ て シス テム 辞書 や ユー ザ 辞 書 に 
追加 登録 や 削除 を 行う こと に より 、 用 途 に 合せ を オリ ジ ナ ル の 辞書 を 作成 する こと が で きま す 。 


@④ 辞 書 に 登録 する スペ ー ス が な こなつ て し まつ だ 。 
? 辞書 ペー ジ 追 加 . Uty ” を 実行 し て 、 ス ペー ス が な くべ なつ だ 部 分 に ペー ジ を 追加 しま す 。 


?0 


ム 
FN 
リ 


@⑥ 辞 書 の 変換 スピ ー ド を も つと 高速 こし たい 。 
” 辞書 コピ ー. Uty ” を 実行 し て くだ さい 。 
辞書 を プラ フィ ッ ク メ モリ 、 あ る い は 3 2 9 K バ イト 外部 メモ ! リ (別売 びー 8 BE 2 ) に コピ 
ー を する と 、 漢 守 ( 笛 語 ) の 変換 は ほとん ど 瞬 時 に 行え る よう に な り ま す 。 
だ だ し 容量 の 関係 で 、 プ ラフ ィ ッ ツク メモリ に は 音 訓 辞 書 が 最小 容 量 の ユー ザ 辞 書 ( 4 9 K に バイト) 
し ガ が コ ピー で きま せん の で 注意 し て ぐだ さい 。 


ぐ 注 意 > 


こ ご の プロ ブラ ム を 実行 する と 、 自 動 的 に ブラ フィ ッ ク RAM の バン フク 9 (MEMO) ガ プ ログ 
ラム 用 に 使用 まれ ます 。 バ ンク 0 に デー タ な ご が 入れ て ある と 実行 と 同時 に 消さ れ て し まい ま 
すず ので 注意 し て ぐだ さい 。 


2 基本 操作 編 


概要 で も 述べ だ と お り 、 シ ステ ム 辞 書 は シス テム ディ スク に 収め られ て いま す が 、 ご の まま で は 
辞書 の 拡張 性 が 、 十 分 に 発揮 で きま せん 。 そ こ ご で 、 シ ステ ム デ イィ スク が ガ がら シス テム 辞書 どけ を フ オ 
ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク に コピ ー す る 生 要 が あり ます 。 そ し て 、 ご の コピ ー し た シス テム 辞書 デ 
イィ スク” を 使用 し て くだ さい 。 (マス ター デ ィ ス ク (原本 ) の 方 は 厳重 に 保管 し て お きま し よう 。) 

シス テム 辞書 の 基本 操作 万 法 は BAS | C の 音 訓 辞 書 の 場合 と 同じ で す 。 ま だ 、 辞書 コー ティ リ 
ティ の 操作 は すべ て 対語 方 式 で 行わ れる 簡単 な お も の で す 。 な お 、 生 書 関係 の ユー ティ リティ は NN ヒビ 
WON 4 以上 の BAS | C で 動作 し ます の で 注意 し て ぐだ さい 。 

便利 な 使い 方 と し て 、BAS 1C (CZー8FB 0 2 ) と シス テム 辞書 を 1 枚 の ディ スク に 収め 
て 使用 する こと も で きま す 。 作成 方 法 は 「 4 . 辞書 を より 使い や すぐ する だ め の 応 用 例 」 の 項 を ご 
覧 くだ さい 。 


2. 1 ディ スク の 保管 ・ 管 理 


1 ) シス テム 辞書 の コビー 作成 
シス テム 辞書 の コピ ー は 、 ユ ー テ ィ リ ティ の " 辞書 コピ ー. Uty “ で 行い ます 。 


④ コ ピー 作成 用 の プラ ンク ディ スク を 用 意 し て ぐだ さい 。 

②@ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) を 行い ます 。 (フォ ー マ ッ ト 方 法 に つい て は 本 書 の "FORM 
AT&COPY. Uty の 使用 法 ” を 参照 し て ぐ ください) 

③ シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 0 に セット し て 、BAS 1 C 起 動 後 、L_F1 | を 押す と 、( 較 1 ) の よ 
うに ファ イル が 表示 され ます 。 

④ カ ー ソ ル を 下がら 2 番目 の の ファ イル / 辞書 コピ ー. Uty “の 左端 (” Bas "の"B” の 上 ) 
に 秘 動 し て [_Fs 許 押 し ます 。 
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⑤ ” 辞書 コピ ー. Uty * が 実行 され ます ( 他 の ユー ティ リティ プロ グラ ム を 実行 する と きも 、 同 じ 
よう に 行 つ て ぐだ さい 。) 
( 較 1) 


く 注 意 > 


コピ ー を 行う と き は 、 誤 動作 に よ つ て マス ター ディ スク (コピ ー さ れる 側 ) を 壊し て し まう 堆 
れ が あり ます の で 、 入 ず プ ロ テ ク トシ ー ル を 貼 つ て 行 つ て ぐだ さい 。 


コピ ビー 実行 

① コ ユー ティ リティ を 実行 する と 、 ど の 辞書 を コピ ー す る ガ を 聞い て きま す 。 
シス テム 辞書 を 選ん で 敵 | を 押し て < ださい 。 

②@ コ ピー を 開始 する か どう が 聞い てき ます 。 
ドラ イブ 1 に フォ ー マ ッ ト 済 み の プ ラン フク デ イィ スク 2HD) を セッ ト し て 、*” は い * を 選択 し ま 
す 。[ 当 | を 押す と 、 コ ピー 開始 で す ( こ の と き 、 ド ライ ブ 9 に は シス テム ディ スク が ガセ ッ ト さ れ て 


いる は ざ ず で す )。 


※ な お 、5 イン チ 、 両 面 高 密度 以外 の デバ イス を 使用 する 場合 は 、 ぢ で” いいえ を 選ん で 設定 
を 変え て ぐだ さい 。 


2 ) 辞書 ユー ティ リティ の コピ ー 作 成 

辞書 コー ティ リティ の コピ ー は シス テム ディ スク の バッツ クア ツ プ コピ ー 作 成 と 同じ 方法 CCopy 
引 ) で 行 つ て て くだ さい 。 な お 、 辞書 ユー ティ リティ は シス テム ディ スク に 収め られ て いま す の で 、 
すでに シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ コピ ー を 作成 し て いる 場合 は 、 バツ フカ アッ プ 用 と し て コ 


ピー する 邊 要 は あり ませ ん 。 


フォ オー マッ ト 済 み の デ ィ ス フク (2 HD ) を コピ ー 作 成 用 に 用 意 し て くだ さい 。 
② 本 書 " コピ ビー ユー ティ リティ ? を 参考 に コピ ー を 作成 し て て だ さい 。 


※ マ スタ ヤー ディ スク は 厳重 に 保管 し 、 通 常 は コピ ー し だ ディ スク を 使用 する よう に し て ご こ だ さ い 。 


^ 
+ 
す 
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ッ 
ム 
0 
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2. 2 シス テム 辞書 の 使い 亡 

1 ) シス テム 辞書 の 設定 

④①BAS | O (CZ 8 FB 0 2 ) を 起動 し ます 。 

@ 炊 に 日 本 語 入力 モー ド に 入り ます (詳し ぐ は 「 ユ ー ザ ズ マ ニュ アル 」 を 参照 )。 

sHiFT | 十 | ある い は [STRr ] 十 em を 押し て ぐだ さい 。 

③ [ HerP | を 押す と 、 
変換 ファー ルド の 右端 に は [mw] [SYsmm] [usRmW| が 立 ん で いま す 。 左 ら 順 に 、 音 訓 辞 書 、 シ ス 
テム 辞書 、 ユー ザ 辞 書 を 表し て いま す が 、 日 AS | C 起 動 時 は 音 副 変換 モー ド に な つて いま す 。 
? 音 訓 7 の 文字 が 赤く な つて いま す 。 

@ ド ライ ブ 0 に 入 つ て いる BAS | つの シス テム ディ スク を シス テム 辞書 ディ スク と 入れ 損 え ます 。 

⑥[Shr Ht|_F4 ] で [SYsmW] の 文字 が 赤い 色 に 変わ り ま す 。 ご これ で シス テム 辞書 が 使え る よう に 設 

定 さ れ ま し だ た 。 


2 ) 操作 方 法 
操作 万 法 は 音 訓 辞書 の 場合 と 同じ で す の で 、 詳し ぐ は 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ユア ル 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 


で は 、 ま ざ ” ガ が ぶし き が いし ゃ “ を 漢字 に 変換 し て み ま し よう 。 
1 ) で シス テム 衝 書 の 設定 が 終了 し て いる こと を 前 提 こ し て いま す 。 


④ 日 本 語 入力 モー ド で ( 較 2 ) の よう に ” お ぶし き が いし ゃ “ と 入力 し ます 。 


( 図 2) 


| 人 aJ か な し き が いし y ES 拓本 gES 半 叶 5 


② |m| を 押す と 漢字 に 変換 され て 、 テキ スト エリ ア に 直接 株 式 会 社 ” が 表示 され ます (^ かぶ 
し き が いし ゃ “で 登録 され て いる 熟語 が ゲー つ し みな いか ら で す )。 


次 に 学習 機能 こつ いて 確か め て み ま す 。 
? じき を? 磁気 に 変換 し て み ま し よう 。 

④* じき と 入力 し ます 。 

@② [ml を 押す と 、 今 度 は 変換 エリ ア に ( 國 3 ) の よう に 表示 され ます 。 


( 図 3) 
居 [ 平 全 名 ] じ き 醒 軸 時 桂 時 圭 . 昌 友 器 直 . 誠 日 到 
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③ こ こ で カー ソル キー ( 回 | 較 ) を 使 つ て 、 カ ー ソ ル を 磁気 / の 上 に 秘 動 し て [ 司 を 押し て も 
いい の で す が 、 ご の 万 法 で は 学習 機能 は 働き ませ ん 。 " 磁気 / は 左 ら 数 えて 7 つ 目 に あり ます 
がら テン キー の 7] を 押し ます 。 こ の よう に 、 テ ン キ ー を 使 つ て 選ん だ と き に 学習 機能 が 風 き ま 
す 。 

で は 、 本 当 に 学習 機能 が 働い た ガ ど う が 確 認 し て み ま し よう 。 
も う 1 度 ” 磁気 * を 変換 し て み ま し よう 。 す る と ( 図 4 ) の よう に 今度 は * 磁気 が 最初 に 並ん 
で いま 。 


( 図 4) ' 
シ 

[ 平 本 到 じき 調 還 時間 時 欄 . 時 季 次期 大 . 直 邊 径 2 

) 

ご 注意 > 


asT | 


ご の と き 、『 磁気 ” が 最初 に 並ん で いな いと いう 方 は 、 システム 辞 書 デ ィ ス ク を 取り 出し て み 
て ぐだ さい 。 プ ロ テ ク トシ ー ル が 貼 つ て あり ませ ん ガ 学習 機能 で は ディ スク を その つど 、 
書き 換え て 行く の で 、 プ ロ テ フ トシ ー ル が 貼 つ て ある と 書き 換え が で きび 機能 が 働 み な い の で 
す 。 プ ロ テ ク トシ ー ル を は が し て 、 も う 一 度 や つて みて ぐだ さい 。 


補足 

1 ) 4 文字 成句 の 変 損 

シス テム 辞書 に は 、 日 常 よ ご 使用 され る 4 文字 の 成句 (故事 成語 や 慣用 的 に 4 文字 重ね だ も の ) 
も 登録 され て いま す 。 1 

?* ゴ エ ツ ド ウシ ュ ウ / 十 eml 一  ? 暴 越 同 放 ? 

? ジ キュ ウジ ソ ク * [ml ーー  ? 自給 自足 ? 


2) JIS 第 2 水準 漢字 の 変 損 
次 の 3 種類 の 亡 法 で 探し 出す こと が で きま す 。 


音 訓 の 読み がら 探し 出す 方法 


( 例 )「 恵 」 を 探す 場合 
ロー マ 字 入力 で [|Q| 回 [| 同 回 岬 と 入力 し 、em| を 押し ます 。 
する と 、 3 番目 に 「 恵 」 ガ 表示 され ます 。 
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人 部 首 お ら 探 し 出す 記法 


( 例 ) 「 弐 」 を 探す 場合 
ロー マ 字 入力 で 「 弐 」 の 部 首 名 [[] [CI 田 田 財 [( 回 [と 入力 し 、|cw| を 押し ます 。 
する と 、 1 番 左 に 「 弐 」 ガ 表示 され ます 。 

な お 、 部 首 名 は 「 昌 AS | つ リ ファ レン スマ ニュ アル 」 付録 「A. 3. 4 第 二 水 準 漢字 


一 覧 表 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 


@ り 1 ご コー ド に よる 入力 方 法 
次 の 読み で 探し て も 見 つか ら な い 場 合 、 読み の 後ろ に 1 を 付け て 探し て て だ さい 。 


0 ダサ ウム リリ っ 」 必 の の ムリ 1 


オト キ ペ ヘン ソウ ヘイ 
に で こそ デー 
カイ | フサ カン ムリ ツチ ヘン ミル 
1 
カオ コウ デ ウ 紀 イ 
カク ザン ズ トウ ! リ ッ シ ン ベン 
ーー | ee 
カタ チ ショ ウ トリ レイ 
カッ セキ ナク ナル 
半 ゼン ブ ヒ 


2. 3 ユー ザ 辞 書 の 作成 

コー ザ 辞 書 は 、 自 由 に 文字 を 書き 込め る ノー ト に 例え る こと が で きま す 。 コ ー ザ 辞書 を 作成 する 
に は 、 ま ざ び 辞 書 コ ー テ ィ リ ティ の ” ユー ザ 辞 書 確保 。Uty ” で ンー ト を 作ら な けれ ば な り ま せん 。 
次 に 、 その ノー ト に 文字 を 書い て いこ に は ? 辞書 変更 . Uty * を 使い ます (作成 し た コー ザ 辞 書 
は 、 日 本 語 入力 モー ド で シス テム 辞書 と 同じ よう に 使用 する こと が で きま ざ )。 


1 ) ユー ザ 辞 書 ス ペー ス 確 保 

ユー ザ 辞 書 用 に 、 ブラ ンク ディ スク を 1 枚 用 意 し て こく だ さい 。 

BAS1C の "FORMAT&COPY. Uty “で ディ スク の フォ オー マツ ト を 行い ます 。 

③” ユー ザ 辞 書 確 保 . Uty “ を 実行 し ます 。( 辞書 コピ ー. Uty "実行 方 法 参 照 ) 
操作 は すべ て 対語 方式 で 行わ れ ま す 。 い ぐつ ガ が 設定 事項 が あります が 、 カ ー ソ ルキ ー と リマ ー ン 
キー を 使 つ て 選ん で い ぐ くだ け で す 。 設 定 は 炊 の よう な 順序 で 行わ れ ま す 。 


設 定 事 項 注 意 


@ 最初 は ドラ イブ 1 に 設定 され ね て いま す 。 
① ド ライ ブ No の 設定 e ディ スク タイ プ 、 索 引 の 構成 の 設定 を 変更 する と きも ^ い 
いえ "を 選ぶ <。 


@ 目 安 に な つて いる 登録 語数 は 、 登 録 の 仕 亡 に よ つ て ガ が な 
り 変 動 し ます 。 最 初 は 小さ ぐ 作 成 し て お いて 、 あ と で “ 辞 
書 ペ ー ジ 和 追加. U も モッ” に よ つ て 大 きぐ くし て い ぐ こ と が で 
きま す 。 


@ いいえ” を 選択 する と 、 上 記 の ひ 、② の 設定 を や り の 直す 
こと が で きま す 。 


ユー ザー 辞書 の 大 き さ 


③ 準 備 OK 


③ で ” はい を 選ん で 訓 | を 押す と スペ ー ス が 確保 され ます 。 ご これ で この ディ スク は コー ザ 辞 書 
と し て 使用 する こと が で きま す 。 


2 ) ユー ザ 辞 書 に 文字 を 登録 
ユー ザ 辞 書 に 漢字 を 書き 込ん で い ぐ 場 合 、 シ ステ ム 辞 書 を 使用 する と 非常 に 便利 で す 。 ド ライ ブ 


0 に シス テム 辞書 、 ドラ イブ 1 に ユー ザ 辞 書 を セツ ト し て 使用 し ます 。 


⑦” 辞書 変更 . Uty “ を 実行 し ます 。 

どの 辞書 を 変更 する お きい て きま す の で 、 ユ ー ザ 辞書 を 選び ます 。 

③ ユ ー ザ 辞書 を ドラ イブ 1 に 、 変 更に 使う 辞書 (シス テム 辞書 ) を ドラ イブ 0 に セツ ト し て 、" は 
い * を 選び ます 。 
準備 が 完了 し だ ら 索 引 | 入力 モー ド に な り ま す 。 


登録 
続い て 索引 と 文字 を 登録 し ます 。 


ご ご で は 、 例 と し て ” キヤ プ テ ン ” と いう 索引 に 7 CAPTAIN SYSTEM/ 文字 図形 
情報 ネツ トワ ー ク ” の 2 つ を 登録 し て み ま し よう 。 


②⑦ 索 引 の 入力 
設定 の 確認 が 終る と 、 索 引 入 力 モ ー ド に な り ま す 。 索引 は ひら が な で 入力 し て も カタ カナ で 僅 録 
ざれ ます ガ ら 、 平 坂 名 モー ド の まま きゃ ぷ て ん ? と 入力 し て て だ さい 。 (ロー マ 字 変換 モー ド に 
な つて いる の で 、KYA (きゃ ) PU SD TE (て ) X ん) と 入力 し て こ < ださい 。) 
( 図 5 ) の よう に な り ま す 。 
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馬鹿 エ ー は に JNIV 


戦 憶 キ ー ロ JUN 還 還 欄 


1k2 
| 


9- ッ キー 線 【 て ば 
ア す 悦 旧 較 ! 貞 
4 も 1 
メ 6 


ん 城 ! 


(10 


索引 を 入力 し た ら 避 | を 押し ます 。 


② 文 字 の 登録 
する と 、 


( 図 6 ) 


画面 下 に ( 図 6 ) の よう に 表示 され ます 。 


次 に 文字 の 登録 モー ド に 入る に は 、 [^ 夫 | ガ [Wews 


の ご どちら が を 選び ます 。 ご の 2 つの 違い に 


つい て は 後 で 説明 し ます の で 、 こ ご ここ 
ます ) 
画面 下 に は ( 図 7 ) の よう に 表示 され ます 。 


( 國 /) 


で は その まま [名 | を 押し て ご ださい 。 (つま り [は 皿 ] を 選択 し 


8 所 


放り 9ー ソ キー 放す 
Ju 1 
回 記 汗 | 


と ー 


苗 誠 生 


"CAPTAIN SYSTEM? を 


登録 する に は 


④[_F4 |] を 押し て 英 数 ・ カ ナ モ ー ド に し ます 。 


W/ 


@*CAPTAIN SYSTEM と 入力 し て 問 | を 押す と 、( 図 8 ) の よう に な り 登 録 さ れ ま 
す 。 
(8) 


所 多 ナッ 旨 す :CAPTAIN SYSTEM て 
~ (199 元 本 ) 
岬 


" 文 守 図 形 情報 シス テム ” を 登録 する に は | 


④[<W] に カー ソル が あり ます が 、 そ の まま [ 敵 | を 押し ます 。 

@② [Fs_」 を 押し て ロー マ 字 モー ド に し ます 。 

⑧③MO ( モ ) J | ( ジ ) と 入力 し て mw| を 押す と ( 図 9 ) の よう に な り ま す 。 
( 図 9 ) 


6m 
@④* 文字 を 選ん で [ 同 | を 押し ます 。 
この あと 続け て 、 
MK 周 1 1 で ケ マ ー トド mm 図形 
JOU HO U (ジョ ウホ ウ ) em 情報 
ほ 和 用 SM IT 選 MU (ステ 0 テー 錠 表 あら 
と 、 変 換 し て い ご と ( 図 1 9) の よう に な り ま す 。 
( 図 10) 
2 1 6 人 は は 且 め DZYPM ト 
。 dy 季 6 け 
貼 館 呈 1 話 衣 部 
= 
?8 


上 "ESRSNNI' 還 旧 上 


2 1 | 


変換 が 終わ つた ら 〔 避 を 押し て こ だ さ い 。 

さて 、 ご こ で 登録 され た 文字 を 見 る と 文字 図形 情報 シス テム "CAPTAIN SYSTE 
M* の 順に 並ん で いる は ず で す 。 登録 モー ド に 入る と き [< 起 ] を 選ぶ と 先頭 に 、 [Ws | を 選ぶ と 一 
番 後ろ に 登録 され る の で す 。 


3) ユー ザ 辞 書 の 使い 万 


で は 、 ご こ で いつ だ ん ユー ティ リティ を 終了 し て 、 確 が に キヤ プ テ ン * が 登録 され て いる ガ ど 
つが を 調べ て み ま し よう 。 


④ |esc| で ユー ティ リティ を 終了 し ます 。 

@BAS | 〇 の 画面 に 戻 つた ら [SHT | xrm で 日 本 語 入力 モー ド に 入り ます 。 

③ ド ライ ブ 9 に 作成 し た ユー ザ 辞 書 を セツ トレ ます 。 

@LsHeT |+ [Fs 」 で 画面 右 下 に [usmmm] が 赤い 文字 で 表示 され 、 コ ユー ザ 辞 書 モ ー ド に な り ま す 。 

キャプテン と 入力 し て [cw| を 押し ます 。(〈 ひ ら が な で * きゃ ぷ て ん ” と 入力 し て も 同様 に 変 
換 さ れ ま す ) 

@ 変 換 エ リア に 一 度 に 表示 で きる の は 1 9 文字 まで で すか ガ ら 、 最 初 に 文字 図形 情報 シス テム * だ 
けが 表示 され ます 。( 図 1 1) 


( 較 1 1) 


[片仮名 ] キ ャ ブテン 引 打 回 語 居 3 


表示 され る 順序 は 、 コ ユーザ 辞書 に 登録 きれ ね て いる 順序 と 同じ に な り ま す 。 
② 民 | を 押す と 、( 図 1 2 ) の よう に * CAPTAIN SYSTEM/ と 表示 され ます 。 


( 図 12) 


[ 条 概 衝 ] キ ャ プチ ジウ 


[ 信 | で 元 に 戻り ます 。 
ご 注意 > 


索引 を 入力 する と き 、ASO | | コー ド の 9 2 F 上 の キー と 、 セ ミ ブ グラフィック 文字 は 使え ま 
せん 。 だ と えば シャ ー プ * と 入力 する と “一 " は 、 国 の ”ー / や テン キー の 中] は 使用 で 
きま せん 。 以 ず kd の ーー を 使用 し て こく ださい 。 


ツ ッ 


2. 4 辞書 の 構成 

さて 、 ご これ まで は 操作 方 法 を 中 届 に 説明 し て きま し だ の で 、 ご こ で 辞書 の 構成 に つい て 簡単 に 触 
れ て お きま す 。 シ ステ ム 辞 書 ち ユーザ 辞書 も 、 基 本 的 に は 索引 と それ に 登録 され る 文字 と で 構成 さ 
れ て いま す 。 


索引 

・ 笑 書 に 文字 を 登録 する 場合 、 め ざ ず 索引 が 秘 要 に な り ま す が 、 索引 と し て 入力 で きる 文字 数 は 1 0 
文字 以内 で す 。 

・ 索引 に 漢字 を 使用 する こと は で きま せん 。 英 ・ 数 ・ カ ナ 文 字 で 入力 し て ください 。 

・ ム SC1 1 コード の 0 一 2F の キー と 、 セミ グラ フィ ッ ク 六 裕 ほ 入力 する こと が で きま せん 。 


登録 文字 
・ 文字 を 登録 する 場合 、 一 度 に 入力 で きる の は 1 9 文字 以内 で す 。 
・ 1 つの 索引 に つい て 、 最 大 で 4 5 9 バイ ト 〈 約 2 0 0 文字) 分 登録 で きま す 。 


だ と えば 、 シ ステ ム 辞 書 の 登録 モー ド で ” ア ” と いう 索引 を 入力 する と 、( 國 1 3 ) の よう な 画面 
に な り ま す 。 


( 図 13) 


前 区 全滅 斑 填 午 人 2 
か た ルル キー で 敵 徐 リカ ーッ 線 L て ( 吉 。 [BSC] = 長 7 
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INSLUA 


隊 党 キー ロト NAV 語末 目 


66 を 選ん で [ 避 | を 押す と 、 画面 の 上 に ( 較 1 4) の よう に 表示 され ます 。 


( 図 1 4) 


e1( 『6 和 | 


リト 
り | MM 衣 ) | jl MM iM の | *# M 問 M ! 
区 2 天 し 表 人 嘆 力 柚 頑 導 末 「 贅 環 ) 
" 尋 ) 者 】 瑞 | - 生 | 


所 


IN ャ 寂 三 | 寺 。 9 
DEM 1 
w 琴 但 洛 11 ぁ ーッ を | テア 8 さ ) CC] こ 叙 フ 
カリ ルキ で 除 9- ッ 旨 し て ( 座 (。 BSC] = 合 ] 
現在 登録 きれ て いる 索引 7 と いう の は 、 索引 ア * が 含ま れる 辞書 内 の 同じ ペー ジ に 登録 され 
て いる 索引 の こと で す 。 ご の 索引 | の 一 つ ー つ に 、( 國 1 3 ) の よう に 漢字 な ど が 登録 きれ て いる わけ 
で 8j。 


ご ご で 表示 され て いる 索引 の 一 覧 ガ 1 ペー じ 分 に な り ま す 。 だ だ し 、 シ ステ ム 辞 書 で は 名 ペー ジ 
に 少し ずつ 奈 白 を 残し て あり ます 。 そ の 奈 白 が ( 図 1 3 ) で 画面 の 上 に 表示 され て いた だ [ 台 mwwcss 
ヌ 吾 | に あ だ り ます 。 ? 


ユー ザ 辞 書 の 索引 構成 
ユー ザ 辞 書 を 作成 する 場合 、 索 引 に は カナ ・ 漢 字 ・ 数 字 の 3 種類 が あり ます が 、 そ れ ぞ れ 索 引 全 


体 に 対す る 割り 当て が 決ま つて いま す 。 通 常 は 下図 の 構成 1 の よう に 割り 当て られ て いま す 。 


(数 字 は 至 体 に 対す る 割合 で す ) 


標準 衝 成一 成 1 (の な ) ンク クック 交 
柚 成 2 ( 生 ) | 1 ンク |) 用 ジジ 1 
構成 3 (数 字 ) ググ ルク 


構成 】 (均等 ) 5 | 5 | 5 | 
UM 1 
か な 英字 数 字 
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標準 構成 で は な 文字 を 多く 使用 する よう に 設定 され て いま す が 、 用 途 に 応じ て 索引 構成 を 変更 
づる ご と が で きま ぼ ヴ 。 

例え ば 、 英 和 辞 典 を 作成 する と き な ど 索引 は 英字 に な のり ます ガ ら 構成 2 に 、 電 話 番号 を 索引 に し 
だ 辞書 を 作成 する と き は 構成 3 に ……、 と いう よう に 、 索引 構成 を 変更 する ご と が で きま す 。 ご の 
よう に 索引 構成 を 変更 する 場合 に は 、 辞書 確保 . Uty “ の 最初 の 選択 画面 で "いいえ ” を 選ん で 
ぐだ さい 。 

ご れ は 、 ド ライ ブ NO. 、 ディ スク タイ プ の 変更 の 後 、 索 引 構成 の 選択 画面 に お なり ます 。 だ だ し 、 
コー ザ 辞 書 に 文字 を 登録 し は じ め て ガ ら 信 中 で 、 索 引 構 成 を 変更 する ご と は で きま せん 。 


3 拡張 操作 編 


3. 1 シス テム 辞書 の 変更 


虹 本 的 な 使い 方 は お 分 おり いた だ けた こと と 思わ れ ま す 。 3 拡張 操作 編 で は 、 シ ステ ム 辞 書 、 
ユー ザ 辞 書 を 本 格 的 に 活用 し て いこ 上 で 秒 要 な 、 い ぐつ が の 操作 を 紹介 し て いき ます 。 

辞書 の 内 容 こ いう も の は 、 使 う 人 に よ つ て 秘 要 な も の 不要 な も の が 異な り ま す 。 人 名 ・ 地 名 な ど 
は め 要 な も の が 登録 きれ て いな いこ と が よく あり ます 。 そ うう いう と き 簡 単 な 操 作 で 、 シ ステ ム 辞 
書 に 登録 さき ね て いる 約 4 9, 9 9 9 語 の うち 、 不 要 な も の を 削除 し た り 秘 要 な も の を 登録 し た り …… 
と いう こと が で きる よう に な つて いま す 。 

多 の よう な 手順 で 行 つ て て だ さい 。 


①? 辞書 変更 . Uty * を 実行 し ます 。 

@ 変 更 する 辞書 … シ ステ ム 辞 書 に 設定 し ます 。 

③ シ ステ ム 辞 書 デ イス フク を ドラ イブ 1 に セツ ト し ます 。 
設定 終わ る と 、 すぐ に 索引 入力 モー ド に 入り ます 。 


変更 

シス テム 辞書 を 変更 する 場合 、 索 引 | の 入力 や 文字 の 登録 の 仕方 な ご は ユー ザ 辞 書 に 登録 する 旋法 
と まつ だ ぐ 同 じ で す 。 (2. 3 の (2 ) の 登録 を 参照 し て ぐだ さい 。) 

すでに 登録 きれ て いる 文字 を 削除 する 場合 は 、 炊 の よう に 行 つ て ぐだ さい 。 


だ と えば 、 索引 に "ソレ ン “ と 入力 し て [時 | を 押し ます 。 現在 登録 され ね て いる の は 、? ソ連 
ソビエト 之 邦 ” “ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 ” で す 。( 図 15) 


画面 右上 の 追加 登録 で きる 文字 数 は 4 9 に な つて いま す 。 
④① カ ー ソ ルキ ー で [を 選択 し て [ 還 | を 押す と 、 画面 下 に ( 図 1 6) の よう に 表示 され ます 。 
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( 図 15) 


9 事 | 


穫 晶 れい 02493 喘 回 腸 衣 082VMME4b 
人 Er ト 前 お 人 生 


| 2 清 央 借 束 記 妥 
トル ャ 議 サ ッ ト WLCORA 7 
( 図 16) 
上 肛 人 上 | 
リー て 誠 サ ー キ LCA [RG = 


②@ に 一 原 | を 選択 し ます 。 (| 人 m 際 ] を 選ぶ と 、 ご の 索引 に 登録 きれ て いる 文字 が すべ て 削除 され て 


し まい ます 。) 
③ ( 図 1 7 ) の よう な 画面 に な り ま すか が ら 、 後 は 削除 し だ い 文 字 の 上 に カー ソル を 秘 動 し て r 訓 を 


押し て ぐだ さい 。 (削除 終了 を 選ぶ と 、(〈 國 1 5 ) の 画面 に 戻り ます ) 


( 図 1 7 ) 
半 れ CU4V5 人 
人 


六 7E エ hi 


旨 ま 9 「 
人 リッ キ UCGey RESG8T 
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ご の と き 、 だ と えば “ ソ連” を 削除 すれ ば 、 先 ほど の 追加 登録 で きる 文字 数 は 4 2 に 増え ます 。 
容量 の 関係 で 、 辞 書 に 登録 で きる 文字 数 に は 限度 が あり ます が 、 こ の よう に 必要 な い 文 字 を 削除 し 
て 、 そ の が わり に 秘 要 な 文字 を 追加 登録 する こと も で きま す 。 マ スタ ー デ イィ スク は 大 切 に 保管 し て 、 
コピ ー レ だ ディ スク を 使い や すい よう に 書き 換え て いつ て こく だ さい 。 


3. 2 辞書 の 追加 登録 応用 例 


1 つの 索引 に 対し て 登録 で きる 文字 数 は 、“ 追加 登録 で きる 文字 数 ” と し て 画面 右上 に 表示 され 
て いま す 。 そ の 文 守 数 を 越え て さら に 登録 し た を いと き は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


④ 辞 書 の 一 部 を ずら し 、 他 の ペー ジ の 奈 白 を 登録 し た い 索 引 に も つて ご る 。 

②④ を 行 つ て も 、 も う 辞 書 を ずら す ス ペー ス が な くべ な つて し まつ だ と き に は 、 辞書 ペー ジ 追 加 . 
Uty " で 辞書 の 容量 を 拡大 する 。 
④@②@ の 方 法 に つい て 具体 的 に 説明 し ます 。 


(1) 辞書 の 一 部 を ずら し て 空白 を つく る 
ご れ は 、 辞書 変更 . Uty ” の 持つ 機能 で 自動 的 に 行わ れ ま す 。 


① 表 示さ れ て いる 文字 数 を 越え て も な お 追加 し よう と する と 、( 國 1 8 ) の よう な 画面 に な り ま す 。 
( 図 1 8) 


②⑤ ご ここ で “はい を 選ぶ 、 辞 書 を ずら すず 作業 に 入り 、 そ の 間 * し ば ら ぐ お 待ち くだ さい ” と 表示 さ 
れ ま す 。 

③ 他 の ペー ジ に 奈 白 が あれ ば 、 そ れ を も つて き て 追加 する 場所 を つこ ぐり ます 。( 國 1 9 ) は この 作業 
が 終了 し だ 後 の 画面 で す が 、 先ほど の ( 國 1 8) で は 追加 登録 で きる 文字 数 ” ガー 1 6 だ つ だ 
の に 対し 、 終 ず 後 は 1 1 2 に な つて いま す 。 ご の よう に ある 1 つの ペー ジ で 追加 で きなこ な つ だ 
と き は 、 他 の ペー ジ で 奈 白 の ある と ころ ガ ら 持つ て ぐる よう に 働き ます 。 
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理 強 キー ロ ト Ju 還 語 請 


唱 翌 キー ロト NAV 時 議 


( 図 19) 


時 EE 
WE 肖 骨 


に 生 。 率 中 AU 泊 選 4 
ヵ カー- 枯 放り 人 3 生 BS(l = 人 了 


⑨④ し が し 、 何 度 お この 作業 を 行 つ て 追加 レ し て いこ うち に 、 も うど の ペー ジ に も 書き 込む スペ ー ス が 
な ぐ な つて し まう こと が あり ます 。 そ うい うと き に は ( 國 2 9 ) の よう に 表示 され ます 。 


( 図 2 0〉 


li 宙 4 議 細 詩 か 


師 0- 準 選 -777( で 人 - 活 LC( 誠 


また 、 1 つの 索引 に 登録 で きる の は 4 5 9 バイ ト 〈 約 2 0 0 文字 まで で す が 、 そ れ 以 上 登録 し 
よう と する と ( 較 2 1 ) の よう に 表示 され 、 変 更 処理 の 選択 画面 に 戻り ます 。 
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( 國 2 1) 


昌 
あ 
6 
9 が: 
% 
% 


2) 辞書 に ペー ジ を 追加 する 
⑦ で 辞書 内 に も う 奈 白 が びな く な つて し まつ だ と き に は 、 辞書 その も の の 容量 を 拡張 する こと が で 
きま す 。 ご これ は 、 追 加登 録 で き な ぐ な つ だ 索引 に 対し て ペー ジ を 追加 する 機能 で 、 辞書 ペー ジ 追 
加 . Uty “ を 使用 し ます 。 
・ ご の ユー ティ リティ を 実行 する と 、 指 定 し だ 索引 こ 対 し て は 1 度 に 8 ペー ジ が 追加 され ます ( 師 
加 し だ 後 で ペー ジ の 削除 は で きま せん )。 
・ ユー ザ 辞 書 も 6 ペー ジ ず つ 追 加 し て いき ます の で 、 ス ペー ス 確 保 の と き に 容量 を 最小 の 4 0 に に 
設定 し て も 、 こ の ユー ティ リティ で 少し ずつ 拡大 し て いこ こと が で きま す 。 


ペー ジ の 追加 は 以下 の 手順 で 行 つ て こく だ さい 。 


⑦ “ 辞書 ペー ジ 追 加 . Uty * を 実行 し ます 。 
ペー ジ 追 加 を 行う 辞書 を 設定 し ます 。 
き ③ 辞 書 を セツ ト に する ドラ イブ は ドラ イブ 1 に 設定 され ね て いま す の で 、 よ けれ ば “はい を 選び ます 。 


bi と 
@ デバイス 


@ ドラ イブ の 
の デイ スタ タイ アジ 


設定 


ペー ジ 追 加 を 行う 索引 入力 


⑨③ が 終了 する と 、( 図 2 2 ) の よう な お 確認 を 行い ます 。 
⑤“ は い ” を 選ぶ と 、 ペ ー ジ 追加 を 開始 し ます 。 
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Po た | 


シ 
ス 
全 
】 

上 
書 


os 2) 


湯 衣 0 人 憎 、 ペ - 滑 放 人 い 対 。 
押 「 ツル テム 前 
(2 :5(0r3 17 FDU 
AN0。 : ド 217 1] 
ルル / : 遼 且 肛 2HD) 
向 | 「7 
ペ - 少 胡 柄 ほか? 
いい 


か 7 ル - で 瑞 除 79- ッ キー を 提 【(( 誠 。 [BS] = 全 7 


さて 、『 辞書 の 一 部 を ずら す “ と が“ ペー ジ を 追加 する ” と が 、 少 々 分 が お り に ぐい 点 も あつ だ ご 
と と 思い ます の で 、 図 で 説明 し ます 。 


図 A 図 
1 ペー ジ 2 ペー ジ 3 ペー ジ 


ア アセ カケ | ア アシ グ 
リプ 2 アイ アス 9 分 
アウ 6 ウ アセ 

ham | 
アリ 沈 2 アサ 

ミ 証 還 | _ 。 。 、 | 敵 宰 
2 ラク 奈 白 ーー 
全 
索引 


だ と えば 、 図 A の よう に 1 ペー ジ 目 に ぎ つ し り の 登録 が し て あつ て 、 さ ら に この 中 の 索引 に 対し て 
追加 を 行う こと する と 、 他 の ペー ジ ガ ら 奈 白 を 探し て くる こと に な り ま す 。 ご こ ご こ で 登録 スペ ー ス を 作 
成す る と 図 B の よう に な り ま す 。 ご この と き 、 図 A の 1 ペー ジ 目 に は 、 索引 ? ア ” ガ ら “ ア スズ ス “" まで 
入 て い だ の が 、 スペ ー ス を 入れ だ だ め に “アタ “と “アス ガ 2 ペー ジ 目 に ずら ざれ て いま す 。 

ご の よう に 、 決 め ら れ だ 辞書 の 容量 内 で 登録 スペ ー ス を 作成 し て い ぐ の が 、 先 ほど 説明 し た だ (1 ) 
の 機能 で す 。 

図 C 2 4 6K バ イト (最大 ) 


4 0K 


ユー ザー 重 書 ( 最 ] り 


ーー 万 、 ペ ー ジ の 追加 を 行う こい うこ と は 、 辞書 その も の の 容量 を 大 きく し て いこ こと で す 。 コ ユー 
ザ 辞 書 の 場合 、 最 小 の 4 9 K バ イト で 作成 し は じ め て も 、8 ペー ジ ざ つ 大 きく し て いこ こと が で き 
ます 。 


4 辞書 を より 使い や すく する た め の 応 用 例 


BAS1C (CZ-ー8FB 0 2 ) 起動 時 に は 
7 ウイ T ワ 9 
・ 坪 書 一 音 副 辞書 
の よう に 設定 され ね て いま す 。 し が ガ が し 、 次 に 示す 例 の よう な 使い 方 も で きま す 。 


(1 ) 2 つの 辞書 を 使用 する 場合 
だ こえ ば 、 シ ステ ム 辞 書 と ユー ザ 辞 書 の 両方 を 使用 する 場合 、 通常 は ディ スク を 交 拠 し な が ら 使 
いま す が 、 次 の よう な お 使い 方 も で きま す 。 


① ド ライ ブ 0 に シス テム 辞書 を 、 ド ライ ブ 1 に ユー ザ 辞 書 を それ ぞ れ セツ トレ し て 、 デバ イス は ドラ 
イブ に セツ ト さ れ て いる も の と し ます 。 

シス テム 辞書 を 使用 する と き は 、 そ の まま [SHiT ] 十 [-F4 ] を 押し ます 。 

③ ユ ー ザ 辞書 を 使用 する 場合 は 、 い つ だ ん 日 本 語 入力 モー ド を 抜け 出し 、 


DEVICE* 1 :/ 回 


を 実行 し て が ら 、 再 び 日 本 語 入力 モー ド に 入り 、[SHiT ] 十 [Fs_] を 押し ます 。 
③ そ の 後 、 再 び シ ステ ム 辞 書 を 使用 する 場合 は 、 


DEVICE/6:* 回 


を 実行 し て ガ ら 、 シ ステ ム 辞 書 を アフ セス し ます 。 
以上 の よう に すれ ば 、 2 つの 辞書 を それ ぞ れ ドラ イブ に 入れ だ まま 使用 する こと が で きま す 。 


(2 ) シス テム ディ スク の Start up. Bas * を 書き 換え る 1 
通常 、BAS | 〇 を 起動 する と 辞書 は 音 訓 辞 書 に 設定 され ます が 、 こ れ を 別 の 辞書 に 設定 し な お 
すご こと が で きま す 。 以下 に その 説明 を し ます 。 


[シス テム 辞書 に 設定 する 場合 ] 

ご この 場合 、BAS 1C(CZー8FB9 2)、? Start up. Bas / 、” Stgart up data. Sub 
(シス テム ディ スク の 中 に 納め られ て いま す )、 シ ステ ム 辞 書 の 4 つ を 、 同じ フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク 
内 に 収め て お こく 秘 要 が あり ます 。 
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更 惨 キ ー ロ JI 


⑦④ フ ォ ー マ ッ ト 済 み の ブ プラ ンク デイスク を 用 意 し ます 。 こ ご の ディ スク に 次 の 順 双 で コピ ー し て ぐだ 


さい 。 
0D 1SK SYSOGEN. Uty “(シス テム ディ スク に 納め られ て いる ユー ディ リティ で す ) 


を 実行 し て 、X 1 turbo_ BAS IO (OCZー8FB 0 2 ) を コピ ー し ます 。 
③COPY 命 令 で Stgart up. Bas " 、 お よび Stagart up data. SuD " を コピ ー し ます 。 
@ 一 番 最 後に "辞書 コピ ー. Uty "で 、 シ ステ ム 辞 書 を コピ ー し ます 。 


④~@④ の 作業 で 新しい シス テム ディ スク を 作成 し ます 。 次 に ” Start up. Bas "を 、 以 下 の 
よう に 書き 換え ます 。 
図 A 


319 KEY9,CHR$(SHFF,8HF8,8HFF):「 [CTRL]+[XFER],Function8, [CTRL]+[XFER] 


噂 剖 キー ロト JA | 関 


319 KEY9,CHR$(&HFF,8HF9,8HFF):「【CTRL]+[XFER],Function9, [CTRL]+[XFER] 


上 の よう に 書き 換え る と 、 シス テム 辞書 を アフ セス する よう に な り ま す 。 


注 : この 作成 し た ディ スク へ これ 以上 ファ イル を 追加 (GAVE お よび コピ ー) し な いで ぐだ さい 。 


[ユー ザ 辞 書 に 設定 する 場合 ] 
シス テム 辞書 に 設定 する 場合 / の の ーー④ の 作業 と 同様 に 、BASG1C(CZー8FB0 2)、 
ヶ Gtgrt up. Bas ′ 、" Start up data. Sub ” 、 ユ ー ザ 辞書 の 4 つ を 、 同じ フロ ッ ピ ー デ イィ 


スク 内 に 収め て お くめ 要 が あり ます 。 
次 に Start up. Bagas "の 3 1 0 行 を 、 以 下 の よ うに 書き 換え ます 。 


図 選 


319 KEY9,CHR$(8HFF,8HF8,8HFF):"[CTRL]+[XFER],Function8, [CTRL]+[XFER] 


316 KEY8,CHR$(&HFF,8&HFR,8HFF):" [CTRL]+[XFER],Function18, [CTRL]+[XFER] 


上 の よう に 変更 する と 、 コ ユー ザ 辞 書 を アフ セス する よう に な り ま す 。 


注 : この 作成 し を ディ スク へ これ 以上 ファ イル を 追加 (GAVE お よび コピ ー) し な いで ぐだ さい 。 
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(3 ) シス テム ディ スク の ? Stgart up. Bas / を 書き 換え る 2 

最小 容量 (4 9 K) の ユー ザ 辞 書 と 音 訓 辞 書 は 、 1 枚 の ディ スク に 納め る こと が で きま す 。 ご の 
ディ スク を ドラ イブ 1 に 、 シス テム 辞書 デイ スク を ドラ イブ 9 に セツ ト し て 使用 する 場合 、? 
Stgart up. Bas ”" を 、 次 の よう に 書き 換え て こぐ だ さい 。 


図 C 


269 KEY19, "DEUICE"+CHR$(&HZ2)+"1:"+CHR$(8HD,8HFF,&HFR) 
ーー ーー ーー ニー ニー ニー だ 4 


249 KEY 8, "CHR$(" 
259 KEY 9,"PRLET " 
269 KEY19, "CONT"+CHR$(13) 


Z48 KEY 8,"DEVICE"+CHR$(8H22)+"1: "+CHR$(8HD,&HFF,8HF8) 
259 KEY 9,"DEUICE"+CHR$(&H22)+"9: "+CHR$(8HD,8HFF,&HF9) 


書き 換え る こと に よ つ て 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 設定 は 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


SHIFT | 十 


F3 


SHIFT | 十 


F4 


SHIFT | 十 


F5 


… デ バイ ス は ドラ イブ 1 。 日 本 語 入力 モ ー ド に 入 つ て 音 訓 辞 書 を アフ セス する 。 
… デ バイ ス は ドラ イブ 6 。 日 本 語 入 カ モー ド に 入っ つて シス テム 辞書 を アフ セス 


する 。 


ナス ば いじ ラ \ 記 和夫 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入 つ て ユー ザ 辞 書 を アフ セス す 


る や 。 


以上 の 例 を 参考 に 、 よ り 使い や すい 方 法 で ご 活用 こ だ さ い 。 
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1 
フ 
2 
] 
ャ 


" 。 還 議 


ンー ニー デメ い プレ ピー ネツ テ ー 環 


メッ セー ジ 


原因 ・ 対 処 


ディ スン フク 装置 の 準備 が で き て いま せん 


ディ スン 装置 の 電源 が は いつ て いな い 
@ 接続 ケー ブル が は ずれ て いる 
@ ディス ク ガ セツ ト され て いな い 


ディ スク を 読み 書き で きま せん 


* デ ィ ス フタ イプ が 設定 と 異な る 
* デ ィ ス フ ガ こわ れ て いる 
* ディス フ が フォーマット され て いな い 


すでに シス テム (ユー ザー) 末 書 が 登録 
され て いま す 
| 


@ 削 除 し て よけれ ば “は い " 


シス テム (ユーザー) 辞書 が 書き 込み 禁 
止 状態 に な つて いる の で 削除 で きま せ 


全日 浪 員 | CO の SE1 コ マン ド ば で ラス チム (ユー ザー) 
笑 書 が 書き 込み 禁止 状態 に な つて いる 


NEWON 9 一 3 以外 で 、BAS 1C 
を 再起 動 し て くだ さい 


e NEWON 4 以上 の BAS | ご で な いと 使用 で き な い 


ドラ イブ 1 の ディ スク が 書き 込み 禁止 
状態 に な つて いま す 


二 イマ に ビラ イト プロ テト が お か つて いる 


ト - 


| 
e 辞書 を AS | C の COPY 症 令 で 、 転 送 め コピ ー を 


| ティ スク の デー タ が 苦 れ て いま す 


さこ 二 - ーー ボボ ニー ※ \ 

本 EMB 行 な つ だ 時 な ど に 発生 する エラ ー。 辞書 コピ ー コ ユー テ 
イリ ティ で コピ ー レ な お し て ぐだ さい 。 

NN | 

ディ スク の 容量 足り ませ ん 。 スペ ー ス 確保 に 必要 な 連続 領 坊 が な い 


@ ディス ク の FAT「 が 壊れ て いる 


ドラ イプ 1 の ディ スク に は 、 該当 する 
ファ イル (OF ディ レク トリ ) が あり の ま 
せん 


@ カレ ント ディ レク トリ と 異な る ディ スク を 使用 し て い 
る 際 、 さ し お ガ え だ ディ スク 辞書 が な ぐ な つて いる 


エラ ー( バ 番号) が 発生 し まし だ 


e エラ ー コ ー ド (番号 ) の エラ ー が お こつ だ 
紀 為 品 | 〇 リフ ァ レ シス マニ ュ ア ル の エエ ラー メッ セー 
ジ 一 覧 表 参 照 


111 


ズ ツ セー ジ 


作業 用 ファ イル (シス テム 変換 . や お ) 
が すでに 存在 し て いま す 。 


原因 ・ 対 処 


に ファ イル 名 を 変更 し 、 辞 書 の 内 容 を ディ スク に 書き 
込む こい うこ と を 繰り 返し て いき ます が 、 そ の 作業 用 
ファ イル が 何ら が の 理由 で 、 ペ ー ジ 追加 する 辞書 ディ 
スク 上 に 既 す る だ め に 発生 し た エラ ー。 辞書 に 異状 が 
な けれ ば 、 作 業 用 フラ イル を 消去 する こと に よっ て ペ 
ー ジ 追加 が 可能 と な り ま す 。 


ーー 


ディ スク の デー タ が 破壊 され だ 恐れ が 
あり ます 。 


@ ご の エエ ラー メッセ ー ジ ガ が 表示 され だ 時 は 、 残 意 で す が 、 
も う 1 度 マス ター の 辞書 から コ ピー を 取り 直し て こく だ 
さい 。 


ee ディス ク に 、 ペ ー ジ を 追加 する ヨ チ が な いま だ は デ 


@ 辞書 の 追加 を 行なう と き に 、 い つ だ ん 作業 用 ファ イル 


YY イス フク に 適当 な お 追加 場所 が な いこ き に 発生 し ます 。 
e アス キー コー ド で & 昌 2F 以 下 、 及び セミ プラ フィ ッ 
索引 ガ 不適 当 で す 。 ク 文 字 は 索引 に は 使用 で きま せん 。 漢 字 も 使用 で きま 


シス テム 辞書 が 壊れ て いま す 。 


せん 。 

@ ご じ 〇 PY 症 令 で 辞書 の 転送 や コピ ー を 行 な つ だ 場合 、 
ディ スク 上 の あき 領域 に こび と びに 記録 きれ る こと が 
あり ます 。 ご の 場合 は 、 “辞書 コピ ー. ty” で コピ 
ー し な お し て ぐだ さい 。 ま た だ 、 別 の 理由 で 辞書 が 壊れ 
だ 時 に も この メッ セージ が 表示 され ます の で コピ ー レ 
な お あし て ぐだ さい 。 
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陽 器 キー ロ JI 


FM 音源 ミユ ー ジ ッ ク フツー ル Visual Instrument Plaver (以下 V | P と び ます 。) は FM 
音源 の 機能 を 最大 限 に 活 ガ し 、 ガ つつ 簡単 に 楽曲 を 演奏 する こと が で きる ツー ル で す 。 


1。 1 特長 
ト 
= FM 音源 ミユ ー ジ ッ ク ツ ー ル の シス テム ディ スク に は 、 炊 の ファ イル が 収め られ て いま す 。 
赤 Bin* "の :VTP 。Sys" デム ブログ ラム 
源 Bin* "の : NEWTONE 。Sys" 
時 Bin* "の :EDTSONG .Sys" Mk 
| Bin* "96:PLAYTONE ・Sys" 
に の Bin* "の :LTNKERN Sys " 
る Bin* "9 :CHOTCED VOICE .VTD" 
| Bin* "の : PLUCKED a&VTPD" 
ル Bin* "9 の:SUSTATN 3WDD 
Bin* "の :WIND INSTRU  .VTD" 
Bin* "9:PERCUSSTON 2WRD" 
Bin* "の :SYNTH&EFFECT .VTD" 
Bin* "9:GYMNOPEDIES  .VMD" 
Bin* "9:GYMNOPEDIES  .VTD" 
Bin* "の:TNVTSTVLE T  .VMD" 
Bin* "の :TNVISIVLE T  .VTD" 
Bin* "の:OTEMOYAN .VMD" 
Bin* "9 :OTEMOYAN .VTD" 
Bin* "の :SONAT LSN 。VMD" 
Bin* "の :SONAT LSN 作り UM 
Bin* "の :SONAT VARI .VMD" 
Bin* "9 :SONAT VARTI saWDDP ー 迄 名 デー 
Bin* "9 : SONATINE .VMD" 3 
Bin* "09:SONATINE 。VDD* VMD 一 演奏 デー タフ ァイル 
Bin* "の :WINE & ROSE  .VMD" 
Bin* "の :WINE & ROSE  .VTD" 


FM 音源 ミユ ー ジ ッ フ ツー ル は 、 次 の 4 つの プロ ブラ ム ガ ら 構成 され て いま す 。 


(DINEWTGINE ( 三 ヨ ー ト ンジ リーザ サウ ンド 正 デ ィ タ ヤ 
FM 音源 の 音色 デー タ を 作成 する プロ プラム で す 。 
・2 0 0 種類 も の 豊富 な 音色 デー タ ガ 用 意 さ れ て お り 、 そ の 中 ガ ら 自由 に 選択 し た り 、 こ れ ら を 
も と に 新しい 音色 を 作成 し と りす る こと が で きま す 。 
・ 分 お り 易 い エ ディ ッ ト 画 面 で 、 効 率 的 に 音色 パラ メー タ の エディ イツ ト が で きま す 。 
・ サ ウン ド エ デ ィ タ 内 で モニ タ 演 奏 が で きま す 。 
・ 作 成 し だ 音色 デー タ を フロ ッ ピ ー デ イィ ス フク に 保存 する こと が で きま す 。 


(に Z0 世 D1S29 人 MG (エジソン )ー ミユ ュー ジッ クエ ディ マタ 
楽譜 を 入力 し 、 演 奏 デ ー タ を 作成 する プロ ブラ ム で す 。 
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・ 最大 8 パー ト の 演奏 が で きま す 。 

・ メ ロディ , コー ド , ベー ス , リズ ム か ら な お る 4 部 演奏 が で きま す 。 

・ 楽譜 入力 に は 、 ア イコ ン と カー ソル キー に よ つ て 音符 を 画面 の 五 線 上 に 書き 込み ます 。 
・ 作 成 し だ 演奏 デー ツタ を フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス フク に 保存 する こと が で きま す 。 

・ 楽譜 を プリ ンタ に 印刷 する こと が で きま す 。 


(3 ) PLAY 邊 ONE~( プ ラ ト シ リー ジル 7 セー 
演奏 デー タ を 演奏 する だ め の プ ロブ ラム で す 。 
・ 画面 に 表示 され て いる 絵 が 、 演 奏 に 合わ せ て 動き ます 。 
・/ 曲 の デモ 曲 が 用 意 さ れ むれ て お り 、 こ れ ら を 演奏 し て 楽し お こと が で きま す 。 


(4) LINKERN (リン カー ン )ーBAS 1C リ ンカ ー 
ミコ ユー ジッ クエ ディ タ で 作成 し な 演奏 デー タ を 、 自 分 で 作 つ を BAS | C プ ロブ ラム で 利用 する 
ご と が で きま す 。 


1 . 2 ご 使用 に な る 前 に 
人 @ マ スタ ー デ ィ ス フ の バッ フ ア ッ プ の 作成 

"FM 音源 ミュ ユー ジッ クツ ー ル " を いつ まで も ご 使用 い を だ こく だめ 、 あ ら か が じ め FM 音 源 ミ ュー 
ジッ クツ ー ル の ディ スク を コピ ー し て お き 、 コ ピー し だ 方 の ディ スク を 使用 され る こと を お すす め 
し ます 。 元 の ディ スク は 、 安 全 な 場所 に 大 切 に 保管 し て お いて ぐだ さ い 。 

パ バックアップ の 方 法 は 、 「 第 1 曹 ディ スク ユー ティ リティ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ デ ー ツ 用 ディ スク の 作成 

実際 に エディ ツ ト を 行う 前 に 、 作 成 し だ 曲 の デー タ や 音色 の デー タ を 保存 する デー タデ ィ ス ク を 
作成 し て お きま し よう 。 デ ー タ 用 の ディ ス フ (2 HD ) を 1 枚 用 意 し 、 「 第 1 章 ディ スク ユー ティ 
リティ 」 を 参照 し て フォ ー マ ツ ト し て こく だ さい 。 


1. 3 VIP の 起動 と 終了 
FM 音源 ミュ ユー ジッ フツ ー ル の シス テム ディ スク を ディ スク ドラ イブ 9 に セッ ト し 、 コン ピュ ー 
本 体 の 電源 スイ ツチ を ON に する と プロ プラ ム が ガス ター ト し 、 次 の よう な メイ ン メ ニュ ユー 画面 に 


な り ま す 。 な お 、 起 動 デ ィ ス フタ イプ スイ ツチ は 2 HD に し て 起動 し て て だ さい (2HD モ ー ド )。 
まだ 、 本 ツー ル は 標準 モー ド (2 9 9 ライ ン ) で は 使用 で きま せん 。 
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F 
に 
J 
ピ 
0 
ク 
了 


に 
ーー の 


エー こざ < ツー ロ // 靖 吐 琴 


ルッ ング 


MMNIIHIIINIgIIIMIIIMHNX ロ m 
aarcneri 


カー ソル キー < [ 谷 | 回 ) で 利用 し だ を い プ ロブ ラム に 合わ せ 、 [ 遇 | を 押す こと に よっ つて 、 そ の プ 
ログ ブラ ム が 実行 で きま す 。 

4 つの プロ ブラ ム は それ ぞ れ 個別 に 利用 する こと が で きま す 。 曲 を 作る 作業 の 流れ は 次 の よう に 
な り ま す 。 


NEWTONE で 演奏 に 使用 する 音色 デー を 準備 する 


/ 本 
_EDISONG で 演奏 デー タ を 作成 する 


ここ 


_PLAYTONE で 演奏 する | LINKERN で 演奏 デー タ を BASIC で 
使用 で きる よう に 変換 する 
各 ア プロ プラ ム が か がら メイ ン メ ニュ ー へ 戻る と き は 各 プ ロ プ ラム の メニ ュー 画面 で し 1 必 居 2 2 


を 押す と マグ N> や と 表示 が 出 ま す の で 、[Y| を 押し て こく ださい 。 
まだ V | 避 を 終了 し 、 ディ スク BAS | C や 他 の ディ スク を 立ち 上 げ る に は 、 メ イン メニ ユー の 
と き に ディ スク を 入れ 換え て ガ ら 、 [STR ] 十 IQ| を 押し て こ < ださい 。 


PL OOT イノ /N ウ ピ 


と 聞い て きま し だ ら 、[Y| を 押し て ぐだ さい 。 


る / 


1. 4 台 セ フク ショ ン の 構成 
各 セ フシ ョ ン は 次 の よう な モー ド を 持つ て いま す 。 詳し い 説明 は 各 セ フシ ョ ン の 説明 の 項 を 参 
し て ぐだ さい 。 


アプ アァ イ ラー 


ドー ジョ 内 


の 2 人 NE ウッ イ タ 
0720 ツ の 


っ or ( 償 2 


22020352 セ っ 
ロディ イ ・ 天 ネツ ト 
コー リド SE no 


ViP 


ペーー2AEEE 856 小 


リズ ム ・ エ ディ ッ ト 
メジ ャ ー 
プレ イ 


ハー ドコ ピー 
る 3 ファ イラ ー 
シン グル プレ イ ーー 
と s3 ファ イラ ー 
ジュ ー ク ボッ クス ーー 
プレ イ 
ファ イラ ー 
リン タク 


1. 5 デモ 曲 を 演奏 し て み ま し よう 


シス テム ディ スク に 収め られ て いる デモ 曲 (7 曲 あ り ま す ) を プレ イヤ ー (PLAYTONE) 
で 演奏 し て み ま し よう 。 


④ メ イン メニ ュ ユー 画面 で PLAYTONE を 選択 し て て だ さい 。 プ レイ ヤ ゼー 画面 が 表示 され だ ら 、 

し FE | (5ー 也 LAY) を 押し 、 シラ の リル プレ イモ ー ド ビビ に まず 。 

Frz_](F 1LER) で ファ イラ ー を 選択 し を 後 、L_Fs_ ](LOAD) を 選択 し て ロー ドモ ー ド 
に 入り ます 。 


116 


w\NYcz ツ ー ロ 7/ 敵 唄 て 


ーー 
ご ー 


カー ソル キー (0 貞 ) で “" ら GYMNOP 選 D 「 選 SVMD * に 合わ せ 、 加 を 押し て ぐだ さい 。 
演奏 デー タダ が ロー ド さ れ ま す 。 

③④ 演奏 デー タ が ガロ ー ド され だ ら 、 EX | 征 ) を 押し て プレ イヤ ー 画 面 に 戻し て こぐ だ さい 。 

@L[_F3_](PLAY) を 押す と 演奏 が 始ま り ま す 。 な お 、 途中 で 演奏 を 止め る 場合 は スペ ー ス キー 
を 押し て ぐだ さい 。 

⑥L_F1 (EX| 千 ) を 2 回 押し 、 つ づい て [Y| キー を 押す と 、 メ イン メニ ュ ユー 画面 に も どり ます 。 


2 ウッド エディ イタ CNPWEONE 


NEWTONE は 、 音 色 を 形成 し て いる いろ いろ な 要素 を 設定 する こと に よ つ て 音色 を 作る エ デ 
イタ で す 。 あ ら が か が じ め 用 意 さ れ て いる 音色 デー タ に を 加え だ り 、 ま だ は 全 パ ラメ ー タ を 設定 し て 
まつ だ ぐ 新 し い 音 色 を 作 つ だ り で きま す 。 


F 
AM 
1 画面 で すべ て を エディ ッ ト す る ご と が で き 、 ま だ エディ イット 中 の モータ 演奏 も 可能 で 、 効 果 的 
ャ な 音色 作り が 楽し め る よう に な つて いま す 。 も ちろ ん 、 で き 上 が つつ だ 音色 デー タ は ディ スク に セー 
タ プ し て 保存 する こと が で きま す 。 
! サウ ンド エディ タ の プロ グ ブラム の 構成 と 機能 よ 、 次 の よう に な つて いま す 。 
FILER に e 
POLYET ーー aa sm 語 | 
(ファ イラ ー) 音色 デー タフ ァイル の ロー ド 、 セ ー プ 、 削 除 
TONE LIST …… 音色 メモ リ に セッ ト さ れ て いる 音色 デー タ 名 
(トー ン リ スト ) (トー ン ネ ー ム ) を リス ト ア ッ プ する 。 
NEWTONE 
KT …… 音色 デー タフ ァイル 間 の デー タ 転 送 を する 。 
(ピッ クア ッ プ ) 


TONE EDIT  … エディ ッ ト 画 面 で 音色 デー タ を 作成 する 。 
(トー ン エ ディ ッ ト ) 演奏 デー タ を 演奏 する 。 


2. 1 FM 音源 と は 


FM 音源 を 用 いれ ば 、 さ こま ざ まな お 音 を 作り 出す こと が で きま す が 、 音色 を 作る に は 音 の さま ざま 
な 要素 を 細 ガ ご 設定 する 秒 要 が ある の で 、 は じ め て の 人 に は な が ガ な お ガ が 難しく 感じ られ る で し よう 。 

NEWTONE を 使い こなす だ め に は 、 ま ず FM 音 源 の し こみ に つい て の 知識 が 秘 要 で す 。 詳 し 
ぐ は 「2.4 音色 パラ メー タ の 説明 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ オ ベレー マ 


FM 音源 の 基本 は 、 オ ペレ ー タ と 加 ば れる 音 の 発振 器 で す 。 本 機 の FM 音源 に は この オペ レー タマ 
が 4 個 あ り 、1 一 4 の 番号 が 付け られ て いま す 。 


生 


@ ア ル ゴ リ ズム 

FM 音源 で は 4 個 の オペ レー タ を 組み 合わ せ て さま ざま お 音色 を 作り ます 。 こ れ ら を ご どの よう に 
組み 合わ せる ガ を アル ゴリ ズム と いい ます 。 アルゴリズム は 68 種類 用 意 ご され て お り 、 オ ペレ ー タ 1 
ー 4 は その 使わ れ 記 に より 役割 り ガ 異な り ま す 。 

下 の 例 を 見 て てく だ さい 。 一般 に アル ゴリ ズム 表 の 最 下 段 に 位置 する オペ レー タ は キヤ リア と 呼ば 
れ 、 2 段 目 以 上 の オペ レー タ は モジ ユ ュ レ ー タ と 呼ば われ ます 。 キ ヤリ ア は 音量 を 二 敬 た ロー ル す る 役 
目 を 持ち お 、 モ ジ ユ レ ー タ は 音色 を コン トロ ー ル する 役目 を 持ち ます 。 モジ ユ レ ー タ の 中 で キヤ リア 
の すぐ 上 に ある も の は 、 キ ヤリ ア に 対し て 特性 を 写 え る も の で 、 モ ジュ ユ レ ー タ の 上 に 重なる も の は 、 
さら に その すぐ 下 の モ ジコ ユ レ ー タ の 働き に より 発生 する 音色 に 影響 を 写 え 、 よ り 微 妙 な 音色 を 設定 
する も の で す 。 オ ペレ ー タ に 設定 する 値 は 同じ で も 、 アル ゴリ ズム が 異な お れ ね ば で き 上 が つ だ 音色 の 
性 質 ガ が な り 違 つて きま す 。 


例 アル ゴリ ズム 5 


F 
源 
91 

上 
シ 
ッ 
和 
ツ 

1 


ーー 
トコ 


る エン ベロ ー プ 

だ と えば ピア ン の 鍵 朋 を 1 つ ポ ー ン と だ だ い だ と ころ を 想像 し て て だ さい 。 ご の と き ぎ 発 生 す る 音 
は 、 鍵 盤 を だ だ い だ 上 肝 間 (この 時 を キー オン と いい ます ) すぐ に 音 が 立ち 上 が ザ り 、 だ だ ち に 音量 が 
最大 に な つて 、 それ がら な め ら が ガ に 減衰 し て いき ます 。 そ れ と と も に 音色 も わざ ず ガ に 変化 し ます 。 
この 音量 と 音色 の 出力 レベ ル の 変化 を 、 時 間 を 横 軸 と し て プラ フ に する と 下 の 図 の よう な も の に な 
り ま す 。 ご この 音量 、 お よび 音色 の 時 間 的 変化 の 波形 の こと を エン ベロ ー プ と いい ます 。 


< 出力 レベ ル > MA 


< 時 間 > 
Lee キー オフ 


FM 音源 で は 、 4 個 の パラ メー タ が 1 つ ず つ エ ン ベ ロ ー プ ジェ エネ レー タイ を 装備 し て お り 、5 つの 
パラ メー タ の 設定 で エン ベロ ー プ を 作る よう に な つて いま す 。 
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ミー< ヾ < ツー ロ ル 多 咽 燈 凍 


人 @ 発 振 周 波数 

FM 音源 は 、 4 つの オペ レー タ が 同時 に 周波 数 を 発振 し て 音 を 出し ます 。 そ の だ め 、 そ れ ぞ れ の 
オペ レー タ に つい て 発振 周波 数 を 設定 する 和 め 要 が あり ます が 、 ご の と き キ ー オ ン し た も と の 音 と の 
周 渡 数 の 比率 で 発振 周波 数 を 表し ます 。 


( 例 ) 元 の 音 が 4 4 9HZ の 場合 
オペ レー タダ 1 三 1.00 っ 449Hz 
オペ レー タダ 2 三 2.00 一 869Hz 
1 
周波 数 比 


以上 が 、FM 音 源 に よる 音 作り の 重要 お ポイ ント で す 。 音色 パラメータ の 役割 り を 理解 し 、 理 想 
音色 作り に 挑戦 し て こく ださい 。 
2. 2 プロ グラ ム の 起動 


メイ ン メ ニュ ユー で NEWTONE を 起動 する と 次 の よう な 画面 が 現れ ます 。 フ ァ ン フシ ョ ン キ ー 
を 用 いて NEWTONE の メニ ュ ユー を 選択 し ます 。 エディ イツ トモ ー ド に 入 つ だ 場合 は 、 こ の 画面 で 
音色 デー タダ の 設定 が びす べ て 行え る よう に な つて いま す 。 


INE Ni 


ト ( 3) 


キュ 
ES 
ュー ロー お 


④ マ スタ ー プ ロッ ク 
エディ ッ ツ ト す る トー ン の 番号 、 ト ー ン ネー ム を 設定 ・ 変 更 し ます 。 
まだ 、 アル ゴリ ズム の 種類 と フィ ー ド バッ ク 値 と KEY TRANSPOSE の 設定 を 行い ます 。 
アル ゴリ ズム は パタ ー ン が 図示 され る よう に な つて いま す 。 
フィ ー ド バッ ク 値 は 数 値 と 棒 プ ラフ で 表示 され ます 。 


| 半 記 。 


②LFO( Low Freaency Oscillator : 低 周波 発振 器 ) プ ブロッ フ 
LF 〇 の 各 パ ラメ ー タ の 設定 を し ます 。 
LFO 〇 の 波形 が 図示 され ます 。 
パラ メー タ の 値 は 数 値 と 棒 ブ ラフ で 表示 され ます 。 


③ オ ペレ ー タ プロ ッ ク 
オペ レー タ 1 一 4 の それ ぞ れ に つい て 、 音 色 パ ラメ ー タ の 設定 を 行い ます 。 
エン ベロ ー プ は 折れ 線 ブ ラフ で 表示 され ます 。 
パラ メー タ の 値 は 数 値 と 棒 ブ ラフ で 表示 され ます 。 


オペ レー タ ON OFF 
首 オ ペレ ー タ の ON プ OFF の 状態 が 表示 され ます 。 
LFO の 効果 の 〇 NOFF の 状態 が 表示 され ます 。 
まだ た 、 エン ベロ ー プ の TIME SCALE の 値 も 表示 され ます 。 


ファ ン フ ション キー 
NEWTONE の メニ ユー を 選択 し ます 。 芋 キー に は 次 の よう お 機能 が 対応 し て お り 、 昔 モー ド 
へ 惣 る こと が で きま す 。 
訂 は 暫 球 こし 9 欄 1 SE りり PP 信太) 
し E 世 所 四 明 EE ビリ 1 「(「OE 所 ! 


村上 ま 1 し に 81 (TE た 1812 


2. 3 音色 デー タ の 作成 


FM 音源 ミュ ユー ジッ クツ ー ル の シス テム ディ スク に は 、 2 0 0 種類 の 音色 デー タ が 収め られ て お 
り 、 こ ご これ ら を その まま 利用 する こと も で きま すし 、 音 色 パ ラメ ー タ を 変更 し て 新しい 音色 デー タ を 
作成 する こと も で きま す 。 ミ ユー ジッ フエ ディ タビ ED 1SONG で 演奏 に 利用 で きる 音色 は 、 1 曲 
に つい て 4 0 種類 な の で 、NEWTONE で は 4 9 個 の 音色 デー タ を 1 フラ イル と し て 扱い ます 。 
これ を 音色 デー タフ ァイル と び ます 。 ご の 音色 デー タフ ァイル の 音色 デー タ を 一 つ ず つづ 取り出し 


て エディ ッ ト を 行い ます 。 
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F 

M 
音 
間 
ジ 
ツ 
4 
必 


wa 
ご ー 


作業 の 手順 


トー ン リ スト モー ド 
(音色 メモ リ に セッ ト さ れ て いる 音色 デー 
タ を 確認 する 。) 


ウイ ラー モ セード ピッ クア ッ プ モー ド 
(ディ スク か ら 音 色 デ ー タ ファ イル を (使用 する 音色 デー タ を いく つか の 音色 デー 
ロー ド す る 。) タフ ァイル か ら ピ ッ ク ア ッ プ し 音色 メモ リ に 
セッ ト す る 。) 


エディ ッ ト モ ー ド 
(音色 デー タ を エディ ッ ト す る 。) 


の 9 タチ っ な 2 ド EXIT 


(音色 デー タフ ァイル を セ 
ー プ する 。) 


あー グッ ク グ 画 ィ タ 


か RT ター 

ご の モー ド で は 、 以下 の 3 つの 作業 を 行う こと が で きま す 。 

・ フ ロッ ピー ディス フク に 収め られ て いる 音色 デー タフ ァイル を ロー ド し 、 音 色 メ モリ に セッ ツ ト す 
る 。 

・ 音色 メモ リ に ある 4 0 個 の 音色 デー タ を 、 フ ァイル と し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ す る 。 
・ 秒 要 の な ぐ な つ だ 音色 デー タフ ァイル を 削除 する 。 


6 絡 MW 6D 還 選 め メニ ユー で し 形 16F | し 選民 ) を 地 択 する と ファ イラ ー モ ー ビ に 入り 、 ディ 
スク に 収め られ て いる 音色 デー タフ ァイル (拡張 が . VTD) を 表示 し ます 。 

ここ で [Fe_」 DR 1 VEC[smr ]+[ ]) を 押す と 、 デ ー タ を ロー ド ま だ は セー プ す る ドラ イ 
プ の 番号 を 変更 する こと が で きま す 。 


ファ ンク ショ ン キ ー に は 、 以下 の 機能 が 対応 し て いま す 。 


に la 居 決 ファ イラ ー モ ー ド を 終 ず する 。 

に ほ ド NX 次 ペー ジ の ファ イル 名 を 表示 する 。 

貼 68E ILOADB 音色 デー タフ アイ ル を ロー ド す る 。 
E4 ]: SAVE 音色 デー タフ ァイル を セー ブ プ す る 。 

に 間 に 症 導 則 | 関 音色 デー タフ ァイル を 削除 する 。 
ki も LV 思 ドラ イブ 番号 を 変更 する 。 


ーーーー FILER Free 135 clusters 54K butes 
Driue M 
CHOICED MOICE. MTD 
MNOPEDIES . VMTD 
INVISIMLE T 
OTEMOY 


SHSTRIN 、 VI 
SYNTHREFFECT . 
MIND INSTRU . 
MINE 8 ROSE . VTD 


F 
上 
ュ 
ピス 

ツ 
4 
ン 


ニー 
ご ー 


音色 デー タフ ァイル の LOAD, SAVE, K 1 し し の 手順 は 、 次 の と お り で す 。 
ここ で は LO 〇 OAD の 場合 を 説明 し ます 。 ら SAVE, K | し し も これ と 同様 に 行 つ て こ だ さ い 。 


④ に gs_](LOAD) を 押す と L 〇 AD モー ド に 入り ます 。 画面 に は 指定 し た ディ スク に 収め られ 


て いる 音色 デー タフ ァイル 名 が 表示 され ます 。 
②@ キ ー ボ ー ド ガ ら 直接 ファ イル 名 を 入力 する が か 、 ま だ は カー ソル キー ( [ 合 | 民 | ) を 使 つ て ファ イ 
ル 名 を 選び 、 [| を 押し て こ だ さ い 。 フ ァイル が だ こさ ん あつ て 1 画面 表示 し きれ な い 場 合 は 、 


Free 135 clusters 549K butes 


| sr . 還 較 旨 間 細 間 較 Driue M 
CHQICED MOICE. UTD 19/15"86 12: 
GYMNOPEDIES . VIH 1/15'86 12: 
INMISIMLE T UTD 1M/15"86 12: 
DTEMOYRN . UMTD 2K 1MM15"86 12: 明 
PERCLSSION . MTD 2K 1M/15"86 12: 吊 
PLLCKEH . MTD 2K 1M15"86 12: 角 
SUNRT LSN 、UVTD 2K 1M15"86 12: 盟 
SONRT MRRI . MID 2K 1MM15"86 12: 晴 
SUNRTINE .。UTD 2K 1M/15"86 12: 員 
SLSTHIN . UMTD 2K 1M/15"86 12: 明 
SYNIHREFFECT . MVTD 2K 1M15'86 12: 盟 
MIND INSTRU . MTD 2K 115"86 12: 唄 
MINE & ROSE . MTD : 5'86 12: 
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L_Fz ](NEXT) を 押す と 表示 され ます 。 
③ デ ィ ス ク ガ アク セス され LO 〇 AD が 終了 し た だ ら 、 (EX|T) を 押し て ぐだ さい 。 
NEWTONE 起 動 時 の 画面 に 戻り ます 。 


(2 ま トー ツリ スト モー ド 
音色 メモ リ に セツ ッ ト され て いる 音色 デー タフ ァイル (音色 デー タ 4 0 種類 ) を 、 画面 に 表示 し 、 
音色 デー タ 名 (トー ン ネ ー ム ) の 確認 を 行う こと が で きま す 。 


⑦LEs ](「. LST) を 押す と 、 次 の よう に 音色 デー タ の トー ン ネ ー ム が ガ 表 示さ れ ま す (トー ン 
ネー ム の 左側 の 数 字 を トー ン ナ ン バ と 呼び ます )。 


**** TUNE LIST **ww 
File name = CHOICED MOICE 


: Oboe 1 
: Clarinet 1 
・ Saxophone1 
: Trumpet 

: Horn 1 
: Brass 1 
・ Harmonica1 
: Sun Lead 1 
: Sun Lead 2 
: Sun Brass1 


F 
に 
度 
ジ 

ッ 
の 


ニー 
ご ー 


9 
め : 
ら 
4: 
S: し 
bi 
6 
8: M 
d: 
上 : 
1: 
の 3 
3 
4: 


: SD Rimshot 
・ Tom_-Tom 1 
: SnareDrum1 
・ Bass Drum1 


@ 音 色 デ ー タ の 確認 が 終 つ たら [Pf_](EX | 征 ) を 押し て 、NEWTONE 起 動 時 の 画面 へ 戻し 
て ぐだ さい 。 


※ 音 色 を モニ タマ (視聴 ) する 場合 、 エ ディ ツ ト モ ー ド の 「 キ ー ボ ー ド に よる モニ タ 演 奏 」 を 利用 
し て ぐだ さい 。 


トー ン ネ ー ム 一 覧 表 
シス テム ディ スク に あら か ガ じ め 用 意 さ れ て いる 2 0 0 音色 の トー ン ネ ー ム は 、 漁 の と お り で す 。 
起動 時 の 状態 で は 、CHO1CED VO1CES が ガメ モリ に セツ ト さ れ て いま す 。 その後 他 の 
音色 デー タフ ァイル を ロー ド す る と 、 デ ー タ が 入れ 換わり ます 。 


29 


CHOICED VOICES 
| 21 | Oboe Syn Bass 


| 22 | Clarinet 


E Organ 
14 | E Organ 
1S | Viohn 


Strings 


Strings 


F Voice Syn Lead 


Clavinet 


ミーSNY ツ ー ロ // 冶 員 そく で 上 識 


Clavinet 


Celesta 

H Tonk Pno 14 | Celesta 

二 | 1S | Cembalo 
Cembalo 
A Guitar 
18 | A Guitar 
19 Tour 
12st Guit 


M Voice 
F Chorus 


Chorus 


Chorus 


Vocoder 


WIND INSTRUMENTS (WIND INSTRU) 


Horn 31 | Harmonica 


32 | Harmonica 


Mute Horn 33 | Ocarina 


1 | Piccolo Basson 


Basson Horn 


4 | Flute 12 


13 4 Saxophone 


3 | ID5e 


Flute 
Oboe 


sl 


Oboe 
- Horn 


3 14 | Saxophone Trombone Recorder 


1 | 15 | Saxophone 


Picc Trp 


Trombone Recorder 
Mute Trb 


Tuba 


Pan Flute 


Trumpet Bagpipe 


ミー こさ < ツー ロ // 史 川 と ャ | 間 還 末 | 
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Clarinet 


Trumpet 


Brass 


Sambawhstl 


Clarinet 


Flugelhorn 


Brass 


Shakuhachi 


Bass Cla 


PERCUSSION 


Snare Drum 


Mute Trp 


Bongo 


Brass 


Shou 


31 | Guiro 


Snare Drum 


Conga 


Antiq Cymb | 


32 


XXylophone 


SD Rimshot 


Timbales 


SD Brush 


Cuica 


Glocken 


34 


Steel Drum 33 | Marimba 


Bass Drum 


Triangle 


Vib 


35 


Maracas 
ーー 


Shaker 


Bass Drum 


16 | Tambourine 


Vib 


36 


Hand Clap 


Tom-Tom 


17 


Sleigh Bell 


Claves 37 | H-H Close 


we ee | コ の | の | 8 よ | の O 1 1 ピ 


Tom-Tom 


18 


eg Bell 


38 


H-H Open 


Timpani 


19 


Cow Bell 


Mokugyo 


28 | Wood Block 
ーー 一 


39 | Ride Cymb 


Timpani 


2 | 20 


Hand Bells 


Syn Clavi 


Castanet 


EP & Strings 


40 


Gong 


Wave 


Syn Lead 


Syn Lead 


Syn Clavi 


Bird 


Laser Gun 


3 | 13 | Syn B 
9 | Sym Bams 


Bird 


Syn Lead 
Syn Lead 


14 


Syn Bass 


Insect 


Syn Bass 


Syn Lead 


Syn Lead 


Syn Bass 


Foot Step 


Game SE 


Telephone 


Game SE 


Alarm 


Syn Brass 


Syn Brass 


Bell 錠 Flute 


Ambulance 


Picnic 


Mandara 


Patrol Car 


Bell 尽 Brass 


Storm 


Asphalt 


Sine Wave 


注意 
な お 次 の 音色 を 鳴ら す と き は 、 そ れ ぞ れ 指 定 さ れ だ 音域 で 使用 する よう に し て ぐだ さい 。 


PERCUSSION 


| 本 トコ ーー 
| 1 | snareDrum 1 F2 付 近 C ュ ーC4 の 間 
Snare Drum 2 ド Tambourine 電 ら 肌 細 


H:F3 L:A2 付 近 
A3 一 C4 の 間 
C3 一 C4 の 間 
C2ーC3 の 間 


SD Rimshot 
SD Brush 


Sleigh Bell 
Agogo Bell 


長い 音 の 場合 一 L 
短い 音 の 場合 一 H 


Claves 


F2 一 F3 の 間 
F2 一 F3 の 間 
H:F3 L:A2 付 近 
H:E3 L:G2 付 近 
H:F3 L:A3 付 近 


Castanet 


F 
M 
音 
に 
に 
昌 
っ 
ッ 
多 
区 


デー 


WIND INSTRUMENTS 


| 38 | Sambawhstl C3 一 C4 の 間 


※ 表 中 の 記号 は 音程 を 表し て いま す 。 
NII 区 (| F. "0 


NE 


\ 
科 電 E27CTSSS1 / 


音程 の 直後 の 数 値 は オオ フタ ー ブ を 表し ます 。C 3 が 中央 の ド に あたり ます 。 
まだ 、 日 , L は 音程 の 高低 を 示し て お り 、H= 高 い 亡 し = 低い 方 を 意味 し ます 。 


(SUN ウン 虹 二 に 

V | P で は 、 一 度 に 扱え る 音色 デー タ の 数 は 4 9 と 決ま つて いま す 。 ピ ッ ツク アッ ツ プ モー ド で は 現 
仁 音 色 メ モリ 内 に 設定 され て いる 音色 デー タ に 他 の 音色 デー タフ ァイル 内 の 音色 デー を 転送 する 
ご と に より 別 の 音色 デー タフ ァイル を 作る こと が で きま す 。 


④[_F4 1!(P. UP) を 押し ます 。 画 面相 側 に は 現在 音色 メモ リ 内 に 設定 され て いる トー ン ネ ー ム 


の 一 覧 が 、 右 側 ご は ディ スク 内 の 音色 デー タフ ァイル 名 が 表示 され ます 。 
ドラ イブ 番号 を 変更 する 場合 に は 、L_Fe_](DR | VE) を 押し て こぐ だ さい 。 
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**** PILK |P **** Iriue M 
File name = CHOICED UOICE Pe ci に 締 


: Oboe 1 CHOICED MOICE 
・Clarinet 1 GYNNOPEDIES 
・ Saxophone1 INMISIMLE T 
Trumpet 1 UTEMOYRN 
Horn 1 PERCLUSSION 
Brass 1 PLUCKED 

Ha rmonica1 

Sun Lead 1 

Sun Lead 2 

Sun Brass1 SUSTRIN 

Sun Bass 1 SYNTHEEFFECT 
Bird 1 MIND INSTRU 
Hlarm MINE & ROSE 
Ride Cumb 

HH Open 

H-H Close 

・ SD Rimshot 

Tom-Tom 

・ Snarehrum1 

・ Bass Drum1 


Fo 
+ 
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1 23: 
1 24: 
1. の : 
1 26: 
1 ジグ が 
1 28: 
1 29: 
1 3: 
1 31: 
2: 
1 39: 
1 34: 
1 35: 
1 36: 
| 酸 7 
1 38: 
1 39: 
1 物 : 


F 
AM 
音 
旨 
86 
ジ 
ツ 
ク 
ツ 


@ デ ィ ス ク フ ガ らし 〇 AD する 音色 デー タフ ァイル 名 を 、 キー ボー ドガ ら 入 力 す る か 、 カー ソル キー 
( 較 較 ) で ファ イル 名 を 選択 し 症 | を 押し て こく だ さい 。 

ディス ク ガ ら 音色 デ ー タ ファ イル が し 〇 AD され 、 画面 右側 の 表示 は し 〇 AD され だ 音色 デー マ 
ファ イル の トー ン ネ ー ム の 一 覧 に 変わ り ます 。 

@ 取 り 出 し だ い 音 色 デ ー タ の 番号 を 入力 する お 、 カ ー ソ ルキ ー 〈 国 較 団 回 ) で に トーン ネー 
ム を 選択 し 、 市 | を 押し て くだ さい 。 画面 左側 の 転送 先 の トー ン ネ ー ム の 一 覧 へ カー ソル が 物 動 
レ ま す 。 

⑥④ で 選択 し だ 音色 デー タ を 転送 する 位置 を ④ と 同じ よう に 音色 デー タ の 番号 まだ は カー ソル キ 
ー で 選択 する と 、 音 色 デ ー タ ガ 転 送 こ され て ④ の 状態 に 戻り ます 。 

@ 転 送 が 終了 し た ら [Ft_]CE X | 征 ) を 押し て こく だ さい 。 す る と 画面 は の の 状態 に 戻り ます 。 
別 の 音色 デー タフ ァイル ガ ら 音色 デー ツタ を し 〇 AD する と き は 、②-ー⑨⑤ の 操作 を 繰り 返し て こ だ 


に 
ニー 


さい 。 

②⑦ ピ ッ ク ア ッ プ モー ド を 終了 する に は ④ の 状態 で [Ft _](EX | 征 ) を 押し ます 。NEWTONE 
起動 時 の 画面 に 戻り ます 。 

注意 


音色 ファ イル を 作成 する 際 、! リ ズム セク ショ ン で 使用 する 音色 (を と えば シン バル 、 ド ラム な どの) 
は トー ン ナ ン バ 3 4 一 4 9 に セッ ト し て こく ださい 。 ご れ 以 外 の トー ン ナ ン バ に 設定 する と 、 ミ ュー 
ジッ クエ ディ タ ED 1SONG の リズ ム エ デ ィ ツ トモ ー ド で 入力 で きなこ な り ま す 。 


(4 ) エディ ツ ッ ト モー ド 

LFs_ ](EDIT) を 押す と エディ ツ ト モ ー ド に 入り ます 。 こ の モー ド で は 音色 パラ メー タ の 仁 
を 変更 する こと に よ つ て 、 新 し い 音 色 を 作る こと が で きま す 。 最初 カー ソル は マス ター ブロ ッ ク の 
TONE NO. の 上 に あり ます 。 

まず トー ン ナ ン バ を 選択 し 、 そ れ ガ ら 音 色 パ ラメ ー タ を エディ ッ ツ ト し ます 。 


1〆 


トー ン ナ ン バ の 指定 
1 一 4 9 の 音色 デー タ の 中 お ら 、 エ ディ ツ ト す る 音色 デー タ を 呼び 出し ます 。 

トー ン ナ ン パ バ の 指定 の 方 法 は 、 炊 の 2 つの 万 法 が あり ます 。 

④ テ ン キ ー の 上 | と | で トー ン ナ ン バ の 値 を 変え ます 。 で 値 は 大 きく な り 、 二 | で は 値 が 小 
さく ぐ な り ま す 。 値 が 決ま つ だ ら [ 司 | まだ は [| を 押し ます 。 [和合 が 押さ れる と 値 が 決定 され カー 
ソル は 、 炊 の パラ メー タ へ 進み ます 。 

@ 数 値 キ ー で 直接 値 を 入力 し 半 | まだ は 較 | を 押し ます 。[ 向 が 押さ れる と 値 が 決定 され カー ソル 
は 災 の パラ メー タ へ 進み ます 。 

トー ン ネ ー ム の 設定 
キー ボー ドガ ら ト ー ン ネー ム (音色 名 ) を 入力 し ます 。 
入力 後 、[ 証 | まだ は 較 | を 押し て くだ さい 。 な お 、 入 力 文字 数 は 1 文字 以内 で 、 漢 字 は 使用 で き 
ませ ん 。 

パラ メー タ の 選択 

どの パラ メー マタ を エディ ッ ツ ト す る が を 、 カ ー ソ ルキ ー (| 向 回 民 回 ) で 選択 し ます 。 
選択 きれ て いる パラ メー タ 名 は 画面 の 右 最 下段 表示 され ます 。 


パラ メー タ 値 の 設定 
パラ メー タ 値 の 設定 の 万 法 は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 
な お 、 台 パラ メー タ 値 の 設定 範囲 は 「 音 色 パ ラメ ー タ の 説明 」 を 参照 し て こ だ さ い 。 
④ テ ン キ ー の は | と 思 | で 値 を 変え ます 。 は | で 値 は 大 きこ な り 、 過 | で 値 は 小さ こ な り ます 。 値 
が 決ま つ だ ら 周 | ま だ は [区 | を 押し ます 。 ] が 押さ れる と 値 が 決定 され カー ソル は 、 次 の パラ 
メー タ へ 進み ます 。 
@ 数 値 キー で 直接 値 を 入力 し [ 乙 | まだ は 較 ] を 押し ます 。 [ 加 が 押さ れる と 値 が 決定 され カー ソル 
は 次 の パラ メー タ へ 進み ます 。 


オペ レー タダ の ON OFF の 設定 
エディ ッ ト 中 は 難 オペ レー タ を 〇 OFF に する こと が で きま す の で 、 ご れ を 利用 レ し て オペ レー タ ご 
と に 音 を 確認 する こと が 可能 で す 。ON ノ OFF の 切り 替え は 、 次 の キー 操作 で 行い ます 。 


[smT] 十 [ 和 ………| オペ レー タマ 1 の ON ノ OFF の 切り 損 え (初期 設定 は ON) 
sniFT | 十 21 ……… オペ レー タ 2 の ON ノ OFF の 切り 換え (初期 設定 は ON) 
siFT | 十 [8| ……… オペ レー タマ 3 の ON ン OFF の 切り 損 え (初期 設定 は ON) 
[LsHer ] 十 [4| ………… オペ レー タマ 4 の ON グ OFF の 切り 換え (初期 設定 は ON) 
< 注意 > 


テン キー の 田 [| は 使え ませ ん 。 メ イン キー の [4] を 使用 し て くだ さい 。 
まだ 、 ト ー ン ネー ム の 設定 中 も ち も 、 オ ペレ ー タ の ON ンプ OFF は で きま せん 。 


LFO の ON プ OFF の 指定 
erRr ] 十 | を 押す こと に よっ つて 、 LFO 効 果 の ON プ OFF を 切り 換え る こと が で きま す 。 


Time Scale (エン ベロ ー プ の グラ フ の 横 軸 王 時 間 ) の 設定 

エン ベロ ー ブ の Time Scale は 初期 状態 で 2 に な つて いま す 。 [Gr ] 十 | を 押す こと Time 
ご CgIG に カー ソル が 物 動 し 、 設定 を 変更 する こと が で きま すず ざ 。 設定 範囲 は 9. 5 1 6 で す 。 値 が 
上 が る ほど エン ベロ ー プ の ブラ フ は 長い 征 ime Scale で 科 示 され ます 。 128 
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Tirme Scale の 設定 方 法 は 次 の 2 つの 方 法 が あります 。 
6④ 回 と 回 で 値 を 上 下さ せ に 避 を 押し て ご だ さい 。 設定 値 は 下図 の よう に 変化 し ます 。 


y 0.5 ド 中 1 トド > の ド ぅ イェ っ 8 ド >16 に | 


@ 数 値 キー で 直接 上 図 の いずれ ガ の 値 を 入力 し 、 〔 選 を 押し て < だ さい 。 
『 
< 注 意 〉 
オペ レー タ の ON ン OFF、LFO 〇 の ON ノ OFF は 音色 デー タ の 1 部 で は な ご 、 音 作り を 容易 
に する だ め エ ディ ッ ト 中 に 使用 する も の で す 。 音色 デー タ と し て 不要 な オペ レー タ が ある 場合 に は 、 
OUTPUT LEVEL を 0 に する お オペ レー タ を OFF に し て ご だ さい 。 


キー ボー ド に よる モニ タ 演 奏 

キー ボー ド は 下図 の よう に 鍵盤 が 対応 し て いま す 。 作成 し だ 音色 まだ は あら が じ め 準 備 を れ て い 
る 2 0 0 音色 を 確認 する を め に 、 エディ ッ ツ ト 中 に リア ル タ イ ム モ ニタ 演奏 を し て み ま し よう 。 キ ー 
を 押す と 画面 最 下 段 に その 音程 が 表示 され ます 。C 3 が 中 央 の に で す 。 


F 
M 
音 
軸 
E】 
昌 
レス 
1 
ク 
的 


ーー 
デー 


因 o ェ ー|3| 
O ェ ー| | 


な お 、 音 域 は 下図 の よう に |Q| ・ 3 東 ! * の / 個 の キー で 設定 で き 
ます 。 し だ が つて 8 オク ター ブ 内 の ご どの 高 さ で モニ タ 演 奏 を する か ガ 、 キ ー を 押し て 選択 し て くだ さ 
い 。 


【@ 回 還 IU 


エディ ツ ト モ ー ド 内 で の PLAY 

ミコ ユー ジッ クエ ディ タ EDISONG で 作 つ だ た 曲 (演奏 デー タ ) に NEWTONE で 作成 し だ 音色 まだ は 

あら が じ め 用 意 さ れ て いる 2 0 0 音色 を 設定 し 演奏 する こと が で きま す 。 

⑦ EDISONG ま だ は PLAYTON の FILER で 、 作 成 し た 演奏 デー タ を ロー ド し 、NEWTONE 
に 移り ます 。 
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② [54 ] (P. UP) を 押し て ピッ クア ツ プ モー ド に 入り の 音色 メモ リ に セツ ト さ れ て いる 音色 デ 
ー タ ファ イル の 中 で 、 実 際 に 演奏 に 使用 し て いる 音色 の ある と ころ に 、 演 奏し だ い 音 色 を 転送 
し ます 。 

③ NEWTONE 起 動画 面 で [_F5_ 1](EDIT) を 押し て エエ デット モー ド に 物 り 、[_F_」(PLAY) 
を 押す と 、 画 面 最 下段 に 


Melody Chord | [Bass| [Rhvthm| [ Al 


と 表示 され ます 。 カ ー ソ ルキ ー (中 ピ ) で 選択 し 、p 敵 | を 押す と 、 4 パー ト 中 の その パー ト だ 
け を 設定 し だ 音色 で 演奏 レ ま す 。 訓 | の み を 押す と 全 パ ー ト (AII) を 演奏 し ます 。 途中 で 演奏 
を 止め る 場合 は |ssc| ひみ また は スペ ー ス キー を 押し て ぐだ さい 。 

2. 4 音色 パラ メー タ の 説明 


(1) ALGORITHM (アル ゴリ ズム ) 

4 つの オペ レー タ を どの よう に 組み 合わ むせ る お ガ を アル ゴリ ズム と いい ます 。 ご の アル ゴリ ズム は 
6 つ あ り 、 そ れ ぞ れ に 特徴 を 持つ て いま す 。 音 作り を する と き は まず 8 種類 の アル ゴリ ズム の 中 か 
ら 最 も 適当 な アル ゴリ ズム を 選択 し ます 。 アルゴ リズ ム の 型 と 性 質 は 、 次 の よう に な つて いま す 。 


アル ゴリ ズム 1 


ほ ナ [3] 
Ea 


アル ゴリ ズム ジ 
品 貴 


上 
キヤ リア は オペ レー タオ だ け で 、 あ と の オペ レー ダ は すべ て モ 


アル ゴリ ズム 3 ジュ ユ レー タダ な の で 、 微 妙 な 音色 の 設定 が 可能 で す 。 ピ アノ ン 、 工 
レク トリ ッ ク ギ ター、 バ イオ リン 、 木 管楽器 な どの ソロ 演奏 に 
L2 適し て いま す 。 
四 箇 
14 | 


アル ゴリ ズム 4 


遇 1 
還 語 
可 
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アル ゴリ ズム ら 5 


3 ml キヤ リア が の つつ あ る だ め オ ペ ベレー タ 間 の 音程 の ずれ を 利用 し た 
スト リン グ ス や エレ フト リッ フ ピ アノ の よう に 金属 音 の まじ つ 
| 層 | だ 音 を 作る の に 適し て いま す 。 
アル ゴリ ズム 6 


本 1 ] 


4] | 手 


アル ゴリ ズム フ 
キャ ヤリ ア が うつ 以上 ある の で 周波 数 比 の 設定 (FREO RATIO 
本 と DETUNE の 設定 ) を 利用 し て コー ラス の よう な 効果 を 出す ご 
と が で きま す 。 アル ゴリ ズム G は 3 つの オペ レー タ に フィ ー ド 
ほす 上 S』1 を | パッ フ が カカ る の で ブラ ス に お いて いま す 。 
アル ゴリ ズム フ 、B は オル ガン に 適し て いま す 。 
アル ゴリ ズム 8 


(2) FEEDBACK (フィ ー ド バッ フレ ベル ) 

1 て 8 の アル ゴリ ズム の オペ レー タ 1 は 、 フィ ー ド バッ フク を ガ が ける こと が で きま す 。 その フィ ー 
ド パ ッ ク 量 を 設定 する パラ メー タ が 、FEEDBACK LEVEL し です 。 

フィ ー ド バッ クレ ベル は 0 一 7 の 範囲 で 設定 する こと が で き 、0 は フィ ー ド バッ フク な し 、 数 が 大 
きぐ な る ほど フィ ー ド バッ ンク 量 が 多く な り ま す 。 

フィ ー ド バッ ク さ れる と 、 同 じ 要 素 を 持つ を オペ レー タ が ガ 縦 に つなが つ だ の と 同じ よう な 状態 に 
な り ま す 。 


(3) LFO (Low Frequency Oscillator) 

LFO 〇 は 低い 周波 数 の 発信 器 で 、 音 程 こ 音量 に 作用 し て 周期 的 に 変化 させ る こと に より ビブ ラー 
ト や トレ モロ 効果 を 作り 出す こと が で きま す 。 音量 に L 上 F 上 〇 を ガ が ける と トレ モロ 効果 が 、 音程 に し 
F 〇 を が ける と ビブ ラー ト の 効果 が 得 ら れ ま す 。 
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⑥ に 6 (WAVE FORM…" [FRM] 
LFO の 波形 を 選択 し ます 。 波 形 に は 次 の 4 種類 が あり 、0 3 の 数 字 で 選ぶ こと が で きま す 。 
エディット 画面 の LF 上 〇 の プロ ツク に は 、 流 形 較 が 表示 され て いま す 。 


EZ 
leees | す エ ー 
eees 


②LFO SPEED……[SPD] 
LFO の 周波 数 ( ビ プ ラー ト 、 ト レモ ロ の 速 さ ) を 0 2 5 5 の 範囲 の 数 値 で 設定 し ます 。 
数 値 び 大 きい ほど 、 周 波数 は 高 こ な り 速度 が 速 こ な り ま す 。 


(倒し じ E 和 9- 選 攻 上 全 Y-…… の LDLY] 
キー を 押し て お らし 上 〇 の 効果 が お ガ が る まで の 時 間 を 、 0 1 2 7 の 範囲 で 設定 し ます 。 数 値 が 
大 きい ほど 、 キ ー オ ン し て が ら ビ ブラ ー ト な どの 効果 が 出 は じ め る まで の 時 間 が 長 こ なり ます 。 


@LFO PMDCPitch Modulation Depth)…… バ [PMD] 
音程 に 作用 させ る し F 〇 の 出力 レベ ル を 6 1 2 7 の 範囲 で 設定 し ます 。 数 値 が 大 きこ な る ほど 
音程 の 上 下 幅 が 大 きこ なり ま す 。 


⑥LFO AMD(Amplitude Mogulation DeptD…… [AMD] 
音量 に 作用 させ る し F 〇 の 出力 レベ ル を 、 9 ~ 1 2 7 の 範囲 で 設定 し ます 。 数値 が び 大 きこ な る ほ 
ご 音量 の 上 下 幅 が 大 きく な り ま す 。 


@LFO KEY SYNCCKey Synohronize)……… SYO] 
キー を 押し だ た 有 瞬間 、 つ ね に 先頭 すら し 上 〇 の 効果 が が か る が どう ガ を 設定 し ます 。 1 ガザ シン クロ 
ON、9 ガ シ ン クロ OF 上 F 上 で す 。 シ ンク ロロ ON だ こと 炊 の 図 の よう に 一 定 の 位置 ひら ビブ ラー ト が 
が ガ が がり の 始め 、 シン クロ OFF だ こと 波形 の 状態 に か お ガ わり な < ビブ ラー ト が が が ガ り の 始め ます 。 
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トト オド イオ レー 


KEY ON に YY @0FF REYoON- "IKEYO の OFEF_KEY_-⑫N 居 世 Yo の 戸 に KEYJON KEY OF 記 


シン グロ ON シシ クロ だ ド 


②LFO PMSCPitch Mogulation Sensitivity…… [PMS] 
PMD で 設定 レ だ 音程 に 作用 する し F 〇 の 出力 レベ ル を 、 ど れこ らい の 感度 で 芋 音 に ガ け る が を 
9 一 7 の 範囲 で 設定 し ます 。 7 の と き 感 度 は 最大 に な り ま す 。 


⑧LFO AMSCAmpritude Modulation SensitiVitV……… LAM8] 
AMD で 設定 し だ 音量 に 作用 する し F 〇 の 出力 レベ ル を 、 ど れこ らい の 感度 で 難 音 に ガ け る が を 
りー 3 の 範囲 で 設定 し ます 。 3 の と き 感 度 は 最大 に な り ま す 。 


< 注意 
LFO PMD と LFO_ PMS、LFO AMD と LFO AMS は 、 ど ちら が が 0 だ こ 効 果 
を 失い ます 。 


(40 エン ペロ ー フ ジェネ レー タ 

エン ベロ ー プ ジ エ ネ レー タ は 音 が 発生 し て から 消滅 する まで の 、 音 量 と 音色 の 変化 を コン トロ ー 
ル す る 機能 を 持つ て いま す 。 キ ヤリ ア に 対す る エン ベロ ー プ は 音量 の 変化 、 モ ジ ユ レ ー タ に 対す る 
エン ベロ ー プ は 音色 の 変化 を 設定 し ます 。 エン ベロ ー プ を 作り 出す に は 、5 つの パラ メー タ の 設定 
が 政 要 で あり 、 そ れ ぞ れ の 機能 は 次 の と お り で す 。 


④①ATTACK. RATE 
キー を 押し て ガ ら 最大 レベ ル に な る まで の 速度 を 、9 3 1 の 範囲 で 設定 し ます 。 数値 が 大 きぐ 
な る ほど 音 の 立ち 上 が びり は 速く な り ま す 。 0 に する と 音 は 出 ま せん 。 


@1 DECAY RATE(1st DECAY RATE) 
最大 レベ ル ガ ら 1st DECAY LEVEL で 設定 し た 出 カ レベ ル に 下がる まで の 速度 を 、 0 
3 1 の 範囲 で 設定 し ます 。 数値 が び 大 きく な る ほど 、 レ ベル の 減り 方 が 速く な り ま す 。 0 に する 
と 最大 レベ ル で 音 が 持続 し ます 。 


③1 DECAY LEVEL(1st DECAY LEVEL) 
1st DECAY RATE ガ らら 2nd DECAY RATE へ の 切り 換え ポイ ント を 、6 
ー1 5 の 範囲 で 設定 し ます 。 
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2 DECAY RATE(2nd DECAY RATE) 
1St DECAY LEVEL で 設定 し を 出力 レベ ル ガ ら キー オフ する まで の 速度 を 9 一 3 1 
の 範囲 で 設定 し ます 。 これ を 0 に する と 1st DECAY LEVEL し で 設定 し だ た レベ ル で 持続 
音 に な り 、 数 値 が 大 きい ほど ご 音 の 減る 速度 は 速 て な り ま す 。 


⑤RELEASE RATE 
キー オフ ガ ら 音 が 消え る まで の 速度 を 、 0 ガ ら 1 5 の 範囲 で 設定 し ます 。 数値 が び 大 きい ほど キー 
オフ ガ ら 音 が 消え る まで の 速度 が 速く な り ま す 。 


(LEVEL) 


(TIME) 


0 キー オフ 


(で 5) UTFPMUT LEVEL 

各 オ ペレ ー タ の 出力 レベ ル を 9 1 2 7 の 範囲 で 設定 し ます 。FM 音 源 で は 、 ご の 出力 レベ ル に 
よっ つて 音 時 どけ で な ぐ く 音 色 の コン トロ ー ル も し ます 。 キ ヤリ ア の 出力 レベ ル で 音量 が 変化 し 、 モ ジ 
ユ レ ー タ の 出力 レベ ル で 音質 が 変化 し ます 。 モジ ユ レ ー タ の 出力 を 上 げ る と 、 次 第 に 金属 的 な 音 に 
な り 、 さ ら に 上 げ る と ノイ ズ に な り ま す 。 


(6) OSCILLATOR (発振 周波 数 ) 

各 オ ペレ ー タ の 周波 数 を 設定 する だ め の パ ラメ ー タ で きす 。 設定 値 は 周波 数 比 を 示し ます 。 ご れ に 
より 1 つの 音 に 高周波 (高い 音 ) と 低 周波 (低い 音 ) を まぜ る こと が で きま す 。 キ ヤリ ア の 周波 数 
を 上 げ る と 音程 (P1 tLCh) ガ 上 びり 、 モ ジ ユ レ ー タ の 周波 数 を 上 げ る と 高調 波 成分 が 増え ます 。 


の OS 1 ULA TOR FREO. 仁 た すず 1O の 9 で "1 [FREO.RATIO] 

周波 数 を 1 . 9 9 を 基準 と し て 9. 5 0 一 25. 9 5 の 範囲 で 設定 し ます 。 だ と えば 9. 5 0 で 
1 オク ター ブ 下 の 周波 数 、 2 . 9 9 で 1 オフ ター ブ 上 の 周波 数 、 4 . 9 9 で 2 オクターブ 上 の 周 
波数 と な り ま す 。 
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@OSCILLATOR _DETUNE……… [DETUNE] 
OSILLATOR FREO. RAT 1O で 設定 する 周波 数 を さら に オペ レー タ ご と に ー- 3 
が ら 十 3 の 範囲 で 微 刀 に ずら すこ と が で きま す 。 オ ペレ ー タ 間 の 音程 の ずれ が フエ イザ ー の よう 
な 効果 な ど を 生み ます 。OSILLATOR FREO. RATIO で 設定 し だ 周波 数 を 9 
と し て マイ ナス の 値 は 低い 音 、 プ ラス の 値 は 高い 音 と な り ま す 。 


(7) KEY SCALING 

楽器 は 音程 の 高低 に より 、 エン ベロ ー プ の 変化 の スピ ー ド が ガ が 違 つ て きま す 。 だ と えば 、 ピ アン は 
音程 が 高く な る に つれ て エン ベロ ー プ の 変化 の 速度 は 速く な り ま すら 、 よ り 自 然 な 音色 を 作る に 
は 高音 に な る ほど 音色 の 減衰 速度 を 速 ぐ する 入 要 が ありま す 。 ご の エン ベロ ー プ の RATE の 変化 
や 音量 ・ 音 色 の 変化 を コン トロ ー ル する パラ メー タ が 、KEY SOCAL 1NG で す 。 


の ③ 手 旨 Y SOALING TYPE………" [K.SCAL TYPE] 
音 答 の 高低 に よ つ て 音量 や 音色 を 変化 させ る と き 、 高 音 に な る ほど 出力 レベ ル を 下げ る ガ 上 げ る 
が を 選び ます 。 0 で は 音 が 高い ほど 出力 レベ ル は 下がり 、 1 で は 音 が 高い ほど 出力 レア ベルガ 上 が 
り ま す 。 画 面 で は カー ブ (右上 ザ り まだ は 右 下 が り ) で 表示 され ます 。 


KEY SCALING LEV 生 L DEPTH…… [K.SCAL LEVEL] 
音程 の 高低 に よ つ て 、 音 量 や 音色 を 変化 させ る と き の 変 化 の 大 き さ を 設定 し ます 。 設定 範囲 は 0 
<1 5 で 、 数 値 が 大 きぐ な る ほど ご 変化 が 大 きぐ な り ま す 。 な お 、 0 で は 変化 が な く な り ま す 。 


③KEY SCALING RATE……… [K.SCAL RATE] 
省 オ ペレ ー タ の エン ベロ ー プ の 変化 の 速度 を 、 低 音 部 で 遅 ご 高音 部 で 速く す る こと が で きま す 。 


設定 範囲 は 9 ら 3 まで で 、 数値 が 大 きぐ な る ほど ご 効果 が 大 きく な り ま す 。 9 で は 変化 が な こ な 
り ま す 。 


(8) KEY TRANSPOSE……… [KEY TRNS.] 
各 譜 に 入力 し だ 音程 と 実際 に 発音 され る 音程 を ずら す だ め に 、 土 2 オフ ター ブ の 範囲 を 半音 ステ 
ツ プ で 物 調 する こと が で きま す 。 設 定 範 囲 は ー 1 2 8 一 十 1 2 7 で す 。 1 オフ ター ブ 上 げ る 場合 は 


1 2 、1 オ クタ ー プ 下げ る 場合 は 一 1 2 と 入力 し ます 。 最 終 的 な 音 の 高 さ が 音源 の レン ジ を 越え る 
と き は 、 オ クタ ー ブ 単 位 で 調整 され ます 。 


(9 ) AMS-ーENABLE(Amplitude Moduration ENABLE) 


吾 オ ペレ ー タ ご と に 、L し 上 〇 の 音量 Amplitude Modurgtion に 対す る 作用 の ON ノン OFF を 
決め ます 。 動 作 さ せる 選 要 の な い オ ペレ ー タ が ある 場合 は 9 に すけ る と 〇 OFF の 状態 に な り ま す 。 


2. 5 オリ ジ ナ ル サ ウ ンド 作り に 挑戦 


④⑳SYNTHES1ZER & EFFECT の 中 の Sine Wave を 呼び 出す 。 
ジン ポイ ラー に だ GTYNTFS 紀 FEF ピ CT 開 L し の AD し じ 、 エディ ッ ト モ ー ド に 入 つ て トー ン 
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ナン バ 4 9 の “ Sine Wave ”" と いう デー タ を 呼び 出し ます 。 Sine Wave は 名 パラメータ 
の 値 が ま ぽ 9 に な つて いま す の で 、 ご これ で 値 ガ 折紙 の 状態 に 戻っ を こと に な り ま す 。 ご これから オ 


リ ジ ナ ル サ ウ ンド を 作 つ て いき ます が 、 ご こ ご で は 「 ブ ラス 』 の 音色 に 挑戦 し て み ま し よう 。 


アル ゴリ ズム を 選択 する 。 


9 番 を 選択 し て み ま し よう 。 オ ペレ ー タ 1 一 2 列 、 3 一 4 列 を それ ぞ れ 1 組 と 考え 、 オ ペレ ー マ 


の ON〆OFF を 利用 し て 、 各 々 の 音 を 聴き な が ら 作 業 を 進め ます 。 


オペレータ 3 と オペ レー タ 4 の アウ ト プ ッ トレ ベル を 決め る 。 
OD3=105 
OD4=127 


オペ レー タ 3 と オペ レー タ 4 の FREO. RAT 1O を 決め る 。 
トロ ン ボ ー ン の 音 に 似 は て いき まし よう 。 
OD3=9. 506 
OD4=1. 60 


オペ レー タ 3 と オペ レー タ 4 の エン ベロ ー プ を 設定 する 。 
エン ベロ ー プ を 設定 し て 、 ト ロン ボー ン の 音 に 近づけ て いき ます 。 
AR 1DR 邊 分 し 要衝 円 
OD3 2 0 直送 15 1 8 
OD 4 4 … 4 『 員 0 8 


オペ レー タ 3 と オペ レー タ 4 を OFF に し 、 オペ レー タ 1 と オペ レー タ 2 を ON に し て 、 アウ ト 


プッ トレ ベル を 設定 する 。 
OD1=104 
OD2=126 


②⑦ オ ペレ ー タ 1 と オペ レー タ 2 の FREO. RAT 1O を 決め る 。 
ホル ン の 音 に し て み ま し よう 。 
OpD1=1. 00 
Op2= テ 1. 66 


オペ レー タ 1 の フィ ー ド バッ フク を 設定 する 。 
5 に 設定 する こと で 、 ブ ラス 特有 の アタ ッ ク 音 を 付け 足し ます 。 


オペ レー タ 1 と オペ レー タ 2 の エン ベロ ー プ を 設定 する 。 
音量 と 音色 の エン ベロ ー プ を 設定 し て 、 よ り ホ ルン の 音 に 近づけ て いき ます 。 
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AR 1DR WE 。 と り 笠 朋 崩 
Ob 1 2 3 3 13 り 8 
OD 2 1 3 1 4 1 3 り 6 


⑩ オ ペレ ー タ 3 と オペ レー タ 4 を ON に し て 、 オペ レー タ 4 と オペ レー タ 2 の アウ ト プ ッ トレ ベル 
を 設定 する 。 
キヤ リア の アウ ト プ ツ トレ ベル を 決め る こと で 、 オ ペレ ー タ 1 一 2 列 、 オペレータ 3 一 4 列 の 、 
2 つの 実 な る 音 を 合わ むせ だ 場合 の バラ ンス を 設定 し 、 音 色 の 最終 チエ ッ フ を し ます 。 


⑪LFO の 省 パ ラメ ー タ の 値 を 設定 する 。 
ビブ ラー ト 、 トレ モロ な どの 効果 (ここ で は ディ レイ と ビブ プラ ー ト ) を 付け ます 。 
ド に RM BPB DLT  PMD AMD SYO 
LFO 旨 3 2 2 1 り ビビ 


コー シッ タチ ティ タダ 5GONG 


ED 1SONG は 楽譜 入力 を する こと に より 演奏 デー タ を 作成 する プロ ブラ ハム で す 。 演奏 は 最大 
6 パー ト で 行い ます が 、 楽譜 は メロ ディ 、 コ ー ド 、 ベ ー ス 、 リ ズム の 4 部 ひら な つて いま す 。 名 部 
ご と に 、 音 符 を 五 線 待 上 の 自由 な 位置 に 入力 し て いこ こと が で きま す の で 、 容易 に 楽譜 入力 が び でき 
ます 。 ご うし て 作成 し だ 演奏 デー タ は NEWTONE で 作成 し だ 音色 デー ツタ 、 お よび あら が ガ じ め 用 
意 さ れ て いる 2 0 6 音色 を 利用 し て 演奏 する こと が で きま す 。 
ミュ ユー ジッ クエ ディ タ の プロ ブラ ム は 、 次 の よう な お 構成 に な つて いま す 。 


ーー FILER …t…titttriiiiiiii 洒 奏 デ ー タ の ロー ド 、 セ ー プ 、 削 除 
(ファ イラ ー) 
EDISONG Melody EDIT …… で の メロ ディ セク ショ ン (| 声 ) の 楽譜 入力 を する 
(メロ テディ) 
ト 一 Chode EDIT コー ド セ ク ショ ン (3 声 ) の 楽譜 入力 を する 
(ヨー ド ) 
トー Bass EDIT oooeeeeen ベー ス セ クシ ョ ン (| 声 ) の 楽譜 入力 を する 
(ペース) 
トー Rhythm EDIT…… の oi リズ ム セ ク ショ ン (3 声 ) の 楽譜 入力 を する 
(リズ ム ) 
トー MEASURE … の iliro… 小節 を 指定 し て 全 セ クシ ョ ン の 詳 面 を 表示 する 。 
(メジ ャ ー) 
ーー PLAY toe mm 演奏 デー タ を 演奏 する 
(プレ イ ) 
ー HL.COPY で "TO 譜面 を プリ ンタ で 印字 する 。 


(0 一 RI 一 ) 


〈 注 意 〉 
7 曲 の デモ 曲 の 中 で 、 ミ ュー ジッ フエ ディタ ED 1SONG で エディ ッ ツ ト で きる の は “" SONA 
TINE. VMD / と “GYMNOPED 1ES. VMD" で す 。 
その 他 の デモ 曲 は エディ ツ ト で きま せん が 、 誤 つて ED 1SONG を 選択 する こ 、 
DEMO music cant edit! push ny Key 
と 表示 され る の で 、 症 | を 押し て くださ い 。 
メモ リ 上 の 曲 の 演奏 デー タ は 消 示 され 、 ミ ユー ジッ クエ ディタ の 起動 画面 に お なり ます 。 


3. 1 プロ グラ ム の 起動 


メイ ン メ ニュ ー で ED 1SONG を 選ぶ と プロ ブラ ム が 起動 し 、 次 の よう な フル スコ ア (4 部 す 
べ て ) の 楽譜 画面 び 表 示さ れ ま す 。 


MELODY 


RHYTHM 


っ お っ お ね] う お っ ヨゴ 


LEII FL 上 WI 目 し IEEUIIMREUIMIEGo HH HU 


ファ シタ ショ ジ シキ ー 
ED 1SONG の メニ ュー の 役割 の を し ます 。 次 の よう な 機能 が 対応 し て ます 。 攻 キ ー を 押す ご 
と に より モー ド が 選択 で きま す 。 
本 が | 間 [Fs 」:B. EDIT (Bass EDIT) 
Rg 旨 誠 屋 剖 間 還 国司 Ee | :R. EDIT (Rhvthm EDIT) 
[gs 」:M. EDIT (Melody EDIT) 7 | :MEAS (MEASURE) 
4 ]: 〇 . EDIT (Onode EDF) EerINNEMANY 
EE | 抽 RSD 林 Y 


メロ ディ 、 コ ー ド 、 ベ ー ス 、 リズ ム の 昔 モ ー ド を 終 ず する と き は し _F1_I(EX | 丁 ) を 押し 、 
So レジ 
と 表示 され だ ら [Y| を 押し て こく だ さい 。 
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3. 2 演奏 デー の 作成 

( ナ プラ ァ ギ ラー モー に 

ご の モー ド で は 、 以 下 の 3 つの 作業 を 行う こと が で きま す 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク に 納め られ て いる 演奏 デー タフ ァイル を ロー ド す る 。 
@ 作 成 し だ 演奏 デー ツ を ファ イル と し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に セー ブ す る 。 
@ 必 要 の な ご こなつ だ 演奏 デー タフ ァイル を 削除 する 。 


ED 1SONG の メニ ュー で [_EgE_](F 1 し ER) を 選択 する と 、 ファ イラ ー モ ー ド に 入り 、 デ 
ィ イィ スク に 納め られ て いる 演奏 デー タフ ァ アイル (. VMD) の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 
ご ご で L Fe_ 1]DR IVE(LsHr +[ し E+ ]) を 押す と 、 デー タダ タ を ロー ド ま だ は セー ブ プ す る ドラ イブ 
の 番号 を 変更 する こと が で きま す 。 
ファ ンク ショ ン キ ー が メニ ユー に な つて お り 、 以 下 の 機能 が 対応 し て いま す 。 
| か EGO プア イ ラー モー ド を 終 ず する 。 
記 ま la 隊 二 導 オ の … 次 ペー ジ の ファ イル 名 を 表示 する 。 
4 も eo 演奏 デー タフ タイル を ロー ド す る 。 
MR4 8 人 に で on 演奏 デー タフ アイ ル を セー プ す る 。 
直上 、 み cre 演奏 デー タフ ァイル を 削除 する 。 
本 ドラ イブ 番号 を 変更 する 。 


演奏 デー タフ ァイル の LOAD, SAVE, K 1LL の 手順 は 次 の と お り で す 。 
例 と し て し 〇 AD の 場合 を 説明 し ます 。SAVE, K1LL も LOAD と 同様 に 行 つ て くだ さい 。 


④Fs_]CLOAD) を 押す と し 〇 AD モー ド に 入ら り 、 演奏 デー タフ ァイル 名 (. VMD) が 表示 
され ます 。 

@ フ ァイル 名 を 入力 する か 、 ま だ は カー ソル キー | [和信 で 表示 され て いる ファ イル 名 を 選び 
を 押し て こく だ さい 。 な お 、 1 画面 に 表示 し きれ な い フ ァイル 名 は 、 次 の ペー ジ に 表示 され ます 。 
CNEX 征 ) を 押す と 、 次 ペー ジ の ファ イル 名 を 確認 する こと が で きま す 。 

ディ ス フ ガ ア フ セ ス され し 〇 AD が 終了 し だ ら 、[ し FT_] (EX | ) を 押す と ED 1SONG 起 
動 時 の 画面 に 戻り ます 。 


(2 ) メロ ディ ー エ ディ ッ ト モ ー ド 
ED 1SONG の メニ ュー で Fs_](M. ED | T) を 選択 する と 、 メ ロディ ・ エ ディ ッ ト モ ー 
ド に 入り 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
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*# EDISONS # 


Vslo 目 Gate | 
馬 肖 本 胃 


ii Fl 1 


IMMMMMUMUMUMUMMUIUUUMUUUU 全 。。。 | 


で ー こ ざー ロ // 泊 叫 そ ィ 還 論 識 


④ 楽 譜 入 力 用 アイ コン 
デー タタ 設定 の メニ ュー に な つて お り の 、 1 つ ざ ずつ 選択 し て デー タ を 選び ます 。 


フォ ント テー ブル 
楽譜 入力 の と き 、 設定 用 デー タ の 選択 お よび 入力 を 行う ここ ろ で す 。 


③ キ ー ボ ー ド 
6 オフ タープ ブ の キー ボー ド で す 。 エ ディ ッ ト 中 は 譜面 入力 の 範囲 ( 五 線 符 上 に 表し て いる 範囲 ) 
は 黄色 で 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 直接 入力 で きる 範囲 は 緑色 で 表示 され ます 。 8 オフ ター ブ の Key の う 
ちご どこ が ら ど の 範囲 の 音 を 使用 し て いる ガ を 、 確 認 す る こと が で きま す 。 


④ 五 線 譜 
紙 の 譜面 と 同じ よう に 楽譜 を 書き 込み ます 。 


ファ ン フ ショ ン キ ー 

炊 の よう お 機能 が 対応 し て いま す 。 
し 4 お 柱 炎 上 の mes メロ ディ イエ ディッ ツ ト を 終了 する 。 
ES M 包 放 二 や … ャ 小節 を 指定 し て 譜面 を 表示 する 。 2 
に あやの で 五 緑 上 に 表示 され て いる 部 分 を 演奏 する 。 


カー ソル キー 回 回 を 使っ て 各 ア イコ ン に カー ソル を 合わ せ て 選択 し . 当 を 押し ます 。 
各 ア イコ ン の 機能 と デー タ 設 定 の 手順 を 説明 レ ま す 。 
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(2) 一 1 楽譜 の 入力 
1. タイ トル 


〈 機 能 > 曲 の タイ トル を 入力 し ます 。 
曲名 は 29 守 以内 で す 。 


〈 機 能 > 曲 の 調 号 を 設定 し ます 。 


の ④ フ ォ ン ト テ ー ブ ル に 表示 され だ #、b ご どちら が ガ の 調 号 を 選び を 押し て こく だ さい 。 
②# ま だ は b を 選ぶ と 、 フ オォ ント テー ブル に 名 種 の 記号 が 表示 され ます 。 


すり 全 第 物 伯 


F 
M 
音 
き 
ュ 
ll 
ジ 
ツ 
ク 
9 


(# の 場合 ) 


ーー 
で ー 


カー ソル コン トロ ー ル キー 回. 回 で 調 号 を 選択 し 、 [ 選 | を 押し て こ だ さ い 。 

@ 五 線上 に 選択 し だ 調 号 が 赤 で 表示 され ます の で [ 過 | を 押し て こ だ さ い 。 ど する と 色 が 緑色 に 変わ り 
カー ソル は アイ コン に 戻り ます 。 入力 位置 は 名 小節 の 初め に 限ら れ ます が 、 曲 の 途中 で 秘 調 する 
こと も で きま す 。 だ だ し 、 八 長調 に も ご すこ と は で きま せん 。 


3. 拍子 


すす < 機能 > 曲 の 拍子 を 設定 し ます 。 


④ ア イコ ン を 選択 する と 、 フ オォ ント テー ブル に 名 種 の 拍子 が 表示 され ます 。 


フォント テー ブル で 、 だ と えば 4 / 4 拍子 の 場合 は カー ソル キー 回 | 回 で 下段 の 4 に カー ソル 
合わ せ [時 | を 押し 、 次 に 上 段 の 4 に カー ソル を 合わ せ 証 を 押し て < こ ださい 。 
③ 五 線上 に 赤 で 表示 され だ 拍子 を 確認 し 、 当 | を 押し て くだ さい 。 拍子 記号 が 緑色 に 変わ り ま す 。 
拍子 記号 の 入力 位置 は 名 小 節 の 初め に 限り ます 。 
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(機能 > 設定 値 3 9 一 2 5 9 の 範囲 で 演奏 の テン ポ を 設定 し ます 。 


④ ア イコ ン を 選択 する と 、 フ オォ ン ト テ ー ブ ル に ) = 1 2 9 “と 表示 が で ます 。 
@ 数 値 を 入力 ける か 、 ま だ は カー ソル キー [人 | 5| で 数 値 を 上 下さ せ て 選択 し 、[| を 押し て ぐだ 


さい 。 
五 線 の 上 に 赤い メト ロン ノー ム ハ が 表示 され ます の で 、 テ ン ポ の 設定 位置 を 確認 し 当 | を 押し て ぐだ 


さい 。 位置 は 楽譜 上 の どこ で も が まい ませ ん 。 


機能 〉 演奏 に 使用 する 音色 を 1 一 4 9 の 
音色 デー タ ガ ら 選択 し 設定 し ます 。 


で ー ご こざ ツー ロ /7 注 遺 そ ャ 靖 


④ ア イコ ン を 選択 する と 、 ト ー ン ネー ム の リス ト ガ 表示 され ます 。 
@ 1 番 の トー ン ネ ー ム の 上 に ある カー ソル を [ 谷 | で 


STEREO OUT= 
へ 物 動 し 、 ス テレ オ 効 果 の 設定 を し ます 。 カ ー ソ ルキ ー 回 | 回 で を 右 (L, R) の オー ディ オ 出 力 


端子 の どちら か ら 音 を 出力 する の ガ を 選択 し て ぐだ さい 。 


RIGHT 一 右 R) か ら の み 出 力 さ れ ま す 。 
LEFT 一 を を (し ) ガ ら の み 出 力 さ れ ま す 。 
CENTER 左右 し , 代 ) 両 方 お ら 出力 され ます 。 


ステ レオ 効果 の 選択 が 終わ つた ら 、 証 | まだ は カー ソル キー 較 ] を 押し て カー ソル を トー ン ネ ー 
ム の 位置 に 戻し ます 。 


③ カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー 還 較 較 回 で に トーン ネー ム を 選択 し て 、 記 | を 押し て こく だ さい 。 
@ 五 線上 に 赤い スピ ー カ ー が 表示 され ます の で 、 音色 の 設定 位置 を 確認 し [ 滞 | を 押し て ぐだ さい 。 
位置 は 曲 の どこ で も か まい ませ ん 。 


6. 音符 


) 」 < 機能 五 線 上 に 音 待 を 入力 レ し ます 。 


音符 を 入力 する に は 音 長 (Step)、 音 の 強弱 (Velocity)、 発 音 長 (Gate)、 音 程 (Note) 
の 4 つの 要素 を 設定 する 秒 要 が あり ます 。 
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⑨ ア イコ ン を 選択 する と 、 フ ォ ン ト テ ー ブ ル に 


が 表示 され ます 。 

@ 名 種 の 音符 の 中 か ら カ ー ソ ルキ ー 了 回 | 回 で 音 長 を 選択 し 、 [ 財 | を 押し て こく だ さい 。 

待 点 、 タ イ 、 3 連 待 な ど を 設定 する と き あ る い は Velocity や Gate Time を 変更 する と き は 
音 長 を 決め る 前 に 選択 し 、 [ 滞 | を 押し て こ だ さ い 。 

五 線 内 に 赤い 音符 が 表示 され だ ら 、 カ ー ソ ルキ ー 固 回 回 回 で 音程 と 入力 位置 を 選択 し 、 
[ 滞 を 押し て こく だ さい 。 

@ 音 符 が 入力 され る と カー ソル は フォ ント テー ブル に 戻り ま す 。 続 け て 音符 を 入力 する と き に は ② 
か ら の 操作 を 繰り 返し て くださ い 。 な お 小節 の 区 切り は 、 拍子 に 合わ せ て 自動 的 に 引か れ ます 。 
アイ コン の 選択 に 戻る と き に は 、 フ オォ ント テー ブル に カー ソル が ある と き に L_F1_I(EX |) 


を 押し て ぐだ さい 。 


< 符 点 、 タ イ 、 三 連 待 、 b の 設定 と 解除 〉 
音 長 を 選択 する 前 に 名 記号 に カー ソル を 合 多 せ て r 証 | を 押す と 、 設定 し た アイ コン の 上 に 青い カ 
ー ソ ル が 表示 され ます 。 も う 一 度 同じ 操作 を する と 、 青い カー ソル は 消え て 設定 が 解除 され ます 。 
まだ た 符 点 音符 が 五 線 に 入力 され る と 、 設定 は 自動 的 に 解除 され ます 。 


三 連 符 を 入力 する と き は 、 他 の も の と 操作 が 異な り ま す の で 注意 し て こ だ さ い 。 
④① フ ォ ン ト テ ー ブ ル で 三 連 符 を 選び 過 | を 押す と 、 三 連 待 入力 モー ド に な り ま す 。 
@ 五 線上 に 赤い 8 分 音符 が 表示 され る の で 、 音 程 を 決め [ 乙 | を 押し て こ だ さ い 。 2 、 3 番目 の 音符 
も 同様 に 入力 し て くださ い 。 な お 、 三 連 符 は 8 分 音符 し か で きま せん 。 


〈 音 の 強弱 (Velocity) と 発音 長 (Gate time) の 変更 方 法 〉 
Velooity と は 、 音量 の こと で Dp^-fff の / 段階 で 設定 し ます 。 初期 設定 で は 、mf 中 位 の 音 
量 ) に セツ ト さ れ て お り 、 ダイ ナミ ックス や アク セン ト な ご ど 演 奏上 の ニュ アン ス を 表現 し だ いと き 


に 値 を 変更 し ます 。 


P m ビ mf f ff fff 
Velocity 
Gagte time は 実際 に 音 を 出し て いる 長 さ の こと で 、 1 一 1 2 まで の 1 2 段階 で 設定 で きま す 。 


同じ 長 さ の 音符 で も スタ カー ト の と き は Gate time を 短く 、 ま だ レガ ー ト の 時 は 長 べ し 演奏 上 の 
ー ユ アン ス を 表現 し ます 。 だ と えば 、Gate time を 1 と し た ら 、 実際 に 音 の 出る 長 さ は 次 の 図 の 
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よう に な り ま す 。 初期 設定 で は 1 9 に セツ ト さ れ て いま す 。 


音符 の 長 さ UE 


1 ググ 3 SS 。 BB 、7 が 8 老 和 旨 流 
Gate Time 


実際 に 音 の 出る 長 さ 


値 を 変更 する と き は 、 音 長 を 選択 する 前 に VelO ある い は Gate の 下 に カー ソル を 移動 し 、 数 値 
を 入力 する が 、 ま だ は カー ソル キー [ 向 [ 競 で 値 を 選択 し [ 是 | を 押し て ぐだ さい 。 
〈 音 程 の 直接 入力 の 方法 〉 
音程 は 下図 の よう に 対応 し て いま す の で 、 キ ー ボ ー ド で 直接 入力 する こと が で きま す 。 
だ だ し 、#、b の つい て いる 音程 は フ オ ント テー ブル で #、b な どの 記号 を 選択 し 、 音 程 の 直接 
入力 を 行 つ て ご だ きい 。 


IE4IEIIK2IEIEIIEH 攻 | 滞 IE| 回 
SR 公休 電 本 1 な 1 細 お 守 
AR: 乱 も D 委 F 9 ああ 号 5 


な お 、 音域 は 下図 の よう に |Q| ・ MM ・[ ・ 回 .: 印 ・ 団 ・ の 7 個 の キー で 設定 で き 
ます 。 し だ が つて 8 オフ ター ブ 内 の どの 高 さ を 使う ひか を 、 キ ー を 押し て 選択 し て ださい 。 


【@ 生 U 


! < 機能 > 五 線 上 に 休 待 を 入力 しま す 。 
『 


アイ コン を 選択 する と 、 フ オォ ント テー ブル に 名 種 の 休 待 表示 され ます 。 


入力 記法 は 音符 入力 と 同様 で す 。 
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8 . 繰り 返し 記号 


| 中 (機能 > 五 線 上 に 繰り 返し 記号 を 入力 し ます 。 


⑨ ア イコ ン を 選択 する こと 、 フ ォ ン ト テ ー ブ ル に 各種 の 繰り 返し 記号 が 表示 され ます 。 


| ] し 本 pt $ DC 05 fi 


②@ カ ー ソ ルキ ー 了 避 | 回 で 繰り 返し 記号 を 選択 し て 、 r 避 | を 押し て ぐだ さ い 。 
@③ 五 線上 に 赤 で 記号 が 表示 され ます の で 、 設定 位置 を 確認 し て [ 選 | を 押し て < だ さい 。 


注意 > 
繰り 返し 記号 は プレ イモ ー ド と プレ イヤ ー で 働き ます 。 な お 、 省 パー ト の エディ ツ ト モ ー ド の P 


LAY で は 繰り 返し 記号 の 実行 は で きま せん 。 
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2 ター デー タ の 修正 
入力 ミス を し て し まつ た だ とき は 、 炊 の 方 法 で 修正 し て くだ さい 。 な お デー タ の 修正 、 削 除 を 行 つ 
て も 、 小 | 節 の 区 切り は 自動 的 に 変わ ら な い の で 調整 を 必要 と する 場合 が あり ます 。 


〈 デ ー タ 入力 途中 で の 修正 〉 
音符 その 他 の デー タ が 決定 され る と 、 五 線上 の 表示 は 緑色 に な の り ま す 。 そ れ 以 前 に ミス に 気付 い 


だ とき は 、 [Pi ] (EX | 征 ) を 押す と 1 つ 前 の 状態 に 戻り 、 入 力 し 直す こと が で きま す 。 
( 例 ) 


= 赤い 音符 の と き (決定 前 の 状態 )、[_F1_](EX| T) を 押す と 音符 が 消 
え 、 カ ー ソ ル は フォ ント テー ブル へ 戻り ます 。 


1 
赤い 音符 


〈 デ ー タ 入力 後 の 訂正 〉 

五 線 符 に 緑色 で 表示 され て いる デー タ の 修正 は 、 状 況 に じ て オー バー ライ トモ ー ド ガイ ン サ ー 
トモ ー ド を 切り 損 え て 行い ます 。 

通常 は 、 オー バー ラ イト モー ド に な つて いま す が 、[sHiT | 十 回 で モー ド 切 り 換 え が で きま す 。 
現在 選択 され て いる モー ド は 五 線 符 の 上 に 表示 され て いま す 。 

デー タ の 修正 は 次 の よう に 行 つ て ぐだ さい 。 
④① ア イコ ン を 選択 し 、 フォ ント テー ブル で 正しい デー タ を 選択 し ます 。 
@ 五 線 符 に 赤色 で デー タ が 表示 され だ ら 、 ト 回 で 修正 し た い デ ー タ の 位置 へ 移動 し 、 音 符 の 場合 は 


音程 を 決め て [ 避 を 押し ます 。 
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人 @ オ ー バ ー ラ イト モー ド の 場合 
新しい デー タ を 入力 する と デー タ ガ が 書き 換え られ ます 。 
( 例 ) 


分 音符 の ファ 
還 = 
に 
カ さ ね る 


@ イ ン サ ー ト モー ド の 場合 
新しい デー タ を 入力 する と その デー タ ガ が 挿入 され 、 元 の デー タ は 右 へ ずれ ます 。 
( 例 ) 


分 音符 の ファ 
二 " を 入力 する 
ee 
カ さ ね る 


〈 デ ー タ の 削除 〉 
アイ コン で 較 | キー を 押す と カー ソル (赤い 線 ) が 五 線 待 へ 移動 し ます の で 、 カー ツル 北 キー 


で 消し だ い デ ー タ の 上 に 物 動 し て | 識 | を 押す と 、 そ の デー タ が 削除 る を れ ま す 。 
[ 科 キ ー で ぬけ だ し ます 。 


< デー タ の クリ ア 〉 
アイ コン を 選択 する 前 の 状態 で 、| srFr [市 を 押す と 
DATA OLR ノン mn) ゃ 
と 聞い て きま す の で 、 [キー を 押す と 、 そ の パー ト に 入力 され て いる デー タ ガ ク リア (抹消 ) され 
ます 。 
〈 メ ジャ ー( 小 節 ) 線 の 入力 〉 
メジ ャ ー 線 を 入力 する 場所 へ 五 線 上 こ あ る カー ソル (赤い 音符 な ど ) を 移動 し 、[*] キ ー を 押す こと に 
より 、 カ ー ソ ル の 位置 に メジ ャ ー 線 を 入力 ける こと が で きま す 。 


(2 一 3 太 力 デー タ ぬ ヨ ピ ー 
小節 単位 に 入力 デー タ の コピ ー を する こと が で きま す 。 繰り 返し の ある 曲 の デー タ 作 成 に 利用 レ し て 
ぐだ さゆ % 
④ [cre ] 十 [C| を 押す と コピ ー モ ー ド に 入り ます 。 最 下段 に は 
OOBY : ー => MEAS XX 
と 表示 され ます 。 複写 先 の / 節 番号 
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②@ コ ピー す る は じ め の 小節 と 終わ り の 小節 を 指定 し ます 。 だ と えば 、 2 小節 目 か ら 4 小 分 邊 まで を 
コピ ビー を し た いと き は [2] (回 | 、 [4] [ 是 | と 入力 し ます 。 こ の と き ① の MEAS に 表示 され て いる 
小節 を は さん で の コピ ー は で きま せん 。 


(2) 一 4 楽譜 の 表示 


④① し sz_](MEAS) を 押す と カー ソル が 
MEASURE テ 


の 欄 に 秘 動 し ます 。 
@②@ 表 示し た い 小節 の 番号 を 入力 ける と 、 そ の 小節 以降 の 楽譜 が 表示 され ます 。 


設定 値 の 確認 方 法 > 

デー タ を 入力 し だ 後 で その 値 ガ 分 ひけ ら な こなつ た と き は 、 ア イコ ン で |] を 押し 、 カ ー ソ ル ( 赤 
い 線 ) を 五 線 上 の デー タ の 上 に 秘 動 する と 画面 の 最 下段 に 設定 値 び 表示 され ます の で 確認 し て くだ 
さい 。( [和仁 で ぬけ だ し ます 。) 

・ 音符 の 場合 は Note=C3 : Velo=mf : Gate デ 19 の よう に 表示 され 、 音程 , Velocity, 
Gate Time を 知る こと が で きま す 。 

・Tempo の 場合 は Termpo=199 の よう に 表示 され ます 。 

・Tone( 音 色 ) の 場合 は Tone=1 : A Piano 1 CENTER の よう に 表示 され ます 。 


"を 
J は 
4 
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ーー 
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(27 一 5 モニ 夕 演奏 
エディ ッ ト 中 に モニ タ 演 奏 を する こと が で きま す 。[_F3 |] (PLAY) を 押す と 画面 に 表示 され 
て いる 部 分 が 演奏 され ます 。 


〈 エ ディ ッ ト に 関す る 注意 〉 
便 初 期 状態 で は 、 デ ー タ は 次 の よう に 設定 され て いま す 。 特 に 設定 を 変更 し な い 場 合 に は この 初期 


設定 が 有効 に な り ま す 。 
調 号 =C 長調 ) 音 長 4 分 音符 
拍子 =4 グ 4 昔 強 弱 一 mf 
テン ポテ 1 2 9 音 長 三 19 
音色 = テ 1 
人 小節 の 区 切り は 拍子 に 合わ せ て 自動 的 に 付け られ ます 。 層 起 の 曲 な ど は 先頭 に 休 符 を 入れ る 和 め 要 
が あり ます 。 


人 @ エ ディタ で の デー タ の 扱い 万 に より 通常 の 楽譜 の 表記 どおり に 入力 し て も 正 し ぐ 演奏 され な い ご 
と が あり ます の で 以下 の 点 に 注意 し て ぐだ さい 。 
#, b, 』 は 、 同 じ 小 節 内 で 同じ 音程 の 音符 で あめ つて も すべ て に つけ て ぐだ さい 。 

( 倒 ) 〇 #、 〇 と つづ け て 音 を だ す と き 


3 すす の ニナ オー オー 


演奏 され る 音 。 G# G# 


14/ 


・ ダ ブル シャ ヤー プ の 設定 は で きま せん の で 実際 の 音程 の 音符 を 入力 し て こく だ さい 。 
( 倒 ) F 上 の ダブ ル シ ャ ヤー プ の 入力 


GE> 0 ト - ーー、 | 二 


・ 全休 符 本 は 、 拍 子 に より 相対 的 に 変化 する の で は な こく ど ん な 場合 も 4 拍 分 休み ます 。 し た が 
つて 、 だ と えば 4 分 の 2 拍子 の 楽譜 の 全休 待 到 は 、 エ ディ タ で は = と 入力 し て くだ さい 。 

・ 調 号 の つけ 忘れ な ど で 、 音 待 を 入力 後 調 号 を 入力 する 場合 は 音符 の 前 に 調 号 を つけ て も 音符 は 
調 号 に 対応 レ し ませ ん の で 音符 を も う 1 度 入力 し 直す 息 要 が あり ます 。 


(3) コー ド エ デ ィ ッ トモ ー ド 
ED 1SO 〇 NG の 、 メ ニュ コ ュー で L_F4 1( 〇 . ED 1) を 選択 する と コー ド エ デ ィ ツ トモ ー ド に 入り の 
ます 。 


て 二 EDISONG Gi 


層 W 


em 


メロ ディ エディ ッ ツ ト と 同様 に 画面 上 段 の クイ コン ガザ メ ニュ ー に な つて いま す の で 、 ご これ を 選択 し 
て デー タ を 設定 し ます 。 デ ー タ の 設定 方 法 に つい て は メロ ディ エディ イッツ トモ ー ド を 参照 し て くだ さ 
い 。 な お 、 調 号 、 拍 子 、 テ ン ポ 、 繰 り 返 し 記号 は メロ ディ と 同様 に 設定 し て くださ い 。 ま た だ 、 修正 、 
コピ ー・ 楽 譜 の 表示 ・ モ ニタ 演奏 の 方 法 も メロ ディ エディ ッ ト と 同様 で す 。 


〈 コ ー ド の 音符 入力 > 
①EDISONG の メニ ュ ユー で [_F4 ] (C. EDIT) を 選択 する と 、 コ ー ド エディ ツ ト モ ー ド に 入り ます 。 
② こ の モー ド で は 、 3 つの パー ト を 設定 する こと が で きま す 。 
プア タフ ショ ジ キ ギー ビビ 16PART あ 3 パード 1 
に FR5 1(PART2 だ パー トド 2 
[-F4 1(PART 3 う … パ ー ト 3 
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ニー\ ら NN ん ー」/Smt テー 関 還 還 時 ] 


で ー で で マ ペー ト /7 河 0 て 還 人 | 


ガ ら 入力 する パー ト を 選び 、 各 パー トモ ー ド に 入 つ て ぐだ さい 。 
③ 各 パー トモ ー ド で は 、 メ ロディ エディ ッ ト と 同様 に 画面 上 段 の アイ コン が ガ 、 メ ニュ ユー に な つて い 
ます の で 、 ご れ を 選択 し て デー タ を 設定 し ます 。 デ ー タ の 設定 方法 は メロ ディ エディ イッ ツ ト モー ド 
を 参照 し て ぐだ さい 。 
設定 が 終わ つ だ ら 、 他 の パー ト も 同様 に 設定 し て くだ さい 。 
< 注意 〉 
コー ド を 入力 する 場合 、 ガ な ら ず パー ト 1 は 入力 し て ぐだ さい 。 だ と えば 、 コ ー ド が 1 声 ま だ は 
2 声 の 場合 で も 、 パ ー ト 1 を 優先 し 、 入 力 し て ぐだ さい 。 
パー ト 1 に 入力 し な いと 、 フ ルス コア の 楽譜 の コー ド パ ー ト に は メジ ャ ー 線 な ど が 表示 され ませ ん 。 


4) ペー スク EE デイ ポッ ドモ 一 ド 

ED 1SONG の メニ ュー で [し F5_ICB. ED | TT) を 選択 する と 、 バー スエ ディ ツ ト モ ー ド と 
な り ま す 。 

画面 の 五 線 符 の 音域 は ⑦: (へ 音 記号 ) に な つて いま す 。 デ ー タ の 設定 記法 は メロ デイ ー エ デイ ツ 
トモ ー ド と 同じ で す 。 ま だ 、 修正 、 コピ ー、 楽 譜 の 表示 、 モ ニタ 演奏 の 方法 も メロ デイ エディ イット 
と 同様 で す 。 調 号 、 拍子 、 テ ン ポ 、 繰 り の 返し 記号 は 他 の モー ド と 同じ よう に 設定 し て ぐだ さい 。 


(5) リズ ム エ デ ィ ツ トモ ー ド 
ED 1SON⑤ の メニ コー で [Fe_」C[SHiFT ]+[ PF1 ] ) を 選択 する と 、 リズム エディ ッ ツ ト モ ー 


ド に 入り 、 次 の よう が 画面 に な り ま す 。 


SE 
[ESTT2IT4TSTI7T8 HMIHIH2TTSH4TSH61 
時 2 は トド 0 に = トニー トー レニ | | MOIE EDIT 


(トラ ッ ク 
= 


本 ーー ご) = ー - 設定 エ 


が Po ます BT ーー PATN EDIT 
間 人 hurt を で に 9 あ ゃ テコ ュ ニニ ーー ニー (パタ ー ン 


リズ ム パ ー ト は 、 画 面 の パタ ー ン 作成 エリ ア に 表示 され て いる 6 種類 の 音色 の 中 が ら 3 つ を 選択 
し 、 3 声 で 演奏 する こと が で きま す 。 演奏 デー タ の 作成 は 、 ま ざ ず 小 節 単 位 の リズ ム パ ター ン を 作成 
し レ (〈( パ ター ン セ レク トモ ー ド )、 そ の リズ ム パ ター ン を どの 小節 に 使う が を 指定 する (トラック モー 
ド ) と いう ま 順 で 行い ます 。 
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ファ ンク ショ ン キ ー が メニ ュー に な つて お り 、 こ れ を 選択 する こと に より 省 モ ー ド へ 入る こと が 
で きま す 。 芋 モー ド は 次 の よう お 構成 に な つて いま す 。 


EXIT 
EXIT 

リ 
PATNo|…… パ ター ン ナ ン バ ー を 選択 する 
エエ PATRN 
| パタ ー ン PLAWH wt パタ ー ン 作成 エリ ア に 表示 され て いる 
yl 凍 罰 溢 下記 一 パタ ー ン を 演奏 する 
al 。 上 [由樹 … パタ ー ン を エディ ッ ト す る 
所 
| 


Il6 小 節分 の デー タ を 演奏 する 
[REPET | … く り 返 し 記号 な ど を 設定 する 
(5) 一 1 リズ ム バ パタ ー ン の 作成 


EXIT 

…… トラ ッ ク 設 定 エリ ア に 任意 の 小節 か ら 
16 小 節分 の 表示 を する 
トラ ッ ク モ ー ド ト [PLAY]…… トラ ッ ク 設 定 エ リア に 表示 され て いる 


リズ ム パ パターン は PATN ED | で 、 1 小節 単位 で 1 曲 に 対し 最大 1 6 個 まで 作成 する こと 
が で きま す 。 ま ざ パ マー ン 作 成 エ リア を 見 て こ だ さ い 。 

左側 に 縦 に 8 つの 音色 の アイ コン が 並ん で お り 、 横 の ステ ッ プ は 1 ~ 2 4 まで 表示 され て いま す 。 
1 ステ ッ プ は 1 6 分 音符 て よ ) に 相当 し 、1 パタ ー ン は 最大 2 4 ステ ッ プ まで 作成 する こと が で き 
ます 。 エ ディ ツ ッ ト する ステ ッ プ 数 と 拍子 の 区 切り は 拍子 に よ つ て 決め ます 。 だ と えば 4 分 の 4 拍子 
の 場合 は 、4 ステ ッ プ ご と に 区 切 つて 1 6 ステ ッ プ 便 用 し ます 。 エ デ ア ッ ツ ト す る 範囲 は 白色 で 表示 
され ます 。 
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注意 > 
8 つの アイ コン は 、 次 の 楽器 の 音色 を 表し て いま す 。 
ドー ジジ ペー 
34 


まだ 、 ア イコ ン の パッ ク の 色 が 同じ 音色 は 、 同じ ステ ッ プ で は 使用 で きま せん 。 ド ラム セッ ト の 音 
程 は アイ コン に よ つ て 決 つ て いま す 。 音色 デー タ を 入れ 換え る 場合 は 、 音 程 の 同じ 音色 デー タ と 入 
れ 換え て くだ さい 。 


ぐ リ ズム バターン 作 成 手 順 > 

⑨⑳ リ ズム エディ ッ ツ ト メ ニコ ユー で [LEg_](PATRN) を 押し て パタ ー ン セレ クト モー ド に 入っ て < 
だ さい 。 

@[L_Fz_ I(PAT No. ) を 押し て パタ ー ン ナン バ を 選択 し ます 。 [~Fz_] を 押す と ナン バ が 上 が り 、 
LSHiT | 二 [ Fg ] で 下がり ます 。 ご の と き 、 選 択 し た パタ ー ン ナン バ に すでに パタ ー ン が 入 つ て い 
る 場合 は 、 そ の パタ ー ン が パタ マター ン 作 成 エ リア に 表示 され ます 。 

③L_F4_I(ED | T) を 押す と パタ ー ン エディ イッ トモ ー ド に 入り 、 ファ ンク ション キ ー の 設定 が 次 
の よう に 変わ り ま す 。 

2 Te 作成 し た パタ ー ン デー タ を 保存 し て エディ ツ ト モ ー ド を 終了 する 

者 *ucm 拍 了 の 区 切り を 設定 する 

PE 1 柚 栖 疫 nos 表示 され て いる パタ ー ン を 演奏 する 

L_F4 | マーE ビ ND…… エ ディ ツ ト す る ステ ッ プ 数 を 設定 する 

LF5 | END-ー>…… エ ディ イツ ト す る ステ ッ プ 数 を 設定 する 


ぐ エ ディ ッ ト 方 法 > 
④L_Fz_](BEAT) を 押し て 拍子 の 区 切り を 決め ます 。[~Fz_] を 押す ご と に 区 切り が 変わ り ま す 。 
1 ステ ッ プ は 1 6 分 音符 に 相当 し ます か がら 、 だ と えば 4 分 の 4 拍子 な ら 4 ステ ッ プ ご と に 、8 分 
の 6 拍子 な ら ば 2 ステ ッ プ ご と に 区 切り を 入れ ます 。 
② (マーEND) と L_F5_I(ENDー>) を 使 つ て エディ ツ ト す る ステ ッ プ 数 を 設定 し ます 。 
L_F4 ] を 押す と ステ ッ プ 数 が 減り 、[_Fs_] を 押す と 増え ます 。 だ と えば 、 4 分 の 4 拍子 な ら 1 6 
ステ ッ プ 、 8 分 の 6 拍子 な ら 1 2 ステ ッ プ と な り ま す 。 使用 する ステ ッ プ は 白 で 表示 され ます 。 


(| 


③ リ ズム パタ ー ン を 入力 し ます 。 1 ステ ッ プ に つき 3 音色 まで 使用 する こと が で きま す 。 ま 順 は 次 


の と お り の で す 。 
・ カ ー ソ ル は カー ソル キー ( 較 | [ 向 団 回 ) で 物 動 し ます 。 
・ ス ペー スキ ー を 押す と 、 表示 が 変わ り ま す 。 久 が 大 きい ほど 音 時 が あり ます 。 


| 


・ 現在 エディ ツ ト し て いる デー タ を すべ て 消す と き は 、 | を 押し ます 。 
CLEAR PATTERN DATA [Y ン N]P 
と 聞い て きま す の で 、 よ けれ ば [|] を 押し て ぐだ さい 。 


※ 炊 の 全 を みて くださ い 、。 図 1 の 楽譜 を リズ ム パ ター ン に し た も の が 図 2 で す 。 


オー プン ハイ ハッ ト 


スネ ア 


バス ドラ ム 


シン バル 

0 ハイ ハッ ト 
C ハ イハ ッ ト 
に 


ハイ タム 
ロー タム 


スネ ア 


WE | 入 
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⑳[ 3_](PLAY) を 押す と 入力 し だ パタ ー ン の モニ タ 演 奏 が で きま す 。 

⑥ パ ター ン の 入力 が 終 つ だ ら [_F1_](EX | 征 ) を 押し て ぐだ さい 。 す る と パ マ ー ン 作成 エリ ア の 
選 計 

TO 望 。TONE DATA 中 NN] 

と 聞い て きま す の で 、 作 成 し た パタ ー ン を STORE す る (メモ リ に 次 えて お ぐ ) 場合 は [Y| を 
押し ます 。[_F1_] (EX | 丁 ) を 押す 前 に | と に | で パタ ー ン ナン バ を 変更 する と 、 ぢ の パ マ 
ー ン ナン バ 選 択 時 に 選ん だ パタ ー ン デー タ を 、 別 の パタ ー ン ナン バ で STORE す る こと が で き 
ます 。 

⑥⑥ パ ター ン が STORE さ れる と @ の 状態 に 戻り ます 。 パ ターン の 作成 を 続け る と き は ② グ か ガ ら の 操 
作 を 繰り 返し て くだ さい 。 パ ター ン の 作成 を すべ て 終了 する と き は 、 [し PT_] (EX | 征 ) を 押し 
て リズ ム エ デ ィ ツ トメ ニュ ユー へ 戻 つ て こ だ さ い 。 


注意 > 

リズ ム パ ー ト の 音色 は 、 通常 、 音色 デー タフ ァイル の Tone No 3 4 一 4 0 に 入 つ て いる 音色 を 
使用 し ます 。 そ の だ め 下 の を の 図 の よう に 、3 4 一 4 9 に ドラ ハム セ ツ ト の 音色 が 入 つ て いる ファ イ 
ル を 使用 し て いれ ば よい の で す が 、 右 の よう な ファ イル を 使用 する と 、 リズ ハム を ドラ ハム セツ ト の 音 
色 で 鳴ら すこ と が で きま せん 。 だ と えば CymbDgal を 只 ら し だ い の に 、 実 際 に は Piano が 只 つ て レ 
示 有 9 寺 中 だ 58 

ドラ ム セ ッ ツ ト の 音色 で 鳴ら し だ い 場 合 は 、 音色 メモ リ に セツ ト さ れ て いる 音色 デー タフ ァイル の 
3 4 一 4 9 の 内 容 が 、 ド ラム セッ ト の 音色 と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 一 致し て いな いと き 
は New Tone で 、 音色 まだ は ファ イル の 入れ 換え を 行 つ て くだ さい 。 


No 34 Piano 
35 W. Bass 
36 Brass 


No 34 Cymbal 
35 日 -H Open 
36 H-H Close 


37 Horn 

38 Chorus 
Flute 
Guiter 


37 SD Rimshot 
38 Tom-Tom 
39 Snare Drum 
40 Bass Drum 


(5) 一 2 パタ ー ン を 各 小 節 に 登録 する 


(5)- 1 で 作成 し た パタ ー ン は 、 画 面 上 部 の トラ ッ ク 設 定 エ リア で 各 小節 へ パタ ー ン ナン バ を 
指定 し て 登録 し ます 。 メ ジ ヤ ー ナ ン バ (MEAS) は 1 一 1 6 まで 表示 され て いま す 。 


yo 「 晶 
L1I2ISI4 SI6I7L8I IIMI1TI12 115114115116 | 
トミ トー 邊 ト デ ト ニ トー レニ トー トー ー ト ーー 


< バタ ー ン 登録 手順 

④ リ ズム エディ ッ ト メ ニュ ー で し Fs_」]CTRACK) を 押し て ぐだ さい 。 カ ー ソ ル は トラ ッ フ 設定 
エリ ア の PA TN の 欄 へ 秘 動 し ます 。 

@ し Fs_] (MEAS) を 押す と 、MEAS の 欄 に 表示 する 小節 を 変更 する こと が で きま す 。 小節 の 
番号 を 入力 する と 、 そ の 小節 か ら 1 6 小節 分 を 表示 し ます 。 

③ カ ー ソ ルキ ー で 、 設定 し た い 小節 へ カー ソル を 移動 させ ます 。 回 | と 回 | で 1 小節 ずつ 前 後 し 、 
古 と 回 で 1 6 小節 単位 で 前 後 し ます 。 

@ 数 値 キ ー で 1 1 6 の パパ ター ン ナ ン パ バ を 入力 し て くださ い 。 入力 ミス を し た と き は | 引 | で カー ソ 
ル 位 置 の デー タ が 削除 され 、[Sr ] 十 | 忠 | で カー ソル 位置 に 空白 が 挿入 され ます 。 

E4_] (REPET) を 押す と 、 繰 り 返 し 記号 の 設定 を 行う こと が で きま す 。 


〈 ぐ の 返し 記号 は 次 の 手順 で 設定 し て くだ さい 〉 
(1 ) ぐり 返し 記号 を 入力 し だ い 小 節 へ 移動 し 、[_F*_ ](REPET) を 押す と 、 パ ター ン 作 成 エ リ 
ア の 上 に 次 の よう な 表示 が で ます 。 


[(Ree KF1 (ReF (FE KT06 WCada (Seano StDELETES CDELETECF(Fine 


剛 93| | 「 4 細谷 RON | =N<、 


機能 拉 四 RT lz oew Coda を DS D.C Fine 


(ji) 上 の 表示 の うち の いずれ ガ が の キー を 押す と パタ ー ン ナン バー の 左 に 押し た キー が 表示 され 
ます 。 ご れ で 、 そ の キー に 対応 する くり ガ え し 記号 が 設定 され まし た 。 
だ だ し リズ ム エ デ ィ ツ ト で は 、 ぐ り の が ガ え し 記号 は 1 小 飾 に 1 つ し ガ 設 定 で きま せん の で 
注意 し て くだ さい 。 


⑥ パ ター ン 登 録 後 、L_F3 」(PLAY) を 押す と 表示 され て いる 1 6 小節 を 順に 演奏 し ます 。 
⑥ 登 録 が すべ て 終了 し た ら 、[_F1_] (EX|T) を 押し て リズ ム エ デ ィ ツ トメ ニコ ユー へ 戻り ます 。 


(6 ) メジ ャ ヤー モー ド 
ED 1SONG の メニ ュー で [57_]C[SHT ] 十 | Ez ] ) を 押す と メジ ヤー モー ド に 入り ます 。 
画面 の 最 下段 MEAS= と 聞い て きま す の で 、 数値 キー で 小節 の 番号 を 入力 し 避 | を 押す と 小 
節 単位 で の 表示 を 指定 する こと が で きま す 。 ト 回 | で 前 ペー ジ 、 了 居 | で 炊 ペ ー ジ の 楽譜 を 表示 し ます 。 


(の の に 
04⑨NIG の 2 年 当 で 條 
下段 に 


と 表示 され ます 。 カ ー ソ ルキ ー 〈 加 | ト 回 ) で 選択 し [ 明 | を 押す と 、4 パート 中 の その パー ト だ け 
を 演奏 し ます 。[ 届 | の み を 入力 さる と 全 / パ パー ト を 演奏 し ます 。 
途中 で 演奏 を 止め る 場合 は 、| sc ひま だ は スペ ー ス キー を 押し て ぐだ さい 。 


SsHiFT| 十 | Fs ]) を 押す と プレ イモ ー ド に 入り 、 画 面 最 


〆N 
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音色 デー タ は 単独 で 演奏 する 時 、 最 適 に な る よう に 値 を 設定 し て いま す 。 全 パー ト AI) を 演奏 レ 
だ と き 、 深 い LFO 効 果 ( つ うなり 現 象 ) が 生ずる 場合 に は 、 サウ ンド エディ タ NEWTONE で LFO 部 
の パラ メー タ PMD. PMS の 値 を 再 設定 し て くだ さい 。 


(8 ) 楽譜 の ハー ドコ ピー 


入力 し た 楽譜 は プリ ンタ に 印刷 する こと が で きま す 。 次 の 手順 で 行 つ て くだ さい 。 
④①ED 1SONG の メニ ュー で [し Fs ](| siT 1 _F4 「) を 押す と 、 画 面 の 最 下 段 の 表示 が 次 の よ 
うに 変わ り ま す 。 


CZー8PK 2 MEAS ゅ MEAS 


@[_Fz_](MODE) を 押す ご と に 表示 され て いる プリ ンタ の 機種 名 が 次 々 に 変わ り ま す の で 使用 
する プリ ンタ を 選択 し て て だ さい 。 

③ 小 節 単位 で 印刷 する 部 分 を 指定 し ます 。 何 小節 めか ら 何 小節 め ま で を 印刷 する ガ 、 始 め と 終り の 
小節 の 番号 を 入力 し て ぐだ さい 。 


M 
思 
由 
3 
ク 
57 


使用 で きる プリ ンタ (画面 に は ー (ハイ フン ) 以下 が 表示 され ます 。 ) 

CZー8 6 6P 

CZ-8PD2 ン 8PD3 

CZ 一 8 6PK 

CZ-8PK2 

CZ-8PK3/8PK 4……CZ 一 8PK5/8PK 6 は この モー ド で す 。 
CZ 一 8PN1 

CZ-8PC1 

PC-PR 2 0 1 


に 
ご ー 


注意 

・ ハ ー ド コピ ー を 作成 する 用 紙 は 1 9 イン チ 以 上 ( 単 票 用 紙 使 用 の 場合 は B 5 横 、 4 縦 サ イズ 以 
上 ) の 幅 の も の を 使用 し て くだ さい 。 

・ 単 票 用 紙 を 使用 する と き は 、 ペ ー ジ 送り の 際 E 字 を 一 時 停止 し ます の で 、 す みや が ガ に 用 紙 を セツ 
ト し て ぐだ さい 。 


3. 3 演奏 デー タ を 作 つ て みよ う 


次 の 曲 を 素材 に ミュ ユー ジッ クエ デイ ィ マタ の 使用 例 を 紹介 し ます 。 
実際 に 操作 し て デー 作成 の 流れ を つん で こ ご だ さい 。 
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< サン プル 曲 …… を 人 の 


MELODY = 
CHORD 
BASS ボッ = Fe ボ 


RHYTHM 


バス ドラ ム スネ ア 
1) メイ ン メ ニュ ー で ED 1SONG を 選択 し 、 を 押し ます 。 
2) メロ ディ を 入力 し まし よう 。 


④L_F3_](M. ED 1 T) を 押し ます 。 
②@ タ イト ル の アイ コン に カー ソル キー (回 | 回 ) で カー ソル を 合わ せ て 症 | を 押し 、 カ ー ソ ル が 


タイ トル 表示 の 欄 に 秘 動 し た ら 、 曲 名 を * オオ スザンナ ” と 入力 し まし よう 。 
③ 拍 子 の アイ コン に カー ソル を 秘 動 し [ 乙 を 押し て こ だ さ い 。 フ ォ ン ト テ ー ブ ル で カー ソル を 下段 
の 4 に 和 動 し 、[ 記 | を 押し 続け て 上 段 の 4 に 秘 動 し て [ 量 | を 押し て こ だ さ い 。 五 線 に 赤 で 4 ノ 4 
と 表示 され だ ら 滞 | を 押し て こく だ さい 。 
@ テ ン ポ の アイ コン に カー ソル を 物 動 し r 量 | を 押し 、 フ ォ ン ト テ ー ブ ル で 』 = 1 2 9 の まま ( 問 | を 
入力 し て くだ さい 。 五 線 の 上 に 赤い メト ロン ノーム が 表示 され だ ら [市 を 押し て ご ださい 。 
⑤ メ ロディ の 演奏 に 使う 音色 デー タ を 決め ます 。 ご この 曲 で は CHO 1CED VO1CES と いう 
音色 デー タフ ァイル を 使用 し ます の で 、 他 の ファ イル ガメ モリ に セツ ト さ れ て いる 場合 に は 、 
NEWTONE で ロー ド し な お し て ご だ さい 。 音色 の アイ コン に カー ソル を 物 動 し [ 是 | を 押し て 
ぐだ さい 。 ト ー ン リス ト が 表示 され ます 。 
ここ で は 、 NO. 2 4 の Trumpet 1 と いう 音色 を 使う こと に し まし よう 。 カー ソル を 合わ せ て 
[ 過 | を 押し て くださ い 。 五 線 の 上 に 赤い スピ ー カ ー が 表示 され まし た ら 、[ 選 | を 押し て こ だ さ い 。 
@ 音 符 入力 を 始め まし よう 。 楽譜 を 見 る と 分 か る よう に 、 ご の 曲 は 3 拍 半 の 休み か ら 始 まつ て いま 
す の で 、 休 符 を 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の エディ タ で は 、 小 館 の 区 切り が 自 動 的 に 付け ら 
れる だ め 、 ご の 曲 の よう お 層 起 の 曲 で は 、 最初 に 休 符 を 入れ て 1 小節 分 に な る よう に 調節 し ます 。 
休 符 の アイ コン に カー ソル を 物 動 し 乙 | を 押し 、 カ ー ソ ル が フォ ント テー ブル に 秘 つ だ ら 符 点 [] 
に カー ソル を 合わ せ て 過 を 押し ます 。 
次 に 2 分 休 待 忠 に カー ソル を 合わ せ て [ 同 | を 押し て こく ださい 。 ご ご こ て で 石 線 に 赤 で 符 点 2 分 休 待 が 
表示 され ます の で 、 そ の まま [ 過 | を 押し ます 。 
次 の 8 分 体 待 7 も 同様 に 入力 し て て だ さい 。[ に FT] CEX | 征 ) を 押し て カー ソル を アイ コン に 
戻し て こく ださい 。 
音符 の アイ コン を 選択 し 症 を 押し て 音 待 を 入力 し ます 。 ま ず フ ォ ン ト テ ー ブ ル に 表示 され だ 中 
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F 
M 
音 
寺 
度 

1. 
シ 
ッ 
ク 
9 

| 
ル 


か ら 音 符 の 種類 を 選び ます 。 最初 の 音 は 1 6 分 音 待 ですから 、 まで カー ソル を 秘 動 さ せ [ 避 を 
押し ます 。 す る と 、 五 線 上 に 赤い 1 6 分 音符 が 表示 され ます 。 音程 は 中 央 の * ド ” で す ガ ら カ ー 
ソル キー 〈 賠 因 ) で ば の 高 さ に 移動 し 、r 沖 | を 押し て こく だ さい 。 

@ 楽 議 を 見 な びら 、 ⑤ と ⑦ の 手順 で 5 小節 生ま で の 音符 と 休 符 を 入力 し て み ま し よう 。 

@ 全 部 の 入力 が 終 つ たら し Fr_]CE X | 丁 ) を 押し て こく だ さい 。 


(3 ) コー ド を 入力 し まし ょ う 


④ し F4」CC.EDIT) を 押し ます 。 
② し Ez_」(PART 1 ) を 押し 、 パ ー ト 1 入力 モー ド に し ます 。 
この モー ド で 、3 重 和音 の 1 番 上 の 音符 を 入力 し て いき ます 。 
③ ま ざ 、 音色 の アイ コン に カー ソル を 物 動 し 、 避 | を 押し ます 。 こ こ で は No.1 の 
A Piano1 と いう 音色 を 使う こと に し まし よう 。 カ ー ソ ル を 合わ せ て 、【 訓 | を 押し て ご 
だ さい 。 五 線 の 上 に 赤い スピ ー カ ー が 表示 され だ ら 、〔 是 を 押し て こ < ださい 。 
@④ 最初 の 休 待 の 入力 万 法 は メロ ディ と 同様 で す 。 
⑥ 音符 の アイ コン に カー ソル を 物 動 し r| を 押し ます 。 
最初 の 和音 の 一 番 上 の 音符 ( ド ) を 入力 し て こ だ さ い 。 
⑥ パー ト 1 の 入力 が すべ て 終わ つた だ ら 、 パ ー ト 2… 真 ん 中 の 音符 、 パ ー ト 3… 一 番 下 の 音符 
② 


F 
練 
加 
山 
ジ 
4 
4 
ッ 


ーー 
ご ー 


を 同様 に 入力 し て いつ て くだ さい 。 な お 、 休 等 も わす れ な いよ うに 入力 し て くだ さい 。 
至 部 の 入力 が 終わ つた ら [_ Fr ] EXIT) を 押し て ぐだ さい 。 


(4) ペー ス を 入力 し まし よう 
④①[ し Fs_」(B. ED | T) を 押し ます 。 
@ 音 色 の アイ コン に カー ソル を 秘 動 し 症 を 押し ます 。 
ここ で は 、No. 8 の W. Bass 1 と いう 音色 を 使う こと に し まし よう 。 
カー ソル を 合わ せ て 明 | を 押し て ご だ さい 。 五 線 の 上 に 赤い スピ ー カ ー が 表示 され だ ら (本 | を 
押し て こく だ さい 。 
音符 、 休 待 の 入力 は メロ ディ の 入力 と 同じ よう に 行い ます 。 入力 が 終っ を らし (EX 1T) 
を 押し て くだ さい 。 


(5 ) リズ ム を 入力 し まし よう 

④[Fe_](Lsmr 寺 [ Pt ]) 民 . ED 1 を 押し ます 。 

@[Fz_]CPATRN) を 押し て こく だ さい 。 

パパ ター ン ナ ン バ は 1 の まま に し て お きま す 。 次 に [し F*_」(ED | T) を 押す と カー ソル は パタ ー 
ン 作成 エリ ア に 秘 動 し ます 。 最初 の 小節 は 全体 待 円 な の で 何 も パ ター ン を 入れ ず 、 そ の ま 
ま [ Pr ]CEX | 征 ) を 押し ます 。STORE す る (メモ リ に 殆 え て お く ) ガ お どう が を 聞い て き 
ます の で 、[Y| を 押し て こ < ださい 。 

③[z_」CPAT No.) を 1 回 押し て パタ ー ン ナン バ を 2 に し て くだ さい 。 次 に LF4_KEDIT) 

を 押し レ し リズ ム / パ パタ ー ン を 作成 し ます 。 4 / 4 拍子 の この 曲 で は 1 1 6 ステ ッ プ を 使い ます 。 4 

ステ ッ プ ご と に 区 切ら れ て 、 1 6 ステ ッ プ まで が 白 ご 表示 され て いる どう が ガ を 確認 レ し て ぐだ さ 
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い 。 違 つ て いる よう な らし Fz_」CBEAT) と し F*](<ーEND), [Fs] て END-ー>) で 
調整 し ます 。 

@ 楽 譜 の 2 小節 目 を 見 な びら 、 炊 の よう に パタ ー ン を 入力 し て て だ さい 。 カ ー ソ ル は カー ソル キー 
( 図 [ 合 國 回 ) で 移動 する こと が で きま す 。 

・ ク ローズ ハ イル ハツ に の ステ ッ プ 1 、 きす 。、5、7、9 、1 1、1 3 、1 5 で スペ ー ス キー を 2 回 細 
し ます 。 

・ ス ネ ア ド ラム の ステ ッ プ 3 、7 、 1 1 、1 5 で スペ ー ス キー を 2 回 押し ます 。 

・ バ パス ドラ ム の ステ ッ プ 1 、 5 、 9 、 1 3 で スペ ー ス キー を 2 回 押し ます 。 


ご れ で 下 の 図 の よう な パタ ー ン が で き 上 り ま す 。 音 時 は すべ て 中 位 に 設定 し まし だ 。 で き 上 つた 
らし Pf ](EX | 征 ) を 押し て STORE し て ご だ さい 。 

3 、5 小 節目 の パパ ター ン も 同じ よう に 入力 し て み ま し よう 。 ま ざ ず / パ マー ン ナ ン バ 3 に 3 小節 目 の 
パタ ー ン を 作成 し て し FT_]CE X | 征 ) を 押し STTO 〇 RE し ます 。 

次 に 、5 小節 目 の / パ ツー ン は パタ ー ン ナン バ 3 の パタ マー ン の 一 部 を 変更 し て パタ ー ン ナン バ 4 と 
し て STORE す る と よい で し よう 。 〈( パ ター ン が で きま し たら [し FT_]CE X | 征 ) を 押す 前 に 
| を 1 回 押す と 、/ パ パ ツ ー ン ナン パ バ が 4 に な り ま す 。) 
5 小節 目 の パ ター ン 〈⑦ パ ター ン ナ ン バ 4 ) を STORE し た ら 、 に FT_]CEX | 征 ) を 押し て リ 
ズム バエ デ イツ トメ ニュ ー へ 戻 つ て ご 涯 きい 


F 
M 
間 
に 
記 
1 
ンジ 
9 
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ーー 
ーー 


O 4 2 94 29 92 924 
よい よ プ こり と は CC と 9 CT 


⑯L_Fs_](TRACK) を 押し ます 。 
ME AS 1 に [人 を 入力 し ます 。 ご これ で 全休 待 (パタ ツーン ナン バ 1 ) が 1 小節 目 こ セツ ト さ れ ま 
レ た 。 
パタ ー ン ナン バ 2 は 2 小節 目 と 4 小節 目 で 使用 し て いま す の で 、ME AS 2 と 4 に 2 を 入力 し ま 
す 。 同様 に MEAS 3 に 3 を 、MEAS 5 に 4 を 入力 し て て だ さい 。 ト ラッ フク 設 定 エ リア の 表示 
は 次 の よう に な つて いま す 。 
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② 入 力 が 終 つ だ ら L_F3_J(PLAY) を 押し て 1 
@L_F? (EX | T) を 押し て リズ ム エ デ ィ ッ ト 


て 5 小節 の リズ ム を 鳴ら し て み ま し よう 。 
メニ ュー へ 戻り ます 。 も う 1 度 LF1_ IKEX1T) 


を 押す と ED 1SONG の メニ コー 画面 に 戻り 、 フ ルス コア の 譜面 が 表示 され ます 。 


(6) 演奏 し て み ま し よう 


いま 作 つ だ 曲 を 演奏 ぶせ て み ま し よう 。[_Fs_」CLSHiFT」 十 | Fs ] ) を 押し て プレ イモ ー ド に 入り 、 


r 当 | を 押す と 演奏 が 始ま り ま す 。 


(ルル デー タ き を 性 一 プレ まし よう 


⑦ せ つが か が ぐ 作 つ だ 曲 は 、 デー タ を ディ スク に セー ブ し て 取 つ て お きま し よう 。 

デー ゴータ ディス ク を セツ ト し 、 宅 (F | LE 民 ) を 押 じ て ファ アイ ラー モー ド に 入 つ て ぐだ きい 。 
@[_F4 (SAVE) を 押す と 、 フ ァイル 名 を 尋ね て きま す 。 

ファ イル 名 を 入力 し 、 [ 軒 | を 押し て くださ い 。 ご これ で 曲 の デー タ ガ が ディス フク に セー プ さ れ ま す 。 
③ セ ー ブ が 終了 し だ ら [_F1_](EX| T) を 押し て ファ イル 負 理 の モー ド を 抜け ます 。 こ うし て 、 

セー ブ し だ 曲 の デー タ は PLAYTONE で 演奏 を する こと も で きま す 。 


(8)| メイ シン メニ ュー へ 戻る 
LF1 ](EX| T) を 押し て ぐだ さい 。 


4 プレ イヤ ー: PLAYTONE 


プラ トン は 演奏 デー タ を 演奏 する だ め の プ ロ プ ラム で す 。 ミ ユー ジッ クエ ディ タ 、 サウ ンド エ デ 
イダ で 作成 し た デー タ を 演奏 する こと は も ちろ ん の こと 、 デ モ 曲 の 演奏 も 行え ます 。 


プラ トン は 次 の よう お 構造 に な つて いま す 。 


Single play 
(シン グル プレ イ ) 


PLAYTONE 


Juke Box 
(ジュ ー ク ボッ クス ) 
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rー Filer 


ー Play 


ェ ーー Filer 


ー Play 


4. 1 プロ グラ ム の 起動 
メイ ン メ ニュ ー で PLAYTONE を 選択 する と プロ ブラ ム ガ が 起 動 し 、 次 の よう な 画面 が 表示 さ 


れ ま す 。 


ファ ンション キー に は 次 の 機能 が 対 太 し て いま す 。 


| 語 局 還 旧 自炊 WNW 
| RE SI5ANY 
SINU NT 序 ⑨※ 


4. る ウル プレ イ 

Fs 1(⑤_ PLAY) を 押す こと に より 、 シン ブル プレ イモ ー ド に 入り ます 。 ご の モー ド で は 、 
1 曲 の み の 演 奏 を 行い ます 。 

シン ブル プレ イモ ー ド の 画面 は PLAYTONE 起動 時 の も の と 同じ で す が 、 フ ァ ン クション 


キー の 機能 が 次 の よう に 変わ り ま す 。 


し お コ : EX」T 
[ 訂 :FILER 
Fs:PLAY 


KDEg 環 際 居 紀和 民 9 


[ss_]CLOAD) を 
を 選択 し | を 押し て 
③ 演 奏する 曲 を 決定 後 、 
lssc| ガス ペー スキ ー を 
プル プレ イモ ー ド を 終 


を 押す と 、 曲 の リス ト ガ 表示 され ます 。 ご こ で [し Fe_]([snT ] 十 [1 」) 


DR 1 VE を 押す と ドラ イブ 番号 の 変更 が 行え ます 。 


押し 、 曲 名 を 入力 する お ガ 、 ま だ は カー ソル キー (| 和合 | ) で 演奏 する 曲 
ぐだ さい 。 

[ F3 ](PLAY) を 押す と 演奏 開始 で す 。 演 奏 を 途中 で 止め る 場合 に は 、 
隊 じ SEE 六 08P ま う コ 
ざす る 場合 は [_F1_ ](EX| T) を 押し て こく ださい 。 
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ミーS ざ < ツー ロ // 過 呈 束 閥 | 


3 0m の ポッ クス 
[Fs_]C〈J_BOX) を 押す と ジュ ー フ ボッ フス モー ド に な り ま す 。 こ ご の モー ド で は 最大 1 9 曲 
まで の 連続 演奏 が 行え ます 。 
ジュー クボ ックス モー ド の 構造 は 、 次 の と お り で す 。 
EXIT EXIT EXT 
Ake mx 上 FR 一 Resr 一 LANoEL RETRY 
PLAY DRIVE 


④①[LFz_ JI(FILER) を 押す と 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 ド ライ ブ 番 号 を 変更 する 場合 は 
LFe_](DR IVE) を 押す と ドラ イブ 番号 の 設定 が 行え ます 。 


jlename briue 


NNS ツ ー ロ ル 敵 只 そ 


GYl IPEDI ES 


に 
ご ー 


INE 5 ROSE 


1 
! 
1 
I 
1 
1 
1 
i 
1 
1 
! 
i 
i 
! 
! 
! 
! 
i 
i 
i 


| 
| 
| 
| 
| 


f 記 1( 選 
UKIVE | 


②["Fz_]CRESET) を 押す と 、 右 側 の 演奏 デー タフ ァイル 一 覧 の 上 こ に カ ー ソ ル ガ が 現れ ます 。 

③ カ ー ソ ルキ ー ( 回 ) で 演奏 する 曲 を 演奏 する 順番 に 選択 し 、[ 証 | を 押し て ご だ さい 。 演奏 
で きる 曲 数 は 1 9 曲 以内 で す 。 間 違 つ て 選択 し だ 場合 は 、「Fz_] CCANCE し ) を 押す と 1 曲 
ざ つ 順に 解除 され 1 ます 。 

@ 演 奏する 曲目 が すべ て 決定 し た ら 、 し Fr ] (EX | 征 ) を 押し て ジュ ユーク フ ボッ フス モー ド の メイ 
ン メ ニュ ー へ 戻り ます 。 こ ご こ で し Fz_]CRETRY) を 押す と 、 選 択 し だ 演奏 曲 が す べ て 取り 消 
され 、 も う 1 度 初 め ら 設定 し 直す こと が で きま す 。 選択 し だ 曲目 で よけれ ば [Fi_](EX | 
T) を 押し て こく だ さい 。 

ラジ 品 一 ボツ タス モー に ビ の メイ シメ ユー に 戻 つ 走ら 、 L Fs I(PLAY) を 押し て ぐだ さい 。 
設定 し だ 曲目 順に 演奏 が 行わ れ ます 。 演奏 を 途中 で 止め る 場合 に は 、|esc| ガス ペー スキ ー を 押し 
て こ < ださい 。 ト Pf 」CEX | 征 ) を 押す と 、 ジ ュー クボ ッ ツク フス モー ドガ ら 抜 け 出し ます 。 
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5 BASIC リ ンカ ー : LINKERN 


エディ タ で 作成 し な 演奏 デー タ を 、BAS | C ビ プロ ブラ ム で 利用 可能 な 形式 に 変換 する プロ ブラ 
ム で す 。LINKERIN の 構造 は 次 の よう に な つて いま す 。 


FILER ……… 演 奏 デ ー タ ファ イル の LOAD、SAVE、 KILL 
LINKERN 


LINK _……… 演 奏 デ ー タ を BASIC で 使用 で きる よう に 変更 する 。 


5. 1 プロ グラ ム の 起動 
メイ ン メ ニュ ー で LINKERN を 選択 する と プロ ブラ ム ガ 起 動 し 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


UIP =LINKERN= DRIR FILE LINKER FOR BRSIC 


TOTHL Step(s) 


PRRT CONVERTED STEPS) CONDITION 
MELODY Step(s) 


CHORD Step(s) 


BRSS Stept(s) 


RHYTHM Step(s) 


上 の 表 は ファ イル の 大 き さ と その 状態 を 表し て お り 、 エ ラー の ある 場合 は COND1IT ION の 
欄 に メ ツ セー ジ が 表示 され ます 。 芋 ファンクション キー に は 次 の 機能 が 割り 当て られ て いま す 。 


3 還 選 交 
2 当選 誠 間 較 国 司 
中 語 記 内 恒 較 紅 


5. 2 リン ク フ ァ イル の 作成 
ベ デ ィ ス か ら 演奏 デー タフ ァイル を 読み だ し て 変換 する 場合 > 


(1) 演奏 デー ツタ を ロー ド す る 
④L_FE_ICFILER) を 押す と ディ スク に 納め られ て いる 演奏 デー タフ ァイル 名 が 表示 され ます 。 
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w\2NY、 と MW7ー」// 計 mh デー 


て 
トー 


② し 35_]CLOAD) を 押す と し 〇 AD モー ド に 入り ます 。 

③ フ ァイル 名 を 聞い て きま す の で 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 入力 する か 、 ま だ は カー ソル キー 〈 了 較 ) 
で 表示 され て いる ファ イル を 選択 し 証 | を 押し て こく だ さい 。 

の @LOAD が 終っ だら し FT (EX |) を 押し て こく だ さい 。L し 1NKERN 起 動 時 の 画面 に 戻り 
に ッッ 


(2) リン クフフ ァ イル の 作成 

⑥L_FS_](L INK) を 押す と 、 演 奏 デ ー タ フタ イル が BAS | C ど プロ ブラ ム で 使用 で きる 形式 に 
変換 され 、 画 面 に フラ イル の 状態 表示 され ます 。 TOTAL の 表示 が "COMPLETE C 
ONVERS 1ON ” と な つて いれ ば SA VE ビ 可能 で す 。 

ここ で スペ ー ス キー を 押す と ら AV ビ モー ド に 入り ます 。 キ ー ボ ー ド ガ ら 9 文 守 以 内 で ファ イル 
名 を 入力 し 届 | を 押し ます 。 リ ンク ルー チン 開始 番地 、 お よび 機械 語 フ ァイル で ある こと を 表す 
エク ステ ンション "ObJ ” は 、 入力 し だ た フラ イル ネー ム の 後に 自動 的 に 付加 され ます 。 


F 
! 
ミ 
』 
の 
ッ 
ク 


File name=" フ ァイル ネー ム ※※XX.ObJ" 
1 


トー 


リン ルー チン 開始 番地 


②⑦SAVE が 終了 し ます と L 1NKERN 起 動画 面 に 戻り ます 。 

ぐ 注 意 > 

・ デ ー タ が ガ 大 き 過 ぎる と 、BAS | ご C の ユー ザ メ モリ 内 に 入ら な い だ め 、 変 換 で き な い 場合 が びあ り 
ます 。 デモ 曲 の “INVISIVLE T「" は リン ク で きま せん 。 ま だ 別売 の FM 音源 ボー ド CZ 
ー8BS 1 同 梱 の V | ピ で リン ク 可 能 な 曲 で も 、 本 ツー ル で リン ク で き な い も の も あり ます 。 リ 
ンク で き な い 場合 は 、T 〇 TAL の 欄 に TO 〇 OO _ LONG MUSIC DATA と 表示 され ます 
の で 、 ス ペー スキ ー を 押し て ぐだ さい 。 

・ ご の リン カ は X 1 turDo BAS 1C の み に 対 記し て いま す の で 、 作成 し た リン ク フ ァ イル を 
X 1 BAS | C て 実行 さき せる こと は で きま せん 。 


5.3 BASIC プ ログ プラム と の リン フク 方 法 
BAS | ご の プロ プラ ム ガ ら リン ク フ ァ イル を 利用 する 場合 、 次 の 点 に 注意 し て プロ ブラ ミン グ ブ 

を 行 つ て て だ さい 。 

1) まず 、 リ ンク ファ イル が ガ が 入 つ て いる デー タデ ィ ス ク の ファ イル 名 一 覧 を 、F | し 三 ら 命令 で 
表示 させ て ぐだ さい 。 リ ンク ファ イル の エク ステ ンション O 〇 DJ の 前 に ある 4 桁 の 1 6 進数 は 、 
リン ク ルー チン の 開始 ジア ド レス と な り ま す 。BAS | C ど プロ ブラ ム に は 、 炊 の 3 つの 負 理 を 邊 ず 
入れ て こ だ さ い 。 


< リン フル ー チ ン 鎖 域 を 確保 する 〉 
④OLEAR &HOOCQ 副 | 


1 
ファ イル 名 の アド レス 
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〈USRO と し だ リン フル ー チ ン の 実行 開始 アド レス を 定義 する > 


@DEF USR 0 = &H 〇 OOO 
時 
<〈 リ ン フ ファ イル を ロー ド す る 〉 
LOADM "デバ イス : ファ イル 名 〇 〇 〇 〇 . ObJ" F 軸 (ファ イル 名 は スペ ー ス を 含め 


9 文字 すべ て 入力 し て ぐだ さ 


1 
ファ イル 名 の アド レス い 。) 
Go 


2) コー ザ に よる 機械 語 プ ロブ ラム と の 併用 は 避け る よう に し て ぐだ さい 。 ま だ 、 マ ウス や RS 
ー2 3 2C ボー ト を 使う プロ ブラ ム も 正常 に は 動作 し ませ ん 。 な お PSG を 使用 する と き は 、 テ 
ン ボ の デー タ が 正常 に セッ ト で き な ぐ な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


3) プロ グ ブラム の 中 で 曲 を 演奏 させ だい 部 分 に 、 引数 を 9 に し だ りら 8 選 文 を 記述 し 、 リン フク ルー 
チン を 呼び 出し ます 。 


《 例 > MSC%= 6 
DUMMY= テ USR 0 (MSC%) 


4 ) プロ ブラ ム を 実行 する と 、 曲 の 演奏 が 始ま る と 同時 に 、 そ れ に 続く BAS | O プ ロブ ラム が ガ 


実行 され ます 。 ご の と き プ ログ ラム は 終了 し て も 曲 の デー タ が 続 ご 限り 演奏 も 続き [SHiFT ] [BREAK 


に よ つ て も 演奏 を 止め る こと は で きま せん 。 強制 的 に 演奏 を 止め だ い 場 合 に は 、 引数 を 1 に し だ 
US 民 文 で リン クル ー チ ン を 呼び 出し ます 。 


《 例 > MSC%= 1 
DUMMY= テ USR 9 (MSC%) 


まだ 、 1 度 止め だ 演奏 を 再開 する 場合 に は 、 引 | 数 を 2 に し だ US 内 文 で リン フル ー チ ン を 呼び 出 
し ます 。 
〈 例 > MSC%= ク 

DUMMY= テ USR 9 (MSC%) 


5) 曲 の 演奏 が 終了 し だ お どう が の 判定 は 、 引数 を 3 に し だ US 文 に より リン フク フルー チン を 呼 
び 出 すこ と で 行わ れ ま す 。 

欠 の 例 は 、 変 数 DUMMY が 0 の 場合 は 演奏 終了 、 そ れ 以 外 の 場合 は 演奏 中 で ある こと を 示し ま 
す 9。 


《 例 > 
10 _MSC= の : DUMMY=USR0CMSC%) 
20_ MSC=3 : DUMMY=USR9CMSC%w) 
30 IF DUMMY<>0 THEN 29 
40 PRINT "MUSIC END" 
164 


Ne の N い NN と 6 クー / ん mm 上 


な お 、 引数 に 9, 1, 2 を 用 いた りら 中 関数 の 値 が 9 以外 に な つ だ 場合 、 引 数 の 間違い 、 
が 考え られ ます 。 


@ け ンプ ルプ ログ ラム 
シス テム ディ スク に 納め られ て いる デモ 曲 の * SONAT INE ” を BAS | C で 演奏 し て み ま 
し よう 。 
ご リン クフフ ァイル の 作成 > 
④BAS 1C リ ンカ ー を 起動 し 、 フ アイ ラー で シス テム ディ スク ディ スク に 納め られ て いる 演奏 デ 
ー タ 7 SONATINE. VMD " を ロー ド し て ぐだ さい 。 
②@「 リ ンク ファ イル の 作成 」 に し た が つて 、 演奏 デー タ を BAS | ビ プ ロブ プラ ム で 利用 で きる 形式 
に 変換 し 、” SONATINE ” と いう ファ イル 名 で セー プ し て ぐだ さい >。 
SONATINE CC3 1. ObD」" と いう リン ク フ ァ イル が 作成 され ます 。 
③FM 音 源 ミ ュー ジッ フク ツー ル V | を 終了 し て ぐだ さい 。 


F 
AM 
音 
源 
】 

1. 
あ 
ツ 
ク 
4 


< く BAS | どじ プロ グラ ム の 作成 > 
④BAS | C を 起動 し 、F 1 LES 命 令 で リン フク ファ イル を 確認 し て くだ さい 。 
@ 炊 の サン プル プロ ブラム を 入力 し て ぐだ さい 。 


ニー 
エー 


1 ' *** LINKERN Sample Program *** 
2 INIT 

39 CLERR 8HCC31 

49 DEF USRg デ 8HCC31 

59 「F ま ="1:SONRTINE CC31" 

69 LORDM F$+".0bj" 

79 PF=USR9(9) 

89 END 
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< サン プル プロ グ ブラム の 実行 > 

先ほど 作成 し た リン フフ ァイル の 納め られ て いる ディ スク を ドラ イブ 1 に セッ トレ し 、 プロ プラム 
を RUN さ せ て ご だ さい 。 “SONAT | NE" が 演奏 され ます 。 (画面 表示 は 、 コ マン トド 入力 待ち 
状態 に な つて いま す 。) な お 、 演 奏 を 途中 で 止め る 場合 は 、 コ ン ピ ユー タ の 電源 を 切る か 、 | P し リ 
セッ に し て ぐだ さい 。 | SHIFT | + [BREAK | で は 止ま り ま せん 。 


F 
1 
Sh 
ジ 
ク 
ツ 
| 
ル 


166 


ク 
4 
隊 
イ 
ツ 
4 
ウ 
| 
ル 


第 6 章 | グラ フィ ッ ク ツ ー ル 


1 こ 使 用 に な る 前 に 


ご の 章 で は 、Z'S ご 「AFF-〆 の 持つ 豊富 な 機能 を 充分 に 使用 し て い だ だ こく だめ に 、 ハー ドウ 
エア 構成 、 初 期 設定 の 方 法 な ご 、 基礎 的 な こと に つい て 説明 し ます 。 
起動 方 法 と 終了 廊 法 や デー タデ イィ ス ク の 作成 は 、 基 本 に な り ま す の で よ ぐ 理解 し て くださ い 。 


作 。1 8 G「AFF- の の 特長 


Z'S STAFF- 乙 は 、X 1 turDo シリ ー ズ 専用 に 開発 され だ プラ フィ ッ ク プ ロ セ ッ ツ サ で 
す 。 ご の ツー ル を 利用 すれ ば 、 X 1 turbo シリ ー ズ の 持つ 強力 な プラ フィ ッ フ 機能 を 、 簡単 お 操 
作 で 活用 で きる よう に な り の ます 。 

有 有 尻 つ の グラ フィ ッ ク モ ー ド を サポ ー ド 

320X209 ド ツ ト モ ー ド と 6 4 9X4 9 9 ド ツ トモ ー ド の 2 つの 異な る ブラ フィ ッ フ モー ド 

を サポ ー ト し て いま す 。 


2 操作 が 簡単 


アイ コン 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ユー の 採用 に より 多数 の 命令 を 覚え る 和 め 要 が な こぐ な り ま し た 。 複雑 な 
操作 も な ぐ 創 作 に 専 意 で きま す 。 


3 多彩 な 色彩 能力 


X 1 tUrDO の 持つ 4 9 9 6 色 同 時 発色 機能 を 完全 に サポ ー ト に し て いま す の で 、 多 彩 な 色 表 現 
が 可能 で す 。 


4 画像 取り 込み 機能 


ビデ オ 画 像 の 取り 込み 、 ず および イメ ー ジ スキ ヤナ (オプ ショ ン ) ガ ら の 画像 取り 込み も サポ ー ト 
し て いま す 。 


5 豊 な 画材 
10 種類 の 筆 と 台 描 画 モ ー ド に 対応 し た エアー ブラ シ は 、 絵 を 描く た だめ の 基 本 機能 を 網羅 し まし た だ 。 


6 充実 し だ 編集 機能 
コピ ー、 拡 大 、 縮 小 、 反 転 、 回 転 な ど 、CG (コン ピュ ユー タブ ラフ ィ ッ ク ) な ら で は の 充実 し だ 
編集 機能 を 用 意 し て いま す 。 


/ 日 本 語 処理 機能 
プラ フィ ッ ク ツ ー ル と いつ て も 絵 を 描く だ け で は あり ませ ん 。 選 'S STAFF- 乙 で は 、 文字 入 
力 と し て 漢字 変換 機能 も サポ ボート し て いま す 。 
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8 表情 幸 か な マル チ フ オン ト 


文字 フォ ント (字体 ) に は 標準 、 斜体 、 縁 取 、 影 付 と 、 さら に ワー プロ 並み の 縦 倍 、 横 倍 機能 も 


備え まし た 。 


Z'S STAFF-Z で 作成 され だ 絵 の 功 用 例 と し て 
*T ラ スト ドレ ーション や ビジ コア ルプ ゼン ディ ーション (あり 皇 省 種 デ ザイ ン ワ ウー ツク 
・ カ セツ ト テ ー プ 、 ビデ オ テ ー プ 、 ディスケット の オリ ジ ナ ル ラ ベル の 作成 
・ 加 種 カ ー ド 、 ポ スタ ー、 ポ ッ プ の 作成 
・ ビ デオ 編集 時 の タイ トル 作成 
その 他 、 パ ー ソ ナル ユー ス に 対応 し だ 幅広 い 活 用 が 可能 で す 。 


1. 2 必要 な ハー ドウ ェ エア 構成 
Z'S STAFF- 乙 は 、 炊 の よう な ハー ドウ エア 構成 で 使用 まれ る こと を お 勧め し ます 。 


ディスプレイ 
アナ ロブ ノ デ ジタル 両用 ・ 標 準 / 高 解 度 カラ ー デ ィ ス プレ イ 


@ プ リン 
サポ ー ト に し て いる プリ ンタ に つい て は 「3.7 印刷 ウィ ンド ウ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


人 @ イ メー ジス キャ ヤナ 
・ 日 本 電気 PCーIN501/IN562 
エエ ブツ  ⑬T80060 


※ イ メー ジス キヤ ナ を 接続 する 場合 、 イ ンタ ー フ エイ ス は P | 〇 ーー 4 9 5 2(|1O デ ー タ 機器 )、 接 
続 ケ ー ブ ル は PCー1 9909 一 13 (日 本 電気 ) ある い は PCAー5 9 2 (| 〇 デー タ 機 器 ) 
を ご 使用 くだ さい 。 な お 、GT 3 9 9 9 は RS- 2 3 2 C ケ ー ブ ル (CZ - 8 LM 2 ) で 接続 し 


て こぐ だ さい 。 


1. 3 基本 操作 


Z'S S「AFFー ン で は 3 2 9X2 0 0 ドッ ト と 6 4 90X4 9 9 ドッツ ト の 異な つ だ 2 つの ブラ 
フィ ッ ク モ ー ド を サポ ー ト し て いま す 。 し が し 、 基 本 機能 を 3 2 9 メ 2 0 9 ド ツ トモ ー ド に 合わ せ 


て いる だ め に 、6 4 9X4 9 09 ドット モード で は 以下 の 制約 が ありま す 。 
・4 0 9 6 色 の 同時 発色 は で きま せん 。 使 用 で きる 色 は 4 9 9 6 色 中 の 任意 の 8 色 で す 。 
・ カ ラー パレ ッ ト は 1 ペー ジ 分 し がけ あ り ま せん 。 
・ 水 性 ペン の 機能 、 ビ デオ 取込み は 使用 で きま せん 。 
・32 0X メ 2 0 0 モー ド で 作ら れ だ デー タ と の 互換 性 は あり ませ ん 。 
・ 画面 上 に 表示 され る 名 種 ウ ィ ン ド ウ の デザ イン が 異な る も の が あり ます 。 


Z'S STAFF- 有 Z で は 、 ポ イン ティ ンプ ブ デ バイ ス と し て マウ ス を 標準 採用 し て いま す の で 、 ほ 
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と ん ど ご キー ボー ド に 触れ ず に 、 い ろ い ろ お な 操作 を 行う こと が で きま す 。 
マウ ス は ボタ ン の 付い て いる 方 を 外側 へ 、 ボタ ン の 付い て いな い 方 を 前 に 向け て 正 し ぐ 持つ て 
守 き も \。 外側 


を 江 も 5)y ダ hy ツ 


手前 
マウ ス の あ 、 ぢ の ボタ ン を 押す こと を ” クリ ッ ク す る ” と び ます 。 


@ フ リッ ク | コマ ンド の 実行 や 選択 、 描 画す る 位置 を 決め る と き に 押し ます 


@ フ フリック | コマ ンド の 中 止 や メニ ユー を 表示 する と き に 押し ます 


マウ ス に 関し て は 、『 ユ ー ザ ー ズ マニ ユア ル 』『 マウ ス の 使い 方 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 ま だ 、 キ ー 
ボー ド 左 側面 の スラ イド スイ ツチ は ガ が な ら ぎ 日 側 こ し て 、 本 ツー ル を お 使い くだ さい 。 


な お 、 特 殊 キ ー の 操作 は 次 の と お り で す 。 政 要 に 応じ て 操作 し て くだ さい 。 


キー 操作 


[GTRL」+[k] 
[CTRL ITIN] 


スペ ベー スキ ー 


入力 装置 を キー ボー ド に 切り 損 え ます 。 


入力 装置 を ツウ ス に 切り 換え ます 。 


キー を 押す ご と に , メニ ュー バー を 表示 する 消す の 切り 
換え を 行い ます 。 


Z's S 和 TAFF-Z 起 動 時 は 、 マ ウス に な つて いま す 。 
CTRL | 十 | J | で 入力 装置 を ダヨ イ ステ ィ ッ ク に 
切り 換え る こと も で きま す 。 
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省 入 力 装置 の 操作 万 法 を マウ ス を 基準 に 説明 し ます 。 


2 や 23 sl STI 
[ 計 i=ews | (ls ls に 
le-sme| [sls) ント 


ー ボ ー ド を 使用 する 場合 、 カ ー ソ ル の 移動 は テン キー で 行い ます 。 
1. 4 画面 構成 と 名 称 


〆Z'S S ら 「AFF-〆 は 多 ぐ の 機能 を 持つ て いる だ め 、 そ れ ら すべ て を 1 つの 画面 に 表示 する こと 


は で きま せん 。 
その だ め 、 機 能 を 大 きぐ 7 つの モー ド に 分 類 し て 、 そ れ ぞ れ の モー ド を 選択 する と さら に 細い 
作業 内 容 が 表示 され る 仕組 み に な つて いま す 。 ご の 作業 内 容 の 表示 版 の こと を ウイ ンド ウ と 呼び 、 


機能 を 図形 化し だ も の を アイ コン と 呼び ます 。 


(メニ ュー バー) 


LG ビ = ュ t 梁 水 反 半 


ウイン に 6) モー ば ビ を 表す アイ コン 


機能 を 表す アイ コン 


1. 5 起動 記法 と 終了 訪 法 
Z'Ss STAFF-Z は 、 ド ライ ブ 9 に Z'S STAFFーZ の シス テム ディ スク を 、 ド ライ ブ 1 に 
デー タデ ィ ス ク フ を それ ぞ れ セツ ト し て 使用 し ます 。 作 成 し だ 描画 デー タツ は 、 す べ て デー タツ ディスク 


に 保 存 され ます 。 
ZS ご 「AFF- 有 ZZ の シス テム ディ スク に は 、 シス テム プロ プラム だ け で な ぐ サ ンプ ル と し て 絵 


(描画 デー タダ ) が 収め られ て いま す 。 ご の 絵 を 見 だり 、 使 用 する 場合 は 、 シ ステ ハバ ム ディスク を コピ ー 
し 、 コ ピー し だ ディ スク を デー タデ ィ ス ク と し て ドラ イブ 1 に セツ ト し て 使用 し ます 。 
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準備 > 
⑨④⑳ シ ステ ム デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ の 作成 
〆'S SG お 1 AFFー ン を いつ まで も ご 使用 い を だ くだ め 、 シ ステ ム デ ィ ス ク は コピ ビー し て お き 、 コ 
ピー し を バツ クア ッ ツ プ ディ スク を 使用 を むる こと を お 勧め し ます 。BAS | 〇 の シス テム ディ ス 
グ に 収め られ て いる FORMAT&COPY ユー ティ リティ で Copy al| を 実行 し て くだ さい 。 
②@ デ ー タ ディ スク の 作成 
作成 し 描画 デー タ の 保存 用 と し て 、 デー タデ イィ スク (2HD) を 作成 する 和 め 要 が あり ます 。 BA 
ら S 1 ご の シス テム ディ スク に 収め られ て いる FORMAT&COPY ユー ティ リティ で フ オ ー マ ツ 
ト し て ご だ さい >。 


起動 と 終了 の 操作 手順 は 、 そ れ ぞ れ 次 の よう に 行い ます 。 
く 起 動 方 法 > 
④① コ ンピュータ に マウ ス を 接続 し 、 本 体 の 電源 を 入れ ます 。 
@Z'S STAFF-Z シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 0 に セツ ト し ます 。 
③ 本 機 前 面 の 起動 ディ スク タイ プス イツ チ を 2HD に し 、 リ セツ トス イツ チ を 押し ます 。 
しばら ぐす る と 、 ド ライ ブ 0 の ラン プ が 点滅 し ます 。 
⑥ 以 下 の よ うな メッ セージ が ガ 画 面 に 表示 され ます 。 
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Z'saT4FF-Z 
Uarslnn1。H 


マウ スカ ー ソ ル ( ぶ ) を 選び だ い モ ー ド に 合わ せ 、 あ フリ ッ ク し て ぐだ さい 。( キ ー ボ ー ド ガ ら 操作 
する 場合 は 、 メ イン キー の 1 まだ は 2 で 選ん で ぐだ さい 。) 


⑤ す る と 、Z'S STAFFー ン の オー プ ニ ン グ 画 面 が 表示 され ます 。 


LG ど ュー 8 条 抽 拉 2D 絆 


起動 後 、 メ ニュ ユー バー に ある 娘 理名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 ク リッ ク し て 絵 の 作成 や 編集 、 
ファ イル 操作 を 行い ます 。 
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ご 終 了 亡 法 > 
④ 画 面 に メニ コー バー が ガ 表 示さ れ て いる こと を 確認 し て こく ださい 。 
メニ ユー バー が 表示 され て いな いと き は 、 ス ペー スキ ー を 押す と 現れ ます 。 
メニュー バー の [SYS に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 る @ フ リック し て こ だ さ い 。 
③ す る と | SYS の 文字 が 反転 表示 され る と と も に 、 シ ステ ム モ ー に の ウイ ンド ウ が 画面 に 現れ ま 


す 。 
TIDEO 

ご CTHFHHER 

JO ゼーE TjD 


ここ で 、 |JOB-END に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ツク し て ぐだ さい 。 ドラ イブ 9 の ラ 
ンプ が 点滅 し た 後 、 画 面 が フリ ア さ れ て 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
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LT77Y 59 
アリ fm7 モ ET デメ 


(上 5C キ - デ モ ド リ 2) 


ご この 状態 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク フ を 抜き 、 か な ら ず 本 体 の 電源 スイ ッ チ を 切っ つて こ だ さ い 。 


注意 


・ オー プ ニ ン グ 画 面 以外 で ディ スク を 抜い た り 、 電 源 ス イッ ツチ を 切っ つっ も を り 、 リ セツ トス イツ チ を 押 
し だ りす る と 、 シス テム ディ スク や デー タデ ィ ス ク の 内 容 が 破壊 され る こと が あり ます 。 ま だ 、 デ 
イス ズン 装 置 の ラン プ が 点滅 し て いる と き に 上 記 の 行為 を 行 つ て も 、 同 様 に シス テム ディ スク や デ 
ー ツ ディ スク の 内 容 が 破壊 され る こと が あり ます 。 デ イィ スク を 抜か な いで 本 体 の 電源 スイ ツチ を 
切る こと も 危険 で す 。 本 体 の 電源 スイ ッ チ を 切る と き は 、 デ ィ ス フク ドラ イブ に フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
プ ガ 入 つ て いな いこ と を 確認 する 習慣 を つけ て お きま し よう 。 

・ ご の ZS STAFF-Z は 2 D モ ー ド で は 起動 で きま せん 。 ガ な ら ず 2 HHD モ ー ド で 起動 し て ご 
だ さい 。 


* リタ ー ン キー は メイ ン キ ー の 同 を 使用 し て くだ さい 。 テン キー の 万 で は 動作 し ませ ん 。 
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2 ビギナー ズ ガ イト 


お 待 だ なせ し まし た だ 。 いよ いよ Z's STAF ビ ーZ の 美しい CG の 世界 に 入り ます 。 画面 を キヤ ン 
パス に 見 立て 、 マ ウス を 使 つて 自由 に 描い て 見 まし よう 。 

この ビギナー ズ ガ イド は 、 は じ め て お 使い の 万 向け に 説明 し て いま す 。 本 ツー ル に 慣れ て いる 方 
や 、 名 命令 を 参照 し だ い 場 合 は 、 後 述 「 3. リフ ァ レ ンス ガイ ド 」 を ご 覧 ださい 。 

な お 、Z'S STAFFー ク で は 絵 を 描こ と きこ に は デー タデ イィ スク が 秘 要 で す 。 デー タデ ィ ス ク を 
用 意 し て こ だ さ い 。 な お ここ で は 3 2 0 X 2 0 0 モー ド で 説明 し ます 。 


2. 1 簡単 な 図形 を 描く 

まず 、Z'S ST 和 AF ビー ク を 起動 させ ます (操作 万 法 に つい て は 「 1. 5 起動 万 法 と 終了 方 法 」 
を 参照 し て こ だ さ い )。 この と き 、 忘 わな いよ うに ドラ イブ 1 に デー タデ ィ ス ク を セッ ツ ト し て お いて 
< だ さい 。 

フリ ー ハ ンド の 描き 方 


フリ ー ハ ンド 病 令 は 、 ち よう ど 鉛 筆 で 紙 に 自由 に 絵 を 描く よう に マウ ス を 動 お し て 、Z'S S1A 
FFー 有 の キヤ ン パ ス に 絵 を 描く 命令 で ご す 。 マ ウス カー ソル ガ が 動 ぐ と お り に 、 画面 上 に 線 や 点 が 描 
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が れ て いき ます 。 
それ で は 、 さ つ そ ぐ フ リー ハン ド で 絵 を 描い て み ま し よう つう 。 

ま 順 

⑨⑳Z'S STAFFー ン の メニ ュー バー に ある PEN に 、 マ ウス カー ソル を 合わ せ ⑧ ク リッ ク し て 
ぐだ さい 。 


する と 、 ペ ン モ ー ド の ウイ ンド ウ が 現れ ます 。 


(6 4 9 xX 4 9 9 モー ド で は 水性 ペン の 変わ り 
に 、 エ アー ブラ シ ガ が 入っ つて いま すめ 
② | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フク し て ぐだ さい 。 
マウ スカ ー ソ ル を アイ コン に も つて いこ ご と 、 現 在 の 表示 と 反転 し た 表示 に な り ま す 。 ご こ で @ フ 
リッ フク する と レノ | 表示 に な り 、 選 択 され ね だ こ と を 示し ます 。 
そし て マウ スカ ー ソ ル を 他 に 移す と 、 反 転 表示 と な つて 選択 され て いる が 確認 で きま す 。 
(| レレ] 以外 は 、 そ の アイ コン を 選択 し て いる 時 に @ フ ! リ ッ フ する と 、 選 択 が 解除 され ます 。) 


「 あ が 


③ 炊 に 、 マ ウス カー ソル を ウイ ンド ウ の 外 に 移動 きせ 、@ フ リッ ク し て ぐだ さい 。 ペ ン モ ー ド の 
ウイ ンド ウ ガ が 消え て 、 フ リー ハン ド 命 令 ガ 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 


さて 、 ご こま で で 指定 の 万 法 は 終了 し まし た 。 い まこ ご こ で 行 つ だ 手順 は 、 他 の と ころ で も 同様 に 
行い ます の で よ ぐ 理解 し て くだ さい 。 で は いよ いよ 絵 を 描い て み ま し よう 。 


②③ 描き だ いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 させ ます 。 次 に あ フ リッ ツク し た まま の 状態 で 〈@ ボ タン 
を 押し な が ら ) マウ ス を 動 お し て くだ さい 。 マ ウス カー ソル の 秘 動 し だ 後に 線 が 描 お れ て いま す 。 
次 に @ フ リッ ツク を や め て (ボタ ン を 離し て ) マウ ス を 動 お し て こく だ さい 。 する と 、 今度 は マウ 
スカ ー ソ ル の 秘 動 し だ 後に 線 は 描 ガ れ ま せん 。 
フリ ー ハ ンド は この よう に し て 描い て 行き ます 。 


補足 説明 ペン アッ プ と ペン ダウ ン 

画面 上 に 表示 され て いる マウ スカ ー ソ ル 尽 は 、 フ リッ ク し な い ガ ぎり 、 ど ん な に 物 動 させ て も 何 
も し ませ ん 。 ご の 状態 を ベン アッ プ と いい ます 。 ご これ は ちよ うど 私 達 が 紙 に 何 ガ 書 こ と き 必 要 で な 
い 部 分 は 書 が な いよ うに 、 筆 を 上 げ て 位置 を 変え る こと と 同じ で す 。 

これ に 対し 作画 可能 な 状態 を 、 ペ ンダ ウン と いい ます 。 ペ ン ア ッ プ の 状態 か ら ペ ンダ ウン の 状態 
に 入る に は 、 モ ー ド に も より ます が 、@ ク リッ フ する こと に より 切り 換 り ます 。 

まだ 、 も う 1 度 @ フ リッ ツク する と 、 ペ ンダ ウン の 状態 か ら ペ ン ア ッ プ の 状態 に 戻り ます 。 


コネ フト ライ ン の 描き 方 


プリ ー ハ ンド は い ガ が で し だ か 、 マ ウス の 動き に 合わ せ て 様々 な 線 が 描け た こと と 思い ます 。 
し が し 、 フ リー ハン ド で は マウ ス が 震え て 上 ぼ に 直線 が 描け ませ ん 。 ご の た だめ に 用 意 さ れ て いる 
命令 が コネ クト ライ ン な の で す 。 


手 順 

の ④ メ ニュ ー バ ー の [PEN に マウ ス を 移動 させ @ フ ! バ ソ ッ フ し ます 。 する とこ ペ ン モ ー ド の ウイ ンド ウ が ガ 
現れ ます 。 

@ レン ] に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ @ フ リッ フレ て ご ださい 。 する と レン | が 友 皿 し て 較 と 変 
わり 、 選 択 さ きれ だ こと を 示し ます 。 

③ 炊 に 、 マ ウス カー ソル を ウイ ンド ウ の 外 に 衝動 きせ 、@ フ ! リ ッ フ し て こ ご だ さい 。 ペ ン モ ー ド の ウ 
イン ドウ が 消え て 、 コ ネフ トラ イン 命令 が 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

⑨⑧ 描 きだ いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 きせ ます 。 次 に @ フ リッ ツク し て 始点 を 決め ます 。 


マウ ス の ボタ ン を 離し て マウ ス を 動 ひ の し て こ だ さ い 。 始点 ら 物 動 し を マウス カーソル まで ラ 
イン (ラバ ー バ ンド (ゴム ひも )) が ガ 引 か れ ね て いま す 。 次 に マウ ス を いろ いろ 動 ひ し て みる と 、④ で 
指定 し だ 始点 お らち マウス カー ソル の 後 を ラバ ー バ ンド が 追い か け て いき ます 。 ラ バー バン ド は その 
と こき に 5 引 | ガ れ る ライ ン の 目安 を 表示 する の が 役目 で す の で 、 実際 に は ライ ン は 描 の れ ま せん 。 
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ライ ン の 終点 を 決め を ら 、 も う 一 度 @ フ リッ ツク し ます 。 す る と いま まで 表示 し て い だ ラ バー バン 
ド が 、 実際 の ライ ン と し て 描 ガ れ ま す 。 


コネ クト ライ ン で は 、 連 続 し だ 線 を 描け る よう に 、 
[始点 一 1 終 点 = 始点 ーー 一 1 終 束 | 
@ づ リッ クウ プル リト ソ の 人 の リウ の の の 
ぢ クリ ッ ク 
終点 を 指定 する と 同時 に 、 そ の 終点 が 次 の 始点 と し て 設定 され ます 。 ご ご こ で 、 終 点 三 始点 と し た 
こぐ ない 場合 に は 、 終 点 を 指定 し だ 後 、@ フ リッ ク し て ぐだ さい 。 そ うし ます と 始点 と し て の 座標 
が キャ ヤン セル され ます 。 次 に クリッ ク し た と ころ が 次 の 始点 と な り ま す 。 


ボッ クス の 描き 方 


ボッ クス (四角 形 ) は コネ クト ライ ン を 使用 し て も 描く こと が で きま す が 、 ボ ックス 闘 令 を 使う 
と 1 度 に 描く ここ と が で きま す 。 
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手 順 

④① メ ニュ ー バ ー の |PEN に マウ ス を 惣 動き せ お フ ! リ ッ フ し ます 。 する と ペン モー ド の ウイ ンド ウ が 
現れ ます 。 

@ [ 右 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる フリ ッ フ クレ て ご だ さい 。 す る と | が 反転 し て 六 証 こ 交 
わり の 選択 され た こと を 示し ます 。 

③ 次 に 、 マウ スカ ー ソ ル を ウイ ンド ウ の 外 に 秘 動 さき せ 、@ フ リッ ク し て くだ さい 。 ペ ン モ ー ド の ウ 
イン ドウ が 消え て 、 ボッ クス 命令 を 実行 で きる 状態 に なり ます 。 

@ 描 きだ た いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 させ ます 。 次 に @ フ ! リ ソック し て 始点 を 決め ます 。 


ーー 
ご ー 


炊 に マウ ス を 動 サ お し て ぐだ さい 。 始点 お ら 移 動 し た マウ スカ ー ソ ル ま で 、 ボ ックス の ラフ ラバー バン 
ドガ 引 ガ れ ま す 。 次 に 、 マ ウス を いろ いろ と 動 お し て ぐだ さい 。 する と @⑳ で 指定 し だ 始点 お ら マ ウ 
スカ ー ソ ル の 後 を 、 ラ バー バン ド が 追い か け て いき ます 。 


⑥ ボ ックス の 終点 を 決め た ら 、 も う 1 度 @ フ リッ フレ し ます 。 す る と いま まで 表示 し て いた ラバ ー バ 
ンド が 、 実際 の ボッ フス と し て 描 れ ます 。 
[ 画 | ボソ フス フィ ル の 描き 方 


この 命令 を 使 つ て 、 い ろ い ろ な ボッ クス を 描い た と 思い ます 。 | 男 | ボッ フ ス フ ィ ル は ぬり つぶ 
し だ 四角 形 を 描く 命令 で す 。 


手 順 


④① メ ニュ ー バ ー の |PEN に マウ ス を 物 動 きせ 、 @ フ リッ ク し ます 。 する と ペン モー ド の ウイ ンド ウ 
が 現れ ます 。 
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@ [ 還 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フレ て くだ さい 。 する と [ 画 | が 反転 し て 還 こ 
変わ り 、 選 択 さ れ だ こと を 示し ます 。 

③ 炊 に 、 マ ウス カー ソル を ウイ ンド ウ の 外 に 移動 させ 、 @ フ リッ フク し て くだ さい 。 ペ ン モ ー ド の ウ 
イン ドウ ガ が 消え て 、 ボッ フス フィ ル 命 令 ガ 実行 で きる 状態 な り ま す 。 

@ 描 きだ た いこ と ころ に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 させ ます 。 次 に @ フ リッ ク し て 始点 を 決め ます 。 


炊 に マウ ス を 動 ひ し て くだ さい 。 始点 ガ ら 秘 動 し た マウ スカ ー ソ ル ま で 、 ボッ クス の ラバ ー バ ン 
ド が 引か れ ます 。 次 に マウ ス を いろ いろ 動 ガ の し て み て ぐだ さい 。 す る と @ で 指定 し だ 始点 お ら マ ウ 
スカ ー ソ ル の 後 を ラバ ー バ ンド が 追い ガ け て いき ます 。 


ボッ クス の 終点 を 決め た ら 、 も う 1 度 @ フ ! リ ソック し ます 。 す る と いま まで 表示 し て い だ ラ バー バ 
ンド が 実際 の ボッ クス と し て 描 ガ れ 、 そ の ボッ クス の 中 は ぬり つぶ され ます 。 


補足 説明 
ぬり つぶ ぷす 色 は カレ ント カラ ー に より 決ま り の ます 。 カ レン トカ ラー お よび 色 の 変更 に つい て は 、 
「2.3 色 を 変え る 」 で 説明 し ます 。 


[Q| サー フル の 描き 方 


サー クル は 円 を 描く 命令 で す 。 描 き 亡 は 、 ち よう ご コン パス を 使う よう な イメ ー ジ で す 。 そ れ で 
は サー クル 命令 で 、 コンパス の よう に 円 を 描い て みて ぐだ さい 。 


手 順 

④① メ ニュ ユー バー の |PEN に マウ ス を 秘 動 きせ 、 @ フ リッ フク し ます 。 する と ペン モー ド の ウイ ンド ウ 
が 現れ ます 。 

② [| に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ クレ し て くださ い 。 する と [ 〇 | 反転 し て 還 証 と 
変わ り 、 選 択 さ きれ だ こと を 示し ます 。 

③ 次 に マウ スカ ー ソ ル を ウイ ンド ウ の 外 に 移動 きせ 、@ フ リッ フク し てこ だ さい 。 ペ ン モ ー ド の ウイ 
ンド ウ が 消え て 、 サ ー ク ル 命 令 が 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

@④ ま ざ ず 、 サ ー ク ル の 中 届 を 決め ます 。 サ ー ク ル を 描き だ いと ころ まで マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 させ 、 
@ ク リッ ソック し て こぐ だ さい 。 

次 に 、 サー クル の 半径 を 指定 し ます 。 

マウ スカ ー ソ ル を 物 動き せる と 、 半 径 の 大 き さ を 表す ラバ ー バ ンド が 表示 され ます 。 ご こ で サー 
クル の 大 き さ を 決め た な ら 、 フリ ッ ク し ます 。 す る と サー クル が ガ が 描 の れ ま す 。 

サー クル を 描い た 後 も 中 届 点 の デー タ は 残 つ て いま す の で 、 続 け て 同心円 を 描く こと が で きま す 。 

サー クル を 描き 終え だ ら 、 ぢ フク リック し ます 。 す る と サー クル の 中 届 点 の デー タ ガ キ ャ ヤン セル さ 
れ 、 新 だ に 異な る 場所 へ サー クル が 描け る よう に な り ま す 。 
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2. 2 ベン を 変え る 
Z'S STAFFー ン で は 1 0 種類 の ペン を 用 意 し て いま す 。 ここ まで 紹介 し だ Z'S STAFF 一 


ン の 絵 を 描く 命令 は 、 す べ て 選択 きれ を ペン に よ つ て 自由 自在 に 表現 で きま す 。 こ ご ここ で は いろ ん な 
ペン を 使用 し て 作画 し て み ま し よう 。 


ま 順 
④① メ ニュ ー バ ー の |PEN に マウ ス を 移動 させ 、@ フ リッ クレ し ます 。 する こと ペン モー ド の ウイ ンド ウ 
が 現れ ます 。 


ペン ボッ フス 
ペン ボッ クス ガ ら 選択 し た を い ペン パタ ー ン に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リリ ソック し て ご だ さい 。 


する と 選択 し た アイ コン が 囲ま れ 、 選択 きれ だ こと を 示し ます 。 
ご れ で 新しい ペン が 選択 され まし だ た 。 

③ 次 に 、 マ ウス カー ソル を ウイ ンド ウ の 外 に 物 動 きせ 、@ フ リッ ク し て こく だ さい 。 ペ ン モ ー ド ウイ 
ンド ウ が 消え て 、 絵 を 描け る 状態 に な り ま す 。 


補足 説明 

一 度 選択 きれ だ ペン は 、 他 の ペン を 選択 し な い 限り 変わ り ま せん 。 

2. 3 色 を 変え る 

いま まで 描い て きだ 絵 は す べ て 色 が 黒 で し た 。 X 1 turDO で は せつ か がく ぐ 4 0 9 6 色 も 使え る 
の で す ガ ら 色 を 変え て 使用 し て み ま し よう 。 


(1 ) カラ ー パ レッツ ト か ガ ら 色 を 取る 
ま 順 


④Z's S 和 TAF ビ ー ン の メニ ユー バー に ある COL に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 あ フリ リック し て ぐ 


だ さい 。 


RN ERSET PS 


時 
TITIT 


HH ご 


1 
カレ ジ シド カラ ー ボ ー 


PS ラー 科 
パレ ッ ト 


② カ ラー パレ ツ ト ガ が ら パ ターン を 選び 、 そ こ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ むせ @ ク リッ ソ ク し て ぐだ さい 。 
する と 選択 し た カラ ー パ ター ン が 、 カ レン トカ ラー ボー ド に 表示 され ます 。 
カラ ー パ レッ ト に 選び だ い 色 が な が お つ だ ら [ 困 陸 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、@ ク リッ ク し て 
ぐだ さい 。 す る と カラ ー パ レッ ト ガ が 入れ 替わり ます 。 (カラ ー パ レッ ツ ト は 5 枚 あ り ま す 。) 

③ 次 に 、 マ ウス カー ソル を ウイ ンド ウ の 外 に 移動 きせ 、 @ フ リッ ク し て ぐだ さい 。 色 モー ド の ウイ 
ンド ウ が 消え て 、 絵 が 描け る 状態 に な り ま す 。 


(2 ) カラ ー パ レッ ツ ト に な い 色 を 作る 


順 
④Z's STAFFー ン の メニ ュ ユー バー に ある (COL に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ ク し て ぐ 


だ さい 。 


スラ イド スイ ッ チ 


※649X499 モ ー ド の 場合 
白 と 黒 の カラ ー パ レッ ツ ト は 
変え られ ませ ん 。 
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@ カ ラー パレ ツ ト ガ ら 変 更 し を い カ ラー に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッツ ク し ます 。 す る と 選 
択 し た カラ ー が わこ ご で 囲ま れ ま す 。 
③H (色相 ) を 設定 し ます 。 (0 ~3 5 9 ) 
ご こ で の 色相 と は 色 の 種類 の こと で す 。 
マウ スカ ー ソ ル を スラ イド スイ ッ ツチ の 晶 | 寺 に 合わ せ て 、@ フ リッツ ク し ます 。 
9… 赤 , 6 9… 黄 , 1 2 9… 緑 , 1 8 9@… シ アン , 
2 4 9… 青 , 3 9 9… マ ゼン タ 
@⑥ ら ( 彩 度 ) を 設定 し ます 。 (9 1 0 6) 
彩 度 と は 選択 し だ 色 に 、 白 を どれ だ け 混 ぜ 合 わせ る ガ を 設定 する こと で す 。 な お 、 ス ライ ドス イ 
ツチ の 数 値 が 1 9 9 の と き 選 択 し だ 色 に な り 、0⑳ の と き に は 白 に な り ま す 。 
マウ スカ ー ソ ル を スラ イド スイ ッ ツチ の | 昌 ]| 共に 合わ せ て 、@ フ リリ ソック し ます 。 
[ 晶 に 合わ せ て る フリ ッ ツク する と 、 混 ぜ る 白 が 選択 し だ 色 に 対し 薄く なり ま す 。 
[ 守 に 合わ せ て @ フ リッ フ す る と 、 混 ぜ る 白 が 選択 し た 色 に 対し 濃く な り ま す 。 
⑤V (明度 ) を 設定 し ます 。 (9 ~10 9 ) 
明度 と は 、 選 択 し た 色 に 黒 を どれ だ け 混 ぜ 合 わせ る ガ を 設定 する こと で す 。 な お 、 ス ライ ドス イ 
ツチ の 数 値 が 1 9 9 の と き 選 択 し だ 色 に な り 、 0 の と き に は 黒 に な り ま す 。 
マウ スカ ー ソ ル を スラ イド スイ ツチ の 昌 | 革 に 合わ せ て @ フ ! リ ソック し ます 。 
[ 生 に 合わ せ て @ フ リッ フ す る と 、 混 ぜ る 黒 が 選択 し だ 色 に 対し 薄く な り ま す 。 
| 守 に 合わ せ て ⑧ フ リッ ク す る と 、 混 ぜ る 黒 が 選択 し だ 色 に 対し 濃く な り ま す 。 
@⑥ 色 相 、 彩 度 、 明 度 の 設定 が 終了 レ し た だら 、 マ ウス カー ソル を ウイ ンド ウ の 外 に 物 動 させ て @ フ リッ 
ク し ます 。 す る と 設定 し だ 色 で 絵 が 描け る よう に な り ま す 。 
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補足 説 明 
H ( 包 相 )、S ( 彩 度 )、V (明度 ) の 設定 を 行う 際 に 、 直 接 マ ウス カー ソル を スラ イド スイ ツチ に 
合わ せ て @ フ リリック し な が ら 、 設定 し た い 方 向 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 きせ て 、 そ れ ぞ れ の 値 を 設 


定 す る こと も で きま す 。 な お な お 、 ス ポイ ト を の @ ク リッ ク す る と 、 描 画 画面 おら 色 や タイ ル パ タ 
ー ン を 現在 選ん で いる カラ ー パ レッ ツ ト に 取り 込む こと が で きま す 。 


2 . 4【 設 消し ゴム 


ざさ て 、 ご こま で いろ ん な 絵 を 描い て き て 、 お そら ぐ 画 面 が いつ ぱい に な つて いる こと と 思い ます 。 
凶 筆 で 書い だ 後 は 消 レ ゴム で 消す よう に 、 乙 'S STAFFー ン に も 消し ゴム 機能 が 用 意 さ ミ れ て いま 
す 。 ご こ で は その 使い 方 を 覚え て こく だ さい 。 


ま 順 
⑦① メ ニコ ユー バー の |PEN を @ フ ! リ ソフ する が 、 まだ は ペン モー ド に 入 つ て いる と き は @ フ リッ クレ 
ます 。 す る と 、 ペ ン モ ー ド ウイ ンド ウ が 現れ ます 。 


@ 【 才 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フレ て こ だ さ い 。 する と し 届 が 反転 し て 腰 | と 
変わ り 、 選 択 さ ね な こと を 示し ます 。 


ご れ で 消し ゴム が 選択 され まし ただ 。 
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③ ペ ン モ ー ド ウイ ンド ウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 きせ 、@ フ リッ フク し ます 。 す る と ペン モー ド 
ウイ ンド ウ が 消え 、 消 し レ ゴム が 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 
@⑳ 消 し だ いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 移動 きせ 、@ ボ タン を 押し て 始点 を 決め ます 。 


マウ ス を 動 お し て くだ さい 。 始点 お ら 秘 動 し た マウ スカ ー ソ ル ま で 、 消 し ゴム の ラバ ー バ ンド が 
長方形 に | ガ お れ ま す 。 マ ウス を いろ いろ る 動 お し て ぐだ さい 。 す る と 、・②④ で 指定 し だ 始点 お ら マ ウス 
カー ソル の 後 を ラバ ー バ ンド が 追い お ガ け て いき ます 。 ラ バー バン ド は その と き 消 し ゴム で 消す 範囲 
を 示し ます 。 


⑤ 消 す 範囲 の 終点 を 決め だら 、 も う 1 度 @ フ ! リ リッ ク し ます 。 する と ラバ ー バ ンド 内 に 描 お れ て い 
だ も の が 消去 を れ ま す 。 


2 . 5 ト 庄 エア ー プ ラ シ 

Z'S STAFFー ン で は より 豊 な 表現 を 可能 に する だ め に 、 エ アープ ブラ シ が 用意 さ れ て いま 
す 。 描 いた 絵 に 奥行 き を 深め る エア ー ブ プラ シ を 使 つ て 、 さ ま ざ ま ね お 絵 を 描い て くだ さい 。 

(6 4 9X4 9 9 モー ド で は 2 種類 あり ます め 


手 順 

の メニ ュー バー の IPENI に マウ ス を 秘 動 きせ て る フリ ッ フ する と 、 ペン モー ドウ イン ドウ が 現れ ま 
す 。 

@[ 加 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フ し てこ だ さい 。 す る と 選択 し た ト | が 反転 し て 
と 表示 され 、 選 択 ミ れ だ こと を 示し ます 。 

③ 手 画 モ ー ド を 選択 し ます 。 
エア ー ブ プラ シ は これ まで の ペン ウイ ンド ウ の 名 描画 機能 と 異な り 、 単 独 で は 作用 し ませ ん 。 ご の 
だ め 、 そ の と き に 選択 され て いる 失 画 機能 (| フト. つ | [|) を エア ー プ ラ シ で 規 き ます 。 

@ 災 に 、 マウ スカ ー ソ ル を ウイ ンド ウ の 外 に 衝動 させ 、 @ フ リッ クレ て くだ さい 。 ウイ ンド ウ ガ が 
消え て 絵 が 描け る 状態 に な り ます 。 


補足 説明 

エエ アー ブラシ ガ が 選択 きれ て いる と き に 、 選 択 さ きれ て いる ペン パタ ー ン は 無視 され ます (エア ー ブ 
ラジ シ 効果 と ペン パタ ー ン を 併用 する こと は で きま せん )。 

が 。 


6 水性 ペン 


〆Z'S ST AFFー ン で は 、X 1 turDbo 乙 の 持つ 強力 な 色彩 機能 を より 活用 する だ め に 、 水 性 べ ペ 
ン を 用 意 し まし た だ 。 水性 ペン は 色 の 重ね 合わ せ 効 果 が 得 ら むれ ます 。 例 えば 赤色 が 薬 ら れ て いる 上 に 
水性 ペン を 選択 し て 青色 で 描く と 描 ガ れ だ 部 分 は 紫色 で 表示 され ます 。 


手 順 
④① メ ニュ ー バ ー の [PEN に マウ ス を 移動 させ る フリ ッ ク し ます 。 する こと 、 ペン モー ド の ウィ ンド ー 
が 現れ ます 。 
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Sv 語 


の | 襲 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる フリ ッ フ し て こ だ さい 。 する と 選択 し た | 蘭 ] ガ 転 し て 較 
と 表示 され 、 選 択 され な こと を 示し ます 。 

③ ペ ン を 選択 し ます 。 

水性 ペン は 、 ペ ン ウ ィ ン ド ウ の 台 措 画 機 能 と 異な り 、 単 独 で は 作用 し ませ ん 。 ご の だ め 、 そ の 時 
に 選択 され て いる 提 画 和 能 ( ツ | ルッ | KO] |) を 人 ペン で 欠き ます 。 まだ 、 ペン パパ 
ター ン も その 時 選択 され て いる も の で き 。 

@ マ ウス カー ソル を ウィ ンド ウ の 外 に 移動 きせ 、@ フ リッ フレ て ご だ さい 。 ウィンド ウ が 消え ます 。 

@ 炊 に 、 メニ ュー バー の [COL に マウ ス を 移動 させ る フリ ッ フ レ ま す 。 する と 、 色 モー ド の ウィ ン 
ドウ が 現れ ます 。 

⑥ こ こ で 、 水 性 ペン で 使用 し だ い 色 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる フリ ッ ク レ 、 色 を 選択 し ます 。 

② マ ウス カー レル を ウィ ンド ウ の 外 に 衝 動 させ 、 る フリ ッ ク し て くだ さい 。 ウィ ンド ウ ガ が 消え 、 稚 を 
描け る 状態 な り ま す 。 
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2. 7 | ベイ ント 
ペイ ント は その 名 の と お り 色 で ぬり つぶ すず 機能 の こと で す 。 ペ イン ト 命 令 は 閉じ られ だ 領域 を 画 


面 上 に 作成 し た 上 で 、 選 択 し て ある カラ ー パ ター ン で ぬり つぶ し ます 。 ボッ クス フィ ル な ご ど で は 対 
応 で き な い 複雑 な 領域 を 、 選 択 し た カラ ー パ ター ン で ぬり つぶ すこ と が で きま す 。 


順 


④① メ ニュ ー バ ー の |PEN を @ フ リッ フク し ます 。 す る と 、 ペ ン モ ー ド ウイ ンド ウ が 現れ ます 。 

@ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ ク し て こく ださい 。 する と が 反転 し て 陣 証 と コ 
変わ り 、 選択 され た こと を 示し ます 。 

③ ペ ン モ ー ド ウイ ンド ウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 させ 、@ フ リッ フレ し ます 。 す る と ペン モー ド 
ウイ ンド ウ が 消え 、 ペ イン ト を 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

@ 炊 に メニ ュー バー の [COL ほ @ フ リッ ツク し て 、 色 モ ー ド ウィ ンド ウ を 画面 に 出し ます 。 

色 モ ー ド ウイ ンド ウ の カラ ー パ レツ ト ガ ら 、 ペ イン ト で 使用 し を い カ ラー パタ ー ン を 選び 、 マ ウ 
スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ フ リッ フク し ます 。 こ ご これ で 、 ペ イン ト で 使用 する カラ ー パ ターン が 選択 さ 
れ ま し た 。 

⑥ 色 モー ドウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き せ 、@ フ リッ ク し て 色 モ ー ド ウイ ンド ウ を 消 
し ます 。 


②⑦② ペ イン ト し を いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 移 動き せ 、@ フ リッ ク し ます 。 ご これ で 、 ペ イン ト が 実 
行 さ れ ま す 。 


補足 説明 
③ を 終了 し だ 段 隊 で ペイ ント を 行う こと 、 そ の と き に 選択 され て いた カラ ー パ タマ ターン で ペイ ント が 
実行 きれ ます 。 途中 で ペイ ント を 止め る 場合 は 、 ぢ フリ ッ ク し て こぐ だ さい 。 
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注 意 
ペイ ント を 指定 し た 領域 が 閉 領 域 で な が つ だ 場合 、 閉 じ て い な い 部 分 ひ お ら ペ イン ト の 色 が 漏 む ま 
す 。 ペ ベイ ント を 実行 する と き に は 閉じ て いな い 部 分 が ザ びな い ガ ご どう が に 注意 し て ぐだ さい 。 


2、。 閉 曲線 ベイ ント 


閉 曲 線 パ イン ト は 閉じ られ だ 領域 を 作成 し た 上 で 選択 し て ある カラ ー パ ター ン で ぬり つぶ し ます 。 
ペイ ント で は 対応 で き な い 複雑 な 領域 を 、 選 択 し た カラ ー パ ター ン で ぬり つぶ すこ と が で きま す 。 


手 順 

④① メ ニュ ー バ ー の PEN | を マウ ス の @⑧ フリ リッ フク し ます 。 する と 、 ペン モー ドウ ィ ン ド ウ が 現れ ま 
ず 。 

@ | 昌 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し て こく ださい 。 する と [| 皿 | が 反転 し て 耳 と 人 
わり 、 選 択 さ きれ だ ご と を 示し ます 。 

③ ペ ン モ ー ド ウィ ンド ウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 移 動き させ 、@ フ リッ ソフ し ます 。 す る と ペン モー ド 
ウィ ンド ウ が 消え 、 閉 曲線 ペイ ント を 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

@ 災 に 、 メニ ュー バー の [COL を @ フ リッ ク し て 、 色 モ ー ド ウィ ンド ウ を 画面 に 出し ます 。 

⑤ 色 モー ドウ ィ ン ド ウ の カラ ー パ レツ ト ガ が ら 、 ペ イン ト で 使用 し た を たい カ ラー パタ ー ン を 選び 、 マ ウ 
スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、@ フ リッ ク し ます 。 
ここ で 、 ペ イン ト で 使用 する カラ ー パ ター ン が 選択 され まし た だ 。 

⑥@ 色 モー ドウ ィ ン ド ウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き せ 、@ フ リッ ク し て 色 モ ー ド ウィ ンド ウ を 消 
し ます 。 

② ペ イン ト し だ い 部 分 で 、 @ フ リッ フク し な が ら マ ウス カー ソル を 物 動き せま す 。 する と マウ スカ ー 
ソル の 物 動 の 後に ビラ バーバ ンド で 、 ペ イン ト の 対象 と な る 領域 が 表示 され ます 。 

ペイ ント し だ たい 部 分 を 囲ん だ ら ぢ フク フリック し て こ < ださい 。 


補足 説明 1 
@④⑧⑤ を 実行 し な ガ つ だ 場合 に は それ まで 選択 さき れ て い だ カ ラー パタ ー ン が ペイ ント カラ ー の 対象 
に な り ま す 。 


補足 説明 2 

⑦ で ペイ ント の 対象 と な る 部 分 を 囲む 場合 に 、 @ フ リッ フク し 第 1 点 を 決め 、 次 き ぼ に マウ ス を 物 動 
させ クリッ ク し て 第 2 点 を 決め ます 。 同様 の 手順 を 行い 第 3 点 、 第 4 点 と フリ リッ フク し て ペイ ント 
の 対象 と な る 領域 を 義 じ て いき ます 。 ご これ は 、 コ ネフ クト ライ ン こ と 同様 な 方 法 で す 。 
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1 
ご ー 


2. 9 文字 を 表示 する 


〆Z'S SG「AFFー ン で は 、 続 だ け で な べく 文字 も 多彩 な 表現 が で きる よう に 終 倍 、 横 倍 、 代 体 、 縁 
取り 、 影 付き な どの 機能 を 用 意 し て いま す 。 ご これ ら の 機能 を 利用 する と 絵 だ け で な ご 、 文 字 を 使 つ 
だ 多彩 か が ポップ や ポス ター の 作成 も 可能 に な り ま す 。 


キー ボー ドガ が ら の 入力 は 、 メ イン キー を 使 つ て ぐだ さい 。 
(1 ) 漢字 の 表示 
漢字 を 画面 に 表示 する た め に は 、 次 の よう な ま 順 で 行い ます 。 


手 順 


④① メ ニュ ー バ ー の [MOJI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リリ ソック し ます 。 する と 文字 ウイ ンド ウ が 
表示 され ます 。 
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@ 文 字 ウ イン ドウ の 漠 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し ます 。 

③ キ ー ボ ー ド の | ヶ | を ロッ クレ ます 。 

@ 炊 に 、 漢 字 の 読み を 音読 み で 最初 の 1 文字 だ け 入力 し て くださ い 。 す る と 文字 ウイ ンド ウ の 下段 
に 候補 の 漢字 が 表示 され ます 。 目的 の 漢字 が あつ だ 場合 は 、 そ の 漢字 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 
@ ク リッ ク し ます 。 す る と 文字 ウイ ンド ウ の 右 下 の | | に 、 選択 し だ 漢字 が 表示 され ます 。 

も し 目的 の 漢字 が な か つ だ 場合 に は 、 | 守 訪日 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ツク し ます 。 
する と 表示 され て いた 漢字 の 、 前 後 の コ ー ド の 漢字 が 候補 と し て 表示 され ます 。 

描画 工 リア に 表示 され て いる ボッ クス カー ソル (| |) に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ クレ 
ます 。 す る と マウ スカ ー ソ ル の 衝動 に 連動 し て ボッ フス カー ソル も 物 動 する よう に な り ま す 。 

@⑥ 文 字 を 表示 し た だ い 位 置 に 、 ボッ フス カー ソル を 秘 動 させ だ ら 、 MMS 
場所 に ボッ フス カー ソル が 置か れ ま す 。 な お ご の 状態 で キー ボー ド の 避 ] や 回 を 押す と 、 ボッ 
ます 


② そ こ で 、 [ 症 | を 押す と 、 文 字 ウ イン ドウ の 右 下 の | | に 表示 され て いな 文字 が 、⑥ で 指定 し な 位 
置 に 描 び れ ます 。 


(2 ) 非 漢字 の 表示 
非 漢 字 ( ガ な 、 カ ナ 、 英 数 字 、 記 号 ) を 画面 に 表示 する だ め に は 、 次 の よう な 手順 で 行い ます 。 
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手 順 

④① メ ニュ ー バ ー の IMOJI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 あ フ ! リ ッ ク し ます 。 する と 文字 ウイ ンド ウ が 
表示 され ます 。 

@ 文 字 ウ イン ドウ の 非 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し ます 。 

③ カ ナ 文 字 を 表示 し だ い 場 合 に は 、 キ ー ボ ー ド の | > を ロッ フ し ます 。 ま だ 英 数 字 を 表示 し だ い 場 
合 に は 、| ヶ | を 解除 レ し ます 。 

④ カ ナ 文 字 を 表示 する 場合 に 、 文 字 ウ イン ドウ の [ あ に マ ウス カー ソル を 合わ せ て フリ リッ フ す る と 
ひら が な モー ド に な り ま す 。 ま だ | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て ⑤ フ ! リ ッ ソフ する と カタ カナ モー 
ド に な り ま す 。 

キー ボー ドガ から 入力 し た 文字 は 、 文 字 ウ イン ドウ の 右 下 の [ | に 表示 され ます 。 
誤 つ て 文字 を 入力 し だ 場合 に は 、. キ ー ボ ー ド の | 議 | で 消す こと が で きま す 。 

@ 画 面 上 に 表示 きれ て いる ボッ クス カー ソル に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ ク し ます 。 す る 
と マウ スカ ー ソ ル の 物 動 と と も こ に ボッ フク スカ ー ソ ル も 物 動 する よう に な り ま す 。 

② 文 字 を 表示 し た い 位 置 に ボッ フス カー ソル を 物 動き せ だ ら 、@ フ ! リ ッ フ し ます 。 す る と その 場所 
に ボッ クス カー ソル が 置 お れ ま す 。 な お この 状態 で 避 | や 回 を 押す と 、 ボッ クス カー ソル が 1 
文字 分 ずつ 物 動 し 、 ま だ [ 避 | を 押す と 1 行 分 ずつ 秘 動 し ます 。 

⑧ そ こ て で [ 是 | を 押す と 、 文字 ウイ ンド ウ の 右 下 の | | に 表示 され て い だ 文 字 が 、 ② で 指定 し た 位置 
に 描 び れ ま す 。 


(3 ) 字体 の 設定 


文字 ウイ ンド ウ で | 字 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ ク す る と 、 文字 か ひざ り ウ イン ドウ が 表 
示さ れ ま す 。 


文字 か ざり ウイ ンド ウ で 設定 で きる の は 次 の も の で す 。 
・ 文字 の 大 き さ …… 標 準 、 横 倍 、 縦 倍 


字体 emem 標準 、 斜 体 
・ 文 守 色 
・ 縁取 り 色 


・ 影 色 
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還 還 0 
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ラ 
イ 
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多 
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ーー 
ご ー 


ま 順 
⑦④ メ ニュ ー バ ー の MOJI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し ます 。 する と 、 文字 モー ドウ イ 
ンド ウ ガ が 表示 され ます 。 


@| 字 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ クレ し ます 。 する と 文字 か ざり ウイ ンド ウ ガ が 画面 に 現れ ま 
1 


文字 カラ ー パ レッ ト 


文字 カラ ー パ レッ ト の 色 は 色 
モー ドウ イシ ドウ で 所 きれ 
て いる カラ ー パ レッ ト の 色 が 
表示 され ます 。 


③ 次 に 、 文 字 が か ざり の 種類 を 指定 し ます 。 


グ 
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| ヨコ ハッ イト … ひ 文字 を 横 方 向 に 2 倍 こ し て 表示 


マウ スカ ー ソ ル 娠 ヨコ ハイ に 合わ せ て @ フ クリック す る ヨコ ハ " イ 反転 し て 、 選 択 さ れ だ ご 
と を 示し ます 。 


横 倍 を 解除 し だ いと き に は 、 再 賠 ヨ コ ハ * イ に 合わ せ て フリ リッ フ し ます 。 す る と 反転 表示 され て 
い 太 ヨコ ハツ イ が 通常 の 表示 に 変わ り ま す 。 


SD 文字 を 縦 方 向 に 2 何 に し て 表示 
マウ スカ ー ソ ル を | タテ ハツ イ に 合わ せ て @ フ リッ ク す る と | タテ ハイ が 反転 し て 、 選 択 さ れ だ ご 
と を 示し ます 。 


縦 倍 を 解除 し だ たい ときには 、 再 悦 タ テハ * イ に 合わ せ て フリ ッ ツク し ます 。 す る と 反転 表示 され て 
い だ | タ テハ “イガ が 通 常 の 表示 に 変わ り ま す 。 


・| シ ャ タイ ト …- 設 定 さ れ て いる 文字 の 大 き さ で 文字 を 斜体 に し て 表示 
マウ スカ ー ソ ル 君 シャ ヤ タ イ に 合わ せ て @ フ リッ フク す る と | シャ タイ 反転 し て 、 選択 され だ こと 
を 示し ます 。 

斜体 を 解除 し だ たい ときには 、 再 悦 シ ャ タイ に 合わ せ て フ ! リ ソフ ク し ます 。 する と 反転 表示 し て いた 
シャ タイ が 通常 の 表示 に 変わ り ま す 。 


・| モ シト …… 文 字 の 色 を 設定 
モジ の を の | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる フ リッ クレ 、 カ ラー パレ ッ ト ガ ら 設 定 し た い 色 
を @ フ リッ フク で 選択 し ます 。 (IOFF 客 フ ! リ ッ フ する と 文字 の 色 は 透明 に な り ま す 。) 
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1 の の 本 ジリ 縁取 り の 指定 と 色 を 設定 
フチ ドリ の を を の に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ @ フ リッ クレ し 、 カ ラー パレ ッ ツ ト ガ ら 設 定 し だ 
い 色 を @ フ リッ ク で 選択 し ます 。〈|OFF 旗 フ クリ リッ フ す る と 縁取 の 指定 が 解除 る を れ ます 。) 


・| カ ケト …| 影 色 の 指定 と 色 を 設定 

カゲ の 左 の に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ お フク リック し 、 カ ラー パレ ッ ツ ト ガ ら 設 定 し た い 色 
を @ ク リッ フク で 選択 し ます 。 

[OFF 旗 フ リッ フク す る と 影 色 の 指定 が 解除 され ます 。 


@ 各 々 の 指定 が 終 了 し た な ら ば 、 文字 が ざり ウイ ンド ウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 さ な せ の @ フ リッ 
クレ し ます 。 す る と 文 字 節 り ウ イン ドウ が 消え て 文字 モー ドウ イン ドウ に 戻り ます 。 


補足 説明 

・ 横 倍 と 縦 倍 の 両 万 を 指定 する と 4 倍角 の 文字 が 表示 され ます 。 

・ 字 色 の 機能 は 文字 に 対し て 色 を 設定 する こと で す 。 下 地 に 描い た 絵 を 透 が ど 効 果 の ある 袋 文字 を 
書き だ いと き に は 、| フ チト *” リ | 話 行なっ てこ だ さい 。 

・ 縁 取 の 機能 と し て は 、 文字 に 対し て 縁 を 付け る こと と 付け だ 縁 の 色 の 設定 が か あり ます 。 縁取 の 機 
能 を 解除 し だ たい とき は 、 カ ラー パッ ト に ある [OFF に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ ク し て 
< だ さい 。 

・ 影 色 の 機能 こし て は 、 文字 に 対し て 影 を 付け る こと と 付け だ 影 の 色 の 設定 が あり ます 。 影 の 機能 


を 解除 し たい とき は 、 カ ラー パレ ツ ト に ある [OFF に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 る フリ ッ ク し て こ 
だ さい 。 
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人 
イ 
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2. 1 6 コピー 


同じ 絵 を 何 度 も 描き だ いと か が 、 描 いた 絵 を 物 動き させ だ いと き に 便利 な の が ガ コ ピー 機能 で す 。 
ご こ で は コピ ー の 使い 万 を 説明 し ます 。 


手 順 
④① メ ニュ ユー バー の EDIT 攻 @ フ リッ ツク し ます 。 する と 、 編集 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。、 
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NN 
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@ | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ フ し て くだ さい 。 する と |]| が 反転 し て 選択 され 
だ こと を 示し ます 。 

編集 モー ドウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き は せ 、@ フ リッ ツ フ し ます 。 す る と 編集 モー ド 
ウイ ンド ウ が 消え 、 コ ピー の 実行 で きる 状態 ご なり ます 。 

の コピ ー 元 と な る 領域 を ボツ フス を 描 ぐ 要領 で 指定 し ます 。 
指定 し た いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 きせ ます 。 次 に @ フ リッ フク し て 始 点 を 決め ます 。 
マウ ス を 移動 させ て ボッ フス の 終点 を 決め た ら 、 も う 1 度 @ フ リッ フレ し ます 。 す る と 、 い まま で 
表示 し て いた ラバ パー パン ドガ コピ ー 領 域 と し て 確定 され ます 。 

⑥ 炊 に コピ ー 元 の 領域 内 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 させ 、@ フ リッ フレ し ます 。 する と マウ スカ ー ソ ル 
に コピ ー 元 の 鎖 域 と 同じ 大 き さ の ボッ フス が で き 、 マ ウス カー ソル と 共に 移動 し ます 。 

⑥ コ ピー し だ いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 移動 させ 、 2 度 @ フ リッ フ し ます 。 する と コピ ー が 実生 
され ます 。 


2. 1 1 回 拡大 縮小 


描い だ 絵 を 大 きぐ し た り の 小さ ぐし たり し て み だ い 、 こ ご ん な と き の だ た め に 用 意 さ こさ れ て いる の が 拡 
大 ・ 縮 小 機能 で す 。 


手 順 [ 

④① メ ニュ ー バ ー の EDIT 放 @ フ リッ フ す る ガ 、 まだ は 、 編集 モー ド に 入 つ て いる と き は 、 フリ ッ 
し ます 。 す る と 編集 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 

@ 用 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フ し て ご だ さい 。 する と 同 7 反転 し て と 
変わ り 、 選 択 さ れ だ こと を 示し ます 。 

③ 炊 に 、 編集 モー ドウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き させ 、@ フ リッ フク し ます 。 す る と 編集 
モー ドウ イン ドウ が 消え 、 拡 大 ・ 縮 小 が 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

@ 拡 大 ・ 縮 小 元 と し て 指定 し た いと ころ に 、 マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 させ ます 。 次 に @ フ ! リ ソック レ 
て 始点 を 決め ます 。 

@⑥ 始 点 を 決め た な なら ば マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 させ て 、 ボッ フス で 指定 し た いと ころ を 囲み 、 フリ 
ッ ツク し て 終点 を 決め ます 。 す る と 、 い まま で 表示 し て いた ラバー バン ド が 拡大 ・ 縮 小 元 の 領域 
と し て 確定 され ます 。 

⑥ こ こ で 確定 され だ ボッ クス の 右 下 角 に 、 小さ な ボッ クス (コー ナー ボッ クス) が 描 グ の れ ま す 。 ご 
の コー ナー ボッ クス に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ ク し ます 。 する と 、 マウ スカ ー ソ ル の 
秘 動 に 合わ せ て 、 拡 大 ・ 縮 小 元 の 始点 と コー ナー ボッ フス の 右 下 角 を 対角線 と する ラバ ー ボ ッ フ 
ス が 描 グ れ ま す 。 

② マ ウス カー ソル を 秘 動 させ 拡大 ・ 縮 小 の 大 き さ を 決め た な ら ば 、 2 度 @ フ リッ フク し ます 。 する と 、 
いま まで 表示 し て いた ラバ ー ボ ックス が 拡大 ・ 縮 小 表示 の 領域 と し て 確定 され 、 拡 大 ・ 縮 小 が 実 
行き され ます 。 


18/ 


補足 説 明 


拡大 ・ 縮 小 表 示 信 域 と し て 設定 し た と ころ が 、 拡 大 ・ 縮 小 元 より 大 きけ れ ば 拡大 に な り 、 小 さけ 
れ ば 縮小 に な り ま す 。 


拡大 ・ 縮 小 を 実行 中 に フリック する こと 、 実行 は 中 断 さ れ ま す 。 


縮小 例 A 


テーNYzANIMINY 『。 | 


縮小 例 選 
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ー ぶ ざさ へ NT 隊 軒 


で 


拡大 例 A 


払 大 例 晶 


2. 1 2 陸 | 回 転 


描い だ 絵 を 角度 を 変え て 表示 し て み だ い 、 ご ん な と き の だ め に 用 意 し て いる の が 回 転機 能 で す 。 


手 順 

の ④ メ ニュ ー バ ー の EDIT を @ フ リッ フ す る か 、 ま だ は 編集 モー ド に 入 つ て いる と き は ⑧ フ リッ クレ 
ます 。 す る と 編集 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 

@ | に マウ スカ ー ソ ル を 人 台 わ せ 、 @ フ リッ フレ し てこ だ さい 。 する と | が 反転 し て 較 軸 と 
変わ り 、 選 択 され だ ご と を 示し ます 。 

③ 次 に 、 編 集 モ ー ド ウイ ンド ウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き せ て 、@⑧ フ リッ フレ ます 。 す る と 編 
集 モー ドウ イン ドウ が 消え 、 回 転 を 実行 で きる 状態 こおり ます 。 

の 回 転 し た いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 移動 させ ます 。 次 に @ フ リツ グフ し て 始 応 を 決め ます 。 

⑥ ね 点 を 決め を なら ば 、 マ ウス カー ソル を 移動 きせ て ボッ フス で 指定 し た いと ころ を 囲み 、 @ フ リ 
ツク し て 終点 を 決め ます 。 す る と 、 い まま で 表示 し て いた ラバ パー バン ドガ 回 転 す る 領域 と し て 確 
定 さ れ ま す 。 
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図 A 図 選 図 じ 図 D 


較 隊 = 還 ーーー 一 上 ーー 
M 則 


ここ で 1 は 回 転 す る 訪 向 を 示し て いま す 。 
が の 部 分 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 させ る @ フ ! リ リック する こと に より 、 回 転 す る 方向 を し めす 矢 EH が 
1 っ! こと 9 0 度 ず つ 変 化し て いき ます 。 

⑦ 目 的 の 角度 まで 矢印 を 回 転 き させ た な ら ば 、 マウ スカ ー ソ ル を ' の 領域 に 移動 な せる @ フ リッ ツク し ま 
す 。 す る と 回 転 が 実行 を まれ ます 。 


ご ー 


補足 説明 
実行 中 に @ フ リッ ク す る こと 、 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 
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に 


NKK だ ささ いい, 


ミーS 


較 形 を 囲む ワ フ の だ て ・ よ この 長 さ が 違う まま 回 転 さ せる と , 


回 


転 例 人 , の よう 


に な り ま す 。 


回 転倒 人 


回 転 例 
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回 転 さ せる 前 に , ワ フ の だ て ・ よ この 長 さ を 長い 万 に 合わ せ て お ご と 回 転 C の よ 


うに な り ま す 。 
回 転 例 C 


長い 万 の 辺 を フリ ッ ツク し ます 。 


な り ま す 。 


可 転 後 も . も と の 図 
と 同じ 大 き さ ・ 形 に 


よこ ご が の び て だ て と 同じ 長 さ に 
な り ま す 。 


に ここ に に 上 "。 


2. 1 3 悦 | 和 を 右 反転 


描い た 絵 を 左右 対称 に 反転 し た い 、 ご ん な と き の だ め に 用 意 し て いる の が を 右 反転 機能 で す 。 


手 順 

④① メ ニュ ー バ ー の | EDIT る フリ ツク する か が 、 ま だ は 編集 モー ド に 入 つ て いる と き は @ フ リッ クレ 
ます 。 する と 編集 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 

② | 陣 ]| に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フ し て ご だ さい 。 する と | 了 ] が 反転 し て 還 岬 と 
変わ り 、 選 択 さ れ た こと を 示し ます 。 

③ 次 に 、 編集 モー ドウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 さ せ 、@ フ ! リ ッ ク し ます 。 す る と 編集 
モー ドウ イン ドウ が 消え 、 を を 右 反転 が 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

@ 左 右 反 転 元 と し て 指定 し た いと ころ に 、 マ ウス カー ソル を 秘 動 させ ます 。 次 に @ フ リッ ク し て 始 
点 を 決め ます 。 

@⑤ 始 点 を 決め を な ら ば 、 マ ウス カー ソル を 物 動 させ て ボッ フス で 指定 し を いと ころ を 囲み 、 @ フ リ 
ッ ツク し て 終点 を 決め ます 。 する と いま まで 表示 し て い だ ラ バー バン ド が 左右 回 転 の 領域 と し て 確 
定 さ れる と 同時 に 、 そ の 領域 の 絵 を 左右 対称 に 反転 させ て 示し ます 。 


補足 説 明 
実行 中 に じ に ぢ クリック グ する こと 、 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 


を 右 反 転 
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2 4 上 下 反転 
描い た 絵 を 上 下 対称 に 反転 し だ い 、 こ ご ん な と き の だ め に 用 意 さ きれ て いる の が 上 下 反 転機 能 で す 。 


手 順 

④ メ ニュ ー バ ー の EDIT を @ フ リッ ソフ する が 、 ま だ は 編集 モー ド に 入 つ て いる と き な ら ぢ フリック 
し ます 。 す る と 編集 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 

の 回 | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ フレ て こ だ さ い 。 す る と 上 呈 が 反転 し て 請 時 と 
変わ り 選 択 き れ た こと を 示し ます 。 

③ 炊 に 、 編集 モー ドウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 させ 、@ フ ! リ ソフ し ます 。 す る と 編集 
モー ドウ イン ドウ が 消え 、 上 下 反転 の 実行 で きる 状態 に な り ま す 。 

@④ 上 下 反 転 元 と し て 、 指 定 し た いと ころ に マウ スカ ー ソ ル を 移動 させ ます 。 次 に @ フ リッ ク し て 始 
点 を 決め ます 。 

@⑥ 始 点 を 決め た な ら ば 、 マ ウス カー ソル を 物 動 きせ て ボッ クス で 指定 し た いと ころ を 囲み 、@ ク リ 
ッ ツク し て 終点 を 決め ます 。 す る と 、 い まま で 表示 し て い だ ラ バー バン ドガ 上下 回 転 の 領域 と し て 
確定 され る と 同時 に 、 そ の 領域 の 絵 を 上 下 対称 に 反転 させ て 示し ます 。 


補足 説明 
実行 中 に @ フ ! リ ッ ク す る と 、 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 


2. 1 5 尺 | ル ー ベ 


ち 密 な 絵 を 描い た り 、 絵 の 細 ガ な 部 分 の 修正 を 行う と き 利用 する と 便利 な の ガル ー バ 機能 で す 9。 
ルー ペ 機 能 よ は その 名 の と お り 、 中 眼鏡 の よう な お 機能 を 持つ て いま す 。 


手 順 

④① メ ニュ ー バ ー の EDIT を @ フ リッ フク す る が ガ 、 ま だ は 編集 モー ド に 入 つ て いる と き は ぢ クリック フレ 
ます 。 す る と 、 編 集 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 

@ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ ! リ ソック し て くだ さい 。 ルー ペ ウ ィ ン ド ウ が 画面 に 現れ る 
と 同時 に 、 描 画 エ リア に は ルー ペ ボ ックス | | が 現れ ます 。 


少 二 ペ カ ラー 人 ウツ ド 


ルー ペ カ ラー パレ ッ ツ ト の 色 は 、 
色 モ ー ド ウイ ドウ で 選択 され て 
いる カラ ー パ レッ ツ ト の 色 が 表示 
され ます 。 


デベ ボー ド 
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③ 画 面 に 出 だ な ルー ペ ボ ックス の 中 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き させ 、@ フ リッ ク し ます 。 す る と 、 マ ウ 
スカ ー ソ ル の 秘 動 に 合わ せ て ルー ペ ボ ッ フ スガ 物 動 し ます 。 

ルー ペ で 拡大 し だ い 部 分 に ルー ペ ボ ックス を 物 動 きせ だ な ら ば 、 @ フ リッ ク し ます 。 ここ で 、 ル 
ー ペ ウイ ンド ウ に 拡大 され だ 絵 が 現れ ます 。 

⑤ マ ウス カー ソル を ルー ペ ウ イン ドウ の ルー ペ ボ ー ド に 物 動き せ 、 フ リー ハン ド の 要領 で 描き ます 。 
色 の 変更 を し だ いと き に は 、 ル ー ペ カラ ー パ レッ ツ ト ガ ら 選 択 し た い 色 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 
@ ク リッ ク し て ぐだ さい 。 な お 、 ル ー ペ ウイ ンド ウ 左 下 の ス ポイ ト を ああ リック する と 、 
ルー ペ ウ イン ドウ お よび 描画 画面 お ら 色 を 、 現 在 選 ん で いる カラ ー パ レツ ト に 取り 込む こと が で 
きま す 。 


補足 説明 
ルー ベ ペ ボ ックス を 秘 動 さき せ だ いと き は 、 マ ウス カー ソル を ルー ボッ ツク フス に 物 動 きせ る フリ ッ ク レ 


ます 。 す る と 、 マ ウス カー ソル の 物 動 と 共に ルー ペ ボ ックス も 物 動 し ます の で 、 目的 の 位置 まで マ 
ウス カー ソル を 秘 動 させ て ぐだ さい 。 


429 6 印刷 
作成 し だ 繧 を 画面 で 見 る の と プリ ンタ に EU 刷 し て 見 る の と で は 結構 ちび が つ も の で す 。 そ れ で は 、 
〆Z'S GT AFFー ン で 作画 し た 絵 を 、 以 下 の 手 順 を 参考 に 印刷 し て くだ さい 。 な お 、 プ リン を 接 
続 し て が ら 行 な つて ぐだ さい 。 
ぼ 順 
の ④Z's STAFFー ン の メニ ユー バー に ある |HCI に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 ク リッ ク し て ぐだ 
さい 。 印刷 モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 


キー に SS 
肖 PC 


@| サ イス ^| : 印刷 サイ ズ を 設定 し ます 。 
記 軍 財 Mas 縮小 モー ド 。 
[x 2 | si 標準 モー ド 。 
X 1 |[X 2 | の ご どちら に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フク し て こ ご だ さい 。 
する と | X 1 | 2 反転 し て 、 選 択 さ れ だ こと を 示し ます 。 
※ 起 動 時 に は | X 2 が 設定 され て いま す 。 
: 印刷 範囲 を 設定 し ます 。 
[ セ * ン タイ |…・… 作 画 し だ 画像 全体 を 印刷 対象 に し ます 。 
イチ フト …… 作 画 し た 画像 か ら 任 草 の 部 分 だ け を 印刷 対象 に し ます 。| START を @ フ リッ フク 
後 ラ バー バン ド で 指定 し て くださ い 。 
セン タイ | | イチ フ ^ | の ご どちら が ガ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フク し て ご ださい 。 
する 選 セ "ンタ イ | [イチ フ * 反転 し て 選択 きれ た こと を 示し ます 。 
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※ 起 動 時 に は | セ * ン タイ が 設定 され て いま す 。 


: プリ ンタ の 機種 を 設定 し ます 。 
[ファ リン ター| の 右 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ @ フ リッ クレ し ます 。 プ リン タ の 形 名 が 表示 され ます 
の で 、 本 体 に 接続 し て いる 機種 が 表示 され る まで フク ! リ ソック し て こ だ さ い 。 
※ 起 動 時 に は CZー 8 9 9P ガ 設定 され て いま す 。 
START : 印刷 を 実行 し ます 。 
[START に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し ます 。 
※ 印 字 し だ 色 が 、 画 面 表示 と 異な る 場合 が あめ り ます 。 


2. 1 / 画 像 デー タ の 保存 

せつ かぐ 描い た 絵 で すか ら 残し て お きだ いで すね 。 画像 デー タ の 保存 は 皆さん が 描い た 絵 を ディ 
スク に 保存 する だめ の 機能 で す 。 大 切な 機能 で すか ら よ ぐ 理 解 し て くださ い 。 

(1 ) 画面 を すべ て 保存 する 


ま 順 
④① メ ニュ ー バ ー の FILE に @ フ リッ ク し ます 。 す る と ファ イル モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 


GFFIE HIBLUH TH COLO 民 


@⑧GAMEN に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ ! リ ソック し ます 。 する と | GAMEN げ 反 転 し て 選択 さ 
れ だ ご こと を 示し ます 。 


③ ご ここ で の 操作 手順 は 、2 通り あり ます 。 


ョ . 作成 し だ 画像 を 初め て 保存 する と き 

NAME| の 右 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ フ リッ フク し て こく ださい 。 する と キー ボー ドガ ら 文 字 
が 入力 で きる よう に な り ま す 。 だ だ し 、 こ の と き 入 力 で きる 文字 数 は 13 文 字 ま で で す 。 ま た 漢字 の 
入力 は で きま せん 。 入力 後 、[ 症 | を 押し て くだ さい 。 


D. ディ スク ガ ら 呼 み 込ん だ 画像 を 再度 保存 する と き 
NAME | の 欄 に は 、 す で に 呈 み 込ま れ て いる 画像 の 名 前 が 表示 され て いま す 。 そ の まま の 名 前 で 
よけれ ね ば @④ に 進ん で くだ さい 。 
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ミー ミ SYS へ JNN | に 。 


@⑳SAVE に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ ク リッ ツク し て ぐだ さい 。 
する と | SAVE が 反転 し て 表示 され 、 選 択 さ きれ だ こと を 示し ます 。 


⑤ 次 に 保存 し て よい ガ を 人 確認 し て きま す の で 、 よけれ 財 ハ イ 
ク し て ぐだ さい 。 


する と 画像 保存 が 実行 され ます 。 
ここ イイ エ を フク ! リ ソフ する と @ に 戻り ます 。 


終了 し だ ら 、 ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 きせ フク! リッ フ する と 、 フ ァイル モー ドガ ら 
抜け ます 。 


に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 ク リッ 


補足 説明 


同じ 名 前 の フラ イル が ガ デ ィ ス ク に 存在 し て いる 場合 に は 、 自 動 的 に 上 書き され ます 。 


な お 、 フ ァイル 名 を 書き 換え た り の 誤 つて 入力 し だ 場合 に は 、 | 中 | を 押す こと に より 1 文字 ずつ 削 
除 で きま す 。 


(2 ) 画面 の 一 部 を 保存 する 
手 順 
3 エエ ユ ー バ パー の し 王 


に @ ク リッ ツク し ます 。 する と ファ イル モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 


Gn ロ PFIE HIBUH TH COLORER 


@IBUHIN に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 あ フ ! リ リック し ます 。 する と 
ご と を 示し ます 。 


③ ご ここ で の 操作 手順 は 、 次 の 2 通り あり ます 。 


BUHIN が 反転 し て 選択 され だ 


. は じ め て 作成 し だ 画像 か ら 保存 する と き 


NAME | の 右 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て る @ ク リック し て ぐだ さい 。 する と 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 文 


字 ガ 入力 で きる よう に な り ま す 。 だ だ し 、 ご の と き 入 力 で きる 文字 数 は 13 文 字 ま で で す 。 ま だ 漢字 
の 入力 は で きま せん 。 入 力 後 、[ 是 | を 押し て こく だ さい 。 


D. ディ ス フ か ガ ら 読み 込ん だ 画像 の 一 部 を 保存 する と き 
NAME の 欄 に は 、 す で に み 込ま れ て いる 画像 の 名 前 が 表示 され て いま す 。 
違う 名 前 で 保存 する 場合 INAME | の 右 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 @ フ リッ ク し て こく だ さい 。 


炊 に | 店 | を 押し て 表示 され て いる 名 前 を 消し ます 。 消 し だら 新た に 保存 する 部 串 の 名 前 を キー ボー 
ドガ ら 入 力 し [ 岬 | を 押し て くだ さい 。 
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@[|SAVE に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ ! リ ッ フ し て ぐだ さい 。 
する と [SAVE 反転 し て 表示 され 、 選 択 き れ だ こと を 表示 し だ 後 フ タイ ルモード ウイ ンド ウ が 
消え ます 。 
@⑤ 保 存する 領域 を 指定 し ます 。 
保存 し た い 部 分 の 左上 端 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き せ 、@ フ リッ ツク し ます 。 そ し て 保存 し だ い 部 
分 の 右 下端 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動き な せ 、@ フ ! リ ソフ し ます 。 ご の 操作 は ボッ フス を 描 ぐ 要領 と 
まつ だ ぐ 同 じ で す 。 
⑥ す る こと 、 保 存 を 実行 し て よい か どう か ガ を 確認 し て きま す の で 、 よけれ ば | ハイ に マウ スカ ー ソ ル を 
合わ せ 、@ フ リッ ク し て こ だ さ い 。 
部 品 の 保存 が 実行 され ます 。 
ここ で 、 | イイ エ を フ ! リ ソフ する と @ に 戻り ます 。 
② 終 了 し たら 、 ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動き せ フ ! リ ッ フ する と 、 フ ァイル モー ドガ ら 
抜け ます 。 


補足 説明 

同じ 名 前 の フラ ァイル で ディ スク に 存在 し だ 場合 は 、 自 動 的 に 上 書き され ます 。 

ファ イル 名 を 誤 つ て 入力 し だ 場合 に は 、| 忠 | を 押す こと に より 1 文字 ずつ 削除 する こと が で きま 
す 。 


( 3 ) カラ ー パ ター ン を 保存 する 


手 順 
④① メ ニュ ー バ ー の FILE に @ フ リッ フレ し ます 。 す る と ファ イル モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 


GFFTE HIBUH TH CO ら L OR 


@COLOR に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 る フリ ソック し ます 。 す る と ICOLOR 反転 し て 選択 され 
だ こと を 示し ます 。 
③ ご ここ で の 操作 手順 は 、 次 の 2 通り あり ます 。 


. は じ め て 作成 し だ 画像 か ら 保 存する と き 

[NAME| の 右 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し て ぐだ さい 。 する と キー ボー ドガ ら 文 字 
が 入力 で きる よう に な り ま す 。 だ だ し 、 ご の と き 入 力 で きる 文字 数 は 13 文 字 ま で で す 。 ま だ 漢字 の 
入力 は で きま せん 。 入力 後 、 是 | を 押し て ぐだ さい 。 
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ご ー と NaNJNMIN 還 還 症 | 


D. ディ スク ガ ら 呼 み 込ん だ 画像 か ら 保存 する と き 

[NAME の 欄 に は すでに 串 み 込ま れ て いる 画像 の 名 前 が 表示 され て いま す 。 

違う 名 前 で 保存 する 場合 INAME | の 右 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 @ フ リッ フク し て ご ださい 。 
災 に | 忠 | を 押し て 、 表示 され て いる 名 前 を 消し ます 。 消 し だら 新た に 保存 する カラ ー/ パ ター ン の 名 
前 を キー ボー ドガ ら 入力 し 是 | を 押し て こ < ださい 。 


@SAVE| に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し て こ だ さ い 。 
する と [SAVE 反転 し て 表示 され 、 選 択 さ れ ね だ こと を 表示 し た 後 、 フ タイ ルモード ウイ ンド ウ が ガ 
消え ます 。 

する と 保存 し て いい か どう か が を 確認 し て きま す の で 、 よ けれ 周 ハイ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 
@ フ リッ フク し て こ < ださい 。 カ ラー パタ ー ン の 保存 が 実行 され ます 。 
ここ で イイ エ を フ ! リ ッ ソフ する と @ に 戻り ます 。 

終了 し た ら 、 ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き せ て クリ ッ フ する と 、 フ ァイル モー ドガ 
ら 抜 け ます 。 


に 
ク 
ウ 
イ 
ッ 
ク 
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補足 説明 

・ 同 じ 名 前 の フラ ァイル が ガ デ ィ ス ク に 存在 し だ 場合 は 、 自動 的 に 上 書き され ます 。 

〇 ディ スク に 異常 が あつ だ 場合 、 エラ ー メ ツ セ ー ジ ガ が 表示 され ま す の で 、| カ フク ニン を @ フ リッ フク し 、 
異常 を と り の ぞい て ガ がら 再度 行 な つ て こく ださい 。 


ーー 
デー 


2.18 画 像 デー タ の 読み 込み 


デー タデ ィ ス フク に 保存 し た 画像 を 読み 込む とき に 使う 機 能 が 、 画像 デー タ の 読み 込み で す 。 こ れ 
も デー ツタ の 保存 同様 、 大 切な 機能 で す の で よく 理解 し て お いて こ だ さ い 。 


( 1 ) 画面 を すべ て 読み 込む 
ま 順 
④ メ ニュ ー バ ー の FILE に @ フ リッ ソフ し ます 。 する と ファ イル モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 


GFFIEHIBUH TNI COLORER 


@GAMEN に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ ! リ リッ フ し ます 。 する と GAMEN が 反転 し て 選択 さ 
れ だ こと を 示し ます 。 
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き ③ 読 み 込み た い 画像 フラ ァイル 名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ フ リッ ク し 、 読 み 込む 画像 ファ イル 
を 選択 し ます 。 する と 、 [NAME め 欄 に マウ ス で ク ! リ ソック し た ファ イル 名 が 表示 され 、 選択 さ れ 
だ こと を 示し ます 。 
ディ スク に 3 枚 以上 の 絵 が 登録 され て いる 場合 は 、[ 晶 |[ 守 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ フ リッ 
ク す る と 、 前 後 の フ ァイル 名 が 表示 され ます 。 

ILOAD に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ ク し て こ だ さ い 。 する と ILOAD 反転 し て 、 選 
択 さ きれ た こと を 示し ます 

@④ 次 に 読み 込み を 実行 し て よい どう が ガ を 確認 し て きま す の で 、 よ けれ 祭 ハイ に マウ スカ ー ソ ル を 
合わ せ て 、@ フ リッ ク し て こ だ さ い 。 

LOAD が 実行 され ます 。 こ ご こ 避 イイ エ 攻 ク リッ フク す る と @ に 戻り ます 。 

終了 し た ら ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 させ フリ ッ フ する と 、 フ ァイル モー ドガ ら 抜 

け ま す 。 


( 2 ) 画面 の 一 部 を 読み 込む 


手 順 
の ④ メ ニュ ユー バー の FILE に @ フ ! リ リッ ク し ます 。 す る と 、 フ ァイル モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 


SGP ロ FHE HIBLUH THI COLORER 


@IBUHIN に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 あ フリ ッ ク し ます 。 する BUHIN が 反転 し て 選択 され だ 
こと を 示し ます 。 

③ 読 み 込 みな い 画像 フラ ァイル 名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て クリック し 、 読 み 込む 画像 ファ イル 
を 選択 し ます 。 する と 、 |NAME の 欄 に マウ ス で フク フリック し た ファ イル 名 が 表示 され 、 選 択 さ れ 
だ こと を 示し ます 。 

ディ スク に 3 枚 以 上 の 絵 が 登録 され て いる 場合 は 、| 晶 ][ 守 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ フ リッ 
ク す る と 、 前 後 の フ ァイル 名 が 表示 され ます 。 

LOAD に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ クリック し て こく だ さい 。 す る と [LOAD が 反 転 し て 、 
選択 され だ こと を 示し ます 

@ 炊 に 、 読 み 込み を 実行 し て よい ガ どう ガ を 確認 し て きま す の で 、 よけれ ば | ハイ に マウ スカ ー ソ ル 
を 合わ せ て 、@ フ リッ ク し て こく ださい 。 す る と LOAD が 実行 され ます 。 

(ここ で 、 | イイ エ を フリ ッ ク す る と @②@ に 戻り ます 。) 

@⑥ 画 面 上 に マウ スカ ー ソ ル ガ が 表示 され ます 。 マ ウス カー ソル を 左上 の 頂点 と し て 読み 込む 画像 の 位 
置 を 決め 、@ フ リッ ソック し ます 。 
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終了 し た ら ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 秘 動 な せ ク リッ ツク す る と 、 フ ァイル モー ドガ ら 抜 
け ま す 。 


(3 ) カラ ー パ ター ン を 読み 込む 
ま 順 
の ⑦④ メ ニュ ユ ュー バー の FILE に @ フ リッ ク し ます 。 す る と ファ イル モー ドウ イン ドウ ガ が 現れ ます 。 


G ロ FE HIBLUH THI COLORE 


@COLOR に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ @ フ リッ フク し ます 。 す る と |[COLOR 反転 し て 選択 され 
だ こと を 示し ます 。 

③ 読 み 込み を い フ ァイル 名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 @ フ リッ フク し 読み 込む せ フ タイル を 選択 し 
ます 。 する と | NAME の 欄 に マウ ス で フク! リック し だ ファ イル 名 が 表示 され 、 選 択 さ れ だ ご と を 示 
し ます 。 
ディ スク に 3 つ 以 上 の ファ イル が 登録 され て いる 場合 、 
リック する と 、 前 後 の フ ァイル 名 が 表示 され ます 。 

LOAD| に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ フク し て こく だ さい 。 する と [LOAD| が 反転 し て 
選択 きれ だ こと を 示し ます 

⑨ 次 に 読み 込み を 実行 し て よい どう ガ を 確認 し て きま す の で 、 よ けれ ハイ に マウ スカ ー ソ ル を 
合わ せ て 、@ フ リッ ソフ し て こく だ さい 。 

する と LOAD が 実行 され ます 。 

ご ここ イイ エ ほ を ク フ ! リ ソフ する と @ に 戻り ます 。 

@ 終 了 し た ら ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動 きせ 、 フ リッ フク する と ファ イル モー ドガ ら 抜 
け ま す 。 


晶 || 究 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @⑧ フ 


2. 19 削除 


デー タデ ィ ス に 保存 し た 画像 ファ イル な ど を 、 削 除 し だ いと き に 使う 命令 が に | L し で す 。 
鎖 繁 に 使用 する 病 令 で す が 、 大 切な デー タ を 削除 する 可能 性 が びあ り ま す の で 使う と き に は 間違え 
な いよ うに 注意 し て ぐだ さい 。 


手 順 
⑨⑳ メ ニュー バー の FILE に @ フ リッ フレ し ます 。 する と ファ イル モー ドウ イン ドウ が 現れ ます 。 
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@|GAMEN | [BUHIN | [COLOR 削除 し を い フ ァイル タイ プ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@⑤ フ 
リッ ク し ます 。 す る と 指定 し た フラ イル タイ プ が 反転 し 、 選択 きま れ わた こと を 示し ます 。 

③ 削 除 し た い フ ァイル 名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、@ フ リッ ク し て 削除 する ファ イル を 選択 レ 
ます 。 す る 避 INAME の 欄 に マウ ス で フリ ッ ツク し た ファ イル 名 が 表示 され 、 選択 され だ こと を 示 
し ます 。 

ディ スク に 保存 され て いる ファ イル が 3 つ 以 上 の 場合 、| 晶 || 守 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ フ 
リッ ク す る と 、 前 後 の フ ァイル 名 が 表示 され ます 。 

[KILL に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 @ フ リッ フ し て ぐだ さい 。 する と [KILL げ 反 転 し て 、 選択 さ 
れ だ こと を 示し ます 

@ 次 に 削除 し て よい か どう が を 確認 し て きま す の で 、 よ けれ ハイ に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 、 
@ フ リッ フク し て こ だ さ い 。 

する と KILL が 実行 され 、 指 定 し を ファ イル が 削除 され ます 。 

ここ で 、 [イイ エ を ク ! リ ソフ する と @ に 戻り ます 。 

終了 し た ら ウ イン ドウ の 外 に マウ スカ ー ソ ル を 物 動き させ フク リッ フ す る と 、 フ ァイル モー ドガ ら 抜 
け ま す 。 


ご 注 意 > 
K | し し を 実行 し て 削除 し た フイ ル は 復活 で きま せん 。 
せつ ガ ぐ 描い だ 大 切な 画像 フラ ァイル を 削除 し な いよ う 、 よ ぐ く 注 意 し て 確認 し た 上 で ファ イル 名 を 
指定 し て ぐだ さい 。 


2. 20 ビデ オ 取 り 込 み 


ビデ オ 取 り 込 み と は 、 普 段 私 達 が 見 て いる ビデ オ な どの 映像 を 画面 上 に 取り 込む 機能 で す 。 取 り 
込ん だ 映像 は ビデ オデ ツキ の 一 時 停止 の よう お 感じ で 画面 上 に 表示 され ます の で 、 取 り 込 ん だ 絵 を 
も と に し て 措 画 編集 する こと 、 オリ ジ ナ ル の 変化 に 富ん だ ビジ ユア ル デ ザ イン カー ド の 作成 や ビデ オ 
編集 時 の タイ トル 画面 な ご 、 様 々 な こと に 利用 で きま す 。 な お 、 取 り 込 みい 映像 を 本 機 後面 の 
映像 入力 端子 に 入力 し て くだ さい 。 ま た 、 取 り 込 む お 映像 の コン トラ スト は 本 機 前 面 ト ビラ 内 の 取り 込 
の み 映 像 調整 つま み で 調整 し て べく だ さい 。 入力 する 画像 が 暗い 場合 右 に 回 し て 明る こし 、 ま だ 明る い 
場合 和 を に 回 し て 暗く ぐす る こと に より 、 鏡 I 明 な 画像 に 近づけ る こと が で きま す 。 


手 順 

④Z's STAF ビ ー ン の メニ ュー バー に ある | SYS に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ フク し て ご 
だ さい 。 シ ステ ムウ イン ドウ が 現れ ます 。 

@[VIDEO に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ @ フ リッ フク し て < だ さい 。 する と 、[VIDEO が 反転 し て 選択 
され だ こと を 示す と 同時 に 、 ビ デオ 取り 込み ウイ ンド ウ が 現れ ます 。 
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時 cli 要 =1ETE コ 4 


スー パー イン ポー ズ モ ー ド ガ ま だ は 、 コ ン ピ コ ユー タ ・ イ ンタ ー レ スモ ー ド に し て ご だ さい 。 


@START に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ @ フ リッ フク す る と 画面 上 に 画像 が 映し 出さ われ ます の で 、 取 
り 込 み だ い 画像 が 画面 上 に 映し 出さ われ だ 瞬間 に @ フ リリ ソレ し て ぐだ さい 。 
映し 出さ れ て いた 画像 が 画面 に 践 り ま す 。 


・ 画像 取込み は スー パー イン ボ ポーズ モ ー ド お よび コン ピコ ユー タ ・ イ ンタ ー レ スモ ー ド 時 に 可能 で 
す 。 コ ン ピ ユ ー タ モー ド で 行う 場合 は 、 本 機 前 面 ト ビラ 内 の VT 中 録画 モー ドス イッ ツチ を ON 
TAkzty cc だ きい し モー お よ げ コッ ピュ コー タダ ・ ブ プシ イラ ツー し レス モー ド で 性 特 疾 
ませ ん 。 


90-2 用 ドー ダキ ギヤ 


イメ ー ジ スキ ヤナ は 紙 や 写真 の 絵 を 画面 上 に 取り 込む 機能 で す 。 取 り 込 ん だ 絵 を も と に し て 描画 

編集 する と 、 オ リ ジ ナ ル の 変化 に 富ん だ ビジ ュ ユア ル デ ザ イン カー ド や イラ スト な ど ご が 作成 で きま す 。 
な お 、 ス キヤ ナ を 接続 し て が ら 行 つ て くだ さい 。 

手 順 

④Z's STAF ビ ー 有 ン の メニ ュー バー に ある [SYS に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ ! リ リック し レ てこ ご 
だ さい 。 シ ステ ムウ イン ドウ が 現 れ ま す 。 

@[| SCANNER | に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ リッ フク し て こ だ さ い 。 する と [ SCANNER | が 
反転 し て 選択 され だ こと を 示す と 同時 に 、 イ メー ジス キヤ ナウ ィ ン ド ウ が 現れ ます 。 


パレ ッ ツ ト の 色 は 色 モ ー ド ウイ ン 
ドウ で 選択 され て いる カラ ー パ 
レッ ト の 色 が 表示 され ます 。 


図形 の カラ ー ボ ー ド 背景 の カラ ー ボ ー 
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③ 機 種 の 設定 を 行い ます 。 

X 1 tUTDO シリ ー ズ 本 体 に 接続 し て いる 機種 を 選び 、 マ ウス カー ソル を 合わ せ 、 る フリック フレ 
ます 。 す る と 反転 し て 設定 され だ こと を 示し ます 。 
※ 起 動 時 に は |N591 ン 5 0 2 が 設定 され て いま す 。 

⑧ 國 形 の 色 を 設定 し ます 。 図形 の 色 の 設定 と は 、 イ メー ジス キヤ ナガ ら 読 み 込ん だ 図形 を 何 色 で 画 
面 に 表示 する ガ を 指定 する こと で す 。 図形 の カラ ー ボ ー ド を @ フ リッ ク し 、 パレ ツ ト ガ ら 指 定 し 
だ い 色 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、@ フ ! リ リック し ます 。 す る と 、 指定 し だ た カラー パパ ターン が 較 形 
の カラ ー ボ ー ド に 表示 され ます 。 

@⑤ 痛 景 の 色 を 設定 し ます 。 育 景 の 色 の 設定 と は 、 イ メー ジス キヤ ナガ ら 読 み 込ん だ 図形 の 背景 を 何 
色 で 表示 する ガ を 指定 する こと で す 。 背景 の カラ ー ボ ー ド を @ ク リツ フレ し 、 パ レツ ト ガ ら 指 定 し 
だ い 色 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 あ @ フ リッ ツク し ます 。 す る と 、 指定 し だ た カラー パタ ー ン が 背景 
の カラ ー ボ ー ド に 表示 され ます 。 


まァ p も セル ンス 用 ゴリ 


ご こま で は 、〆Z'S 1 AFF- 乙 の 持つ 豊富 な 機能 と 、 手順 を 説明 し な が ら 進 め て きま し た 。 この 
草 は 、 ご これ ま で 説明 し て きだ 機能 を ウイ ンド ウ や モー ド 単 位 に 体系 的 に まとめ て み ま し た 。 

すでに 、〆'S STAFF- 乙 を 活用 で きる よう に な つ だ 方 は 、 この 章 を イン デック フス と し て 、 まだ 
操作 を 忘 れ を と き な ど の 助け と し て ご 利用 ぐだ さい 。 3 0 9 X 2 9 9 モー ド で 説明 し ます 。 


ファ イル モー ド 色 モ ー ド ペン モー ド 文字 モー ド ? シシ 
編集 モー ド 印刷 モー ド 


機能 

メー ユー バー は 、Z'S STAFF- 選 の 各 モ ー ド を 選択 する と き の メ ニュ ー と し て の 機能 と 、 選 択 
ざれ て いる カラ ー パ ター ン や XY 座標 の 表示 を する 機能 を 持つ て いま す 。 メ ニュ ー バ ー に 表示 され 
て いる 合 モ ー ド 名 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て @ あ フリック フ す る こと に より 、 名 モー ド の ウイ ンド ウ 
が 呼び 出さ れ ま す 。 


補足 説明 
メニ ユー バー を 画面 お ら 消し た いと き は 、 ス ペー スキ ー を 押し て ご だ さい 。 ま だ 消し た メニ ュー 
パー を 再び 画面 に 表示 し だ いと き は 、 再度 ス ペー スキ ー を 押し て こ だ さ い 。 


き 。 る ン ポ ゴイ ルウ イン ドウ 


ファ アイ ルウ イン ドウ は 、 ン 'S STAFF-Z で 作成 し た 画像 を ロー ドレ し た り セ ー ブ す る ディ スク 
に 関係 し な 病 令 を 集め て いま す 。 

プア イル ウイ ンド ウ は 、 メ ニコ ユー バー の [FILE を @ フ リリ ッ フ する こと に より 画面 に 表示 され ま 
9。 
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LOAD (読み 込み ) 


機能 
選ば れ だ 名 前 の フラ イル を デー タデ イス ガ ら 読み 込み ます 。 
※ 手 順 は ビギナー ズ ガ イド 2 . 1 6 を 参照 し て ぐだ さい 。 


SAVE (保存 ) 


機能 
指定 され だ 名 前 で デー タデ イィ スク に 保存 (書き 込み ) し ます 。 
※ 手 順 は ビ キ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 7 を 参照 し て て だ さい 。 


KILL (削除 ) 


機能 
ディ スク に 保存 し て いる ファ イル の 絵 を 削除 し ます 。 
※ 手 順 は ビ キ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 9 を 参照 し て ぐだ さい 。 


GAMEN 


機能 
作画 画面 の すべ て を ファ イル の 対象 と し て 設定 し ます 。 


BUHIN 


機能 


鎖 繁 に 使う ツー ク や 大 き さ の 決ま つ だ キャ ヤラ クタ な ど 、 画面 の 一 部 を 保存 し た り 、 読 み 込む 場合 
に クリ ッ ク し ます 。 


COLOR 
機能 
作成 し た カラ ー パ レツ ト を 保存 し た り 読 み 込む 場合 に フリ リッ ク し ます 。 
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NAME (名 前 ) 


機能 


通常 は ディ スク ガ ら 選ば れ だ ファ イル の 名 前 が 表示 され て いま す が 、 新 し い 名 前 で 保存 し だ いと 
き な ど 、 ここ を クリ ッ ク し て 入力 し て < 症 さ い 。 


の りき 本 の ザン ドウ 


色 モ ー ド ウイ ンド ウ は 、Z'S ST「AFF- 乙 の 多彩 お 色 表 現 を 可能 に する 洗 種 の 機能 が 集め られ 
て いま す 。 色 モ ー ド ウイ ンド ウ は メニ ユー バー の |COL を 、 @ フ ! リ ソフ する こと に より 画面 に 表示 
され ます 。 


包 モ ー ド ば 50 還 逐 


1 
症 
AN 
L 
\Z 
ミー ゞ NAMJNIN の | 


カラ ー パ レッ ト | 


色 モ ー ド アイ コン 
機能 
ウイ ンド ウ を 秘 動 を なせ ます 。 
アイ コン を @ ク リッ クレ マウ ス を 秘 動 きせ ます 。 す る と ウイ ンド ウ の 大 き さ の ラバ ー ボ ックス が 


マウ ワ ス と 一 緒 に 秘 動 し ます 。 和 希望 の 位置 まで 移動 し を ら @ フ ! リ リック し ます 。 す る と 、 ラ バー ボッ ツク 
ス の 位置 に ウイ ンド ウ ガ が 物 動 し て 表示 され ます 。〈 他 の モー ド も 同様 で す 。) 


カラ ー パ レッ ト 


機能 


カラ ー パ ター ン を 収納 し た り の 指定 し た りす る と ころ で す 。 
※「2.3 色 を 変え る 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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ミーSNsaNJNN 国生 W 


機能 

カラ ー パ レッ ツ ト を 切り 換え ます 。 5 枚 あ り ま す 。 〈3 2 0 X 2 9 9 モー ド ) 
HSV 設 定 
機能 


原色 を 色相 、 彩 度 、 明 度 に よ つ て 調節 する こと が で きま す 。 
※ ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2.3 を 参照 し て くださ い 。 


スポ イト 


機能 
画面 上 お ら 指 定 し だ 特定 の カラ ー を 取り 込み ます 。 


3。 4 ペン 一 ドウ イラ に 9 


ペン モー ドウ イン ドウ に は 、Z'S STAFF-Z の 豊富 な 画材 と 各種 の 描画 機能 を 集め て いま す 。 


ペラ 7N ッ クス 


ベン モー ドア イコ ン 


機能 
ウイ ンド ウ を 秘 動 を せま す 。 


20/ 


ベン ボッ フス 


機能 
ペン 先 を 選択 し ます 。 
選択 し だ たい ペ ン 先 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる @ フ リック し ます 。 


エア ー プラ シ 
機能 


描い た 絵 に 奥行 き を 深め る こと が で きま す 。 
※ 手 順 は 「2 . 5 エア ー ブ ラ シ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


水性 ベン 


機能 

水性 ペン は 色 の 重ね 合わ せ 効果 が 得 ら れ ま す 。 だ と えば 赤色 が 塗ら れ て いる 上 に 水性 ペン を 選択 
レ て 表 色 で 描く と 、 描 の れ だ 部 分 は 紫色 で 表示 され ます 。 

※ 手 順 は 「2.6 水性 ペン 」 を 参照 し て くだ さい 。 


フリ ー ハ ンド 


機能 

現在 選択 され て いる ペン パタ ー ン で フリ ー ハ ンド の 曲線 を 描き ます 。 

@ フ リッ ク し だ まま マウ ス を 和 動 させ る こと に より 、 自由 曲線 を 描こ こと が で きま す 。 
※ 起 動 時 は この モー ドガ 設定 され て いま す 。 

※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 を 参照 し て こ だ さ い 。 


コネ フト ライ ン 


機能 

現在 選択 され て いる ペン で 直線 を 描き ます 。 

最初 に の フ ! リ ッ ク し た 位置 が 始点 、 次 に @ フ ! リ ソック し だ た 点 を 終点 と し て 直線 を 引き ます 。 続 け て 
@ ク ! リ ッ フ すれ ば 、 そ の 直前 に 引い だ 直線 に 続け て 、 直 線 を 引い て いき ます 。 

※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 を 参照 し て くだ さい 。 


ベイ ント 


機能 
囲ん だ 倫 域 を ぬり つぶ し ます 。 
※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 7 を 参照 し て ださい 。 


4 
"2 
の 
イ 
ツ 
2 
0 


EE 
テー 
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閉 曲 線 ベ イン ト 


機能 ・ 
コネ クト ライ ン の 要領 で 囲ん だ 領域 を 、 選択 し た カラ ー パ ター ン で ぬり つぶ し ます 。 ペ イン ト で 
は 対応 で き な い 複雑 な 領域 を 選択 し た カラ ー パ ター ン で ぬり つぶ すこ と が で きま す 。 
※ 詳 細 な 手順 は 、「2.8 閉 曲 線 ペ パイ ント 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 


IOQ| サー フル 
機能 
現在 選択 され て いる ペン 先 で 円 を 描き ます 。 


最初 に や フ ! リ ッ ク し て 円 の 中 届 点 を 決め ます 。 炊 に マウ ス を 移動 させ 円 の 半径 を 決め て 、@ ク フリ 
ッ ツク す る と 円 が 描け ます 。 


※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 を 参照 し て くだ さい 。 
ZN ツク 


機能 
現在 選択 され て いる ペン 先 で 四角 を 描き ます 。 
最初 に や フリ ッ ツク し だ 上京 と 、 次 に @ ク リッ ツク し た 点 を 対角線 と する 四角 が 描 お れ ま す 。 
※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 を 参照 し て ぐだ さい 。 


グ 
ご 
2 
イ 
ツ 
の 
9 


es 
で ー 


[ 男 | ボッ クス フィ ル 


機能 
現在 選ば れ て いる ペン 先 で ぬり つぶ され だ 四角 を 描き ます 。 


最初 に や ウフ リック し た だ 点 と 、 次 に @ フ クリック し た 点 を 対角線 と する ぬり つぶ され だ 四角 が 選択 さ 
れ て いる カラ ー パ ター ン で 描 お れ ま す 。 
※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 を 参照 し て ぐだ さい 。 


消し ゴム 


機能 
白色 の ぬり つぶ され だ 四角 で 絵 を 消し ます 。 
最初 に や フリ ツク し た 点 と 、 次 に @ フ リッ ク し た 点 を 対角線 こす る 四角 で 絵 を 消し ます 。 
※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 4 を 参照 し て ぐだ さい 。 


3. 5 編集 モー ドウ イン ドウ 
編集 モー ドウ イン ドウ に は 、 〇 G 〇 ならでは の 表現 を 実現 する 名 種 の 編集 機能 が 集め られ て いま す 。 
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コピ ビー 


機能 
指定 し な 領域 (四角 ) を 任意 の 場所 に 複写 し ます 。 
※ 複 写し た い 範 囲 が 広 す ぎる と き 、 実行 で き な い 場合 びあ り ま す 。 
※ 手 順 は 、 ビギナー ズ ガ イド 2 . 1 0 を 参照 し て くだ さい 。 


拡大 縮小 


機能 
指定 し な 領域 (外角) を 拡大 縮小 し ます 。 
※ 拡 大 縮小 元 の 領域 と 比べ 大 きけ れ ば 拡大 し て 表示 され 、 小 さけ れ ば 縮小 し て 表示 され ます 。 
※ 手 順 は 、 ビギナー ズ ガ イド 2 . 1 1 を 参照 し て くだ さい 。 


左右 反転 


機能 
指定 し た 領 城 (四角 ) の 中 を 左右 反転 し ます 。 
※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 3 を 参照 し て ぐだ さい 。 


上 下 反転 


機能 
指定 し な 領域 (四角 ) の 中 を 上 下 反転 し ます 。 
※ 手 順 は 、 ビギナー ズ ガ イド 2 . 1 4 を 参照 し て くだ さい 。 


EE| 回 転 


機能 
指定 し な 領域 (外角) を 回 転 し ます 。 
※ 手 順 は 、 ビギナー ズ ガ イド 2 . 1 2 を 参照 し て ぐだ さい 。 
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に eK3NKENINN 温 。 | 


ー で ざさ へ いり 生還 結 只 


し 


ルー ベ 
機能 


画面 の 指定 され だ 1 部 分 を 拡大 し て 、 細 がい 修正 を 行い ます 。 
※ 手 順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 1 5 を 参照 し て くだ さい 。 


9。 電 文字 ウイ ンド ウ 


文字 ウイ ンド ウ に は 、 文 字 を ざる 名 種 の 機能 が 集め られ て いま す 。 文字 ウイ ンド ウ に 関す る 詳 
細 な 手順 は 、 ビ ギ ナ ー ズ ガイ ド 2 . 9 を 参照 し て こ だ さ い 。 


和 動 アイ コン 
機能 
ウイ ンド ウ を 秘 動 させ ます 。 


園 * 
機能 
漢字 を 表示 し ます 。 


非 漢字 


機能 
漢字 以外 の 文字 や 記号 を 表示 し ます 。 
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較 | ジ タ ィ 


機能 
表示 する 文字 の 字体 を 設定 し ます 。 


当 思 21 


機能 

文字 を 横 倍 角 で 表示 し ます 。 ご の 機能 よ ま ス イツ チ に な つて いま す 。 一 度 指定 し @ フ リッ ツク する と 、 
再度 @ ノ ! リ ッ フ する まで 、 表 示さ れる 文字 は すべ て 横 倍 角 に な り ま す 。 ま た 縦 倍 と 一 緒 に 設定 する 
と 4 倍 朋 の 文字 を 表示 する こと も で きま す 。 


02T( 


機能 

文字 を 縦 何 角 で 表示 し ます 。 ご の 機能 よ ス イツ チ に な つて いま す 。 一 度 指定 し お フ ! リ ッ ソフ する と 、 
再度 @ フ ! リ ッ ク す る まで 、 表 示さ れる 文字 は すべ て 縦 何 角 に な り ま す 。 ま だ 横 倍 と 一 緒 に 設定 する 
と 4 倍角 の 文字 を 表示 する こと も で きま す 。 


2 コイ 


機能 

文字 を 借 体 で 表示 し ます 。 ご の 機能 よ ス イツ チ に な つて いま す 。 一 度 指定 し @ フ ! リ ッ フ する と 、 
再度 @ ツ ! リ リック する まで 、 表 示さ れる 文字 は すべ て 斜体 に な り ま す 。 指定 を 解除 する こと に より 、 
標準 体 の 文字 を 表示 で きま す 。 


2 トウ 


で ー ご こざ NS へ NNN | も か 


人 


機能 
文字 の 色 を 設定 し ます 。 
※ 起 動 時 に は 黒 に 設定 され て いま す 。 


フチ ト " リ 


機能 
縁 の 色 を 設定 し ます 。 
※ 起 動 時 に は 〇 FF ガ が 設定 され て いま す 。 


と 


機能 
影 の 色 を 設定 し ます 。 
※ 起 動 時 に は 〇 FF ガ が 設定 され て いま す 。 


3。 / 印刷 ウイ ンド ウ 


印刷 ウイ ンド ウ に は E 刷 や プリ ンタ に 関す る 機能 が 集め られ て いま す 。 印刷 ウイ ンド ウ に 関す る 


詳細 な 手順 は 、 ビギナー ズ ガ イド 2 . 1 6 を 参照 し て ぐだ さい 。 


ーー ニー トー キー トー 己 
E DSI f ザ チラ” | 


| ー 


PP 


機能 
印刷 の サイ ズ を 決め ます 。 
X 1 …… 縮 小 サ イズ 
X 2 …… 標 準 サイ ズ 


の ず 


機能 
印刷 する 範囲 を 決め ます 。 
イフ (0 軸 や 画面 上 の 一 部 分 を 印刷 し ます 。 


セン タイ (全体 ) … 画 面 全体 を 印刷 し ます 。 
フ " リ ンタ ー (プリ ンタ 設定 ) 
機能 
接続 し て いる プリ ンタ を 設定 し ます 。 
| ファ リン ター| の 右 を @ フ リッ ソフ する こと に より プリ ンタ の 名 称 ガ 表示 され ます 。 接続 し て いる プ 
リン タ の 形 名 が 表示 され る まで フリ ッ ク を し て こ ご だ さい 。 


プリ ンタ 対応 機種 一 覧 表 
ウイ ンド ウ に 表示 され て いる プリ ンタ 名 と 、 実 際 に 対応 し て いる 機種 は 次 の と お り で す 。 


(ZS1WRB9ici( C 有 2 記 38030 選 
(6016 (GUIDOI ジ 5 の 2 ⑤ グ 8 記 覆 


コー きじ し リエ ンジ と PWM Cg デ 60FK3 
ウー に KO 松生 。 デー8PK6 

Mt MZー 41 中 7。《 婦 で ウ プ ス イッ チ は X 1 モー ド で 使用 し て 
ぐだ さい め 


章 ea に に に 2 GS 生還 BNW2 MM 
※ カ ラー 印字 


PO-PR2 6 1 
過 選 の GO 7 ビ 和 引料 20 10 し 46 T。 PC- 刀 入 191 全 
Nu- 8 6 9 
※ カ ラーEH 字 
RP-1900 プ 1006TI, RPー8 0 TII, 


ト は ロコ 8 の り F ン 二 民 ,。 巨 良一 86, FPー 8 0F ノ T 
られ 所 株 基 よ 。 記 選 一 き 稚 葬 の ンカ ー ド に ロ w 有 ) 


| の 9ー/ 0 サイ 1 〇 -70 0/2 06 
START (印刷 実行 ) 


機能 
リッ ツ す る と 印刷 を 開始 し ます 。 印 刷 範囲 で 一 部 が 選択 きれ て いる 場合 は 、 印刷 実行 を フク リッ 
し だ 後 、 印 刷 し だ い 範 囲 の 本 上 と 右 下 を クリ ッ ク し て こぐ だ さい 。 す る と 印刷 が 実行 され ます 。 


に お CN 
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で ーSNsaJNN. 上 証 加 


ミーS ゞ NsANJNN 国 @ 


1 の ジス アム ウイ ンド ツ 
シス テム ウイ ンド ウ に は ビデ オ 取 り 込 み 、 イ メー ジス キャ ヤナ と 作業 終了 の 機能 が 入 つ て いま す 。 


g IDEO 
ら CP ロ PHPHHER 
ゴウ ゼーE FD 


VIDEO (ビデ オ 取 込み ) 


機能 
ビデ オ の 映像 な ど を 画像 デー ツタ と し て 取り 込み ます 。 
VIDEO を @ フ リッ フク する と 、 ビ デオ 取り 込み ウイ ンド ウ ガ 画 面 に 表示 され ます 。 


START を @ ク リッ ツク し て いる 間 、 画 面 上 に は ビデ オ な どら の 画像 が 映し 出さ われ ます 。 画 像 デ 


ー タ と し て 取り 込み だ い 画 像 が 映 つ だ 瞬間 に @ フ ! リ ソフ し ます 。 す る と その 画像 が 画像 デー タ と し 
て 画面 に 取り 込ま れ ま す 。 


な お 、 次 の よう に 『 モ ザイ ク 取 込み 』、『 階 調 を 落と し て の 取込み 』、『 反 転 取込み 。 も で きま す 。 


モ サ "イク ビデ オ 取 り の 込み の 分 解 度 〈X は 横 、Y は 縦 方 向 ) を 調節 し ます 、 通 常 は 1 で ご 使用 こ だ 
さい 。 


カイ チョ ウ ビデ オ 取 り 込 み の 階 調 の 分 解 能 を 設定 し ます 、 通 常 は 4 で ご 使用 こ だ さ い 。 


ブリ パー ス カラー フィル ム の ネガ の よう に 画像 を 反転 し て 取り 込み ます 、 通 常 は ひ FF で ご 使用 
ぐだ さい 。 


それ ぞ れ 設定 し だ い 数 値 お ど を @ フ リッ ク し て ご ださい 。 
SCANNER (イメ ー ジ スキ ャ ナ 取 込み ) 
機能 


イメ ー ジ スキ ヤナ ガ ら 画像 デー タ を 取り 込み ます 。 
SCANNER を @ フ リッ ク す る と 、 イ メー ジス キヤ ナウ イン ドウ ガ が 画 面 に 表示 され ます 。 


の 1 は 


1 エー ご ロイ 1 / ご ロビ 
1ー 選 g 和 9 


エエ エエ エロ 


に 3 ii 


接続 し て いる イメ ー ジ スキ ヤナ の 設定 を @ フ ! リ ソフ で 設定 し ます 。 次 に 図形 色 と 背 景色 を 設定 し 
ます 。 

図 形 色 を 設定 する 場合 は 、 凡 の 右 の | _ _ | を あ フ リッ フレ し カラ ー パ レッ ト ガ ら 色 を @ ク フリ 
ッ ク で 選び ます 。 

背景 色 の 設定 は 目 四 の 右 の を @ ク フリ リッ ク し 同じ よう に 選ん で いき ます 。 

これ ら の 設定 が 終了 し た ら [START 許 @ フ リッ フク し ます 。 す る と イメ ー ジ スキ ヤナ ガ ら 画像 デ 
ー タ の 取り 込み を 実行 し ます 。 


カラ ー パ レッ ツ ト 


り JOBーEND (終了 ) 


機能 
Z'S ら 6「AFF- 選 を 終了 し ます 。 
JOB-END」 を @ ク リック する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され 作業 は 終了 し ます 。 


UMIIPEMHD 
7 リー fw7 モ ET 有り 7 ん 


(ENUT-7 生 UA 
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ミーSNS へ JNN | 『。 | 


4 応用 編 


4. 1 お 繧 描き テ フ ニ ッ フ 


描き や すい 道具 を 使い まし よう 

〆'S ST「AFFー ン は 、 作 画 中 に 入力 装置 を 切り の 換え る こと が で きま す 。 

マウ ス は 滑ら が な お 曲線 を 描く の に 適し て いま す が 、 直線 的 な 絵 を 描く に は キー ボー ド の 方 が 便利 
で きも 

マウ スズ で 繧 を 描い て いる 途中 で も [Gr ] を 押し な が ら [KK] を 押す と 、 キー ボー ド で 操作 で きる 
よう に な り ま す 。 


キー ボー ド の モー ド で は 、 マ ウス を 使用 する と きよ り カ ー ソ ル 物 動 が 遅 こ な り ま す が 、 テ ン キ ー 
の ! リ ター ン キ ー を 押し な が ら 物 動き せる と スピ ー ド アッ プ し ます 。 


奥 に ある も の か ら 先 に 描き まし よう 


何 が 描い て ある 上 に 重ね て 描く と 下 に な つ だ 部 分 は 見 えな こ な り ます 。 奥 に ある も の 、 背景 に な 
る も の ガ ら 先 に 描い て いき まし よう 。 


グ 
の) 
ラ 
イ 
9 
ク 
ッ 


に 
ご ー 


ーー 2 一座 一 


2 9 9 ライ ン モ ー ド の と き 
④ [sr ] 十 は | で スー パー イン ポー ズ を 行い ます 。 


ビデ オ 編 集 時 の テ フ ニ ッ フ 
本 ツー ル で 描い た 絵 や 文字 と ビデ オ (テレ ビ ) 映像 を スー パー イン ポー ズレ ビデ オ に 銀 画 する 場 
合 、 絵 や 文字 を 描く 前 に 、 次 の 作業 (背景 色 を 黒 に する ) を 行 な つ てこ だ さい 。 
④ メ ニュ ー バ ー ガ ら [COL| を 選び 、 色 モー ドウ ィ ン ド ウ の カラ ー パ レツ ト ガ ら 黒 を 選ん で ご ださい 。 
②@ メ ニュ ユー バー に も どり [PEN]| を 選び 、 ペ ン モ ー ド に 入り ます 。 
③ ス ペー スキ ー を 1 回 押し 、 メ ニュ ユー バー を 消し ます 。 
④ ペ ン モ ー ド ウィ ンド ウ ガ ら ボッ クス フィ ル を 選び 、 画 面 全部 を 黒 で ぬり つぶ し ます 。 
ご れ で 準備 で きま し だ の で 、 続 いて 絵 や 文字 を 描い て いつ て こ < ださい 。 


4. 3 葉書 サイ ズ に 印刷 する 


完成 し だ は 、 プ リン タ を 接続 すれ ば 葉書 や カー ド に 印刷 し た り 、 オリ ジ ナ ル の カセ ッ ツ ト ラ ベル 
を 作成 する な ご 、 い ろ い ろ 活 用 し て いた だ け ま す 。 

ご の 場合 、 画 面 に 描い た 絵 が プリ ンタ に は どの ぐら い の 大 き さ で 印刷 さむ わる が は 、 使 用 する プリ 
ンダ に よ つ て 異な り ま すず 。Z'S STAFFー ン の シス テム ディ スク に は 、 ご の よう に 、 目 的 の 大 き 
ざさ に 印刷 し よう と する 場合 に 便利 な ” ホウ ガン シ " と いう ファ イル が ガ 入 つて いま す 。 次 の よう に レ 
て ご 利用 ぐだ さい 。 


グ 1 メ 


① ま ざ ず こ の ” ホウ ガン シ " を 画面 に 表示 し て み ま し よう 。 コピ ー し を シス テム ディ スク を ドラ イブ 
1 に セツ ト し て ぐだ さい 。 


縦横 それ ぞ れ 1 9 ドッ ト ご と に 線 を 引い を も の で 、 赤 い 線 が 1 9 9 ドッツ ト ご と の 目安 と な つて い 
ます 。 


②@ 次 に 、 印刷 モー ド に し て この 画面 を プリ ント アウ ト し て ぐだ さい 。 
だ と えば 、 ハ ガキ サイ ズ に 印刷 し だ い 場 合 は 、 プ リン ト ア ウト し だ 用 紙 の 上 に ハガキ を 重ね る と 、 
画面 状 で 縦横 何 ド ツ ト ぐ らい の 範囲 に 描け ば よい ガ が わが り ま す 。 

③ 描 画 々 面 で は メニ ユー バー の 右端 の | X・ Y 旗 ク ! リ ッ フ する と 現在 の カー ソル 位置 が X ( 横 )、Y 


( 縦 ) 座標 で 表示 され ます 。 (も う 一 度 @ フ ! リ ッ フ する と 消え ます 。) 絵 を 描く と き に は @ で 測 つ 
た 縦横 の 範囲 を あら が じ め 線 で 囲ん で その 中 に 描い て いく ぐ と よい で し よう 。 


付録 


付録 一 †| イメ ー ジ スキ ヤナ の 使い 亡 


1 . 接続 -PC-ーIN501 ン 5 0 2 の 場合 


A) まず 、 イ メー ジス キャ ヤナ 、 イ ンタ ー フ ェ エイ ス ボ ー ド 、 接 続 ケ ー プ ブル の マニ ュ ア ル を よ ぐ お 読 
み ぐ だ さい 、。 


B)X 1 tUrDO Z の | プ O ス ロッ ト に イン ター フエ イス ボー ド を 取り 付け ます 。 

〇 ) 接続 ケー ブル で イメ ー ジ スキ ヤナ と 本 体 を 接続 し ます 。 

な お 、 読 み 込み に 際 し て は イメ ー ジ キヤ ナ の コン トラ スト 、HALF _ TONE (PC- IN5 
0 1 の み ) を 操作 で きま す 。 


付録 一 2 ZS STAFFー ン の 画像 デー 構造 
6 4 9X4 9 9 モー ド デ ー タ 


6 4 9 メ X4 0 0 モー ド で の 画像 デー タ (画面 、 部 吊 ) は 、 次 の よう な シー ケン シヤ ルフ ァイル の 
形式 に な つて いま す 。 
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先頭 
横 万 向 の バイ ト 数 (1 バイ ト ) 


! デー タ の 順番 
終 方 向 の バイ ト 数 (て 1 バイ ト ) 電 


グラ フィ ツク メモ リ 0 
の っ 科 


ク 
ラ 
イ 
2 
の 4 
ッ 


ーー 
で ー 


横 亡 向 の バイ ト 数 (1 バイ ト ) 


縦 万 向 の バイ ト 数 (1 バイ ト ) 


責 1 ライ ン 分 の デー タ 


赤 1 ライ ン 分 の デー タ 
プラ フィ ッ ク メ モリ 1 L 


0 緑 1 ライ ン 分 の デー タ 


※〆'S ご 「 AFFー ン で は ファ イル を 4 K バ イト 単位 で 取り 扱う を め 、 空 デ ー タ が ガ 入 る 場合 が あり 
ます 。 
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( 例 ) 0 8 16 24 ( 横 ド ッ ト 数 ) 


③ 
| 


9⑨ | @ 
| @|1@⑳|⑯ 


ト 由 


|@1@⑤@ 


| 


グ 
3 の 
了 ス 
イ 
2 
ダ 
レ 。 


G 
デー 


(所 7 と 7 業 ) 
に 9 こっ = き 


B 
四 


※ 番 号 の 付い て いる 1 マス 分 が 1 バイ ト 8 ドッ ト を 表わし て いま す 。 


だ と えば 上 の 図 (24 X 3 ドッ ト ) の よう な 画像 デー タ の 順番 は 次 の よう に な り ま す 。 


3 ( 横 方 向 バ イト 数 ), 2 ( 縦 廊 向 バ イト 数 ), 
④, ②, ③, ②③, (oi ⑥, ⑦, ⑧, ③、--- - Eo (2 の 
⑲ ⑳,.@⑳. @ ⑨⑲ ⑳. @ ⑮ の @⑳@ 


3 ( 横 廊 向 バイ ト 数 ), 1 ( 縦 廊 向 バイ ト 数 ), 
⑩, ⑪, ⑫, ⑬, 《⑬, ⑯, 《⑯, ④⑰, ⑱, 4 K バ イト 
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2 本 が 200 モコ ビデ ー ダ 


3 2 0X2 0 0 モー ド で の 画像 デー タ (画面 、 部 吊 ) は 、 次 の よう な シー ケン シャ ル の 形式 に な 


づつ で いま す 。 
横 方 向 の バイ ト 数 (1 バイ ト ) 
縦 方 向 の バイ ト 数 て 1 バイ ト ) 


VRAM 1 バイ ト 分 の デー タ 


空 デー タ 


先頭 
! デー タ の 順番 


ツラ ラッ クウ テモ リ 


半 VRAM1 1 1 バイ ト 分 の デー タ 


( 例 ) 2 4 X 3 ドッ ト の 場合 
M 1 2 


VRAM0 | VRAM 69 
(9,0) (の 

VRAM | VRAM9 | VRAM6 
だ 陸 。 衝 2 (| ま ) 人 

VRAM | VRAM | VRAM9 
ん 022 結 り 2 。 を ) 


VRAM11 | VRAM11 | VRAM 
Rh 6) | 8 | 6 の.99 
NN 
VRAM1 1 
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デー タ の 並び 


1 バイト 1 バイ ト 12 バ イト 12 バ イト 12 バ イト 
3 ( 横 方 向 バ イト 数 3 ( 縦 方 向 バ イト 数 ) 人 KC 0 , 9 ) の デー タ [C 1 , 9 ) の デー タマ 


癌 層 . 2 ) の デー タ 


に 3 


VRAM9 | VRAM 1 VRAM2 |---ーーーーーー-| VRAM 


たか 1 故 宙 1 パイ ト ヤギ 記 


付録 一 3 BAS 1C プ ログ ブラム で の 利用 


ここ で 紹介 する プロ ブラ ム は 、Z's STAFFー ン で 描い た 絵 (GAMEN で セー プ し だ も の ) 
を 日 AS | O プ ロブ ラム で 利用 する ため の サン プル プロ グラム で す 。 プロ プラ ム は 6 4 9 X 4 0 0 
モー ド デ ー タ 用 の も の と 3 2 0 X 2 0 9 モー ド 用 の も の と が あり ます 。 

※ 昌 AS | つの シス テム ディ スク に 、 炎 の ファ イル 名 で 収め られ て いま す 。 


6 4 9 メ 4 9 9 モード 用 デー タ 
・〆ZS LOAD4. Uty 
・ZS LOAD4. Obj 


3 2 9X2 9 0 モー ド 用 デー タ 
た の 玉 GMR ty 
29 し で 内 介 2. ObJ 


使用 手順 


自作 の プロ プラ ム の 中 に * Z's LOAD 4 . Uty "または? 'S LOAD 2 . Uty "を 挿入 し 


ます 。 な お 、 ド ライ ブ 0 の ディ スク に 、\Z's LOAD 4 .ODJ ま だ は \Z's LOAD 2. ODJ が 
入 づ て いる 和 め 要 が あり ます 。 


<6 4 9 X4 9 9 モー ド > 
\Z's LOAD 4 . Uty ” の プロ ブラ ム の 次 の 行 を 確認 し て こ だ さ い 。 
1499 DRIVE%=1 
(___ 画面 デー タ の 収め られ て いる デイ スク 
の ドラ イブ 番号 を 入れ て こ だ さ い 。 
1449 AS テニ FILENAME? 


| _ 画面 デー タ の ファ イル を 
入れ て ぐだ さい 。 
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a 


MD ーー 
ミーSNsaNNN 


と | 


く 3 2 9X2 9 9 モー ド > 
\Z's LOAD 2 . Uty / の プロ ブラ ム の 次 の 行 を 確認 し て こ だ さ い 。 
2949 DRIVE%= 1. 
1 画面 デー タ の 収め られ て いる ディ ス フ 
の ドラ イブ 番号 を 入れ て こ だ さ い 。 


2069 AS=\EILENAME^ 
画面 デー ツタ の ファ イル 名 を 
火 で ぐ 症 ざい 。 


な お 、 詳 し こく は 各 プロ プラ ム の リス ト を ご 覧 くだ さい 。 


付録 一 4 拡張 パレ ッ ト 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ 

この プロ グラ ム は X 1 turlbo の 拡張 パレ ツ ト を 設定 する こと に より ゲー ム 等 の 色 を 変え て し 
まお うと いう も の で す 。 プロ ブラ ム は BAS | つの シス テム ディ スク に 拡張 PALET. Uty" 
と いう ファ イル 名 で 登録 され て いま す 。 


使用 手順 
BAS | C シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 9 に セッ ト し 、BAS | 〇 を 立ち 上 げ だ 後 、RUN 
\9 : 拡 張 P じ ALET. Uty" と する と 、 次 の よう が 画面 表示 され ます 。 


ーー 
「 画 | 時 = 評 加 


員 色相 =H= 0 " 
| 8 まほ =9・ 0% 
本 0 5 
De リ ゃ ッ 1 0 N 
生ま 


カー ソル キー| 1 | | で 機能 を 選び 、 で 数 値 を 設定 し ます 。 


ゲー ム 等 の アプ リケーション を 起動 し た い 場合 は 、 選 A ご | C シ ステ ム デ ィ ス ク を ぬぎ き 、 ア 
プリ ケー ショ ン の ディ スク を セッ ト し ただ あ と カー ソル を リセ ッ ツ ト に 含 わ せ て リタ ー ン キー を 
押し て ぐだ さい 。 


注 ) アプ リケーション に よ つ て は 正常 に 動作 し な いも の も あり ます 。 
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グセ ー グ の 7 杯 式 会 社 


本 


電子 機器 事業 本 部 〒329-21 


電話 


電話 


社 〒545 大 阪 市 了 向 倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 


06 (621) 1221 (大 代表 ) 


栃木 県 矢板 市 早川 町 1 7 4 番地 


02874 (3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


| お 買い あげ 年 月 日 年 . … 月. 商 3 
逢 6 」 
お 買い あげ 店 名 [ 痢 
電話 番号 
も より の 
お 客 様 ご 相談 窓口 
電話 番号 


TMAN-3658CE 
T0062-A | 


